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小 義孝 ・ 松 林 久 吉 ・ 崎 一 
日 本 寄生 学 会 


海 人 草 の 純 効 分 サン ト 
ニン ミ を 最も 効果 配合 し 、 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 馬 虫 薬 マ ク 
ニン ら S は 、 そ の 高い 応 虫 率 が 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン ら S は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 虫 を と る と こと が で きま す 。 


団体 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
で 、 高い を も ち 、 配布 に 
便利 な の で 集団 に 最適 で す 。 

価格 も 特に 低 礎 な の で 、 学校 、 工場 
会 在 等 で 非常 な 好評 を えて いま す 。 


(包装 ) 3 大 人 一 人 分 ) 80 円 ・6 
団体 2 (大 人 1w 人 分 ) 


大 区 道修 町 藤沢 品 東京 ・ 福 岡 ・ 
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馬 の 条 虫 と その 中 間 和 宿主 に 関す る 研究 


(2) Anoplocephala perfoliata に 対す る Bithionol 及び 


その 一 誘導 体 と Dichlorophen に 依る 駆虫 に つい て 


福井 正信 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 (指導 佐々 学 教授 ) 


先 に 筆者 の 一 人 福井 は 関東 地区 の 軽 種 生産 牧場 に おい 
て 軽 種 馬 お ける Anoplocepbhala perfoliata の 侵 
態 を 調査 し , この 条 虫 が 高度 の 感染 率 を 示す こと を 知 つ 
た . これ と 併行 し て 細山 導 の Moniezia expansa, 和牛 の 
Moniezia benedeni に 対し て 優れ た 叉 虫 効果 を 示し た 
Bithionol を 用 いて その 貝 実験 を 行 つ た (福井 , 1960). 
本 報 で は これ に ひき 続き 行 つ た 軽 種 育成 牧場 で の Ano- 
plocebhala perfoliata を 対 と する Bithionol (2, 2"- 
dihydroxy-3, 3'-5, 5"-tetrachloro-diphenylsulfide) の 
実験 に 併せ て 細山 に だ お いて 既に 実験 され た 条 剤 
Dichlorophen (5, 5’-dichlor-2, 2’-dihydroxy-diphenyl- 
methane) 及び Bithionol の 一 誘導 体 (2,2"-thiobis(4,6- 
dichlorophenoxy acetic acid) 以下 一 応 Bithionol acetate 
と 称す る ) に よる 薬 状 人 条 貝 原虫 実験 の 結果 を 報告 する . 
本 文 に 入る に 先立ち 終始 御 指導 頂い た 本 研究 部 長 佐 々 学 
教授 に 深 甚 の 感謝 の 意 を 表す る と 共に , 貴 重 な る 御 助 言 
を 頂い た 本 研究 部 林 滋 生 博 士 , 実験 た 便宜 を は か つて 頂 
いた 日 本 中 央 競馬 会 馬 事 公 苑 及び 各 競 馬場 診療 所 , 種々 
御 頂 いた 農林 省 渡辺 蔵 寄生 室長 及び 東大 農学 部 
伊東 信夫 氏 に 感謝 の 意 を 表す る . 猫 Bithionol は 田辺 製 
薬 , Dichlorophen は 大 日 本 製薬 , Bithionol acetate は 大 
和 化 学 ょ り 提 供 頂 いた . 記し て 感謝 する 次 第 で ある . 獲 
実験 は 主 と し て 福井 が 行い 第 3 実験 の 排 過 調 査 は 主 と し 
て 金子 , 小川 が 行 つ た . 

本 研究 の 一 部 は 第 47 回 日 本 獣医 学会 , 第 28 回 日 本 寄 
生 虫 学会 に だ お いて 報告 し た . 

実験 方 法 及 び 材 料 

筆者 の 1 人 福井 は 既に Bithionol を 29 頭 の 馬 に 50mg 


(昭和 34 年 12 月 10 日 受領) 


日 本 中 央 競馬 会 


ルト kg BW~10 mg/kg BW 種々 の の 量 を 投与 し , 
下痢 の 他 認 むべ き 副 作用 を 記録 しない 結果 を 得 て い る . 
今回 は 更に Dichlorophen を 馬 に 経 日 及び 経 鼻 投与 し そ 
の 毒性 を 先ず 観察 し た . 即ち Dichlorophen 50 mg/kg, 
30 mg/kg, 20 mg/kg, 10 mg/kg の 各 量 を 投与 し その 症 
状 を 観察 し た . これ に 併せ て Bithionol も 同様 50 mg/kg 
30 mg/kg, 20 mg/kg, 15 mg/kg, 10 mg/kg, 7 mg/kg, 5 
mg/kg 及び Bithionol acetate 5 mg/kg, 7 mg/kg, 10mg 
kg, 15 mg/kg, 20 mg/kg の 各 段 階 量 を 投与 し 同様 に そ 
の 経過 を 観察 し た . 以上 の 実験 の 外 に Bithionol 15mg/ 
kg を 毎日 1 回 5 日 間 連 続投 与 ( 計 75 mg/kg) し 以後 の 症 
状 を 観察 し た . これ 等 は 何れ も ざ デム ヵ カテーテル を 使用 し 
て の 経 鼻 投薬 及び 丸 薬 と し て の 経 日 投与 に 依 つ た . 

この 礁 性 試験 に と ひき つ ヾ き 第 1 原虫 実験 と し て 関東 地 
区 に お ける 軽 種 育成 牧場 に 疫 養 され る 軽 種馬 ( 明 3 歳 ) を 
対象 と し その 39 頭 対し て 試験 を 行 つ た . 投 
は Bithionol 5 mg/kg, 7 mg/kg, 10 mg/kg, Dichloroph- 
en 5 mg/kg, 7 mg/kg, 10 mg/kg, 15 mg/kg, 20 mg/kg 
の 各 段 階 で ある . これ ら の も の は 何れ も 粉剤 を 濃厚 飼料 
に 混合 し て 給与 し その 採取 状況 も 併せ さて 記録 した. 投与 
前 の 検便 は 農林 省 家 畜 衛 生 試験 物 寄 生 虫 室 の 手 に よ ょ り 一 
応 行 われ た が は 投与 時 に 缶 に 各 馬 個体 別に 
採集 し これ を 検査 し , 後 検便 と し て 1 週 後 , 4 週 後 , 6 
週 後 の 便 と た つき 前 検便 同様 は 飽和 食塩 水 に と ょ る 中 型 試験 
管 で の 法 で 虫 の 検査 を 行 つ た . 投 薬 後 14 
時 間 , 20 時 間 , 36 時 間 , 44 時 間 , 60 時 間 に 各 個体 毎 に 保 
存 さ れ た 精査 し 条 排 記録 した. 排 条 は 
総 て 研究 室 に 持ち 帰り 標本 と な し 同定 し 虫 体 の 計測 も 司 
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時 に 行 つ た . 第 2 の 実験 と し て Bithionol-acetate に 関し 
て は 3 頭 に 5 mg/kg 宛 投 与 し 同時 に Bithionol 5 mg/kg 
完 4 頭 と 投与 し その 効果 を 比較 し た . 即ち 排 貝 状態 を み 
る 為 に 投薬 後 22~26 時 間 の 便 , 27~42 時 間 後 の 便 , 45 
~47 時 間 後 の 便 に 就き 精査 し 排 洪 虫 体 を 観察 し た . 又 
康 虫 後 10 日 , 4 週 の 便 に つい て る 検査 し 虫 卵 の 陰 転 状 
況 を みた . 

第 3 の 実験 と し て Bithionol 5 mg/kg, Bithionol ace- 
tate 5 mg/kg, 7 mg/kg, Dichorophen 25 mg/kg 投与 し 
59 時 間 後 造 の 排 貝 検査 及び 6 週間 後 造 の 後 検便 を 行 つ 

実験 結果 

毒性 試験 : 1 回 経 鼻 投 与 に と よる 副作用 その 他 の 症状 を 
観察 し た 結果 , 内 3 頭 に 極 く 軽微 の 下痢 を みた 以外 全く 
何等 の 症状 も 認め な か つた . 3 頭 は 何れ も や 、 ょ 球 便 程度 
で 一 過 性 で あり 翌日 以後 全く 何等 の 暴 常 を 記録 し な か つ 
た . Bithionol 15 mg/kg 5 日 連続 投与 例 で も 全く 何等 の 
景 常 を も 観察 し な か つた (第 1 表 ). 

と の 結果 に 基き 39 頭 の 馬 に 対し て 行 つ た 第 1 回 尺 虫 
実験 に お いて は 次 の 如き 結果 を 得 た . 

排 貝 成績 : 供 試 動物 全 頭 に 対 し 投薬 後 14 時 間 ょ り 60 
時 間 和 5 回 に こと わ た り 各 個体 別に 保存 され た を 精査 し 条 
貝 排 貝 数 を 記録 し た . この 結果 Bithionol 投与 群 に お い 
て は 5 mg/kg 8 頭 中 6 頭 , 7mg/kg 8 頭 中 6 頭 , 10mg 
kg 8 頭 中 6 頭 の 馬 に 排 みた . Dichlorophen 投与 


筑 1 表 馬 に 対す る Bithionol, Bithionol acetate, Dichlorophen の 毒性 試験 


に て は 15 mg/kg 投与 2 頭 中 1 頭 に 排 過 を 記録 し た . 排 
虫 は 14 時 間 後 より み ら れ た が 36 時 間 後 の 排 虫 粗 が 最も 
多 か つ た . 1 頭 当 り の 排 洪 令 数 は 1 令 よ り 35 令 に 及 ん 
で いる . 両 薬剤 投与 に と よ ょ り 排 洪 さ れ た 198 隻 中 頭 部 も 合 
め て 完全 貝 体 を 控 集 し た も の は 140 令 , 頭 部 を 認め ない 
も の 58 隻 で あぁ つた. 排 貝 は 44 時 間 後 和 で すべ て が 完了 
し 60 時 間 後 に は 全く み ら れ な か つた . 

虫 卵 陰 転 成績 : 後 検便 は 1 週間 後 , 4 週間 後 , 6 週間 
後に 行わ れ た . 1 週間 後 の 検便 の 結果 Bithionol 投与 群 
は 何れ る も 人 条 上 虫 卵 陽性 個体 は 見 当ら な か つた . Dichloro- 
phen 投与 群 に お いて は 5 mg/kg 投与 4 頭 中 3 頭 , 7 mg 
g 投与 4 頭 中 1 頭 , 15 mg/kg 2 頭 中 1 頭 , 20 mg/kg 

1 頭 中 1 頭 の 条 躍 卵 陽性 屋 を 記録 し た . 4 週間 後 の そ れ 
は Bithionol 群 は 同じ く 全 例 虫 卵 陰性 で あり Dichloro- 
phen 群 は 5mg/kg 群 4 頭 中 3 頭 , 7 mg/kg 群 4 頭 中 1 
頭 , 10 mg/kg 群 4 頭 中 2 頭 , 15 mg/kg 群 2 頭 中 1 頭 , 
10 mg/kg 群 1 頭 中 1 頭 の 虫 卵 陽性 を 示し 前 回 より 2 例 
の 増加 を みた . 6 週間 後に は , Bithionol 投与 群 中 5 mg/ 
kg 投与 馬 1 頭 に 虫 卵 陽性 を 認め た 外 この 薬剤 投与 群 で 
は 総 て 陰性 結果 と な つた . Dichlorophen に お いて は 前 回 
と や な り 5 mg/kg 群 で は 陽性 例 な く , 7 mg/kg 
は 前 回 同様 4 頭 中 1 頭 , 10 mg/kg 群 は 4 頭 中 1 頭 , 15 
mg/kg 群 は 2 頭 中 1 頭 , 20 mg/kg 群 は 1 頭 中 1 頭 と な 
り 前 回 より や ょ 少な い 結 果 と な つた . 以上 6 週間 に 豆 る 
3 回 の 後 検 便 の 結果 , Bithionol は 24 頭 中 1 頭 の み が 陽 


体重 投 
1 8 アン グダグダ ロア ラブ 6 歳 443 Bithionol 経 回 
2 418 経口 1 回 投与 2.9g(7 ) 
3 8 4 437 経 鼻 1 回 投与 4.4g(10 ) 24 時 間 後 や ゝ 軟便 翌日 
4 5 467 4.7g(10 ) 正 
6 416 12.5g(30 ) 24 時 間 後 や ゝ 軟便 翌日 復 
経 5 回 連 6.9g 
10 中 半 種 4 441 Dichlorophen 回 投与 4.5 g (10mg/kg) 
11 8 5 447 1 回 投与 9 g(20 ) 
_14 444 22.2g(50 ) 24 時 間 後 や ゝ 軟便 翌日 
15 サラ プレ 6 443 Pithionol 1 2.2g(5 ) 
17 $ 8 477 4.8g(10 ) 
19 5 450 2 9 gl(20 ) 


] 


第 2 表 4noplocephala perfoliata 臣 虫 試験 (Bithionol, Dichlorophen ic ょ る ) 
及び 副作用 


投 


14 時 


= 


Dichlorophen 
5 mg/kg) 


(7 mg/kg) 


(10mg/kg) 


(15mg/k 
+ 


(20mg/kg) 
*S : サラ プ ブレッド 種 ※ ゃ 軟便, 空欄 は 排 ・ 虫 卵 陰性 を 示す . 

AA: アン ョ アラブ 種 
性 で あり (この 例 で は 再 感染 の 可能 性 が 考え られ る ) こ 第 2 実験 と し て , Bithionol acetate に 就 い て は 3 頭 の 
の 薬剤 の 4. erfoliata に 対す る 駄 虫 力 の 優れ て いる の 馬 に 5 mg/kg 宛 投 与 し 別に Bithionol 5 mg/kg 宛 4 頭 
を 示 し た . Dichlorophen は 15 頭 中 6 頭 が 3 回 通じ て 陰 の 選 に 投 与 し 排 虫 , 効 果 を みた 結果 , Bithionol 群 
性 結果 を 示し た が その 効力 は や ゝ 成績 に 乱れ が み ら れ た 中 1 頭 に 1 隻 の 排 虫 を 認め た の み で あつ た . 又 10 日 後 
(第 2 表 ). i の 貝 卵 検 査 で は Bithionol 群 は 全 例 陰性 , Bithionol-ace- 


($3:) 
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排 
後 検 便 
(kg) 間 後 間 後 
Bithionol 
ない 

A 426 2 5 
404 2 1 2 

AA 451 2. 4 1 
S 433 2. 6 
409 2. 14※ 12 2 
ro- { 
mg 9 S . 474 (7 mg/kg) 3. 6 12※ 15 
lk 10 461 3 1 6※ 3 
それ 12 AA 418 2. 1 
13 S 441 3 

中 1 15 430 3. 

2 例 (10mg/kg) 
18 464 4. 18※ 17 

mg 435 4. 4 9 
で 20 軽 半 血 種 471 4. 
21 S 478 4. 

前 回 22 496 5. 10 1 
23 472 4. 1 ※ 6 
g 24 A 441 4. 2 
419 2. ※ + + 
と な 26 AA + + 
が 陽 
29 S 439 

30 AA 433 3.0 

34 A 458 4.6 

36 482 4.8 
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tate 群 で は 3 頭 中 2 頭 と 帳 卵 を みた . 4 週 後 の 検便 で は 。「! 認め られ な か つた . 又 薬 剤 に 対す る 最 避 性 も 特に み ら れ 


Bithionol 5 mg/kg 群 5 頭 中 1 頭 の み が 陰性 で 他 の 4 頭 
及び Bithionol-acetate 群 3 頭 は 陽性 で あつ た (第 3 表 ). 

第 3 実験 と し て 以上 3 薬剤 を 投与 し た 結果 , 排 貝 は 
Bithionol acetate で は 5 mg/kg 群 で は み ら れ ず 7 mg/kg 
群 で 3 頭 中 1 頭 に と 20, 35 時 間 後 認め , Bithionol 5 mg/ 
kg 群 2 頭 で は 2 頭 共 16 時 間 よ ょ り 44 時 間 後 造 認め た . 
双 Dichlorophen 25 mg/kg 群 で は 3 頭 中 1 頭 に 35~44 
時 間 の 門 に 排 貝 を 記録 し た . 後 検便 と し て 7 日 後 , 28 日 
後 , 42 日 後に 行 つ た 躍 卵 検査 で は 全 例 陰性 の 結果 を 得 て 
いる (第 4 表 ). 

副作用 : 第 1 実験 中 Bithionol 5 mg/kg 群 8 頭 中 1 
頭 , 7 mg/kg 群 8 頭 中 2 頭 , 10 mg/kg 群 8 頭 中 2 頭 , 
Dichlorophen 5 mg/kg 4 頭 中 1 頭 何れ も 20 時間 ~36 時 
間 の 排便 が や で あつ た 以外 食 其他 の 症状 は 全く 


な か つた . 第 2 実験 で は 全く 副作用 を 認め ず , 第 3 実験 
で は Bithionol acetate 7 mg/kg 群 3 頭 中 1 頭 に 投与 40 


, 時 間 後 一 過 性 の 下痢 を 認め た の み で あつ た . 


排出 虫 体 計 測 結 果 : 第 1 実験 に お いて Bithionol に ょ よ 
り 排 出さ れ た 完全 躍 体 140 個体 の 計測 の 結果 は 第 1 図 の 
如く で ある . 体長 は lcm より 6.2cm 迄 に 及び , 体 幅 
は 0.3cm より 2.4cm つ た . 経 過 時 間 別 
の 貝 体 の 大 き さ は 第 2 図 の 如く で ある . 

第 1 実験 中 Bithionol に ょ る 排 洪 虫 体 数 を 完全 虫 体 と 
不 完 全 虫 体 に 分 け て 観察 し た 結果 は 第 3 図 の 如き 成績 を 
得 た . 

考 

穫 は 先 た Bithinol, Dichlorophen にょ る 細山 

Moniezia expansa, Bithionol に よる 和牛 の Moniezia 


第 3 表 Aroplocebhala perfoliata 駆虫 試験 (Bithionol, Bithionol acetate に ょ る ) 


授与 薬剤 投与 法 
体 22~26 27~42 45~47 
No 年齢 性 kg) 時 間 後 時 間 後 後 検便 後 28 後 
Bithionol 0.9g 飼料 混 
1 サラ レッド 2 8 175 (5 mg/kg) 1 回 投 0 0 0 
3 2 8 180 4 7 0 0 0 — 十 
4 2 170 0 1 0 — 
Bithi6nol acetate 0.9g 
5 175 ( 5 mg/kg) 0 0 0 
6 8 175 0 0 0 
7 8 175 0 0 0 
第 4 表 Anoplocepbhala perfoliata 駆虫 試験 (Bithionol, Bithionol acetate, Dichlorophen に ょ る ) 
供 試 動 物 排 下 後 検 便 
投薬 剤 投 法 30 20 35 40 30 44 59 7 日 28 日 
(kg) 分 後 間 後 間 後 分 後 間 後 間 後 後 後 
サラ プ Bithionol acetate 飼料 混 
アン Bithionol acetate 
Bithionol 
※※ 下 痢 ( ) 内 は 不 完全 虫 体 , 容 欄 は 排 虫 陰性 を 示す . 


* 
\ 


H 3 
ーー 体 


1 図 Anoplocephala perfoliata 体長 及び 体 幅 
(Bithionol 投与 後 排 洪 140 虫 体 に ょ る ) 


第 2 図 投薬 後 排 洪 経 過 時 間 別 4. perfoliata 
体長 及び 体 幅 (宿主 個体 別 平均 値 ) 


benedeni の 康 虫 を 行い 副作用 の 憂い が な く 満足 すべ き 
虫 効果 を 確認 し た . 更に 軽 種馬 の Anoplocephala 
perfoliata に 対し て も Bithionol に ょ る 虫 実験 を 行い 
10 mg/kg で る 騙 効 果 の 高い こと を 知り 副作用 も 問題 
と する に 足ら ちな いこ と を 認め た (福井 , 1960). 今回 は こ 
れ に 続き Dichlorophen 及び Bithionol acetate を 加 へ こ 
れる も 又 , Bithionol 同様 に 毒性 の 低い こと を 確認 し た . 前 
報 に だ お いて 馬 の 薄 状 条 虫 に 関し て は 10 mg/kg の 微量 で 
虫 効果 を 確認 し て いる 回 は 7 mg/kg, 5 mg/kg の 
2 群 を 追加 し 10 mg/kg 群 と 共に Bithionol の 効力 を 観 
祭 し た . この 結果 排 貝 率 は 第 1 実験 で は 3 群 何れ も 75 
と 変り な く 5 mg/kg 投与 で も 排 貝 効果 の ある こと を 
知っ つ た. 細山 羊 , 牛 た に 比 し は る か に 少量 で 効果 を 期待 し 


め る 36 44 


第 3 図 Bithionol 投与 に 依る Anoplocephala 
erfoliata 排 の 経時 的 観察 


得る . 馬 の 場 合 その 排 投 36 時 間 後に み ら れ る 
こと と を 前 報 で 報告 し , 同じ Bithionol を 使用 し て の 細山 
羊 , 牛 の 場合 の を それ と 時 る 点 を 指摘 し た が 今回 も 排 貝 は 
14 時 間 後 より 44 時 間 迄 の 内 36 時 間 に ピー クタ が み ら れ 
た . 今回 は 特に 下痢 を 伴 つ た も の は 殆ど な か つた に る を も 
拘ら ず 前 報 と 併行 する 成績 を 得 た の は 興味 ある こと で あ 
る . 大 多数 の は 正常 便 で あつ た が 排 時 (投薬 後 
24~36 時 間 ) の 便 は や ょ 水分 含量 が 高い 様 で あつ た . 

副作用 と し て は 14 時 間 後 の 便 た に Bithionol 群 4 頭 , 
Dichlorophen 群 1 頭 や ゝ 軟便 の も の が あつ た が 何れ も 
直ちに し た . 投与 法 が 何れ も 濃厚 飼料 に じ て 投 
し た に か わら ず , これ を る 風 を みせ た も の は 
Bithionol 2 頭 , Dichlorophen 2 頭 の み で あつ た . これ 
ら も その 70 必 以 上 を 擬 取 し た . 

排 貝 検査 と 併行 し て 行 つ た 躍 卵 検査 の 結果 , 1 週間 後 
Bithionol 投与 群 は 全 頭 陰性 , Dichlorophen 投与 群 は 5 
mg/kg, 7 mg/kg, 15 mg/kg, 20 mg/kg 各 段 階 共 に 一 部 
陽性 馬 を 認め た . 次 いで 行 つ た 4 週 後 , 6 週 後 の 成績 と 
縮合 し て みる と , Bithionol 群 は 5 mg/kg 投与 群 8 頭 中 

1 頭 た 6 週間 後 陽性 例 を みた の み で 他 は 何れ も 上 虫 卵 陰 転 
し た . Dichlorophen の 群 で は 3 回 通じ て 貝 卵 陰 転 例 は 5 
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mg/kg 群 4 頭 中 1 頭 , 7 mg/kg 群 4 頭 中 3 頭 , 10 mg/ 
kg 群 4 頭 中 2 頭 , 15 mg/kg 群 2 頭 中 0 頭 , 20 mg/kg 
群 1 頭 中 0 頭 と な り そ の 廊 貝 効果 は 100 必 の 陰 転 は 期待 
出来 な か つた が , 7 mg/kg 群 , 10 mg/kg 群 で 50 以上 
の 成績 を , 又 第 3 実験 の 25 mg/kg 投与 で 排 貝 率 33 必 虫 
転 率 100 の 成績 を 得 た . この 薬剤 は Bithionol 同 
様 に 馬 に 対す る 毒性 は 投与 量 の 附近 で は 全く 問題 と な ら 
な い が そ の 条 虫 原虫 力 と に 関し て は 実験 が 少数 例 で は ある 
が , Bithionol に や 劣る 結果 を 示し て いる . 細 の 両 
薬剤 を 使用 し て の 同様 の 駆虫 試験 の 際 , Bithionol の 3 
倍 程度 の 薬用 量 が 拡張 条 虫 訴 虫 の 適正 量 で あつ た の と 大 
体 近似 の 結果 を 葉状 条 虫 の 場合 に も 示し た . 続い て 行 つ 
た Bithionol acetate に 関す る 実験 の 際 , 対照 薬剤 と し 
て 使用 し た Bithionol が 5 mg/kg で 前 回 の 如き 高い 虫 卵 
陰 転 率 を 示さ な か つた 例 を 得 た 旋 に Bithionol の 薬 状 条 
貝 た 対す る 投与 量 は 7 mg/kg 以上 が 一 応 有 効 と 認め ら 
・ れ る で あろ うぅ . 
第 2 実験 で Bithionol と 共に Bithionol acetate は よい 

成績 を 示さ な か つた が , 第 3 実験 で は 7 mg/kg 群 で 排 
率 33 6 週 後 の 卵 陰 転 率 100 の 結果 を 得 た . 
同時 に 行 つ た Bithionol 5 mg/kg 群 も 排出 率 100 (2 
頭 中 2 頭 ) 虫 卵 陰 転 率 100 迷 の 成績 を 得 た . Bithionol 
acetate は 分 子 量 が Bithionol に 比 し 約 20 必 多 い 為 に 適 
正 な 投与 量 は 最低 7 mg/kg で Bithionol より 上 分 の 増量 
が 望ま し いと 思わ れる が 今 迄 の 少数 例 の 実験 で は 両者 間 
こと 排 貝 効果 を 除い て は 毒性 , 叉 虫 有 効 薬 量 の 差 は 得 ら れ 
て ない. 

Bithionol に よる 排 洪 虫 体 の 生体 時 の 計測 の 結果 , 4. 
erfoliata は 非常 小さい 個 体 れ た の が さ 
れ た . これ は 未成 熟 虫 体 に 対す る 薬剤 の 効果 の 点 で 他 の 
の 効果 と 比較 し て 興味 を そく る 点 で ある . 排 
され た 躍 体 は 完全 虫 体 の 方 が 不 完全 虫 体 より も 多く 不 完 
全 虫 体 は 概して 前 者 より や ょ ゝ 遅れ て 排 溢 され て 来 た . 但 
し 排 江 時間 別 に 完全 虫 体 を 計測 し た 結果 は 排 洪 時 間 に よ 
る 排 洪 貝 体 の 体長 , 体 幅 間 に 有意 差 は 認め られ な か つ 
た . 又 , Dichloropnhen に だ お いて も 完全 忠 体 の 排 江 が 記録 


され て いる . 

以上 75 頭 の 馬 に ょ る 毒性 試験 及び 虫 試験 に より こ 
れ ら の 薬剤 は 副作用 も 殆 と ど 認 め ら れず 微量 で 尺 虫 効果 
を あげ 得る こと が 判 つ た 。 その 単位 体重 当り の 投与 量 は 
肝 細山 比 し て か に 少な く Bithionol, Bithionol 
acetate は 約 7 mg/kg, Dichlorophen は 約 25 mg/kg 前 後 
で 満足 すべ き き 虫 効果 を 示 し た . 

要 約 

1) の 状 4moplocepbhala perfoliata に 対し 
Bithonol, 及び その 一 誘導 体 ( 以 下 一 応 Bithionol acetat i 
と 称す る ), Dichlorophen の 3 薬剤 を 用 いて 叉 虫 試験 を 
行い 各 薬 剤 の 比較 を 行 つ た . 

2) 先 づ 以上 の 薬剤 の に 対す る 経 試験 を 行い 
何れ も 薬用 量 の 数 倍 造 の 範囲 内 で は 一 過 性 の 下痢 の 外 何 
等 の 副作用 も 認め な いこ と を 知 つ た . 

3) 康 虫 試験 は 3 回 に 分 け て 行い 第 1 実験 で は Bithi- 
onol 5, 7, 10 mg/kg 群 , Dichlorophen 5, 7, 10. 15, 20 
mg/kg 群 に 分 け て 投与 し Bithionol は 全数 陰 転 , Dichlo- 
rophen は デー ター に や を みた . 排 高 率 に 
記録 され た . 

4) 第 2 実験 と し て Bithionol acetate, Bithionol 各々 
5 mg/kg 群 の 投与 で 虫 卵 陰 転 は 何れ も 望め な か つた . 

5) 第 3 実験 と し て Bithionol acetate 5, 7 mg/kg 大 , 
Bithionol 5 mg/kg 群 , Dichlorophen 25 mg/kg 群 で 何 
れる も 排 貝 を 記録 し 貝 卵 陰 転 も 全 例 に み ら れ た . 

6) 第 1 実験 中 排出 貝 体 は 全数 標本 と な し 同 冠 を 行 つ 
た が , 虫 体 の 生体 時 の 計測 の 結果 , 極小 型 の 個体 千 排 出 
され て いる の を 知 つ た . 不 沈 全 個体 は 完全 個体 ょ りゃ 
排出 され る の が 遅れ る が 完全 個体 間 の 排 洪 時 間 に よ る 此 
体 の 大 いさ の 差 は み ら れ な か つた . 
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STUDIES ON EQUINE TAPEWORMS AND THEIR INTERMEDIATE HOSTS 
(2) Studies on removal effects of bithionol, bithionol acetate and 


dichlorophen for equine tapeworm, Anoplocephala perfoliata 


MASANOBU FUKUI 
(Department of Parasitology, Institute for Infectious Diseases,University of Tokyo) 
CHUZO KANEKO & ATSUSHI OGAWA 
(Japan Racing Association) 


Three new taeniacides, Bithionol (2,2’-dihydroxy-3,3’-5,5’-tetrachloro-diphenylsulfide), Bithionol 
acetate (2,2’-thiobis (4,6-dichlorophenoxy acetic acid)) and Dichlorophen (5,5’ -dichloro-2,2’ -dihydroxy- 
diphenylmethane) were tested on their anthelmintic actions for equine tapeworm, Anoplocephaia 
perfoliata. 

All these new chemicals showed only a negligible toxicity for horses. In some cases which 
treated with Bithionol or Dichlorophen with the dose of as much as 50 mg per kg of body weight, 
slight diarrhoea was observed. 

Thirty nine thoroughbred horses were administered with the taeniacides and subjected to the 
post-treatment fecal examination for detecting eggs and or strobila of the parasite. 

Bithionol and Bithionol acetate were elucidated to be effective for eradicating anoplocephaliid 
tapeworm with the dose of over 7-10 mg per kg of body weight, while Dichlorophen sbowed an 
effective action when used with the dose of over 25 mg per kg of body weight. 

The expelling of the worms were observed to occur by 36 hours after the adminstration. 
Almost of the specimens were removed intact retaining their scoleces. 
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ビ チ オ ノー ル ア セ テー ト 和 製剤 に よ ょ る 
有 輪 条 虫 駆除 試験 


沢 田 
奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 
(昭和 34 年 12 月 15 日 受領 ) 


の に は ビ チ オ ノー ル , bithionol (2,2”-di- 
hydroxy-3, が 優れ た 
効力 を 有する こと を 著者 (1957, 1958), 近藤 ・ 沢 田 (1959) 
は 報告 し た . ビ チ オ ノー ル の 条 虫 に 対す る 有効 選 貝 量 は 
プロ キャ 150~300mg で ある が , これ を 鶏 に 投薬 し た 
, へ の 副作用 (下痢 肉眼 的 内 臓 変異 産卵 低下 
な ど ) が 殆ど な い 点 が すぐ れ て いる . 

試験 結果 に ょ よれ ば プロ キャ 800 mg へ ~1000 mg 投 
薬 す る と 食欲 減退 , 下痢 , 腸 内 出血 な どの 副作用 が 現 わ 
れ て くる . ビ チ オ ノー ル の マウ ス に 対す る 毒性 検査 を 行 
い , さら に 毒性 を 少く し た ビ チ オ ノー ル ア セ テー ト 2, 
2'-diaceto-3, 5,5-tetrachloro-diphenylsulfide) を 今回 合 
成 し た . この ビ チ オ ノー ル ア セ テー ト に ピ ビ ペ ラ デ ヂ デン , フ 
ェ ノ チア ゲン を 混入 し て 財 型 剤 で か た め た 錠 剤 を つく 
り , 有 輪 条 虫 を 人 為 的 に 寄生 させ た 白色 レグ ホン の 雄 の 
中 に 投薬 , その 効力 な ら び に に 及ぼ す 作用 
た つい て 調査 し た . 

薬剤 の 提供 を 受け た 大 和 化 学 株 式 会 社 に 対し て 厚く 感 
謝 す る も の で ある . 

材料 お よび 方 法 

1958 年 7 月 3 日, 映 化 71 日 後 の 白色 レグ ホン の 雄 の 
和 中 雛 6 羽 に ヨッ ボ シ ュ ミ ズ ギ ワ ご ミ ム シ の 腹腔 内 か ら 採 
集 し た 有 輪 条 虫 の 擬 麦 尾 虫 5~11 匹 ず つ を 食べ させ , そ 
れ り 6 日 後 の 9 日 に No. 6 を 除く 5 羽 に 人 為 的 に 
尾 虫 を 宿 ら せ た ョ ッ ボ シコ ミズ ギ ワ ご ミ ム シ 1 へ ~2 頭 ず 
つ を 食べ させ た . そし て 7 月 27 日 6 羽 の 鶏 が 有 輪 条 躍 
を 宿 し て いる こと を 確認 後 体重 を 測定 し , 午後 9 時 1 錯 
ずつ の 氏 剤 を 強制 投薬 し た . 翌 28 日 早朝 な ら び に 夕 贅 
お の お の の に つい て 条 と の 排 状態 を 観察 し 
た た. そし て 8 月 1 日 すべ て の 鶏 を 必殺 し て 消化 管 を 切開 
し , 条 虫 , 上 虫 , 謀 腸 虫 の 寄生 の 有無 を 調査 し た . 

実験 結果 
に 食べ させ た 尾 な ら び に ョ ッ ボ シュ ミズ ワリ 


ミ ムシ の , 投薬 時 に お ける の 体重 は 第 1 表 お よび 
第 2 表 に 示す ご と く で ある . 7 月 28 日 早朝 の 排 貝 状態 
は 第 3 表 に みる ご と さく 和 休 虫 は 鶏 の 消化 管内 で ビ チ オ ノー 
ル ア セ テー ト の 作用 を 受け て strobila が 遊離 し て 2 ~ 5 
より な る 短い 断片 的 な 形 で 共に 排 され , 正確 
な 排 虫 数 を 知る こと は 不可 能 で あぁ つた . 
Table 1 Number of cysticercoids of Raillie- 
tina cesticillus and of Tachys laetificus 
administered to each bird 


number laetificus administered 

1 5 

2 5 

3 

4 5 1 

5 5 2 

6 11 0 


Table2 Bird’s body weight at 


medication and dosage 


Experiment Body weight of birds 

number at medication (gm) Dosage 
1160 1 tablet 
2 1200 
3 1800 
4 1600 
5 1280 
6 1520 


Table 3 The result cf the administration 


Post medication findings in 


dropping (Next morning) 

Tapeworm Ascarid 
1 0 0 
2 segment 0 
3 0 2 
4 segment 0 
5 segment 0 
6 0 8 


et 


, た . 必殺 は 投薬 後 5 日 目 で ある か ら , 若 し 完 全 叉 虫 を ま 


225 


な お 環 虫 に つい て は No. 3 か ら 2 双 , No.6 か ら 8 双 
の 排 由 が 認め られ た . 

8 月 1 日 , 6 羽 の て 小腸 , 盲腸 を し て 
それ ら の の 内壁 な ら び に 内 容 物 を 詳細 に 調査 し た 結果 , 第 
4 表 に 示す 如く , 僅か に No. 3 の 幽門 部 か ら 約 47 cm 下 


Table 4 Number of worms at autopsy on 
the 5th day after medication 


Experiment 


Tapeworm Ascarid Heterakis 
1 0 0 0 
(0) 0 0 
3 1 0 0 
4 0 0 0 
5 0 0 0 
6 0 0 0 


方 の 小腸 内 壁 に 長 さ 約 10 mm の 幼 条 虫 が 残存 寄生 し て 

いた 以外 は すべ て 陰性 で あぁ つた. 
考 察 

本 試験 に 使用 し た 鶏 は いづ れ 有 輪 条 の 虫 と 
有 輪 条 卵 を 食わ せ て 虫 を 宿 し た ョ ツボ シュ ミズ 
ギ ワ ご ざ ミ ムシ を 食わ せ て 人 為 的 に 条 貝 を 寄生 させ た を も の 
で ある . し た 人 条 と つい て は の 如く 考え られ 
る . 即ち を に 食べ させ た 場合 に は 著者 の 経験 
に よれ ば , 平均 70~80 必 が 宿主 の 消化 管内 と て 成 条 虫 
に 発育 する . 一 方 ミッ ボ シ ュ ミ ズ ギ ワ ご ズミ ムシ に は 一 片 
節 ず つ を 食べ させ た が , これ る も 著者 の 経験 か ら す れ ば , 
その 腹 有 で に 発育 する の は 5 ~ 6 位 で ある 
か ら , 本 試験 に際し て 両者 を 食わ せ た No. 1 か ら No. 5 
' ま で の 鶏 は 5~15 条 , 擬 杉 尾 虫 の み を 食わ せ た No. 6 で 
は 9~10 条 の 条 虫 を 投薬 時 に 宿 し て いた も の と 思わ れ 
る . 

投 薬 方 法 に つい て は 午後 6 時 に 給餌 し, それ か ら 3 時 
間 後 の 午 後 9 時 に 1 鑑 ず つ を 経 日 的 に 強制 投与 し た . 最 
初 に 片 節 の 排 浴 が 認め られ た の は No. 3 の 肛 で , 午前 2 
時 10 分 で あつ た . 片 節 の 排 洪 状態 は 前 述 せ る 如く 断片 
的 な 片 節 又は 寸前 の も の で 正確 に 数 える こ 
と は 不可 能 で あつ た が , か くる 排 由 時間 か ら 考 えて ビ チ 
オノ ー ル アセ テー ト は 投薬 後 大 よそ 5 時 間 で 条 虫 を 排 貝 
させ る 効力 を も つて いる . 

層 殺 後に お ける 小腸 内 の 検査 結果 は 第 4 表 に 示す 如 
, 僅か に No. 3 の のみ 10 mm の 長 さ の 再生 
貝 体 が 残存 し て いた 以外 は 条 虫 の 寄生 は 認め られ な か つ 


ぬ が れ て 頸 部 か ら 切 断 さ れ , 小腸 壁 に 残 つ た 頭 節 か ら 再 
生 し た 幼 条 虫 が 残存 し て いれ ば それ ら の 再生 条 躍 体 は 肉 
眼 に て 認め 得る 程度 に 発育 し て いる 箸 で ある . さら に 又 
薬剤 の 影響 を 全く 受け な い 条 虫 が いた と すれ ば , 撫 論 尾 
虫 を 食べ させ て か ら 属 殺 日 まで 20~29 日 を 経過 し て い 
る か ら , 100 mm へ ~150 mm 程度 の 成 条 虫 が 残存 し て い 
る 箸 で ある . し か る に 実際 に 残存 し た の は 短い 再生 条 忠 
1 条 の み で ある こと か らし て , 寄生 条 貝 の すべ て が 薬剤 
の 作用 を 受け た こと は 明らか で ある . 

環 虫 な ら び に 育 腸 貝 は 投薬 前 に 人 為 的 た 感染 させ た も 


_ の で は な く , 又 投 票 時 に 虫 卵 検査 を 行なわ な か つ た の 


で , すべ て の 鶏 に 寄生 し て いた か 癌 か に つい て は 不明 で 
ある の で , 本 駆虫 剤 の 環 虫 , 腸 貝 に 対す る 効力 を 論 ず 
る こと は 不可 能 で ある . し か し 投薬 前 自然 感染 し て いた 
と 思わ れる が No. 3 お よび No. 8 の か ら 2~8 双 
排 過 され , 属 殺 後 小腸 内 に 残存 貝 体 が 認め られ な か つた 
点 か ら 考 えて , 寄生 し て いた 鍋 虫 の すべ て が 薬剤 の 作用 
を 受け て 選 事 され て し まつ た と 判断 し て さ し つか え を な 
い , 一 方 育 腸 虫 に 関し て は 属 殺 後 の 精 夫 検 査 の 結果 , 無 . 
寄生 で あぁ つた が , これ に つい て は 投薬 前 に お いて 無 寄 生 
で あつ た か る も 知れ な い の で , その 虫 効力 の 判定 は 困難 
で ある . 

な お , 本 試験 に だ お いて は 雄 の 白 レグ を 使用 し た の で 産 
卵 た お ょ ぼ す 影響 に つい て は 検討 する 機会 が な か つた 
が , 投薬 後に だ お だけ る 食欲 減退 , 下痢 , 内 臓 の 肉眼 的 変異 
な ど は 全く 認め あら れ な か つた こと か ら 考 えて , 副作用 は 
な いも の と 判定 し て さき し つか を る を ない. 

結 論 

(1) 人 為 的 に 有 輸 人 条 虫 を 寄生 させ た 白色 レグ ホン の 巡 
の 中 雛 に ビ チ オ ノー ル ア セ テー ト (2,2'.diaceto-3, 3',5, 
5”-tetrachloro-diphenylsulfide) , フェ ノ チ アデ デン, ピ ペ ラ 
デン の 3 者 を 購 型 剤 で か た め て つく つた 氏 剤 を 絶食 させ 
な いで 投薬 し て 条 虫 に 対す る 叉 虫 効力 を 検討 し た . 

(2) 1 錯 1 回 の み の 投 薬 で 6 羽 中 属 殺 後 , 残存 条 虫 の 
寄生 が 認め られ た の は 僅か た に 1 羽 の み で , その 原虫 効力 
は 83 必 強 で あつ た . し か し て 残存 条 虫 も 薬剤 の 作用 を 
受け て 顎 部 か ら 切 断 され て 残 つ た 頭 節 か ら 再 生 し た 長 さ 
10 mm 程度 の で あつ た . 

(3) ビ チ オ ノー ル ア セ テー ト は 毒性 検 査 と よれ ば , ピ 
チオ ノー ル より が 少 い が 条 に 対す る 効力 は 減 . 
退 し て いな い . 

(4) 本 虫薬 は の 虫 に 対し て も 優れ た 効力 を も 
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THE REMOVAL OF CHICKEN TAPEWORM, RAILLIETINA CESTICILLUS 
BY THE PREPARATION OF BITHIONOL ACETATE, 
PIPERAZINE AND PHENOTHIAZINE 


ISAMU SAWADA 
(Nara Gakugei University, Nara, Japan) 


The preparation consisting of phenothiazine, piperazine and bithionol acetate (2, 2’-diaceto, 
3, 3’, 5, 5’ tetrachloro-diphenylsulfide) was medicated without starvation to six White Leghorn 
chickens experimentally infected with Raillietina cesticillus, and its anthelmintic efficacy against 
the tapeworm was tested. 

(1) One tablet of the preparation was administered to each chicken, and in the post- 
mortem examination on the 5th day after medication, only one chicken of the six carried a small 
immature tapeworm, 10mm in length, regenerated from the scolex, which had been cut off at 
the neck of the tapeworm and had remained in the mucosa of the small intestinal wall of the 
chicken. 

(2) By the medication of only one tablet, this preparation provided a taeniacidal activity 
of about 83 per cent against Railietina cesticillus. 

(3) According to the examination of virulence, virulence of bithionol acetate is very little 
compared with that of bithionol (2, 2’.dihydroxy, 3, 3’, 5, 5’-tetrachloro-diphenylsulfide), but the 
anthelmintic activity of the former against Rasllietina cesticillus does not be decreased compared 
that of the latter. 

(4) This preparation has its conspicious anthelmintic activity for the removal of Ascarida 
gallt, too. 

(5) A decrease of appetite, scours and macroscopic variations of the intestinal organs in 


the chickens resulting from the medication are not found. 


(10 ) 


つて いる 。, 不 虫 試験 , 医学 と 生物 学 , 47(2), 69-72. 
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斉藤 昭三 


言 
1909 年 Thunberg, 更に 翌年 Batteli 科 Stern に よ ょ つ 
て , コハク 酸 脱 水素 酵素 は は じ め て 見 出さ れ , その 後 
Szent-GySrgyi (1937) は ジ ボン 酸 説 を 提唱 し て , 
ュ ハ ク 酸 脱水 素 姜 素 の 生体 内 酸化 に だ お ける 重要 性 を は じ 
め て 示 暴 し , 現在 た 於 いて は , コハク タ 酸 脱水 素 酵 素 は , 
tricarboxylic acid cycle(TCA cycle) を 回 転 さ せる 酵素 の 
ー つ と し て , 生体 内 終末 呼吸 系 に 必須 の 役割 を 演じ て い 
る と 考え られ て いる (Krebo 1943, Green et al. 1948). 
貞 虫 卵 と 関す る 研究 は 古く か ら そ の 形態 ・ 発 育 ・ 抵 抗 
性 並び に 感染 等 数 多く な され て いる が , 上 述 の よう な 呼 
明代 謝 に 関す る 生化 学 的 ・ 生 理学 的 研究 は 殆 ん ど 行 われ 
て いな いよ う で ある . そこ で 私 た ち は 最 初 に Thunberg 
の メチ レン 青 脱色 反応 用 いて , 卵 の 呼吸 代謝 に 
関係 ある 二 , 三 の 実 験 を 行 つた . < 
本 実験 た に 於 いて は 純粋 に タ 脱水 素 を 抽出 し 
て 行 つ た も の で は な く , の 破砕 を 使用 し , 
と し て は ュ コハク 酸 を 使用 し , その メチ レン 青 脱色 能 に 及 
ば ぼ す pH, 温度 及び 基質 濃度 の 影響 を 追求 し , 更に 興 貝 
卵 の 発育 時 期 た よる メチ レン 青 脱色 能 の 差 を 比較 検討 し 
材料 及び 実験 方 法 
貝 卵 材料 は 属 殺 場 よ り 得 た 新鮮 豚 興 虫 の 子宮 内 (下部 
1.5cm) 卵 で , 5 ア ンチ ホル ミン た に 40~50 分 間 
, 膜 を 除去 し て 後 , 留 水洗 を 3 行 つ た . 
pH, 温度 及び 基質 濃度 の 影響 に 関す る 実験 で は , 採取 直 
後 の 単 細胞 期 を 使用 した. 卵 の 培養 は 0.5 ル 
マリ ン 加 2 平板 を 使用 し , 27~28°C 卵 器 に 収 
め て 行っ つた. 
各 実 験 共 , 上 記 虫 卵 材料 を トー マ 氏 血球 計算 終 に ょ り 
約 20 万 個 を 算定 し , その 破砕 液 0.5 ml を 実験 た 供し 
た . 緩 箇 と し て は 主として KH:PO Naz:B,O; を 用 


虫 卵 の 代 
(1) 虫 の 発育 と メチ レン 青 脱 能 の 関係 


慶応 義 学 医学 部 寄生 学 教 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 34 年 12 月 16 日 受領 ) 


時 


NaOH を 使用 し た が , それ ら 
の pH 及び 基質 (コハク 酸 ッ ー ダ ) 濃 度 等 は 各 実 験 に 於 い 
て 時 な る の で , 夫々 の 項 に 記述 する . 人 告 え チレ ン 青 は 予 
め 000 の も の を 作 て お き , 実験 直前 に 
て 使用 し た . 

Thunberg 管 中 に 収め た 組成 及び 量 は 下記 の 通り で あ 


い 一 部 は 


る . 
( ( 約 20 万 個 ) 砕 液 0.5ml 
メチ レン 1.0 ml 
(或いは 対 し て 蒸留 水 ) 


排気 は 真空 ポン プ で 3 分 間 行 い , つい で 槽 ( 
に 関す る 実験 を 除い て 30°C) に 10 分間 放 置 し て 温度 を 
平衡 させ た . 

メチ レン 青 脱色 の 測定 に 当 つ て は , Tam & Wilson 
(1941) の 記載 し た 光電 比 色 計 に ょ る 測定 潜 に 従 つ て 行 つ 
た . 即ち 夫々 の 実験 た 於 いて 各 Thunberg 管 に つい て 
側室 内 容 を 主 寒 に 混和 し た 直後 より 3 分 毎 に メチ レン 青 
脱色 の 割合 を 光電 比 色 計 で 測定 し た (その 際 の Blank は 
蒸 留 水 を 使用 し た ). その 時 の 光電 比 色 計 の 読み を I と 
する . 更に 各 Thunberg 管 共 少 量 の ヒド r 亜硫酸 ソー 
ダ を 加え , メチ レン 青 を 完全 に 脱色 させ , 躍 卵 材 料 に ょ 
る 濁り を 比 色 計 で 測定 し た . その 時 の 比 色 計 の 読み を 
と する と , 各 時 間 に 於 ける メチ レン 青 の 濃度 は log 
に 比例 する . か くし て メチ レン 青 の 濃 度 の 対数 を も うぅ 一 
度 と つて , メチ レン 青 の 居 元 脱色 と 時 間 と の 関係 を 直線 
的 に せしめ , 各 実 験 た 於 ける 夫々 の メチ レン 青 脱色 能 の 
差 を 追求 し た . 

実験 成績 

1. メチ レン 青 脱色 能 た 及ぼす pH の 影響 

躍 卵 材料 は 上 記 の 通り , 採取 直後 の 単細胞 期 卵 約 20 
万 個 の 破砕 を 使用 し た . 基 し て M/20 っ 酸 


¢ 
| 
> 


ー ダ 1.0 ml を 使用 し , 反応 溶液 全体 と し て は M/100 に 
な る よう に し , 恒温 槽 の 温度 は 30°C に 保ち 実験 を 行 つ 
た 液 と し て は M/10 Naz:B,O; 
及び M/5 Na:B4O,N/10 NaOH を 使用 し , pH を 
7.2, 7.5, 8.0, 8.5, 8.8, 9.0, 9.4, 9.7, 10.0 の 9 
段階 に 分 ち , 各 pH に よ ょ る 和正 中 単細胞 期 卵 の メチ レン 青 
脱色 能 の 差 を 比較 検討 し た .… 第 1 図 に その 実験 成績 を 示 
し た . 第 1 図 (A) は メチ レン 青 濃度 と 時 間 と の 関係 を 図 
示し た も の で あり , これ に よる と 2 +Log MB Conc. 
と 時 間 と は 略 々 直線 関係 を 示し て いる . この ょ うに 酵素 
反応 と 時 間 と の 関係 が 直線 と な る 場合 に は , その 傾斜 よ 
り 反 応 速 度 は 容易 た 求め られ , 酵素 活性 値 の 測 空 に 便利 
で ある . 第 1 図 (B) は メチ レン 青 脱色 率 一 一 pH 曲線 で 
ある . こ ぇ に メチ レン 青 脱 色 率 は 第 1 図 (A) の 直線 の 傾 
和 倖 を 以 て 表わし た も の で ある . 第 1 図 (A), (B) 両 図 に 見 
られ る よう に , pH が 7.2, 7.5, 8.0, 8.5…… と 増加 す 
る と 共に ぇ チレ ン 青 脱色 率 は 急速 に 増加 を 示し , pH 9.4 
に 於 いて その 脱色 率 は 最高 に 達し , その 後 pH 9.7, 
10.0 に 於 いて は 再び 減少 し た . 
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第 1 図 メチ レン 青 脱色 能 た に 及ぼす pH の 影響 


2. メチ レン 青 脱色 能 た に 及ぼす 基 損 濃度 の 影響 

本 実験 に 於 ける 貝 卵 材 料 は 前 実験 と 同様 , 採取 直後 の 
単細胞 期 で ある . 箇 液 は M/10 -M/20 
NazB.O; を 使用 し , その pH を 9.0 と な し , 温 度 は 30°C 
に 保ち , pH 及び 温 庶 の 一 定 条 件 下 に 於 いて コハク 酸 ッ 
ー ダ 濃度 を 反応 溶液 全体 と し て M/25, M/50, M/100, 
M/200, M/400, M/800 の 6 段階 に 分 ち , 各 基 質 濃 度 に 
よる メチ レン 青 脱色 能 の 差 を 比較 し た . 第 2 図 に その 実 
験 成績 を 示し た . 第 2 図 (A) は メチ レン 青 濃度 と 時 間 と 
の 関係 を 示し た も の で あり , 第 2 図 (B) は ぇ チレ ン 青 脱 
色 率 一 一 基質 濃度 曲線 で ある . 第 2 図 (A)・(B) 両 図 より 


分 る よう に , コハク 酸 ッ ー ダ 漠 度 が M/800, M/400, 
M/200・……… と 増加 する と 共に の メチ レン 青 脱色 
も 加 を 示し た . 
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(A) (B) 
メチ レン 青 脱 色 能 た 及ぼす 基質 濃度 の 影響 


第 2 図 


3. メチ レン 青 脱色 能 た 及ぼす 温度 の 影響 . 

虫 卵 材 料 及 び 緩 箇 液 は 前 者 の 基質 濃度 の 実験 と 同様 で 
ある . 本 実験 いて は , pH(9.0), コハク タク 酸 ッ マー ダ 
度 (M/100) を 一 冠 に し て , 温度 を 20°C, 25°C, 30°C; 
35°C, 40°C の 5 段階 に 分 ち , 各 温 度 に ょ る 上 銅 虫 単細胞 
期 卵 の メチ レン 青 脱色 能 の 差 を 追求 し た . その 実験 成績 
は 第 3 図 に 示す 通り で ある . 第 3 図 (A) は メチ レン 青 濃 
度 と 時 間 と の 関係 を 示し た も の で あり , 第 3 図 (B) は メ 
チレ ン 青 脱色 率 一 温度 曲線 で ある . 第 3 図 (A)・(B) に ょ 
る と 和 環 虫 の メチ レン 青 脱色 率 は 温度 30°C に 於 いて 最 
高 を 示し , その 前 後に 於 いて は 減少 し た . 
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第 3 図 メチ レン 青 脱色 能 た に 及ぼす 温度 の 影響 


4. 発育 時 期 に よる メチ レン 青 脱色 能 の 差 

本 実験 に いて は , 前 記 豚 培養 し て , その 発 
育 各 時 期 に た ょ つて メチ レン 青 脱色 能 た 如何 な る 差 が ある 
か を 検討 し た . 虫 卵 の 培養 は 前 述 の よう に 0.5 炊 ホル マ 
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ン 加 2 平板 を 使用 し て , 27~28°C 卵 器 に 収 
め て 培養 し た . 

個々 の 躍 卵 の 発育 速度 は 必ず し ゃ 一 様 で は な い が , 一 
応 実 験 区 分 を 次 の 6 期 に 分 け て 行 つ た . 

単細胞 期 (採取 直後 の 100 単 細胞 期 の も の ) 
(2) 2 細胞 期 第 3 日 の 2 細胞 期 60 , 単 
細胞 期 40 の も の ). 

(3) 数 細胞 期 卵 (培養 第 6 日 の 数 細胞 期 卵 98 , 4 細 
胞 期 1 , 2 細胞 期 1 含 有 の も の ). 

(4) 実 ( 堪 第 8 日 の 実 期 87 , 数 細胞 
早期 卵 6 有 の も の ). 

(5) 卵 (培養 第 10 日 の 94 仔 期 
6 含有 の も の ). 

(6) 虫 期 (培養 第 13 日 の 仔 期 98 , 
1 数 細胞 期 1 有 の も の ). 


2 
15 
(2) 
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1 
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第 4 図 発育 時 期 に ょ よる メチ レン 青 脱色 能 の 差 


以上 6 つの 発育 時 期 の 各 実 験 共 , 緩衝 液 は M/10 KHz: 
PO: M/20 Naz:B,O, を 使用 し , pH は 8.6, コハク 


ッ ー ダ 濃度 は 反応 溶液 全体 と し て M/100 に な る よう に _ 


し , 温度 は 30°C た 保つ て 実験 を 行 つ た . 第 4 図 に その 
実験 成績 を 示し た . 第 4 図 (A) は ぇ チレ ン 青 濃度 と 時 間 
と の 関係 を 示し た も の で あり , 第 4 図 (B) は メチ レン 青 
脱色 率 一 一 発育 時 期 曲線 で ある . 第 4 図 (A)・(B) に よ ょ る 
と 単細胞 期 , 2 細胞 期 , 数 細胞 期 と 螺 虫 卵 の 発育 が 進む 
と 共に , メチ レン 青 脱 色 率 も 赤 増 加 を 示し , 粟 実 期 た 於 
いて その 脱色 は 最高 に 達し , , 仔 期 に は 再び 
脱色 率 は 減少 を 示 し た . 
総括 並び に 者 接 

私 た ち は Thunberg の メチ レン 青 脱色 反応 潜 に より , 
更に Tam & Wilson の 考案 し た 光電 比 色 計 に ょ る 脱水 
素 酵素 活性 の 測定 従 つ て , 単細胞 期 の メチ 
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ン 青 脱色 能 に 及ぼ す pH, 温度 並び に 基質 濃度 の 影響 を 
検討 し , 更に 上 虫 卵 各 発 育 時 期 た よる メチ レン 青 脱色 能 
の 差 を 比較 検討 し た . 

1. pH の 影響 

酵素 反応 は 一 般 に pH の 可 成 り せ まい 限ら れ た 範囲 と 
だ お いて の みあ あらわれる. この 範囲 内 で 活性 度 は 至 適 pH 
と いわ れ て いる ある 特定 の pH で 極大 に 達し , そこ を 運 
過す る と 再び 減ずる . = ハク 酸 脱 水素 醍 素 の 至 適 pH に 
つい て は , Haldane の 表 に ょ る と , 筋肉 の 場合 は pH 9 
大 腸 菌 の 場合 は pH 8~10 で ある (Baldwin, 1952). 又 
Tam & Wilson(1941) に よる と Rhizobium trifolii の 場 
合 は 至 適 pH は 8.2 で ある と いう 。 こ の よう に = へ ク 酸 
脱水 素 酵素 の 至 適 pH は 一 般 に アル カリ 側 た ある よう で 
ある . 

第 1 図 (B) に 示す 如く , 上 虫 卵 の メチ レン 青 脱色 率 一 
pH 曲線 は 失っ つた , 幅 の せま い 山 型 の 曲線 と な り , この 
こと は メチ レン 青 脱色 能 た 及ぼす pH の 影響 は 非常 に 大 
で ある こと を 示し て 居り , 上 述 の ょ うな 酵素 反応 の 一 般 
的 性 示し た も の と 考え られる. メ チレ ン 青 脱色 率 
の 最高 を 示し た の は pH 9.4 で あり , これ より 上 螺 虫 卵 の 
ュ コハク 酸 脱 水素 の 適 pH も 9.4 前 後 の ア リ 
に ある と 老 を られ る. 

2. 度 の 影響 

一 般 に 酵素 反応 の 速度 は 他 の 条件 が 一 定 で あれ ば 酵素 
と 基 四 の 濃度 に ょ つて 定 り , 酵素 が 一 定量 の 場合 に は , 
反応 の 初速 度 は 基 四 の 増加 と 共に 増加 し つい に 一 定 値 に 
達する こと が 極め て 多く の 場合 に 見 られ る . これ ら の こ 
と は Michaelis の 提案 し た 理論 に ょ つて 説明 出来 る (Ba- 
ldwin 1952). 私 た ちの 実験 は pH, 温度 等 の 条件 を 一 定 
に し , , 酵素 源 で ある も 一 定量 に し て 行 つ 
た も の で , その 実験 成績 は 前 記し た 如く , コハク 酸 ッ ー 
ダ 濃 度 の 増加 と 共に ぇ チレ ン 青 脱色 率 も 増加 し て 居り , 
上 述 の 酵素 反応 の 一 般 的 性 綿 を 示し た も の と 思わ れる . 
か くし て 第 2 図 (B) の メチ レン 青 脱色 率 一 一 基質 濃度 曲 
線 は Michaelis 式 の 理論 曲線 と ょ く 一 致し た も の で あろ 

3. 温度 の 影響 

一 般 に 酵素 反応 の 速度 と 温度 と の 関係 は 山 型 の 曲線 で 
あら わ さ れ , 速度 は は じ め 温 度 と と も に 増大 する が , あ 
る 極大 を 越し た 後 は 多く は 急激 に 低下 する (赤堀 1955). 

第 3 図 (B) に 示す 如く の メチ レン 青 脱色 率 も 同 
様 に は じ め 温 度 (20°C, 25°C) と 共に 増大 し , 30°C た に 於 
いて 最高 に 達し , その 後 35°C, 40°C と 減少 し , メチ レ 
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ン 青 脱色 率 一 一 温度 曲線 は 出 型 と な り , その 下降 の 割合 
は 上 よ り も 急速 で あぁ あつ た . この こと か ら の ュ 
タ 酸 脱水 素 競 素 の 至 適温 度 は 30°C 内 外 に ある だ ろう ぅ と 
推定 され る . この こと は の 発育 の 好適 が 
C 内 外 で ある の と 一 致し て いる . 

発育 の 好適 温度 に つい て は , (1917) 
江田 (1922) , 小 県 (1922), 横川 (1923), 大 場 (1923) 等 の 
研究 が あり , 何れ も 30°C 内 外 が 好適 で ある こと を 報告 

し て いる . 

以上 の 如く 銅 虫 卵 の 発育 の 好適 温度 と ュ ハ クタ 酸 脱 水素 
酵素 の 至 適温 度 と が 共に 30°C 内 外 に 一 致し た こと は , 
の ュ ヘ 酸 脱水 素 素 一 一 呼吸 代謝 一 一 発育 と い 

うぅ 生理 的 な 関連 に 由来 する も の と 考え られ , 興味 深く 思 
われ る . 

4. 発育 時 期 と ょ よる メチ レン 青 脱色 能 の 差 

メチ レン 青 脱色 能 の 最高 を 示し た 時 期 は 培養 第 8 日 の 
又 実 期 で あり , ' こ の 時 期 は 細胞 分 裂 の 最盛 期 た 相当 す 
る . その 細胞 分 裂 の 最盛 期 に は 虫 卵 の 発育 過程 に 於 いて 
最高 の と ネル ギー が 必要 で あり , 従 つ て この 時 期 に 最も 
成 な 呼吸 代謝 が 要求 され , メチ レン 青 脱色 能 は 最高 を 
示し た も の で あろ うと 考え られ る . 

更に 発育 が 進み (培養 第 10 日 ), 仔 虫 期 (培養 
第 13 日) と な る に 従 つ て メチ レン 青 脱色 能 は 低下 を 示し 
た が , この こと は た 入る と , 今 和 細胞 分 列 完 
了 し , この 時 期 と は 細胞 分 裂 の 最 成 期 で ある 双 実 期 た 要 
し た 程 の 高 テ ネル ギー を 必要 と せ ず , 貝 卵 の 呼吸 代謝 も 
より 低下 し , メチ レン 青 脱色 能 の 低下 を 来 し た も の と 思 
われ , 一 応 発 育 の 完了 し た 仔 虫 期 に は , 疫 映 期 よ り も 更 

こ に 低下 を 来 し た も の と 推察 され る . 

か くし て 単細胞 期 , 2 細胞 期 , 数 細胞 期 と 発育 が 進む 
と 共に ぇ チレ ン 青 脱色 能 も 増加 を 示し , 双 実 期 た 於 いて 
最高 , 仔 期 と 再び 低下 を 示し た の で あ 
お 

結 

Thunberg の メチ レン 青 脱色 反応 法 に ょ り , 基 し 
て コハク 酸 を 使用 し , の メチ レン 青 脱色 能 を 検討 
し , 下記 の 結果 を 得 た . 

告 此 の 実験 に と 用 いた 貝 卵 は 豚 遇 虫 子宮 内 より 取出 し た 
受精 卵 約 20 万 個 で ある . 


1. メチ レン 青 脱色 能 に 及ぼす pH の 影響 は 非常 に 大 
きく , 至 適 pH は 9.4 で あり , その 前 後 で は 急速 た メチ 
レン 青 脱色 率 は 減少 し た . 

2. 基質 濃度 に ょ る 影響 に た ついては, コハク 酸 ッ ツー ダ 
濃度 の 増加 と 共に ぇ チレ ン 青 脱色 率 も 赤 増 加 し , 試み た 
箇 囲 で は 基 綿 を M/25 添加 し た 際 に 最大 の 活性 を 示し 

3. メチ レン 青 脱色 反応 の 至 適 温度 は 30°C で あり , 
その 前 後に 於 いて は 脱色 率 は 減少 し た . 

4. 発育 時 期 に ょ る 差 に ついては, 培養 第 8 日 の 双 実 
期 に 於 いて メチ レン 青 脱色 能 は 最高 を 示し , その 前 後に 
は 減少 し た . 

終り に の ぞ み , 御 指 導 , 御 校 関 を 賜 つ た 松林 久吉 教授 
浅見 敬三 助教 授 に 深 基 な る 謝意 を 表し ます . 

論文 の 要旨 昭和 31 年 10 月 16 回 日 本 寄生 
学会 東日本 支部 大 会 及び 昭和 31 年 11 月 第 36 回 慶応 医 
学会 総会 に いて 発表 し た . 
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STUDIES ON THE RESPIRATORY METABOLISM OF ASCARIS EGGS 
(1) Relation between the developmental stages of the eggs 


and the methylene blue decolorization. activity 


SHOZO SAITO and yAsUTOKI KAWAZOE 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University, Tokyo) 


The methylene blue decolorization activity of Ascaris lumbricoides eggs in various develop- 
mental stages was evaluated by Thunberg’s method. The eggs used were taken from the lower 
part of uteri of pig ascaris. The eggs of which albuminous coats were removed by antiformin 
solution were kept in 27°C to permit development. The developmental stages of eggs were clas- 
sified as follows : one cell, two cells, several cells, morular, tadpole and larval stage. 

In the experiment by Thunberg’s method, 0.5ml of homogenized eggs (about 200,000 of 
the eggs) and 2.5 ml of buffer solution were put into the tube, and 1.0ml of 1/50,000 methylen 
blue solution and 1.0ml of succinate. into the side arm. The reduction of methylene blue was 
measured by electro-photometer according to Tam and Wilsom. 

The effects of the medium on the decolorization activity of the ascaris eggs were estimated 
using the eggs of one cell stage. At the pH of 9.4, the rate of decolorization showed maximum 
value and at the lower and the higher pH the activity decreased. The optimum concentration of 
succinate was M/25, so far as the present experiments were concerned. To find out the optimum 
temperature for the decolorization, experiments were carried out at 20°, 25°, 30° 35° and 40°C, 
and the activity showed maximum at 30°C. The changes of decolorization activity in develop- 
mental stsges of ascaris eggs were evaluated under the conditions of pH 8.6, temperature 30°C 
and M/100 of succinate. The highest activity was recognized in the eggs of morular stage, 
showing the gradual decrease in the younger and older stages. 
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(2) の メチ レン 脱色 能 に 及ぼ ばす 
及び Cobalt-60 の 影 


斉藤 昭三 
慶応 義 大 学 医学 部 寄生 学 教 松林 久吉 教授 ) 


(昭和 34 年 12 月 16 日 受領 ) 


第 1 報 で は 貞 虫 卵 の Thunberg 法 に ょ る メチ レン 青 
脱色 能 に 及ぼ す pH, 温度 , 基質 濃度 の 影響 を 検討 し , 
更に 峠 虫 卵 の 発育 と メチ レン 青 脱色 能 と の 関係 に つい て 
報告 し た (斉藤 ・ 川 一 , 1956). 報告 と は 別 系 
統 の も の で ある が , 著者 は 先 に 放射 性 同位 元素 cobalt-60 
を 使用 し , 幅 虫 卵 の 殺 滅 に 関す る 基礎 実験 を 行 つ て 来 て 
主として 仔 阻止 及び マッ へ の 阻止 線量 を 追 
求 し , 7 線 に 対す る 環 虫 卵 の 発育 時 期 と たよ ょ る 感受 性 の 差 
を 比較 し て 報告 し た ( 浅 見 ・ 小 林 ・ 斉 藤 , 1955 ; 斉藤 1957 
1958) . 

そこ で 今回 は 引き つ ヾ ゞ き Thunberg の メチ レン 青 脱色 
反応 渉 を 用 いて , 数 種 の 阻害 剤 及び cobalt-60 照射 が 遇 
虫 卵 の メチ レン 青 脱色 能 に 如何 な る 影響 を 及ぼ すか に つ 
いて 検討 し た . 本 実験 た 於 いて も 前 回 と 同様 虫 卵 の 破 
砕波 を 使用 し , 基 綿 と し て は ュ コハク タク 酸 を 用 いて 行い , 純 
灯 に ュ コハク 酸 脱 水素 酵素 を 抽出 し て 行 つ た も の で は な い 
が , 前 報 と 同様 まだ 殆 ん ど 行 われ も て いな い 貞 虫 卵 の 呼吸 
代謝 に 於 ける 脱水 素 酵素 率 の 一 端 を 追求 し た 次 第 で あ 
る . 

実験 1. メチ レン 青 脱色 能 に 及ぼ す 阻 害 剤 の 影響 


材料 及び 実験 方 法 

1. 卵 材料 

卵 材料 は 属 殺 場 よ り 得 た の 新鮮 子宮 内 (下部 
1.5 cm) 卵 で , 試料 と よる 差 を 小さ くす る た め , 各 実 験 
毎 に 夫々 十 数 匹 分 の 材料 を 充分 所 控 混合 し て 用 いた . 
2. 剤 の 種類 

本 実験 た に 用 いた 阻害 剤 は , 一 般 に 呼吸 代謝 系 の 阻 者 剤 
ど し て 使用 され て いる マロ ン 酸 , モノ ョ ー ド 酢酸 , 寺 化 
ソー ダ , ソー ダ , ピ ウー ダ , エチ ー ル ウレ 
タン , アジ 化 マ ツー ダ , KCN と 農薬 で ある が 強い 希 卵 力 
を 有する Pentachlorophenol (PCP) の 9 種類 で ある . 


3. メチ レン 青 脱 色 の 

各 剤 の 実験 た 於 いて 上 記 卵 材 料 を トー マ 
球 計算 盤 に ょ り 約 20 万 個 を 算定 し , その 破 砕 液 0.5 ml 
を 実験 た 供し , チレ ン 青 は 予め リ の も の を 作 
し て お き , 実験 直前 に リ z5,ooo に 稀釈 し て 使用 した. 
Thunberg 管 中 た に 収 め た 組成 及び 量 は 下記 の 通り で あ 
る . 

9.0) 


メチ レン 青 0.5 ml 
コハク 酸 タ 0.5ml 
剤 (或いは 対照 と し て 蒸留 水 ) 1.0 ml 


阻 者 剤 の 濃度 に つい て は 実験 成績 の 項 た 記述 する . 
排気 は 真空 ポン プ で 3 分 間 行 いつ いで 30°C 恒温 村 
に 10 分 間 放 置 し て 温度 を 平衡 させ た . 
メチ レン 青 脱色 の 測定 に 当 つ て は , Tam & Wilson 
(1941) の 記載 し た 光電 比 色 計 に ょ る 測定 波 に 従っ つて 行っ 
た . 即ち 夫々 の 実験 た に 於 いて , 各 Thunberg 管 に つい て 
側室 内 容 を 主 宏 に 混和 し た 直後 より 3 分 毎 に メチ レン 青 
脱色 の 割合 を 光電 比 色 計 で 測定 し た (その 際 の Blank は 
蒸留 水 を 使用 し た ). その 時 の 光電 比 色 計 の 読み を I と 
する . 更に 各 Thunberg 管 共 少 量 の ヒド vr 々 亜硫酸 ツー 
ダ 補 加え , メチ レン 青 を 完全 に 脱色 させ , 躍 卵 材料 に ょ 
る 濁 う を 比 色 計 で 測定 し た . その 時 の 比 色 計 の 読み を 
と する と , 各 時 間 に 於 ける メチ レン 青 の 濃 度 は log (1 
に 比例 する . か くし て ぇ メチ レン 青 の 濃 度 の 対数 を も うぅ 一 
度 と つて , メチ レン 青 の 刀 元 脱色 と 時 間 と の 関係 を 直線 
的 に せしめ , 単細胞 期 の メチ レン 青 脱色 能 及ぼ 
す 各 了 害 剤 の 影響 を 検討 し た . 
実験 成績 

先 ュ ハク タク 酸 脱 水素 酵素 の 阻 需 剤 と し て ょ く 知 られ て 
いる マロ ン 酸 及び モノ ョ ー ド 酢酸 に つい て 実験 を 試 衣 


(16 ) 


た . 両 剤 の 濃 し て は 夫々 反応 液 全 体 と し て Mj/25 
~M/5,000 の 範囲 で 数 段階 に 分 け て 実験 を 行い , その 成 
病 を 第 1 図 及び 第 2 図 に 示し た . 両 図 共 メ チレ ン 青 濃度 
と 時 間 と の 関係 を 図示 し た も の で あり , これ に よる と 
2†+Log MB Conc. と 時 間 と は 略 々 直線 関係 を 示し て い 
る . この よう に 酵素 反応 と 時 間 と の 関係 が 直線 と な る 場 
合 に は , その 傾斜 より 反応 速度 は 容易 に 求め られ , 酵 
素 活 性 値 の 測 守 に 便利 で ある . これ ら 両 図 よ り 分 る よう 
に , 両 阻害 剤 共 濃 度 の 増加 と 共に ぇ チレ ン 青 脱色 能 の 阻 
審 は ょ り 強 く 認 め ら れ , 且つ モノ ョ ー ド 酢酸 より マ r ン 
酸 の 方 に ょ り 強 い 了 害 が 認め られ た . 
同様 に し て KCN 及び PCP に つい て , M/1,000~ 


2+ Log 
NB 
1.7 
i.6 M/soo 
M/i,000 
M/s5000 
13F 


3 © q (9) 
第 1 図 卵 の メチ レン 青 脱色 能 た に 及 す ン 
酸 の 影響 


2+Log 
NB Conc. 


3 6 q () 
第 図 の メチ レン 青 脱色 能 た に 及 す モ ノ ョ 
ー ド 酢酸 の 影響 


(17 ) 
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M/50,000 の 濃度 で 実験 を 行い , その 成績 を 第 3 図 及 び 
第 4 した. これ に る と KCN で は 作用 は 
全然 な く , M/1,000 及び M/5,000 で 脱色 能 の 促進 が 認 
め ら れ , これ に 反し PCP で は 強い 作用 が 
め ら れ た . 


3 6 
第 3 図 メチ レン 青 脱 色 能 た 及ぼす KCN 


の 影響 
2+log 
MB Cone. 
1.7 
M4000 
1.6 M/s000 
M/io, 000 
L5 Mg,000 


3 6 q 
第 4 図 の メチ レン ジン 青 脱色 能 に 及ぼ す PCP 
の 影響 

この よう に し て 更に 部 化 ソ ー ダ , 亜 算 酸 ソ ー ダ , ピ r セ 
炎 酸 ウー ダ , エチ ー ル ウツ ウレタン, アジ 化 マ ー ダ に つい 
て , M/25~M/5,000 の 濃 庶 で 実験 を 進め , 上 述 の 4 了 
の 成績 も 合せ て , 各 の と 夫々 の 阻 と 
の 関係 を 一 括 し て 第 1 表 に 示し た . これ に よる と マセ ン 
酸 及 びそ モノ ョ ー ド 酢酸 で は 比較 的 強い 阻害 作用 を 認め 且 
つ 前 者 に いて や 強く , ツー ダ , 酸 ッ ー ダ 
ピロ ソウ ソーダ, エチ ー ル ウレ タン , アジ 化 ソー の 5 


| 
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5— 14 NM/5000 


第 1 表 各 の 濃 了 率 と の 関係 


者 で は 比較 的 軽度 古 ら ゃ 脱色 能 の 阻害 を 示し , 更に PCP 
で は 著しく 強い 阻 作用 を 認め , M/50,000 の で 
の 阻 者 率 を 示し た . こ の 表 の 数 の ぅ 負 の 
値 は 脱色 能 の 促進 を 示し て いる . 

実験 2。 メチ レン 青 脱色 能 に 及ぼ す cobalt-60 

照射 の 影響 

材料 及び 実験 方 法 

1. 卵 材料 

実験 1 と 同様 の 新鮮 子宮 内 で ある . 

2. 照射 前 の 虫 卵 

上 記 卵 材料 を 5 ンチ ホル ミン に 40~50 分 間 
浸漬 し , 蛋白 膜 を 除去 し て 後 , 蒸留 水洗 浴 を 3 回 行い , 
均一 な 貝 卵 懸 濁 液 と し た も の を 0.5 必 ホ ル マ リ ン 加 2 
平板 上 に 置き , 27~28°C 器 に 収め て 照射 前 
に 培養 を 行 つ た . 

3. » 線 源 

cobalt-60 は 当 医 学部 所 有 の 40 curie の も の 及び 東京 第 
二 病 院 所 有 の 120 curie の も の を 使用 した. 一定 の 強 さ 
の 線 源 よ り 照 射 さ れる »y 線 量 は 照射 時 間 に 比 例 し , 距離 
の 2 械 に 反比例 する こと が わか つて いる の で , 実験 に お 
ける 各線 量 は 線 源 か ら 一 定 距 離 , 一 定時 間 内 に 照射 せら 
れる 実測 線量 を 基準 と し て 算出 する こと に よ ょ つて 簡単 に 
求め る こと が 出来 る . 

4. 照射 の 方 法 

照射 時 の 卵 期 を 1) 単細胞 期 , 2) 2 細胞 期 , 3) 数 細胞 
期 , 4) 期 , 5) , 6) 仔 の 6 期 た 分 けた . 
各回 と も 照射 直前 に ホルマリン 寒天 平板 上 の を 夫 
々 ポリ エチ レン 製 小袋 た 移し て , 前 後に 薄く 圧 平 し た も 
の を 作り , これ を 被 照射 材料 と し 線 源 に 対し て 一 定 距 離 
乗 直 方 向 に 正しく 設置 した. 照射 時 間 は 主として 40 時 
間 に と 統一 し た が , 一 部 は 133.5 時 間 照 射 も 行 つ た . 
告 対 照 卵 と し て 被 照 射 材 料 と 同様 ポリ ェ チ レン 製 小袋 


(18 ) 


( 許 ) * 紫 の 項 の 数 字 の うぅ うち, 負 の 値 は メチ ャ ン 青 脱色 能 の 促進 を 示す . 


に 移し た 貝 卵 を 研究 宏 た お き 室 温 に 放置 した. 

5. メチ レン 青 脱色 の 測定 潜 

照射 を 完了 し た 貝 卵 は 直ちに 実験 室 に 持ち 来 り , 約 20 
万 個 の 照射 貝 卵 破砕 液 0.5 ml( 対 照 卵 も 同様 ) を 実験 に 供 
し た . Thunberg 管 中 に 収め た 組成 及び 量 は 下記 の 通り 
で ある . 


主夫 ( 約 20 万 個 ) 破 0.5 ml 
(pH 8.6 2.5 ml 
1/50,000 メチ レン 青 ーー1.0 ml 


メチ レン 青 ・ 緩 衝 液 共に 実験 1 と 同一 の も の を 使用 し 
真空 ポン プ で の 排気 , 反応 温度 並び に 光電 比 色 計 に よる 
ぇ チレ ン 青 脱色 の 測 宗 潜 等 すべ て 実験 1 と 同様 で ある . 

実験 成績 

上 述 の ょ うに 照射 時 の 卵 期 を 6 つた に 分 けた が , 個々 の 
貝 卵 の 発育 速度 は 必ず し ゃ 一 様 で な く , 更に 詳 述 する と 
次 の 如く で ある . 

(1) 単細胞 期 卵 (採取 直後 の 100 導 単 細胞 期 の も の ). 

(2) 2 細胞 期 ( 第 3 日 の 2 細胞 期 卵 67 単 細 
胞 期 23 3 細胞 期 8 , 4 細胞 期 2 含有 の 
も の) . 

(3) 数 細胞 期 第 6 日 の 数 細胞 期 , 4 細 
胞 期 2 , 3 細胞 期 1 含 有 の も の ). 

(4) 卵 ( 第 8 日 の 実 期 卵 97 , 数 細胞 
3 含有 の も の ). 

3 仔 期 6 含 有 の も の ). 

(6) 虫 期 卵 (培養 第 13 日 の 期 卵 98 
卵 2 必 含有 の も の ). 

上 記 の 各 発 育 時 期 の 貝 卵 の メチ レン 青 脱色 能 に た 及ぼす 
cobalt-60 照射 の 影響 を 検討 し た . 各 実 験 共 , 対照 卵 と 答 
線量 照射 卵 の 脱色 率 を 追求 し , それ より 実験 1 と 同様 ぞ 
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* 
の 濃度 モノ ョ ー 化 ピ テ チー ル アジ 化 
マー ツー ツー ダ ツレ タン ッ ー〆 KCN 
M/25 98 78 61 35 49 34 49 
M/100 94 54 29 29 35 23 37 
M/500 89 34 16 23 6 3 19 
M/1,000 78 30 12 15 7 ーー 8 13 —22 100 
M/5,000 43 19 7 6 — 1 — 3 8 ー 8 94 
. 


第 表 の メチ レン 青 脱色 能 た 及ぼす Cobalt-60 射 の 


概算 線量 線 源 か ら の 照射 時 間 


率 * 


(v シンゲン ) 距離 (cm) (hr) 単細胞 


2 細胞 期 数 細胞 期 期 仔 期 


れ ぞ れ 陽 者 率 を 求め , 第 2 表 に 一 括 し て 示し た . 照射 線 
量 は 10 万 +~820 万 + の 範囲 で 数 段階 に 分 けた が , この 
中 A グル ー プ アプ (80 万 r+~820 万 r) は 120 curie, B ゲル ー 
アプ (10 万 +~40 万 r) は 40curie の cobalt-60 を 使用 し た 
も の で ある . この 表 中 の 負 の 値 は 第 1 表 と 同様 すべ て メ 
チレ ン 青 脱色 能 の 促進 を 示し て いる . これ に よる と 人 答 発 
育 時 期 の 実験 共 , 320 万 (40 時 間 ) 照射 千 は 線量 の 増加 
と 共に ぇ チレ ン 青 脱色 能 の 促進 が みとめ られ , 双 実 期 に 
於 いて その 促進 は 最高 を 示し , その 前 後に 於 いて は 減少 
し た . これ に 対し 820 万 r(133.5 時 間 ) 照射 で は 明か に 
腸 が 認め られ , 単細胞 期 の 率 は 62, の それ 
は 79 で あぁ つた. これら の 成績 より cobalt-60 7y 線 に 対す 
る 発育 時 期 に ょ る 感受 性 の 差 を みる と , 粟 実 期 (培養 第 
8 日 ) の 感受 性 が 最高 で その 前 後に 低下 し て いる と 考え 
られ る . 

著者 は に cobalt-60 照射 に と ょ る 実験 を 行 つ て 来 
た が , 80 万 r 以上 の 大 線量 の 照射 を 行 つ た こと が な い 
の で , 照射 卵 の 一 部 を ホル マリ ン 加 筑 天 平板 を 用 い , 27 
°C 解 卵 器 で 上 射 後継 続 培養 を 行い この よう な 大 線量 
照射 に ょ よ つ て る も 告 虫 卵 は 発育 能力 を 有する か どう か を 検 
し た . 照射 時 単細胞 期 の も の を 照射 後 1 週間 継続 培養 後 
鐘 検 し て みた 所 , 対照 卵 は 98 数 細胞 期 ま で 発育 し て 
いる の に , 80 万 r 遇 射 で は 2 細胞 期 ま で 発育 し た も の 
は わ づ か に 8 必 に 過ぎ ず , 残り 92 必 は 単細胞 期 の ま ゝ 
で あり , 又 160 万 r+, 320 万 + 及び 820 万 + 照射 で は 虫 卵 
の 発育 は 全然 みとめ られ ず 全 部 単細胞 期 の まく で あり , 
殆 ん どす べ て 細胞 外 空 胞 形 成 を 来 し , 叉 題 粒 変性 が み と 
め ら れ た . 又 照 射 時 数 細胞 期 及び 実 期 の も の を 照射 後 
1 週間 継続 培養 し で て 鏡 検 し て みた 所 , 80 万 +~820 万 r 
照射 すべ て に 於 いて 照射 後 の 発育 は 全然 みとめ られ すず , 
殆 と どす べ て に 小 旦 粒 変性 像 が みとめ られ た . し か し 本 
実験 た 使用 せる は すべ て 直後 の の で あり , 


( 許 ) * 紫 の 項 の 数 字 の うぅ うち, 負 の 値 は すべ て メチ レン 青 脱色 能 の 促進 を 示す . 
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実験 すべ て に 於 いて 明か な 変性 像 を みとめ な か つた も の 
で ある . 
総括 並び に 者 接 

顕 虫 卵 の 呼吸 代謝 に 関す る 研究 は Fairbairn (1957) に た にょ よ 
る と , すでに 1913 年 Fauré-Fremiet に より 
試み られ て 居り , その 後 Brown (1928), Jaskoski(1952) 
Huff & Boell(1936), Passey & Fairbairn(1955) 及び 柳 
沢 (1957-8) 等 に ょ り 豚 で 検討 され て いる が , こ 
れ ら は 何れ の 酸素 消費 の 面 の 追求 で あり , 所 
Thunberg 法 に ょ る の メチ レン 青 脱色 関す る 
報告 は まだ 前 報 の 著者 等 の も の 以外 に は 見 当ら な いよ う 
で ある . 

コハク 酸 脱 水素 醍 素 は 現在 TCA cycle を 回 転 さ せる 
酵素 の 一 つと し て , 生体 内 終末 呼吸 系 に 必須 の 役割 を 演 
じ て い る と 考え られ て いる が (Krebs 1943, Green et al 
1948), 前 報 に け る の の 実験 た いて は 
よく その 酵素 の 一 般 的 性 四 を 示 し た . 

引き つ で いて 今回 は 前 述 の ょ うぅ に 了 害 剤 の 実験 を 試み 
た の で ある が , 一 般 に 呼吸 酵素 に 対す る 限 害 実験 は 古く 
か ら 行 われ て 居り , 酵素 の 性 四 お ょ び 作 用 様式 に 関し て 
数 多く の 知見 が 得 ら れ て いる も の で ある . コハク 酸 脱 水 
素 本 素 の 持 抗 的 陽 審 剤 と し て ょ く 知 られ て いる も の に は 
マ ャ ョ ン 酸 等 の 二 塩 基 酸 が あり , 又 モ ノ ョ ー ド 酢酸 も -SH 
基 と 反応 し て 非 可 逆 的 に -SH 基 を 抑え , や は りこ の 酵素 
活性 を 阻害 する こと が 知ら れ て いる (Baldwin, 1952). 
本 実験 に いて マ r ン 酸 , モノ ョ ー ド 酢酸 は 
の メチ レン 青 脱色 能 比較 的 強く し , つ 前 者 
いて より を 示し た が , これ は の と 
いう ぅ 複合 酵素 系 に ょ る 実験 で は あぁ る が , コハク タク 酸 脱水 素 


、 酵素 の 一 般 的 性 四 を 示し た も の と 考え られ る . 


ソー ダ , 亜 ソー ダ , ピ ソー ダ , エチ 
ルウ レタ ン 等 は 一 般 に 脱水 素 酵 素 の 阻 響 剤 と し て 知ら れ 
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て いる も の で あり , 政 虫 卵 の 実験 で も マ ン 酸 , モノ ョ 
ー ド 酢酸 より も 夫々 その 阻害 率 は 低下 し た が , いづ れ も 
メチ レン 青 脱色 能 が 認め られ た . 

アジ 化 マ ツマ ソーダ , KCN は 共に チト クタ クローム オキ シダ ー 
ゼ の 阻害 剤 で あり , シア ン 化物 は M/1,000 位 の 濃度 
で チト タク ローム オキ シン ダー を 完全 に と いう 
(Baldwin, 1952) . この 両 阻害 剤 の メチ レン 青 脱色 能 に 及 


ぼ す 影響 を 検討 し た 所 , アジ 化 ツ ー ダ に 於 いて は 比較 的 


弱い を 認め , KCN で は を 認め ず , M/1,000 及 
び M/5,000 に 於 いて わ づ か に 促進 を 認め た . 

PCP に つい て (1959) は 虫 た 対 し 強い 
力 を 有する こと を 認め て いる が , 本 実験 た に 於 いて PCP 
は の メチ レン 青 脱色 能 に 対し し く 強 い 作用 
を 示し た こと より 考え る と , 少く と も PCP の 作用 機転 
の 一 つと し て 卵 の さ 酸 脱 水素 酵素 乃至 呼吸 代 
の 強い 阻害 作用 が あり , その 結果 上 述 の よう な 強い 殺 卵 
効果 を 招来 し た の で あろ うぅ と 推察 され る . 

次 に 放射 線 の 酵素 に 及ぼ す 影 響 に 関す る 研究 に つい て 
は , 1930 年 Risse, 1934 年 Fricke 等 に より 始め られ , 
現在 で は 多く の 研究 者 に り 純 粋 に 抽出 され た 酵素 に つい 
て 実験 され , 放射 線 照 射 に よる いく つか の 酵素 活性 の 阻 
害 が みとめ られ て いる (Sumner & Myrbicke, 1950). 

し か し 放射 線 の 生物 に 対す る 作用 機構 に つい て は tar- 
get 説 , 間接 説 等 が ある も , 現在 告 不明 な 点 が 多く , 殊 
に 生 細 胞 の 醍 素 た 及ぼ す 放 射線 の 影響 に つい て は , 今後 
追求 され る べき 多く の 問題 が 残 つ て いる と 考え 々 られる. 

た 対し cobalt-60 を 照射 し , その 発育 及び 感染 
能力 と に 及ぼ す 影 響 を 検討 し た も の は , 前 述 の 著者 等 の も 
の 以外 に こと ょ 数 年 間 に 二 ・ 三 の 報告 が み ら れ て 居り ( 門 
多 , 1957-8 ; 小林 ら , 1958 ; Villella et al., 1958), いづ 
れる も cobalt-60 照射 に ょ り の 変性 , 発育 の 
環 は 感染 阻止 等 を 認め て いる . そこ で 本 実験 2 に 
於 いて は , この よう な cobalt-60 線 照 射 が の ぇ 
チレ ン 青 脱色 能 に 如何 な る 影響 を 及ぼ すか に つい て 検討 
し て みた 次 第 で ある . 

著者 等 の 実験 た に 於 ける 単細胞 の 仔 形成 完全 
卓 止 限界 線量 は 11 万 ~15.3 万 + 間 で あつ た こと か ら 考 
える と , 今回 の 照射 線量 は 10 万 ~820 万 + と いう 非常 
に 大 線量 で ある . この よう な 大 線量 照射 に も か ゝ わら ず 
329 万 r(40 時 間 ) 照射 千 は の メチ レン 青 脱色 能 の 
阻 才 は みとめ られ ず , むし ろ 線 量 の 増加 と 共に 各 発 育 時 
期 の 虫 卵 の 脱色 能 は 促進 を 示 し た . これ は 7 線 照 射 に ょ 
り 照射 直後 の 環 虫 卵 の 呼吸 代謝 が 一 時 的 に 刺 載 され て 脱 


色 能 の 促進 を 来 し た も の と 思わ れる . 即ち 照射 後 の 継続 
培養 に ょ る 観察 で は 貝 卵 の 発育 の 促進 は 全然 み ら れ すず , 
著しい 発育 の 遅延 乃至 阻止 が 観察 され て いる . 又 820 万 
r(133.5 時 間 ) 照射 で は 単細胞 期 , 桑 実 期 共 に 比較 的 強 
い 脱 色 能 の 阻害 を 認め た . これ は 照射 直後 の 成績 で は あ 
る が , 射 時 間 が 非常 に 長い の で , その 務 射 中 に すでに 
虫 卵 は 鏡 検 で は 明か に みとめ られ な い 変 性 を お こし て 。, 
その 結果 虫 卵 の 呼吸 代謝 は 低下 し て 脱色 能 の 減少 を 示し 
た の で あろ う と 考え られ る . 即ち 今回 の 成績 か ら は , 
cobalt-60 Y 線 は の ヘ クタ 酸 脱 水素 酵素 活性 に 一 
的 に 阻害 作用 を 及ぼ し て 上 虫 卵 の 殺 減 を 招来 する と は 考え 
られ な い し ろ チレ ン 青 脱色 能 Y 線 照射 に よる 
卵 の 障 者 程度 を 示し て , 照射 直後 は 脱色 能 の わ づ か な 促 
進 を みとめ て も, 照射 後日 数 の 経過 に ょ り 貝 卵 の 障害 
が 進む と つれ て その 脱色 能 は 閉 し く 低 下 を 来 す で あろ 
人 第 2 表 に お ける 成績 より cobalt-60 に 対す る 
虫 卵 の 発育 時 期 に ょ る 感受 性 の 差 を みる と , 先 に 報告 し 
た 仔 形成 及び マッ ス へ の 感染 阻止 線量 より みた 
績 と 様 , 細胞 分 列 と 呼吸 代謝 の 最も 思わ れる 
実 期 (培養 第 8 日 ) の 感受 性 が 最高 で その 前 後に 低下 し て 
いる と 老 を えら れる. 
結 

Thunberg の メチ レン 青 脱色 反応 潜 に ょ り , 基質 と し 
て は コハク 酸 を 使用 し , 環 虫 卵 の メチ レン 青 脱色 能 に 及 
ば ぼ す 阻 者 剤 及び cobalt-60 照射 の 影響 を 検討 し , 下記 の 
結果 を 得 た . 

1. マ r ン 酸 , モノ ヨー ド 酢 酸 で は 比較 的 強い 阻 者 を 
認め , 前 者 に 於 いて ょ 強く 脱色 能 は 阻害 され , 
の 破砕 液 に ょ る 実験 で は ある が ュ コハク タ 酸 脱水 素 酵 素 の 一 
般 的 性 賀 が みとめ られ た . 

2. ソー ダ , 酸 ー ダ , ピ ウー ダ , 
チー ルウ ツレ タン , アジ 化 ソ ツ ソーダ で は 前 二 者 より 弱い が い 
づれ る 脱色 能 を みとめ た が , KCN に ょ る 阻害 
認め られ な か つた . 

3. 強い 殺 卵 力 を 有する PCP で は 著しく 強い 脱色 能 
の みとめ られ , M/50,000 の 低 度 で も 率 は 
56 で あつ た . 

4. cobalt-60 で は 320 万 r(40 時 間 ) 照射 線 
量 の 増加 と 共に ぇ チレ ン 青 脱色 能 の 促進 を 認め , 双 実 期 
に 於 いて その 促進 は 最高 を 示し , その 前 後に は 低下 し 

5. 820 万 r (133.5 時 間 ) 照射 で は 明か に 脱色 能 の 降 
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た 成 


が 認め られ , 単細胞 期 の 率 は 62, 期 の それ 

は 79 で あつ た . 
終り た に のぞみ , 御 指 導 , 御 校 閣 を 賜 つ た 松林 久吉 教授 

浅見 助教 授 びに 線 し 種々 御 指 導 と 御 

宜 を 賜 つ た 放射 線 科 山 下 久 護 助 教授 , 東京 筆 二 病 院 大 越 

健一 氏 に 深 基 な る 謝意 を 表す る . 

本 論 要 33 年 5 月 16 日 第 27 回 日 本 寄 
生 虫 学会 総会 及び 昭和 33 年 11 月 25 日 委 38 回 慶応 医学 
会 総会 に た 於 い て 発表 し た . 
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STUDIES ON THE RESPIRATORY METABOLISM OF ASCARIS EGGS 
(2) Effect of inhibitors and cobalt.-60 irradiation on methylene 
blue decolorization activity of ascaris eggs 


SHOZO SAITO 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University, Tokyo) 


Following the author’s former paper which dealt with the methylen blue decolorization 
activity of Ascaris lumbricoides ova, inhibitory effects of some of respiratory inhibitors as well as 
irradiation of radioactive cobalt-60 on the respiration of ascaris eggs were studied in the present 
paper. 

The reaction system comprised the homogenized ascaris eggs, succinate, methylen blue 
and inhibitors in various concentrations. Inhibitors tested were malonate, monoiodoacetic acid, 
potassium cyanide, sodium fluoride, sodium arsenite, sodium pyrophosphate, urethan, and azide. 
Pentachlorophenol (PCP) was also tested because it was detected by Fujita that this chemicals has 
a strong activity to kill the ascaris eggs. : 

Among the inhibitors above described the effect of PCP was the strongest showing complete 
inhibition in concentration of M/5,000 and 50% inhibition even in M/50,000. Malonate had also 
rather strong effect showing 43% inhibition in concentration of M/5,000. The other inhibitors 
except KCN showed the effects only in the higher concentration of M/25 or M/100. KCN showed 
no inhibitory effect on the activity. In the experiment of cobalt-60 irradiatton, irradiation of small 
dosis (under 320 X 10r) stimulated the activity, homever, large dosis (820 Xx 10r) affected in inhibi- 
tory. In the developmental stages of the eggs, the activity of morular stage eggs was most 
sensitive to the effect of irradiation. 

It appears that these results indicate the general characteristics of the activity of succinic 
dehydrogenase. It seems to be possible to understand the mechanism of killing effect of PCP on 
ascaris egg from the stand point of respiratory inhibition. 
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赤痢 メー の 免疫 学 的 研究 


(3) 赤痢 アメ ー ペ を 腸管 及び 肝臓 に 接種 し た 動物 の 


赤痢 アメ ー バ が 動物 或いは 人 の 体内 た 浸入 し た 際 , 宿 
主 の 条件 例え ば 抵抗 性 , 或 は 腸管 の 状態 等 の 防 祭 機能 と 
ァ メ ー ペ 側 の 条件 即ち アメ ー バ の 病原 性 , 感染 量 等 に ょ 
り , 相互 に 受け る 影響 は 種々 の 形 と な つて 現われ る . 例 
えば (或いは 寄生 ) 場所 に 於 いて 赤痢 メー ( 以 
下 st と ) の 増殖 が ん に な り 遂 に 宿主 組織 内 
侵入 を も 来 し て 発症 せしめ た り , 反対 に 宿主 体内 に 
hst が 定着 し 得 ず に 排 浴 され た り , 単に 腸 腕 に の み 残 存 
し 宿主 に 対し て は 殆 ん ど 見 る べき 影響 も 与え を な いで 生存 
し て いる 場合 等 で ある . この 様 な 所 調 host-parasite rela- 
ionship に 於 いて , 宿主 側 か ら み て 寄生 物 が 組織 内 に 
侵入 すれ ば 宿主 の 血 消 中 に , それ に 対す る 免疫 抗体 を 生 
じ て 来 る 事 が 一 般 的 で ある . 左 zst 感染 た に 関し て の 控 
体 産 生 に 就 い て は 多く の 先 人 が それ を 認め て お り , Craig 
(1928) は “Carrier” の 患者 に いて も を 証明 し 得 
る と 報告 し て いる . 現在 まで 赤痢 アメ ー バ 感染 に 対し て 
用 いら れ た 血 消 反 応 は 主として 補 体 結合 反応 (以下 C.F. 
T と 略す ) で あり , その 他 不 動 化 試験 (以下 IM.T と 
路 す ) 沈降 反応 等 数 種 の も の が ある . 
現在 まで に 赤痢 アメ ー バ 感染 動物 の 病理 組織 学 的 研究 
は 数 多く 報告 され て いる が , 病変 の 程度 と 感 委 動 物 の 血 
消 抗 体 と の 関係 を みた 報告 は 極め て 少な い . 私 は さき に 
所 hist の 免 准 反 応 に 於 いて 現在 最も 大 き な 問 題 で ある 
抗原 改良 の 点 に 就き 検討 し , 更に 種々 の 刈 次 反応 を 比較 
し た 報告 を 行 つ た が , 今回 これ ら の 事 を 基礎 と し て 更 及 
びそ モル モッ ト を 使用 し て 実験 的 に 腸管 感染 及び 肝臓 感染 
を 起 さ し め , これ ら 動 物 の 抗体 産生 の 有無 及び 抗体 量 を 
免疫 反応 に ょ つて 調べ た . 腸管 感染 で は その 病変 の 拡 が 
り , 深 さ , zst 貝 体 の 侵入 程度 等 と 免 商 反応 の 出 方 
を , 又 肝 臓 で は 病変 の 程度 , 性 四 と 抗体 産生 量 と の 関係 
等 アメ ー バ 感 委 動 物 の 病理 組織 的 検査 と 血 薄 反応 と を 同 
時 に 施行 し 両者 間 の 関係 を 観察 し た . 


病理 組織 学 的 所 見 と 血清 反応 と の 関連 に つい て 


福原 
度 応 義 大 学 医学 部 寄生 学 教 松林 久吉 教授 ) 


(昭和 34 年 12 月 26 日 受領 ) 


実験 材 


1. 実験 動物 : 体重 2.5~3.3 kg の 健常 家 束 及び 体重 


250~370g の 健常 モ そ ル レル モット. 雌雄 の 選択 は し な か つ 

2. 接種 材料 : 数 年 前 に 肝臓 瘍 婦人 か ら 分 離し Bala- 
muth で 継 代 保存 し て いる 赤痢 アメ ー 株 の 
生 体 . 

3. 血清 反応 用 抗原 : 前 々 報 及び 前 報 で 報告 し た 如く 
反応 用 抗原 と し て 最適 と 思わ れる 赤痢 アメ ー ぷ ベ 有 H 株 の 超 
音波 抗原 を 使用 した. 

4. 検 血 : 採取 方 法 は 後記 , し た 血 は 56° 
C 30 分 非 働 化 し マー ゾ = ン を 10"* 倍 に 加え て 4°C の 永 
蜜 に 保存 し た も の . 

5. 組織 切片 標本 : 後記 

実験 方 法 

A. 腸管 内 感染 実験 : 前 述 の 家 融 5 匹 及び モル モッ ト 
9 を 各々 無菌 的 に 後 , 盲腸 内 に 前 述 zst 生 
体 の per cc 約 10 万 を 家 融 に は 8~10cc, セル モッ ト に 
は 1~2cc 宛 注 入 し , 日 に 検査 に より 体 の 排 
出 を 調べ た . 体 入 後 11 日 (最長 19 日 ) で 動脈 
より 全 採 血 し , 血 消 分 離 後 , 前 記 方 法 で 保存 した. 一 方 
注入 腸管 を 切開 し 病変 の 有無 , 程度 , 広 さ 等 を 記し 病変 
部 組織 片 そ 10 迷 フォ ル マ リ ン 液 に 入れ 固定 し た . 一 部 
の 被 検 動 物 で は 貝 体 接種 後 の 血 消 抗体 の 推移 みみ る 為 , 
接種 後 3)7, 10 日 目 毎 に 採血 し 同様 血 薄 分 離 後 保存 し 
た 対照 は この アメ ー 株 の 内 共 み を Ba- 
lamuth 堪 地 に 培養 し た も の を 動物 の 盲腸 内 に 接種 し た 
後 , 同様 処置 し た . 箇 腸 管 病変 の 程度 , 広 さ を Taylor 
Greenberg (1952) の 分 類 法 に 従 つ て 記載 し た . 即ち 
五 段階 に 感 委 程 度 を 分 けた も ので, 0 は 病変 が 肉眼 的 に 
は 無く アメーバ 貝 体 も 腸 内 容 中 に 認め 得 な いも の , 1 
は 虫 体 は 存する も 病変 を 認め ぬ も の , 2 は 病変 が 盲腸 内 


本 研究 は 日 本 ウフ ックス マン 財団 筑 2 回 研究 助成 会 の 援助 を 受け た も の で ある . 
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で 僅か ば か りあ り 市 も 大 き さ , 広 さ が 限ら れ た も の , 3 
は 盲腸 全体 に 病変 が 拡 つ っ て いる も の , 4 は 盲腸 の みな ら 
ず 結 腸 に ゃ 病変 が 拡大 し て いる る も の. 

B. 肝臓 接種 実験 : Cleveland & Sanders(1930) , 近 衣 
(1939) , Reinertson & Thompson (1951) , 村 (1952) 等 
と 同じ く 実 験 動物 を 開腹 後 , 肝 表 面 か ら 直 接 に 注射 器 で 
接種 し た . 接種 材料 は 前 述 の 生 虫 体 を 生食 水 (37°C に 
保温 ) で 2 回 遠 沈 (500r.p.m 5 分 ), 洗 浴 し た も の で あ 
り per cc 約 10 万 の 貝 体 を 1.0~2.0cc« モル モッ 
ト で は 0.2~0.4ce 宛 有 時 の 1~ 3 ヵ所 に 注入 し た . 注射 
針 抜 去 時 は 「 ス ポン ゼル 』 又 は ガー ゼ で し ば らく 注入 部 


を 圧迫 し 接種 材料 の 逆流 出 と 出血 を 防い だ . 実験 頭数 は : 


家 束 6 匹 , モル モッ ト 8 匹 で , 接種 後 24 時 間 か ら 最 長 
17 日 後に 全 採血 し 前 記 同 様 に 血 消 分 離 , 保存 し , 一 方 注 
入部 局所 の 肉眼 的 所 見 を 記し 更に 病変 部 の 一 部 を 葵 抹 し 
微 で 虫 体 の 有無 を 調べ た 後 , 部 の 肝 片 を 10 
フォ ル マ リ ン 液 に 入れ た . 一 部 の 動物 で は 血 薄 抗体 価 の 
推移 を みる 為 に 接種 後 3, 7, 10 日 目 毎 に 採血 し た . 対 
照 と し て は 前 記 同 様 の 共 拓 菌 を 同じ 手技 に た ょ り 注 入 し た 
も の で ある . 

C. 血清 反応 : 前 々 報 及 び 前 報 で 報告 し た と 同じ 手技 
に ょ より 補 体 結合 反応 及び 不動 化 試 験 を 行 つ た . C.F.T に 
用 いた 抗原 は 超 音 波 抗 原 の 2 倍 稀釈 の も の で ある . LM. 
T に 使用 し た 被 検 血 消 の 濃度 は 非 稀釈 で あり , 血 消 貝 体 


混合 後 40 分 で 成績 を 判定 し た . 

D. 病理 組織 標本 の 作製 : 10 フォ ル マ リ ン 液 固 定 
後 , 型 の 如く パラ フ 4 ン 包 埋 し , 切片 標本 を 作り , Hae- 
matoxylin Eosin の 重 染 色 洗 を 施 こ し た . 

成 

腸管 内 被 接種 動 物 の 所 見 と 血 消 反 応 

1. 庫 検 所 見 , その 他 : 護 腸 内 に 接種 し た モル モッ ト 
及び 家 束 の 腸管 内 の 所 見 は 第 1 表 の 如く で ある . モル モ そ 
ッ ト で は 9 日, 11 日 , 17 日 月 た 死亡 し た No.21, No.22 
No.34 の 3 匹 及 び 7~11 日 月 に 殺し た も の に 就 い て 何れ 
も 腸 内 容 物 検査 及び 腸 内 病変 の 有無 を 調べ た . 家 束 で は 
10 日 目 に 死亡 し た No. 4 以外 は 11 日 月 に 殺し た . 人 千家 
更 で 生前 の 検便 で 虫 体 排出 無き 為 19 日 目 ま で 生か し て 
置い た No. 1 が ある . 被 検 モル モッ ト 及 び 家 束 で 生存 中 
の 検便 成績 と 死後 の 腸 内 容 検査 が 一 致し た の は 16 匹 中 
13 匹 で あり , 対照 を 除い た 被 接種 動物 14 匹 中 剖検 で も 


感染 が 認め られ た も の は 12 匹 で あぁ つた. 対照 の 共 棲 攻 


接種 動物 で は 腸 内 容 は 正常 便 で 満た され , 閣 膜 に 変化 を 
認め な か つた . 被 検 動物 生存 中 の 検便 で 虫 体 を 認め 得 な 
か つた も の は 両 動 物 共 に 感染 度 (Infections degree) 0~2 
で あり , 潰瘍 の 大 き さ も 直径 0.5cm 位 の も の が 最大 で 
殆 ん ど は 0.3~0.4cm の も の が 2 へ ~3 ヶ所 認め 得る 程度 
で 灯 膜 充血 , 小 出 血 が 主たる 変化 で あつ た . と れ に 対し 
感染 度 3 ~ 4 の 高度 の 感染 を 来たし た 9 匹 の モル モッ ト 


第 1 表 盲腸 内 接種 動物 の 前 検 所 見 その 他 


数 便 
別 物 (cm) 
モル モッ ト 
No. 12 粘膜 小 出 血 厚 
21 + サ 3 0.3~1.0 6 
22 17 死 + 4 0.2~1.2 15 面 , 
36 11 3 0.3~0.8 6 小 出 
11 十 0.3~0.5 3 
対 35 0 
s 4 10 十 3 0.2~1.0 7 容 ? 
11 3 0.2~0.8 粘膜 小 出 
対 妥 12 — 0 
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2 表 病理 学 的 所 見 


被 腺 有 
度 層 
壊 出 壊 ア 出 壊 細 ア 出 壊 ア 出 細 ア 細 ア 
液 胞 > 死 胞 > 胞 メ 胞 胞 
死 化 腫 死 腫 壊 べ 死 腫 壊 べ ペ 
モル モッ ト 
26 キキ キキ キキ キキ キキ キキ キー キ 
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及び 家 は , も 小 が 融合 し , 極め て 大 き な 
瘍 を 形成 し て いる も の が 多く , 炎症 が 深く 北 弁 下 に まで 
達し て 一 部 し か け て いる も の も あつ た 従 つて 
数 と し て は 数 少く と も 病変 の 占め る 面積 は 一 般 に 広く 重 
症 感 染 で あり , 腸 粘 膜 に は 黄 白 色 が 附 する 
も の が 多く , 腸 内 容 は 水 様 い は 下痢 を 示 
し て いた . 人 告 更 No. 1 は 生存 中 検便 で 虫 体 が みつ か ら ず 
19 日 目 に 検 し た が 殆 ん ど 病変 も な く 僅 に 充血 
が 認め られ る 程度 で あつ た が , 腸 内 容 検査 で は 虫 体 を 認 
め た . 

2. 病理 組織 学 的 所 見 : 赤痢 アメ ー バ の 盲腸 内 被 接種 
動物 の 病理 組織 学 的 所 見 は 第 2 表 に 示す 如き も の で あつ 
た . 表示 し た も の は 同一 動物 の 育 腸 内 各 病 変 部 の 内 で も 
最も 代表 的 な も の で あつ て , 個々 の 濱 場 に ょ り 変 化 の 多 
ある . 感染 度 0 ~ 2 の も の で は 何れ も 病変 が 性 
で 主として 粘膜 上 部 の 腺 固 有 層 まで で あり , 被 上 上 友 細 胞 
の 粘液 化 , 一 部 中 死 , 腺 固 有 層 の 出血 , 壊死 , 軽度 細胞 
で 粘膜 和 に は 軽度 , 出血 像 を 認め る 程度 で , 
それ 以上 の 深部 に は 全く 変化 が 見 られ な か つた . 人 包 互 
kist は 腺 固 有 層 に まで は 認め られ る も の を も ある . 感染 度 
3~ 4 の も の は 一 般 に の は 所 々 に 於 いて し 
く 強 く 健康 部 と 病変 部 の 移行 部 に 於 いて 粘液 形成 の 閉 し 
いも の が あり , 上 上 雄 細 胞 の 配列 は 不 規 則 , 又は 遊離 或 い 


は 火 を し 高度 の を も 示し て いる も の も あり , 


血管 充 出血 浮腫 像 が ある . も 成り の 程度 
に 破壊 され 附近 の 粘膜 下 組 織 は 大 ・ 小 , 多核 
血球 , 少量 の 大 単 核 細胞 等 の 浸潤 を 認め , 壊死 , 物質 欠 
損 を 生じ て いる も の も あり , 種々 の 程度 の 浮腫 出血 像 が 
ある . 筋 層 に 於 ける 障 科 は 比較 的 軽度 で 一 部 の 例 で は 筋 
層 の 走行 が 乱れ て 球 , 血球 あり , 更に 
各 膜 下 組 織 の 浮腫 及び 軽度 の 細胞 浸潤 を 見 る も の も あつ 
た . st 体 は 全 例 に 灯 下 組 織 の 深部 に まで 認 

られ , 筋 層 に 接し て 時 に は 散 乱 し 又は 集合 し て 一 団 と な 
つて 存在 し て いる も の も ある . 病 し 筋 層 を 笑 破 し て いる 
も の は 無 か つ た . 勘 の 如き 所 見 で あり , 病変 の 広 さ と 病 
変 の 深 達 度 と は 関連 し て いる と 思わ れる . 人 和 俗 対照 の 共 棲 
菌 接種 動物 の 腸 粘 膜 は 殆ど 正常 で 特記 すべ き 変 化 は 見 
出せ な か つた . 

3. 血清 学 的 所 見 : C.F.T と LIM.T の 成績 は 第 3 
の 如く で あり , 一 般 に 血清 抗体 価 は 低 か つ た . C.F.T に 
就 い て みる と 全く 反応 の 現れ な か つた も の は 被 接種 動物 
14 例 中 4 例 で , 何れ も 感染 度 0~2 の も の で あり , 病 
変 の 達 度 を みて も zst が 粘膜 以上 深部 に 
し て 居 な い 洪 在 性 病変 の も の で あつ た . C.F.T 陽性 を 
呈 し た 10 例 中 モル モッ ト No. 37 以外 は 感染 度 3~ 4 
で 古 も 病変 の 党 達 度 は 粘膜 下 組 織 及 びそ れ 以 上 の 深 さ を 
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第 3 表 反応 成績 


第 4 表 直接 肝 内 接種 動物 の 前 検 所 見 


後 原 x x x x x 存 居 | 病 大 病 そ 
日 液 2 4 8 16 32 64128 制動 率 日 殺 ペ 巣 き 巣 
数 数 の 検 の 
モル モッ ト 別 出 の さき 数 他 


有 し て お り , これ ら の 中 で 抗体 価 の 最高 値 を 示し た も の 
は 。16 倍 稀 釈 で 25 力 価 を 示し た No.22 の 
ル モ ッ ト の み で 他 の 大 部 分 は 2 ~ 4 倍 稀釈 の 力 価 を 示し 
た に 過ぎ な か つた . 千束 No.11 で みる 如く アメ ー ペ 接種 
後 3 日 目 で は 全く 反応 が な く , 一 週 後に 2 倍 稀釈 , 10 日 
目 に 4 倍 稀釈 まで 抗体 価 が 上 圧し て いる . 対照 血 蒲 で は 
病変 の 全く 見 えな か つた に 拘ら ず 原 液 血 薄 で 反応 し た も 
の が 1 例 あ る . 1. M. T 成績 で は 最高 制動 率 を 示 し た 系 
No.10 が 59.4 必 で あつ た の み で 他 は 一 般 に 低 値 で あり , 
ほ ゞ C.F.T の 成績 と 平行 は し た が 対照 と 余り 差 が な か 
つた も の が ある . 照 血 13.2 を 示し た も の が 
ある . 

肝 内 接種 動物 の 所 見 と 血清 反応 

1. 若 検 所 見 , その 他 : 直接 肝 内 に 接種 し た モル モ ッ 
ト 及 び 家 兎 の 肝 の 所 見 は 第 4 表 に 示す 如く で あつ た . 接 
種 後 24 時 間 , 48 時 間 , 72 時間, 7 日 , 10 日 , 17 日 と 
順次 に 殺し て 害 検 し た . モル モッ ト で は 接種 部 位 は 何れ 
も 点 状 或いは に 色 変化 あり , この 部 に 腹膜 の 
を みた も の が ある . 割 面 は 周囲 と 病変 部 の 境界 が 比較 的 
骨 膝 な も の と , 境界 不鮮明 な も の と あり , 0.1~0.3 cm 
大 の 灰 白 ~ 黄 白色 の 壇 死 性 変化 が 認め らち られ, その 中 に 所 
タダ チョコレート 色 を し た 肝 細 胞 の 残存 物 ら し きも の が あ 
る . 24 時 間 , 48 時 間 後 の 肝 で は 病変 部 境界 が 不鮮明 で 
ある が 7 日 目 以 後 の ゃ も の で は 何れ も 可 成 り 明 上 腔 に 周辺 の 
正常 肝 組 織 と 区 別 し 得 ら れ , 比較 的 厚い 壁 を 形成 し て い 
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た . 谷内 容 が 黄 白 色 ク リー ム 状 を し た も の も あつ た . 病 
巣 部 を し アメ ー 体 を 検索 し た が , 体 と 断定 し 
に くい 変性 し た 如き 状態 で 所 々 に 存在 し た も の が ある . 
家 兎 で は 接種 部 に 0.3~0.7 cm, 最大 1.5cm に 及ぶ 大 
き な 病 巣 を 認め , 割 面 の 所 見 は ほ ゞ モル モッ ト と 同様 で 
黄 白 灰白色 の 震 死 性 変化 が み ら れ , 中 に 所 々 肝 細 胞 構 造 
を 残存 し て いる も の も あり , 比較 的 厚い 壁 を 持ち 中 央 部 
が 灰白色 の タリ ー ム 状 を 量 し た も の も あつ た . 病巣 部 の 
検 で 体 は 生 判別 し 難く 体 らし きも 
の を 見 た 例 も あつ た が , これ ら は 何れ も 3 日 上 月 まで の も 
の が 殆ど で あつ た . 対照 の 共 棲 菌 接種 動物 で は 病変 が 生 
々 小 で 割 面 は 黄 白 黄色 タリ ー ム 状 の も の で あつ た . 

2. 病理 組織 学 的 所 見 : 瓦 zst を 肝 内 接種 し た 動物 
の 肝 の 組織 所 見 は 第 5 表 で あり , 病変 傾向 を 三 つ に 大 別 
し て 表わし た . 全 例 た に 於 いて 程度 の 差 は ある が 一 般 に 肝 
細胞 の 進行 性 震 死 像 が 認め られ , 正常 肝 細 胞 の 変性 , 義 
縮 びに 破壊 及び 血管 , し た も の が 多く , 周囲 
の 肝 細 胞 及 び 間 締 織 細胞 認め られ , 結 
織 母 細胞 等 が 出現 し た も の も あつ た . 又 中 心 部 肝 細 胞 が 
山 壊 し 周囲 と 炎症 性 細胞 の 湖 出 が あり 明らか に 細菌 性 腰 
瘍 の 傾向 が 強い も の も 認め られ た . 和 舘 周囲 と 結 締 織 に ょ 
る 包 相 形 成 傾向 を 示す も の は 接種 後 7 日 以上 経過 し た る も 
の に 見 られ た . . zst 虫 体 は 完全 な 形態 を し た も の が 
全く な か つた . が 核 の 茶色 が 不 充分 な 判別 し 難い アメ ー 
ペ バ 様 細胞 を 少数 認め た も の が あつ た . 対照 で は 肝 細 胞 の 
と 周囲 と 白血球 が 明 で あり 更に 外側 を 肉芽 
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5 表 病理 学 的 所 見 


y | 
検 
モル モッ ト 
No. 29 ? 
十 
39 + 
42 
#43 + 
"7 44 + ? 
45 + に 
No. 13 + 
8 十 
“18 に + ? 
第 表 反応 成績 
後 原 x x x x x 
日 液 0 8 16 32 64 128 制動 率 
数 
モル モッ ト 
3 4 を 3 も 0 
ud? 4 0 0 | 85.67 
織 様 の 壁 が 取り 巻い て いる . 


3. 血清 学 的 所 見 : C.F.T と LIM.T の 成績 は 第 6 表 
の 如く で あつ た . C.F.T に 就 い て みる と , ほ き 全 例 に 
2 倍 稀釈 以上 最高 64 倍 の 抗体 価 を 示し て 居り , 接種 後 
日 時 を 大 つ て 調べ る と 24 時 間 後に 既に 4 ~ 8 倍 抗体 価 
を 示し 更に 3 日 目 和 に は 8~16 倍 造 抗体 価 の 上 昇 が あり 
その 後 は それ ほど の 上 上 昇 が み ら れ な か つた . 肝 病 巣 の 大 


(27 ) 


243 


き さ , 数 , 主たる 組織 所 見 と 血清 反応 値 に は 特別 の 関係 
は み ら れ な か つた が , 全 例 に 見 られ た の は 肝 細 胞 の 一 死 
性 変化 で あり , 血清 抗体 価 は C.F.T で 何れ も 比較 的 高 
い 価 を 示し た . LIM.T で は 60~70 必 以 上 の 制動 率 を 未 
し た も ゃ の が 14 例 中 7 例 も あり , 対照 に 比 し て 明らか に 
高い 値 で あり , ほ ゞ C.F.T と 平行 し た 成績 を 示し て い 
る . 人 照 血 消 で も C.F.T で 4 倍 稀 , LM.T で 25.8 
の 値 を 呈し た も の が あつ た . 
私 は 実験 的 に 動物 の 腸管 内 及び 直接 肝臓 内 に E ksst 

生 虫 体 を 注入 し , その 被 検 動物 血 消 を 採取 し , 一 方 腸 及 
び 肝 病変 の 肉眼 的 所 見 及び 病変 部 の 組織 急 片 を 作り 組織 
学 的 に 検索 し 血 消 抗体 価 と の 間 の 関係 を 追求 し た の で あ 
る が , 腸 内 病変 と 血清 抗体 価 と の 関係 に 就 い て は , 一 般 
に 腸 病 変 が 極め て 高度 に 認め られ る に 拘ら ず 血 薄 中 の 抗 : 
体 生 は 少な い 事 を 知 つ た . 特に アメ メー の 侵 が 腸 
膜 筋 板 を 境 と し , それ より 洪 在 性 の も の で は C.F.T は 
陰性 か 或いは 僅か に 原液 血 薄 で 反応 する 程度 で あり 抗体 
産生 は 殆ど ない か 或いは 極め て 少 い が , 深部 の 灯 膜 下 
組織 更に 筋 層 に ま ょ で 侵 鈴 が 及 ん で くる に 従い 抗体 産生 が 
前 者 た 比 し て 高く , C.F.T で 2~16 倍 , IM.T で 19.8 
へ ~59.4 必 を 示し た . 次 に 病変 の 広 さ と の 関係 を みる と 
Taylor & Greenberg (1952) の 分 類 に ょ る 感染 度 は 肉 眠 
的 に 腸 広 さ と アメ ー 体 の 有無 で 分 け て いる 
が , 感染 度 0 ~ 2 の 狭い 範囲 の 病変 に 比 し 感染 度 3 ~ 4 
で 表 わ せる 広範 囲 の 腸 障 礎 の ある 方 が 抗体 産生 量 が 多 - 
い . 人 急 潰 瘍 の 大 き さ と 数 は 必然 的 に 病変 の 広 さ と 審 接 な 
関係 に ある 訳 で ある . 肝 内 病変 と 血 消 抗体 価 と の 関係 に . 
就 い て は , 肝臓 に た 於 ける 病変 の 広 さ が 腸 内 病変 に と 比 し て 
可 成 り 小 さい に も 拘ら ず 腸 管 感染 に 於 ける も の に 比 し , 
C.F.T 値 で 2 ~64 倍 , LIM.T で 24.6~72.8 を 示し . 
て お り 一 般 に 血清 抗 体 価 が 可 成 り 高 いも の で あぁ つた. 肝 
臓 於 ける 変化 は 肝 細 胞 の 性 変化 で ある が , 
zst 帳 体 は 明確 に 確認 し 得 た も の が な か つた . 又 実 験 動 
物 の 約 半 数 は 肝 瘍 傾向 を 持つ た も の が あつ た . 鼻 肝 内 病 
巣 の 数 , 大 き さ と 抗体 価 と の 間 に は 特に 関係 は 見 出せ な 
か つた . アメ ー 接種 後 3 日 可 成 り の 抗体 産生 が 
あり , 特に 24 時 間 後に 既に C.F.T で 4~8 倍 , IM.T 
で 55.8~70 制 動 を 示す を 認め た . 
中 に も C.F.T で 4 倍 , LIM.T で 25.8 光 を 示し た も の 
が あり , アメ ー 免 反 応 に る 共 細菌 の 度 
を 示す も の と 思 を る . 


し 
造 
の 
も 
別 
が 
も 
の 


者 

赤痢 アメ ー バ 症 の 病理 組織 学 的 研究 は 1891 年 Coun- 
cilman & Lafleur に よ ょ り 最 初 に 記載 され 以来 多く の 人 < 々 
に より 研究 され て 来 て いる が , この 組織 学 的 所 見 と 感染 
動物 血 消 抗 体 と の 関係 を みた も の は 極め て 少 い . Craig 
人 入 Kagy (1933) は 犬 に 実験 感染 を 作り , 感受 性 の 強い 犬 
で は C.F.T 発現 が 早く アメ ー バ の 組織 侵入 が 広く 且つ 
激しい が , 感受 性 の 弱い 犬 で は 反応 の 発現 が 遅く 組織 侵 
翼 が 軽く 狭い 様 で ある と 云 つ て いる . 又 腸 内 感染 後 3 ~ 
14 日 で C.F.T で 陽性 に 発現 する と い , 接種 後 3 ~5 
日 で 陽性 と な る 例 で は 腸 に 広く 強い 潰瘍 が ある と 述べ て 
いる . Meleney & Frye(1937) ら は 選 ist を 接種 し た 
39 匹 の 犬 で 38 匹 が 何れ も 濱 瘍 形成 が あり C.F.T も 陽 
性 と な り 1 匹 の み 感 染 も な く C.F.T も 陰性 で あつ た 事 
及び 自然 腸 内 感染 を し て いる Macacus rheus 猿 25 匹 中 
. 24 匹 が C.F.T 陰性 で 組織 学 的 に と も 媒 常 所 見 な く 1 匹 は 
C.F.T の 検査 中 1 回 だ け 陽 性 で 他 の 15 固 の 検査 で 総 て 
檎 性 で あり 且つ 腸管 内 損傷 は 無 か つ た 事 か ら C.F.T の 
は アメ ー バ の 組織 侵 伴う 事 を 証明 する も の で あ 
る と 云 い , 便 中 に 虫 体 を 排出 し 古 ら も C.F.T 陰性 の 場 
合 は アメ ー ペ が 組織 侵 才 を な し て いな いか , 少く と も 血 
薄 中 に 抗体 を 産生 する に は 不 充 分 な 程度 の 存在 の 仕方 で 
ある と 考え を て いる . 私 の 今回 の 成績 た よる と , アメ ー ペ ババ 
が た と ぇ 組織 侵 を 与え を えて いて も それ が 板 よ り 
在 性 の 場合 は 殆ど 抗体 産生 に は 無 影 響 の 如く 思え を る の 
で ある . 

肝 ア メー バ 症 の 病理 紺 織 学 的 所 見 た 関す る 報告 も 多く 
ある が 血 消 反 応 と の 関係 を 実験 的 に みた も の は 殆 ん ど 見 
当ら な い . 臨床 的 た に 肝 アメ ぇ メー ぷ バ 症 例 た に 於 ける C.F.T に 
関し て は 多数 の 研究 者 が 一 致し て 殆ど 常 に 陽性 に 出る 
事 を 報告 し て いる . 例え ば Terry & Bozicevich (1948) 
ら は 91 必 に, Hussey & Brown(1950) は 80~83.4 &, 
Me Dearman & Dunham (1952) ら は 86 必 陽 性 率 を 出し 
て 腸管 外 ア ぇ ー バ 症 に 関す る 限り C.F.T は 診断 的 価値 
あり と 断定 し て いる . 私 の 成績 で も 腸管 感染 例 に 比 す れ 
対極 め て 高い 反応 値 を 表わし て お る と 云え る . この 原因 
に 就 い て は 多々 考え られ る 事 で あろ うぅ が, 単に 血液 の 豊 
富 な 場所 で ある 以外 に , 肝臓 の 持つ 特種 な 役割 か ら み て 
他 臓 器 へ の 感染 時 より る も 抗体 産生 が 起り 克 い の で は な か 


ろう か . 
結 論 


私 は 実験 的 に モル モッ ト 及 び 家 束 の 腸 管内 及び 肝臓 内 
た 赤痢 アメ ー バ 感染 を 起 さ し め , 恋 動 物 の 血 消 反 応 と 病 


変 部 組織 所 見 と の 関係 を 追求 し 次 の 結論 を 得 た の で 報告 
サ する 

1. 腸管 感染 で は 病変 の 肉眼 的 , 組織 学 的 所 見 が 激 し 
い に も 拘ら ず , 血 消 中 抗体 価 は 低 か つ た . 

2. 腸管 の 病変 が 狭く 即ち 感染 度 0 ~ 2 で 且つ 湊 在 性 
の 場合 即ち アメ ー ペ 性 潰瘍 の 深 さ が 粘膜 筋 板 ま で の 場合 
は 血清 抗体 は 殆 ん ど 証 明 さ れ な い が , 病変 が 広く 且つ 粘 
膜 より 深部 に 進行 し て いる も の で は 抗体 産生 が 々 
高度 に 見 られ る . 

3. 肝臓 感染 で は 腸管 感染 た に 比 し て 一 般 に 血 消 中 に 現 
われ る 抗体 が 多く 且つ 非常 に 早期 に 出現 する . 

4. 肝臓 病変 の 主 変化 は 壊死 性 変化 で あり , 病巣 は 比 
較 的 小さ い に も 拘ら ず 抗 体 産生 量 は 多 か つ た . 

5. 対照 血 消 で も 血清 反応 に 弱 陽 性 を 示し た 事 は アメ 
ー 反応 へ の 共 細菌 の 示す も の で ある . 

稿 を 終る に 当り 終始 御 指導 を 賜わり , 叉 御 校 閣 を 賜っ 
た 恩師 松林 教授 , 浅見 助教 授 に 深く 感謝 致す も の で あり 
ます . 叉 有益 な る 御 助 言 を 賜 つ を 本 学 病 理学 教室 渡辺 助 
教授 に 深く 感謝 致し ます . 

本 論 要旨 19 回 日 本 寄生 学会 東日本 支部 
会 及び 第 39 回 慶応 医学 会 総会 に 於 いて 発表 し た . 
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IMMUNOLOGICAL STUDIES ON ENTAMOEBA HISTOLYTICA 
(3) Relationship between the immunological reactions and the pathology 
of animals inoculated intracaecally or intrahepatically 


with Entamoeba histolytica 


FUMIAKI FUKUHARA 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 


Guinea pigs and rabbits were inoculated with Entamoeba histolytica intracaecally or 
intrahepatically and the immunologlcal reactions of the serum and pathology of these organs were 
investigated. Intracaecally inoculated animals died or were killed 7-11 days after the inoculation, 
whole blood was drawn and pathology was examined. Intrahepatically inoculated animals died or 
were killed 1-17 days after the inoculation and were examined similarly as in the intracaeca cases. 
The immunological reaction performed were complement fixation test (CFT) and immobilization 
test (IMT). The pathology in the colon were divided into 5 grades (0-4) according to the intensity. 
CFT titers were generally low and in the negative animals the intensity of infection was either 0 
or 2. That means the infection did not occur or localized only in the mucous layer. In the CFT 
positive animals amoebae usually penetrated into submucous layer. The IMT titer showed generally 
a parallel relationship with CFT titer: 

In the intrahepatically inoculated animals, necrosis were detected almost always arround the 
injected site, though the size of the necrosis varied considerablly. E. histolytica were rarely found 
in these necrotic tissues by the examination of direct smear and section preparations. CFT and 
IMT titer were much higher than in the cases of intestinal infections. Both titer showed parallel 
relationship with each other, but show no relationship with the size of the necrosis in the liver. 
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言 

人 体 肺 吸虫 症 は , ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 Paragontmus 
estermanz の 肺 臓 寄生 に と ょ つて お こさ れる 疾患 で ある 
が , そ の 症状 は 極め て 肺結核 と 酷似 し て いる た あめ, 肺結核 
と 々 混同 され て いる 点 , 及び 肺 吸虫 の 寄生 に 
脳症 状 そ の 他 の 病変 が 少く な い 点 等 か ら , 特に 最近 注目 
され て いる 寄生 虫 病 で ある . 然 も 本 病 は , 我が国 に 於 て 
は 殆ど 全国 的 た 広く まん えん し , 静岡 , 四国 或いは 九 
州 の 流行 地 で は , 住民 の 10 必 前 後 が 感染 し て いる 場合 
も 珍し く な い . 本 の 最も 確実 な 診断 , 或 は 
便 中 か ら 本 種 貝 を 検出 する こと で ある が , その 寄生 部 
位 が 肺 臓 で ある と いう 点 か ら , 必ず し も 常に と これ ら の 排 
洪 物 中 に 本 種 貝 卵 が 見 出さ れる と は 限ら な い . 従 つて 上 友 
内 反応 , 補 体 結合 反応 或いは 沈降 反応 等 の 諸 種 の 免疫 学 
的 診断 法 も 古く か ら 試 み ら れ て いた が , 一 般 に 広く 使用 
、 され る に は 至ら な か つた た . 

然し 最近 横川 ら (1955) は , 皮 内 反 遍 を 広く 流行 地 に お 
ける 本 症 患 者 の スク リー ニ = ング に 応用 する 潜 を 発表 し て 
以来 , 皮 内 反応 に ょ る 集団 検査 が 各地 で 行わ れる 様 に な 
り , 本 症 患 者 が 意外 に 多い こと が 次 第 た 明らか に され て 
来 た . 更に 横川 ら (1956) は 本 症 の 補 体 結合 反応 及び 凝集 
反応 に つい て る も 報告 し , これ ら の 両 種 反応 は , 皮 内 反応 
が 本 症 に 一 度 艇 患 後 は 殆 ん ど 永 久 的 に 陽性 反応 を 持続 す 
る の に 反し , 治 と 共に 速 か に 陰 転 する こと か ら , これ 
ら の 両 種 反 応 を 友 内 反応 と 併用 する こと に より , 肺 吸虫 
症 の 診断 特に 寄生 の 場合 の 診断 或 は の 判定 に 役 
立つ と 述べ て いる . 然し , これ ら 友 内 反応 及び 補 体 結合 
反応 の 関係 に つい て 詳細 に 検討 し た 報告 は 未だ 見 当ら な 
い 。 そこ で は , これ まで 約 5 年間 に り 横川 の 教室 
で 行 つ て 来 た 両 種 反応 の 成績 を 比較 検討 する と共に, 将 
集 反 応 に つい て は 更に 新しい 簡便 な 方 潜 を 考案 し , か な 
り 興 味 あ る 成績 を 得 た の で 以下 た に 報告 し た いと 思う ぅ . 

皮 内 応 と 体 結合 友 応 の 関係 

肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 を 最初 に 試み た の は 布 上 (1930) 

で , 氏 は 成虫 の 代謝 物 加 を 抗原 と し て 用 いた . 次 いで 


富永 (1939) は 成虫 の 5 巡 食塩 水 乳 剤 を 抗原 と し , 石垣 
(1954) は 患者 の 路 導 の 抽出 液 を 抗原 と し て , 上 友 内 反応 
を 実施 し , 何 れ ゃ 陽性 に 出現 する こと を 報告 し た . 横川 ・ 
大 島 ら (1955~1957) は , 肺 吸 成虫 の マ チー 
生理 食塩 水 抽出 液 (V.B.S. 抽 出 液 ) を 抗原 と し て 友 内 反 
応 を 実施 する の が 有効 な こと を 報告 する と 共に , その 本 
態 に つい て も 究明 し , 叉 本 潜 に ょ る スタ リー= ン グ 洗 を 
確立 し た . 肺 吸虫 症 の 補 体 結合 反応 に つい て は , その 報 
告 は 極め て 少く , 安藤 (1917, 1921) に よれ ば 25 例 の 本 
症 患 者 で 23 例 の 陽性 成績 を 示し , 且つ 完全 に 治癒 し た 
例 で は すべ て 陰性 を 示し , 本 症 の 治 判 定 に 役立つ と 館 
べ て いる 。 近年 に 至り 横川 ・ 粟 野 ら (1956) が 最近 の 知 
見 に 基き , 肺 吸虫 成虫 の V.B.S. 抽出 液 を 抗原 と し て 50 
に ょ る 補 体 結合 反応 を 行い , 内 反応 と 併用 し 
て 本 反応 の 大 い に 利 用 し 得 べ きこ と を 明らか に し た . 
1. 実験 材料 及び 実験 方 

検査 人 員 は 愛知 県 , 高知 県 , 静岡 県 及び 新潟 県 の 各地 
に お いて , 先 づ 友 内 反応 を スク タク タリー ニ = ング テ スト と し て 
行い それ が 疑 陽性 以上 の 反応 を 量 し た 者 に つい て , 中 
は より 肺 吸虫 卵 検出 を 試み , 双 の 一 部 の 者 に 
つい て 補 体 結合 反応 を 実施 し た . 更に , 虫 卵 の 証明 に ょ 
り 確 実に 肺 吸虫 症 で ある と 診断 され 治療 を 行 つ た 症例 で 
は , その 経過 を 追 つ て 補 体 結合 反応 を 実施 し て その 変動 
を 追求 し た . 

(1) 皮 内 反応 

抗原 は 横川 の V.B.S. 抽出 液 を 用 い , 被 検 者 の 前 肝 屈 
側 皮 内 た その 1 万 倍 抗原 0.01 cc を 注射 し , 注射 直後 及 
び 15 分 後 の 夫 々 の 膨 疹 の 縦横 径 の 平均 値 の 差 , 好 ち , 
腫 彩 差 を 求め , 此 の 値 が 3 mm 以下 を 陰性 , 4 mm を 妖 
陽性 , 5 mm 以上 を 陽性 と 判定 し た . 

(2) 補 体 結合 反応 2 

抗原 と し て は や は り 前 記 の 肺 吸虫 成虫 の V.B.S. 抽出 
液 の 5,000 倍 液 を 使用 し , 横川 ・ 粟 野 (1956) の 報告 に 
従っ つて , 50 溶 血 (Mayer, 1948 ; Osler, 1952 ; Kent, 
1947) に 基づい て 実施 し , 稀 10 ょ 160 倍 ま 


本 研究 費 の 一 部 は 六部 省 科学 研究 費 ( 肺 吸虫 研究 班 ) の 補助 を 受け た と と を 記し て 謝意 を 表す る . 
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で と し た . 判定 は , 50 溶 血 点 の 抗体 価 が 10 倍 以 上 の 
場合 を 陽性 と し た . 

肺 吸虫 症 の 最も 確実 な 診断 は , 又は 等 か ら 本 
種 過 卵 を 検出 する こと で ある . 横川 に よれ ば , 肺 吸虫 卵 
検査 法 と し て は , これ を 集団 に 用 いる 場合 は , 導 の 採 
取 の 困難 な こと と 比較 し , 械 便 の 採集 が 容易 な 点 , 及び 
その 両者 か ら の 貝 卵 検出 率 は それ 程 閉 しい 差 が 無い こと 
な どか ら , 庫 便 検査 を 推奨 し て いる . そこ で 本 研究 に 於 
いて る も, 殆ど の 例 は 状 便 検査 と に ょ よっ つた. 即ち , 横 川 の 推 
義 する AMS III 法 に ょ り , その 大 部 分 は 1 回 検査 の 成 
績 で ある . AMS III 法 は , 1~ 2g の 状 便 を 約 10cc の 
水 に よく 溶かし て ガー ゼ で 濾過 し , 1,500 回 転 2 分 間 
遠心 沈 濾し , その 沈 湾 に AMS III 液 約 10cc を 加え て 
ょ く し , 再び 1,500 回 転 2 分 間 遠 心 . 上 
を 捨て 沈 湾 に AMS III 液 を 約 7 cc 加え , これ に Triton 
X 一 100 を 1 ~ 2 滴 加 %, ょ く 控 振 し た 後 , 更に テー テ 
ル を 約 2cc 加え , 審 栓 し て よく 振 湯 し , 直ちに 2,500 
回 転 2 分 間 遠 心 沈 濾し て , 此 の 沈 湾 を 鏡 検 する . 

2. 実験 成績 

(1) 皮 内 反応 及び 補 体 結合 反応 と 虫 卵 検査 成績 

先ず 皮 内 反応 が 疾 陽 性 以上 の 者 970 名 に つい て , 諸 検 
査 成績 を 一 括 す る と 第 1 表 の 如く に な る . 即ち , 皮 内 反 


第 1 表 皮 内 反応 と 補 体 結合 反応 の 関係 


内 反 

陽 性 性 
154 5 159 
反 33 4 37 
陰性 376207 583 


(分 母 は 検査 人 員数 , 分 子 は 虫 卵 陽性 者 迷 ) 


応 陽性 737 例 中 , 虫 卵 陽性 者 数 187 例 , 皮 内 反応 引 陽 性 者 
233 例 中 , 陽性 者 例 で あり , 夫々 25.4 及び 
3.9 必 の 貝 卵 検出 率 を 示し , 上 友 内 反応 疑 陽 性 以上 の 者 の 
総 数 に 対し て は 970 例 中 196 例 , 怒 ち 20.2 必 の 虫 卵 陽 
性 率 と な る . 

又 , これ 等 に つい て 行 つ た 補 体 結合 反応 の 成績 は , 陽 
性 387 例 及 び 陰 性 583 例 で あり , 夫々 に 対す る 躍 卵 陽性 
者 数 は 159 例 及 び 37 例 で あり , 百分率 で は 補 体 結合 反 
応 陽性 者 数 の 41.1 迷 , 及び 補 体 結合 反応 陰性 者 教 の 6.4 


の 陽性 率 と なる. 

今度 は 逆 に 下 卵 陽性 者 196 例 た に つい て , これ 等 の 両 種 
反応 の 出現 頻度 を みる と , 第 1 表 か ら わ か る よう に , 上 友 
内 反応 の 成績 は 陽性 187 例 (95.4 必 ), 及び 疑 陽性 9 例 
(4.6) と な り , た 対し て 補 体 結合 反応 の 成績 は 陽 
性 を 示す 者 159 例 (81.1 必 ), 及び 陰性 を 示す 者 37 例 
(18.9 ) と な る . 更に と これ を 細分 する と , 補 体 結合 反 
応 及 び 皮 内 反応 の 何れ も が 陽性 を 示す も の 154 例 (78.5 
), 友 内 反応 陽性 た に し て 補 体 結合 反応 陰性 の も の 33 例 
(16.8 ), 皮 内 反応 疑 陽 性 に し て 補 体 結合 反応 陽性 の も 
の 5 例 及び 皮 内 反応 性 補 体 結合 反応 
陰性 の も の 4 例 (2.2 ) と な る . 当然 予想 され る 如く , 
両 種 反応 共 陽 性 の も の が 最も 高 率 で , 皮 内 反応 陽性 に し 
て 補 体 結合 反応 陰性 の も の が 次 , 以下 内 反応 
陽性 に し て 補 体 結合 反応 陽性 の も の , 及び 皮 内 反応 守 陽 
性 で 補 体 結合 反応 陰性 の も の の 順に 低 率 と な る . 

所 が , これ 等 の 反応 の 各 組 合せ 群 内 の 躍 卵 陽性 率 で は 
若干 趣 を 異 に する . 即ち , 両 種 反応 が 何れ も 陽性 を 示す 
群 は 361 例 中 , 卵 陽性 者 154 例 で , 此 の 群 の 
陽性 率 は 42.7 と な る . 同様 に し て , 上 友 内 反応 陽性 , 
補 体 結合 反応 陰性 妖 で は 376 例 中 虫 卵 陽性 者 数 33 例 で 
虫 卵 陽性 率 8.8 と な り , 上 友 内 反応 疑 陽性 , 補 体 結合 反 
応 陽性 群 で は 26 例 中 , 貝 卵 陽性 者 数 5 例 で 躍 卵 陽性 率 
19.2 必 と な り , 皮 内 反応 疑 陽性 , 補 体 結合 反応 陰性 群 で 
は 207 例 中 陽性 者 4 例 で 1.9 の 卵 陽性 を 
すこ と が わか る . 又 , 大 別 し た 場合 で も 前 に 述べ た 運 り 
内 反応 陽性 で 25.4 同じ く 陽性 群 で 3.9 の 
虫 卵 陽性 率 を 示し , 補 体 結合 反応 か ら 見 る と 陽性 群 で 
41.1 同じ く 陰 性 群 で 6.4 の 卵 陽性 率 を 示し , 一 
般 に 補 体 結合 反応 陽性 群 に 虫 卵 陽性 率 が 高い . 

次 に , 皮 内 反応 陽性 で 虫 卵 が 証明 され な い 場 合 で も, 
補 体 結合 反応 が 強 陽性 に 出現 する 場合 は 肺 吸 虫 症 を 強く 
示 唆 する も の で あり , 特に 肺 吸虫 の 迷 入 の 診断 の 有力 な 
根拠 と な る こと を , 横川 (1953) は 強調 し て いる が , し 
か ら ば 本 反応 の 現われ 方 の 強 さ が , 虫 卵 陽性 率 と 如何 な 
る 関係 を 示す か を 調べ て みる と 次 の 如く な る . 先 づ 上 虫 卵 
陽性 者 129 例 を 補 体 結合 反応 の 成績 に と ょ つて 分 け て みる 
と , 本 反応 陰性 を 示す も の は 30 例 で あり , 本 反応 陽性 
を 示す も の で は 抗体 価 が X10~x30 の も の 31 例 , x30 
~X50 の も の 9 例 , x50~Xx70 の も の 19 例 , Xx70~ メ x 
100 の も の 6 例 , x100~ x150 の も の 15 例 , 及び x150 
以上 の も の 19 例 と な る . これ を 補 体 結合 反応 陰性 群 
及び 補 体 結合 反応 の 抗体 価 x<10~ x50 群 , x50~150 衝 
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第 2 表 補 体 結合 反応 と 虫 卵 陽性 率 


皮 内 反応 
補 体 陽 性 疑 陽性 計 
結合 反応 


(—) 238( 26) 181 419( 30) 


(4) 
x10~x 50 109( 38) 16(2) 125( 40) 
x50~ x150 67( 38) る 74( 40) 
> x150 28( 19) 1(0) 29( 19) 
計 442 (121) 205(8) 647 (129) 


( ) は 卵 陽性 者 数 


と X150 以上 群 の 計 4 群 に 対す る 比率 で みる と , 第 2 表 
の 通り , 本 反応 陰性 群 で は 419 例 中 30 例 , 抗体 価 X10 
~ X50 群 で は 125 例 中 40 例 , x50~ x150 群 で は 74 例 
中 40 例 , x150 以上 群 で は 29 例 中 19 例 の 貝 卵 陽性 者 を 
認め , 夫々 32.0 , 54.1 及び 65.5 の 
卵 陽性 率 と な る . 即ち 第 1 図 に 見 る よう に, 抗体 価 の 高 


100 
「 


(-) x10-50 x50-150 >x150 体 価 
体 結合 反 


図 補 体 結合 反応 と 卵 陽 


く な る 程 貝 卵 陽性 率 も 高 率 と を なる. 勿論 , 友 内 反応 陽性 
者 の み を と れ ば の 比率 は 更に し , X100 以上 の 
体 価 を 示す 場合 と は , 74.4 必 の 貝 卵 陽性 率 を 示す こと に 
な る . 従っ つて 皮 内 反応 陽性 者 で 補 体 結合 反応 が 強 陽性 を 
示す 場合 に は , 肺 吸虫 症 を 有する 可能 性 が 大 で ある と い 

叉 , 此 の 際 皮 内 反応 の 現われ 方 即ち 腫 服 差 の 強弱 が 何 
等 か の 関連 を 有する か どう か を みる と , 第 2 図 に 示す よ 
うた, 貝 卵 陽性 例 の 皮 内 反応 の 強 さ と 補 体 結合 反応 の 抗 
体 価 の 強 さ と は 平行 し な い . 単に 上 度 内 反応 の 強 さ の み を 
調べ て みる と , 皮 内 反応 陰性 者 40 名 中 か ら は 貝 卵 陽性 
者 は 見 出さ れ な い が , 腫 服 差 4 mm 即ち 疑 陽性 者 に 至 つ 
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第 2 図 躍 卵 陽性 例 の 皮 内 反応 補 体 結合 反応 の 強 き 


て 258 名 中 12 例 の 躍 卵 陽性 者 を 認め , 上 友 内 反応 陽性 者 
で は 腫 服 差 5 mm の る の 266 名 中 20 例 , 6 mm の も の 
220 名 中 29 例 , 7 mm の も の 136 名 中 31 例 , 8mm の 
も の 68 名 中 30 例 , 9 mm の も の 52 名 中 21 例 , 10 mm 
の も の 30 名 中 13 例 , 11 mm の も の 30 名 中 15 例 , 12 
mm の も の 27 名 中 10 例 , 13 mm の も の 9 名 中 5 例 , 
14 mm の も の 6 名 中 2 例 , 及び 15 mm 以上 の も の 16 
名 中 5 例 の 躍 卵 陽性 者 を 認め た . 此 の 比率 を 図示 する と 
第 3 図 の 如く , 各 腫 須 差 群 に た だ お ける 貝 卵 陽性 率 は , 3 mm 


に 


第 3 図 皮 内 反応 の 強 き と 虫 卵 陽性 率 の 関係 


(32 ) 


性 50 
は : 
2 
ま 


で は 0 4mm で は 4.7 ある が , 5mm 
以上 の 群 で は 次 第 に 増加 し , 8 mm 以上 の 各 群 で は 31.3 
乃至 55.6 の 陽性 率 を なる. 従 つ て 友 内 反応 の みか 
ら み れ ば , 腫 彩 差 8 mm 以上 の 場合 に は 躍 卵 陽性 率 に 殆 
ん ど 差 異 の 無い こと が わか る . な お , 腫 彩 差 5mm か ら 
7 mm の 間 で は , 腫 肛 差 の 大 きく な る 程 貝 卵 陽性 率 が 高 
く な る 傾向 が ある 様 に 思わ れる が , これ は 恐らく 非 特異 
反応 が 含ま れる 可能 性 が 多い た め と 老 え られ る . 

(2) 治療 経過 と 補 体 結合 反応 抗体 価 の 変動 

肺 吸虫 症 に お ける 補 体 結合 反応 は , 虫 体 の 生存 と 審 接 
な 関係 の ある こと が 知ら れ て いる . 即ち , 皮 内 反応 は 一 
度 本 症 に する と , た と 本 症 が 治 し た 後 で も 多年 
に わた つて 陽性 反応 を 持続 する た め に , 本 症 の 治 閥 判定 
の 指標 と な り 得 な い の で ある が , に 反し て , 補 体 結合 
反応 は 直ちに 変動 を 現 わ す の で , 本 症 の 治療 の 際 に その 
変動 を 追求 すれ ば , 大 い に 治 閥 判定 の 参考 に な る わけ で 
ある . この 点 に 関し て 横川 (1956) は , 外科 的 に 病巣 を 
摘除 し た 本 症 患 者 の 手術 前 後に だ おけ る 補 体 結合 反応 を 観 
人 察し, その 抗体 価 が 術 後 次 第 に 減弱 し , 4 ヵ月 後に 陰性 
化し た 例 を 報告 し て いる . 著者 は こ ょ ゝ に, 新潟 労災 病院 
並び に 国立 赤江 療養 所 の 御 厚 意 に より , 本 症 患者 の 血清 
の 分 与 を 受け て , 経過 を 追 つ て 補 体 結合 反応 を 実施 し 
た . 症例 は 総数 20 例 で すべ て 肺 吸 貝 卵 を 証明 し , 治療 
は 塩酸 ェ メ チン 及び サル フ ア 剤 併用 2 週間 療法 を 2 ~ 4 
詞 く りか を し た も の で , 今 人 経 過 を 観察 中 の も の で あ 
る . 

その 成績 は 第 3 表 に 示 し た 通り で ある が , 此 の 中 7 例 
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が 治療 開始 後 1ー 6 ヵ月 の 間 に 本 反応 陰性 化 を 示し , 他 
の 8 例 た に 於 て は 5 ヵ月 後 造 の 観察 で 未だ 陰性 化し て は い 
な い が , 抗体 価 の 低下 が 明らか に 認め られ る . 勿論 , 以 
上 の 如く 補 体 結合 反応 の 陰性 化 乃 至 は 抗体 価 の 閉 明 な 減 
弱 を 示す 症例 で は , 同時 に の 消失 減少 を 確実 に 
認め られ , 明らか に 両者 の 間 に 平 行 関 係 の ある こと が わ 
か る . 残り の 5 例 で は 抗体 価 は 不 容 定 に 動揺 する が , 明 
ら か な 低下 は 認め られ な いで , 且つ 虫 卵 も 依然 と し て 排 
出さ れ て いる . 即ち 之 等 の 症例 の 中 , 虫 卵 検査 の 結果 が 


*150 


x100 ト 


x50F 


x10 


第 4 図 治療 経過 に 伴う 補 体 結合 反応 抗体 価 の 変動 


第 3 表 治療 経過 に 伴う 補 体 結合 反応 抗体 価 の 変動 


症例 前 1), 3 4 5 6 月 
1 x201.4 (—) (—) (—) 
> x320.0 (—) 
3 x22.4 x 11.0 (—) (—) (—) 
4 (—) (—) (—) 
5 x103.8 x24.0 (—) 
6 > x160.0 x 80.0 x10.3 (—) 
7 > x160.0 x 89.1 x14.2 (—) 
8 > x160.0 x 53.8 x22.6 x16.9 x17.9 Xk 
9 > x160.0 x 40.0 X32.1 x74.1 x20.0 x31.0 
10 x144.5 > x160.0 x27.8 Xt 
x147.3 x122.6 xXx32.5 x24.6 
12 > x160.0 > x160.0 xXx53.8 x38.7 
13 x :93.3 x46.0 x 20.4 < x34.1 
14 > x160.0 x 40.0 x10.0 
15 x100.1 x 72.5 x42.8 
16 x 15.4 x 32.6 (—) x15.2 
17 x:22.6 x45.1 1 x 18.0 x15.7 x29.5 x12.0 
18 x 20.0 «44. x 23.3 Xx 84.8 x64.7 x16.5 x12.3 
19 x 23.6 x13.4 
20 x143.9 x104.0 x133.3 


9 x201.4 
3 
\\ 
い 
A 
t \ \ 
\ 
\ 
\ 
\ 
\ 
- 
| 
(33 ) 
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明らか に 治療 の 効果 を 示し て いる 所 の 第 1 例 ょ り 第 7 例 
及び 相当 の 効果 を 認め た 第 8 例 よ り 第 15 例 ま で の 計 15 
例 に 於 て は , 抗体 価 は 順 を 追っ て 階段 的 に 下降 し , 多少 
の 動揺 を 示す と し て も 結局 陰性 に 近づい て 行く こと が わ 
か る (第 4 図 ). 所 が , 減少 を 認め な い 第 15 
下 の 5 例 で は 抗体 価 の 減弱 が 非常 に 小さ く , 且つ その 動 
揺 の 幅 が 大 で ある (第 5 図 ). 従 つ て, 補 体 結合 反応 を 経 
過 を つて 検査 する こと に よ ょ つて , その 価 の 変 の 
状態 か ら 治療 効果 の 有無 を 推定 し , ひい て は 治 の 決定 
を 下す こと が 可能 で ある と 思わ れる . 


x1439 x1333 


x1040 


x85.2 


x%80 
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x10 ト 上 


図 治療 経過 に 伴う 補 体 結合 反応 抗体 価 の 
(3 年 齢 別に みた 皮 内 反応 並び た に 補 体 結合 反応 に つい 

反応 に つい て 
総数 1,158 例 を , 6 歳 ~15 歳 , 16 歳 ~30 歳 , 及び 31 

以 上 の 3 群 に 分 け て , し て みる と 第 4 表 の 

如 « な る . 腫 有 差 の 最大 は 17 mm で ある が , 此 所 で は 

便宜 上 15 mm 以上 を 一 括 し た . を 各 年 に 各 腫 

服 差 を 占め る 比率 を カー プ に し て みる と 第 6 図 の 如く な 

り , 年 齢 の 大 な る 群 の 方 が 僅か に 腫 彩 差 が 大 と な る 傾向 
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第 4 表 年 駐 別 に よる 皮 内 反応 の 強 さ 


6 ~15 16~30 >31 
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to 
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233(11) 
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197 (26) 
121 (30) 
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計 1,017(174) 5 
( ) 内 は 卵 陽 性 数 
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を 


第 6 図 年 齢 別に ょ よる 皮 内 反応 の 傾向 
@ 56~15 歳 群 , 〇 16~30 歳 群 , 人 >31 


が うか ヾ われ る が , 余り 著 明 で は な い . 此 の 場合 これ 
等 の 例 数 の 中 に は 貝 卵 陽性 者 を 含ん で いる の で ある が , 
その 数 は 6~15 歳 群 で は 1,017 例 中 174 例 (17.1 %), 
16~30 歳 群 で は 56 例 中 8 例 (14.3 必 ), 及び 31 歳 以上 
の 和 群 で は 85 例 中 11 例 (12.9 必 ) と いう 3 割合 で , 必ず し 
も 年 齢 の 大 な る 群 に 虫 卵 陽性 者 数 が 多い わけ で は 無い か 
ら , 之 を 含め て も 全 例 の 腫 彩 差 に 殆 ん ど 影 響 は 無い と 考 
えら れる . 次 に 之 等 の 各 年 齢 群 別 に , 腫 彩 差 5mm 以上 
の 皮 内 反応 陽性 例 全部 の 平均 値 を みる と , 6~15 歳 状 
6.94 mm, 16~30 歳 群 7.87 mm, 31 歳 以 上 群 7.54 mm 
と な り , 有意 の 差 で は な く , 従 つ て 年 齢 の 差 に と ょ る 傾 同 
は な いこ と に な る . 所 が , これ ら の 各 群 の 貝 卵 保有 の 
無 に ょ る 上 友 内 反応 の 平均 値 を 調べ る と , 第 5 表 の 通り で 


| 
(3) 
8 (1) 
9 (3) 
10 
11 
12 
13 
. 14 
(1) 
{ \ 
\ \ 
A 
\ 
\ 
図 
31 


穫 5 表 年 齢 別に ょ る 皮 内 反応 の 平均 値 (mm) 


6 ~15 歳 16~30 >31 

陽性 例 6.94 7.87 7.54 
卵 陽性 例 8.28 9.88 7.90 
卵 陰性 例 6.58 7.33 7.45 


ある . 即ち , 陽性 例 の 平均 は 夫々 8.28mm, 
9.88 mm 及び 7.90 mm と な り , 貝 卵 陰性 例 の み の 平 均 
腫 彩 差 は 夫々 6.58 mm, 7.33 mm 及び 7.45mm と な 
る . 此 の 値 を 検討 し て みる と , 貝 卵 陽性 例 の 平均 腫 服 導 
は , 各 年 齢 群 の 間 に 有 意 の 差 は 無く , 虫 卵 陰性 例 の それ 
は 6~15 歳 群 と 16~30 歳 群 又 は 31 歳 以 上 群 と の 間 に は 
夫々 有意 の 差 が ある が , 16~30 歳 群 と 31 歳 以 上 群 と の 
間 に は 有意 の 差 は 認め られ な い . 又 夫 々 の 年 齢 群 中 に 於 
て は , 6~15 歳 群 の 虫 卵 陽性 例 及 び 陰 性 例 の 平均 値 の 間 
に は 有意 の 差 が 明 ら か で ある が , 16~30 歳 群 に な る と 
その 差 の 有意 性 が 極め て 偽 く な り , 31 歳 以 上 群 で は その 
平均 値 の 間 に と 有意 の 差 が 認め られ な い の で ある .。 この こ 
と か ら , 若年 層 で は 躍 卵 陽性 の 場合 の 度 内 反応 の 現われ 
方 は 虫 卵 陰性 の 場合 に 比べ て 明らか に 大 で ある が な が, 年齢 
が 増加 する に つれ て 貝 卵 陰性 の 場合 の 皮 内 反応 の 現われ 
方 が 大 と な り , 終 に は 躍 卵 保有 の 有無 に ょ る 差 は 認め ら 
れ な く な る こと が わか る . 人 告 , これ 等 の 検査 人 員 中 の 上 友 
内 反応 陰性 者 か ら は , 1 例 も 虫 卵 陽性 者 は 発見 され な か 

b. 補 体 結合 反応 に つい て 

検査 総数 1,102 例 を 前 と 同様 に 6~15 歳 , 16~30 歳 及 
び 31 歳 以 上 の 3 群 に 分 け て 観察 する と , 第 6 表 及 び 第 7 


第 6 表 年 齢 別に ょ る 補 体 結合 反応 成績 


6 ~15 上 16~30 >31 


(—) 679(36) 34(0) 62( 3) 
x10~x 50 149(55) 15(5) 15( 3) 
x50~ x150 100(56) 2(1) 2(2) 

> x150 40(18) 2( 2) 

計 968 (165) 53(8) 81(10 


( ) 内 数 字 は 虫 卵 陽性 者 数 


図 の 通り で あり , 年 齢 と 抗体 価 の 強 さ と の 間 に は 一 定 の 
傾向 は 何 も 認 め ら れ な い . 補 体 結合 反応 陽性 全 例 の 抗体 
価 の 平均 値 も , 6~15 歳 群 65.5 倍 , 16~30 歳 群 42.7 倍 
31 歳 以 上 群 45.8 倍 と いう よう に , 各 年 齢 群 の 間 で 殆 ん 
ど 差 が 認め られ な い . 所 が , 貝 卵 陽性 例 と 陰性 例 と を 比 
べ て みる と , 第 7 表 の 如く , 6~15 歳 群 で は 虫 卵 陽性 
例 の 平均 抗体 価 は 74.1 倍 , 虫 卵 陰性 例 の 平均 抗体 価 は 
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第 7 表 年 齢 別に ょ る 補 体 結合 反応 抗体 価 の 平均 値 


6 ~15 16~30 >31 


反応 陽性 例 x65.5 x42.7 x45.8 
例 x74.1 x58.5 x80.9 
下 陰性 例 x58.1 x25.3 


58.1 倍 で あり , 同様 に 16~30 歳 群 で 夫々 58.5 倍 及 び 
32.7 倍 , 31 歳 以上 群 で は 夫々 80.9 倍 及 び 25.3 倍 で あ 
り , 何れ も 躍 卵 陽性 例 の 平均 抗体 価 が 虫 卵 陰性 例 の それ 
より る も 大 で , 明らか に 有意 の 差 が 認め られ る . 病 し て , 
躍 卵 陽性 例 の 平均 抗体 価 の 年 齢 群 に と た ょ る 差 は 認め られ な 
い が , 上 虫 卵 陰性 例 の を それ は 年 齢 の 大 な る 群 に 小 と な る が 
その 理由 は 不明 で ある . と を も 角 , 補 体 結合 反応 の 現われ 
方 は , 虫 卵 保有 の 有無 で 差異 が ある の み で , 年 齢 の 差 に 
よる 相違 は 認め られ な い . 唯 , 第 6 表 か ら う か ゞ われ る 
よう に , 目 卵 陽性 率 は 年 齢 の 大 な る 群 に 於 て は , 抗体 価 
の 高い 程 高 率 と を と な る よう で ある が , 此 の 差 た 関し て は 倖 
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例 数 の 追加 を 待っ つて 検討 する 余地 が ある . 

以上 肺 貝 症 に 関し て , 卵 検出 に は 主として 検 
査 を 行い , 更に 皮 内 反応 及び 補 体 結合 反応 を 併せ 行 つ て 
此 の 両者 の 関係 を 調べ た が , 要約 すれ ば 次 の 通り で あ 
る . 
① 友 内 反応 性 以上 を す る 者 970 名 か ら は , 
内 反応 で は 陽性 者 の 25.4 及び 性 者 の 3.9 
補 体 結合 反応 で は 陽性 者 の 41.1 必 , 及び 陰性 者 の 6.4 
に あたる 貝 卵 陽性 率 を 得 た . 

(TI) 貝 卵 陽性 者 196 例 に つい て は , 友 内 反応 陽性 を 
示し た も の は 95.4 必 , 補 体 結合 反応 陽性 を 示し た も の 
は 81.1 で あっ つた. 

(TN) 上 友 内 反応 陽性 の 場合 は , 補 体 結合 反応 の 抗体 価 
の 高い 程 , 曳 卵 陽性 率 は 高く な る が , 躍 卵 陽性 例 に 於 け 
る 友 内 反応 の 強 さ と , 補 体 結合 反応 の 抗体 価 の 強 さ と は 
必ず し も ゃ 平行 し な い . 

(IV) 友 内 反応 の 現われ 方 は , 若年 層 で は 貝 卵 陽性 者 
と 陰性 者 と で は その 差 が 著 明 で ある が , 年 齢 が 進む に つ 
れ て 貝 卵 陰 性 者 の 反応 が 大 と な り , 終 に は 貝 卵 陽性 者 と 
の 差 が 無く な る . 補 体 結合 反応 の 強 さ は , 貝 の 陽性 か 
陰性 か で 差 時 が ある が , 年 齢 に よる 差異 は 認め られ な 
い 

(V) 補 体 結合 反応 は , 虫 体 の 変化 と 共に 迅速 に 変動 
を 示す の で , 大 い に 本 症 治療 上 の 参 老 に な る と 考え られ 
る . 

““ Rapid Flocculation Test'” に つい て 

従来 諸 種 の 寄生 虫 疾 患 , 特に 旋 毛 虫 症 , 相 胞 虫 症 及 び 
住 血 吸 虫 症 等 に 於 て は , 比較 的 十 く か ら 免 疫 血 消 学 的 診 
断 考え られ た . 中 で も, 最近 所 調 反 Ra.- 
pid Flocculation Test が 旋 毛 貝 症 に 対し て Sussenguth 
(1947) , Bozicevich et al. (1951), Norman et al. (1955) 
及び Sadun & Norman (1955) 等 に ょ つて 提唱 され た が , 
肺 吸虫 症 た に つい て 最近 横川 (1956) が 之 を 応用 し て , その . 
価値 を 認め た . 即ち , Bozicevich に な ら つ て 原 感 作物 
質 と し て Bentonite を 用 い , 肺 吸虫 症 の 診断 に 有効 な こ 
と を 認め た が , 然し , その 抗原 作製 の 操作 の 複雑 な こと 
及び 本 抗原 が 稽 々 容 定 性 を 欠く こと か ら , その 実用 性 に 
つい て は 難点 の ある こと を 報告 し た . 所 が 近年 に 至 つ て 
や は り 旋 毛虫 症 に 於 いて , Vogel et al. (1957) が Choles 
terol-Lecithin を 加え た 抗原 を 応用 し て その 効果 を 認め 
た . 此 の 方 法 は Bentonite 抗原 より も その 作 吊 法 が 和美 か 
に 簡単 で ある の で , 若 し こ れ が 肺 吸 貝 症 に 利用 し 得る な 


ら は ば その 実用 化 も 容易 で あ る と 考え , その 検討 を 試み 

1. 実験 材料 及び 実験 方 法 

抗原 と し て は 何れ も 肺 吸虫 成虫 の 生理 食塩 水 抽出 液 を 
使用 し , Bentonite 抗原 作製 は 横川 (1956) の 報告 に 拠り 
Cholesterol-Lecithin 抗原 作 身 に は Vogel et al. (1957) 
の 報告 を 参考 と し た . 検査 材料 その 他 は 前 章 と 同様 で あ 
(1) Bentonite 抗原 の 作 
Stock Bentonite の 作 
0.5g の BC micron 即ち Wyoming bentonite を 蒸溜 
水 100 cc 中 に 学 湊 させ , 1 分 間 Waring Blendor で 控 
振 し 均等 な 上 濁 液 と する . 之 を ざ ム 栓 付き の フラ スコ に 
移し , 水 を 加え て 全量 500cc と し て ょ 振 た 
後 , 1 時 間 静 置 す る . 上 消 を 100 cc と つて 1,300 回 転 
15 分 間 心 し て その 上 を と り , 更に 1,600 
転 15 分 間 遠 心 沈 潤し て , 今度 は 上 消 を 捨て て 沈 湾 を と 
る . の 湾 に 100 cc を て , 再び Warning 
Blendor で 1 分 間 す る と 均等 な 上 液 と な り , が 
Stock bentonite で , 長期 の 保存 に 耐え ぬ が 4 ヵ月 間 は 
吸着 力 を 失わ な いと いわ れる . 

( ) Stock Antigen の 作 

肺 吸虫 生理 食塩 水 抽出 液 10 cc に, 20 cc の Stock 
bentonite を 加え て 4°C で 15~18 時 間 静 置 し , bentonite 
粒子 に 肺 吸虫 の 抗原 を させ る . 0.1% Thionin 
Blue 0 溶液 を 5cc 加 % を て よく 振 温 し た 後 , 1 時 間 静 置 
し て 色素 を 吸着 させ る と , これ が Stock antigen で あ 
る 

( Test Antigen の 作っ 

Stock antigen を よく 振 湯 し て その 8cc を と り , 之 に 
生理 食塩 水 10 cc を 加え て 2,500 回 転 5 分 間 遠 心 沈 潤 し 
て 上 消 を 捨て , 沈 湾 に 生理 食塩 水 15cc を 加え て 再び 
2,500 回 転 5 分 間 遠 心 沈 潤 し て 上 消 を 捨て る . 最後 の 沈 
4cc の 生理 食塩 水 を 加え , 更に に 1% Tween 80 
(polyoxyethylene sorbitan monooleate) 溶液 0.5cc を 加 
えて よく する. が Test antigen で ある が , 
前 に 予め 生理 食塩 水 及び 正常 血 消 と の 間 に , 北 集 反応 を 
起 さ な いこ と を 確か め る 必要 が ある . 但し 本 実験 で は 肺 
吸虫 抽出 液 は 100 倍 液 を 使用 し た . 

(2) Cholesterol-Lecithin 抗原 の 作 

(① Cholesterol-Lecithin 混合 液 の 調製 

先 づ 0.8 タ Cholesterol 無水 フル コー ル 溶液 を つく り 
に Lecithin 無水 アルコ ュー ル 液 を て , の 混合 
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液 中 の Lecithin 濃度 が 0.3~0.5 mg/ml と な る よう に 
する . 古 し て , 此 の 濃度 の 最適 な 点 を 決定 する た め に , 
0.05 mg/ml の 差 で 5 段階 の 混合 液 を つく り , 後述 の 如 
く 了 予備 実 験 を 行 つ た . 人 告 , Cholesterol は Merck 社 の 和 製 
品 を 用 い , Lecithin は 日 新 化 薬 笛 の 血清 診断 用 無水 アル 
ュー ル (3 を 使用 し た . 

Test Antigen の 作製 

約 30 cc 容量 の 栓 付 び ん に , 肺 吸虫 生理 食塩 水 抽出 液 
lcc を と り , に Cholesterol-Lecithin 液 を 強く 吹き 出 
し , 手早く びん の 栓 を し て , 之 を 20 回 以上 は げ し く 上 
下 に 振っ つて 両 液 を ょ く 混 合 し , . 符 温 に 1 時 間 静 置 す る . 
之 が Test antigen で , 調製 当日 は 使用 し 得る が , 2 日 
以上 は 保存 た 耐え な い . 人 , こ ゝ で 添加 する Cholesterol- 
Lecithin 液 の 量 に つい て も , 後述 の 予備 実験 で 決定 し 

(3) 反応 術 式 

(①) スラ イド グラ ス 上 に 直径 約 15 mm の Wax ring を 
通常 3 つ 宛 作る が , 之 に は 封 帳 50g と パラ フイ ン 20g 
の 割 に 混 ぜ た も の を 使用 する と よい . 叉 , lcc が 25~ 
30 滴 に な る 程度 の 毛細 ビ ペ ッ ト を 用 意 す る . 

⑧⑬ 検査 すべ き 血 消 を 生理 食塩 水 で 倍数 稀釈 し , 之 を 
0.1cc 宛 ス ライ ドグラ ス 上 の Wax ring 内 に 滴下 する . 
今回 の 実験 で は , 1 倍 よ り 128 倍 ま で の 稀 血 消 を 使用 
し た . 同時 に 健康 人 血 消 及び 生理 食塩 水 を も 0.1cc 宛 
お いて , 対照 と する . 

( 次 に , 先 に 準備 し た 毛細 ピペット で Test antigen 
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を 1 滴 宛 , Wax ring 内 の 血清 に 滴 加 し , 直ちに 回 転 板 
に の せ て , 1 分 間 100~120 回 転 の 速度 で 15 分 間 ょ く 温 
和 さ せる . 

Giv) 15 分 間 回 転 後 , 直ちに 判定 する . 

(4 成績 判定 

全く の 起 ら を (一 ) と し, Bentonite 抗原 の 
場合 は それ 以上 を ( 二 ), ( ), ( 及 び ( ) ま で と し, 
と の 5 の 中 ( 及び ( を 陽性 反応 と し , (本 以 下 
は 陰性 反応 と する . 又 , Cholesterol-Lecithin 抗原 の 場合 
は , (一 ), ( ), ( ), ( ), (HH) 及び ( ) の 6 段階 に 
分 ち , ( 士 ) 以上 の 北 集 を 認め る 場合 を 陽性 反応 と し , そ 
れ 以 下 は 陰性 反応 と する . 勿論 , 何れ も 渓 集 庶 の 強い 場 
合 は 肉眼 で も 判定 し 得る が , 解剖 顕微 鏡 を 利用 し て も ょ よ 
い . 此 の 両 種 抗原 を 比較 する と , 色素 を 有する た め に 
Bentonite 抗原 に ょ る 反応 が 見 易 い 利 点 が ある . 

(5) Cholesterol-Lecithin 抗原 に ょ る 予備 実験 

肺 吸虫 液 の 濃度 の 決定 

先 づ 第 一 に , 実際 に 抗原 と し て 使用 すべ き 肺 吸虫 生理 
食塩 水 抽出 液 の 最も 適当 な 稀釈 度 と , 之 に 添加 する Cho- 
lesterol-Lecithin 混合 液 ( 以 下 C-L 液 と 略 ) の 量 を 決 宗 
する た め に , 次 の 実験 を 行 つ た . 即ち , 肺 吸 虫 抽 出 液 は 
50 倍 , 100 倍 , 200 倍 及 び 300 倍 の 4 種 濃度 の も の を 愉 
備 し , C-L 液 は 一 応 Cholesterol 溶液 中 Lecithin 濃度 
が 0.4 mg/ml の も の を 使用 し た . そし て Test antigen 
調製 の た め の C.-L 液 の 漂 加 率 を , 各 濃 度 の 肺 吸虫 抽出 
液 た 対し , 夫々 1:1, 1: 及び 1: び 1: 


第 8 表 各種 濃度 肺 吸虫 抽出 C-L 液 率 
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な る よう に し た . 実験 た と 用 いた 血 は , 肺 吸虫 を 
確実 た 証明 し , 且つ 友 内 反応 陽性 に し て 補 体 結合 反応 が 
160 倍 以 上 陽性 を 示す 1 例 の 単独 , や は り 吸 
卵 陽性 で 補 体 結合 反応 が 90 倍 ~130 倍 陽 性 の 古 者 3 例 
の 混合 血 薄 と の 2 種 を 用 い , 対照 と し て 健康 人 血清 及び 
滅菌 生理 食塩 水 を 用 いた . その 結果 は 第 8 表 に 示し た が 
50 倍 抽 出 液 で は C-L 液 を リ : 加え た 抗原 , 100 倍 抽 出 液 
で は C.-L 液 を リョ ~ リ 加え た 抗原 , 200 倍 抽 出 液 で は C-L 
を リ 加 えた 抗原 が , 何れ も 4 ~8 倍 まで の 患者 
薄 に 明らか な 陽性 反応 を 量 し た . その 他 の C-L 液 添加 
率 の も の 及び 300 倍 抽 出 液 で は , 何れ も 患者 血 薄 に 陽性 
反応 を 示さ な か つた . 結局 , 100~200 倍 抽 出 液 が 適当 と 
思わ れる も の で , 以後 は 抗原 に は 100 倍 抽 出 液 を 使用 す 
る こと に し た . 士 し て C-L 液 の 添加 率 は , 抗原 の リ : 以 
上 の 量 た に な る と 明らか に 不適 当 な こと が わか る . 従 つ て 
こと ょ で 使用 し た C-L 液 は Lecithin 濃度 0.4 mg/ml で 
ある か ら , リ : の 添加 率 で は 抽出 液 1cc に 対し Lecithin 
量 と し て 約 0.13 mg と な る か ら , 漂 加 すべ き Lecithin 
の 最適 量 は それ 以下 と な る わけ で ある . 

⑭ 抗原 に 添加 すべ き C-L 液 量 の 決定 

前 段 の 実験 で , 肺 吸虫 抽出 液 は 100 倍 液 を 使用 する こ 
と に し た の で , 今度 は C-L 液 を どれ だ け 加 えれ ば ょ よい 
か を 調べ た . 即ち 前 述 の 如く , 100 倍 抽 出 液 1 cc に 含ま 
れる C-L 液 中 の Lecithin 量 と し て は , 0.13 mg 以下 
と な る よう に する た め に , C-L 液 中 の Lecithin 濃度 が 
0.3~0.5 mg/ml の 間 で 0.05 mg/ml 差 の 5 段階 に な る 
よう な 液 を 作 つ た . 即ち , 0.3 mg/ml の C-L 液 を No. 
1 と し , 以下 順に 0.35 mg/ml の も の を No.2, 0.4 
mg/ml の も の を No.3, 0.45 mg/ml の も の を No.4, 
0.5 mg/ml の も の を No.5 と する と , 100 倍 肺 吸虫 抽出 
夏 1cc に 加え る C-L 液 の 量 を 一 律 に 0.25 cc と し た 場 
合 , 各 番 号 の 抗原 に 含ま れる Lecithin 量 は 0.125 mg~ 
0.075 mg の 範囲 で 微量 の 差 の も の が , 5 種類 出来 る わ 
け で ある . 実験 た 供し た 患者 血 薄 は 前 段 の 実験 に 用 いた 
と 同じ も の , 即ち 肺 吸虫 卵 陽性 及び 上 度 内 反応 陽性 に し て 


補 体 結合 反応 160 倍 以 上 陽性 の 単独 血 消 を 用 い , 対照 と 
し て 健康 人 血 消 及 び 減 菌 生 理 食塩 水 を お いた . その 成績 
は 第 9 表 の 如く , No. 2 及び No. 3 抗原 で は 血 消 稀釈 64 
倍 ま で 陽性 , 残り の No. 1, No. 4 及び No. 5 抗原 で は 
32 倍 ま で 陽性 を 量 し た. 従 つ て No. 2 及び No. 3 の 抗 
原 が 生々 勝る が , 各 稀 釈 倍 数 を みる と No. 2 抗原 が 稽 々 
鋭敏 な ょ う で ある . 従 つ て Cholesterol-Lecithin 抗原 調 
和 に は, 100 倍 肺 吸虫 生理 食塩 水 抽出 液 1cc に Lecithin 
濃度 0.35 mg/ml C-L 液 0.25 cc を 混合 すれ ば 適当 で あ 
る . 
2. 実験 成績 
以下 に Bentonite 抗原 (B 抗 原 ), 及び Cholesterol- 
Lecithin 抗原 (C-L 抗原 と 略 ) を 用 いて 行 つ た Rapid 
Flocculation Test (R.F. Test と 略 ) の 成績 と つい て 未 
べ る が , 本 反応 陽性 と いう ぅ の は , 4 倍 以 上 の 血清 稀釈 で 
本 上 集 反応 が 陽性 を 示す も の を 指す こと に する . 即ち , 
B 抗 原 の 場 合 は 1: 4 以上 の 稀釈 血 で ( ~( の 
集 を 示し , 又 C-L 抗原 の 場合 は 1: 4 以上 の 稀釈 血清 
で ( ) 以上 の を 示す も の を RR.F. Test 陽性 と 見 
すわ け で ある . 舘 , 本 反応 た 用 いた 血 薄 は 非 働 化 を 行わ 
な か つた . ; 
先 づ B 抗 原 を 以 て R.F. Test を 行 な つ た 成績 は 第 10 
表 の 如く , 本 反応 陽性 は 全部 で 54 例 中 , 肺 吸虫 卵 陽性 


第 10 表 Bentonite 抗原 に た ょ る 成績 


肺 
(—) 
( 十 ) 44 10 54 
RF. test (—) 8 112 120 
計 52 122 174 


者 は 44 例 及 び 肺 吸虫 卵 陰 性 者 は 10 例 で あり , 本 反応 陰 
性 は 全部 で 120 例 中 , 肺 吸虫 卵 陽性 者 は 8 例 , 肺 吸 虫 卵 
陰性 者 は 112 例 で あつ た . 即ち 貝 卵 陽性 者 の 84.6 必 が 
本 反応 陽性 を 示し て いる . そこ で , 本 反応 が 陽性 を 量 す 


表 Lecithin 濃度 の C-L 抗原 の 比較 


事 人 血 清 
抗原 番号 食 
x2 x4 x8 X16 X32 x64 X128 Xx2 Xx4 Xx8 X16 X32 x64 x128 
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1 
わ 
4 
52 1 
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表 抗 原 に ょ る R.F. test の 凝集 価 


凝集 価 1:4 1:8 1:16 1:32 1: 64 1:128 計 

i 虫 卵 陽性 若 8 5 8 7 6 13 5 52 
虫 卵 陰性 群 112 4 1 2 2 1 0 122 
; 計 120 9 9 9 8 14 5 174 


る 最大 の 血清 稀釈 倍数 , 即ち 骨 集 価 の 強 さ を 調べ る と 第 
| 11 表 の 通り で ある . 即ち , 虫 卵 陽性 群 で は 北 集 価 1: 4 
, が 5 例 , 1:8 が 8 例 , 1 :16 が 7 例 , 1: 32 が 6 例 , 1 
: :64 が 13 例 , 1 : 128 が 5 例 で ある の に 対し , 虫 卵 陰性 
群 で は 1:4 が 4 例 , 1:8 が 1 例 , 1:16 が 2 例 , 1: 32 
が 2 例 及 び 1:64 が 1 例 で あり , 躍 卵 陰性 群 122 例 中 本 
反応 陽性 を 呈す る の は 10 例 (8.9 必 ) に 過ぎ な い . そこ 
で 各 凝 集 価 毎 の 群 た に つい て みる と , 第 8 図 の 如き 比率 が 


] 
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/ 


| 
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1:2 1:8 1:16 1:32 


1:128 


第 8 集 価 と 卵 陽 の 関係 (B 抗原 ) 


わか る . 即ち , 北 集 価 1:2 以 下 の 群 で は 93.3%, 1: 
3 4 群 で は 44.4 を 虫 卵 陰性 群 が 占 め る が , 1:8 以上 の 
群 で は 虫 卵 陰性 和 群 の 占め る 割合 は 委 激 に 減少 し , 1 : 128 
の 次 集 価 を 示す 貝 卵 陰性 例 は な い . 
次 に C-L 抗原 を 以 て 行 な つ た R.F. Test を みる と , 
; 総数 119 例 中 本 反応 陽性 は 39 例 , 陰性 が 80 例 で あつ 
た . その 内 訳 は 第 12 表 の 通り で , 肺 吸 虫 卵 陽性 者 で は 
; 52 例 中 34 例 , 即ち 65.4 必 が 本 反応 陽性 を 示し て いる . 
本 反応 の 凝集 価 は どう か と いう と , 第 13 表 に 示す ょ よう 
に , 虫 卵 陽性 群 で は 1: 4 以上 が 夫々 順に 11 例 , 6 例 , 
8 例 , 4 例 及 び 1 例 と なり, 最高 1:128 まで の 


4 例 , 


第 12 表 C-L 抗原 に ょ る 成績 


肺 吸 
(+) (~) 
(+) 34 5 39 
計 52 67 119 


溢 集 価 を 示す の に 対し , 虫 卵 陰性 群 で は 1:4 が 3 例 , 
1:16 が 2 例 の 計 5 例 の み で , 最高 は 1:16 ま で ヾ あ 
る . これ を 北 集 価 別に 虫 卵 陽性 率 を 示す と 第 9 図 の 通り 
で ある . 即ち 集 価 1: 2 以下 で は 虫 卵 陽性 数 対 陰 性 者 
数 は 22.5 57.5 ある が , 1:4 で は 78.6 
21.4 と 逆転 し , 1 : 8 で は 100 必 対 0, 1 : 16 で は 66.7 
玉 対 33.3 %, それ 以上 で は 虫 卵 陰性 者 数 は すべ て 0 と 
な る . 従っ つて 1:4 以上 の 血清 稀釈 で は , 虫 卵 陽性 者 数 
及び 陰性 者 数 と で 判 然 た る 差 が 認め られ る . 


V/ 

/ 


10- 


// 
/ 


// 
< 1:2 1:8 1:16 1:22 


1:128 


第 9 凝集 価 と 虫 卵 陽性 率 の 関係 (C-L 抗原 ) 


こと こ ょ で , 両 抗原 を 以 て 同時 と R.F. test を 行 な つ た 症 
例 に つい て は , 第 14 表 の 如き 成績 で あぁ つた. 総数 115 


第 13 表 C-L 抗原 に た ょ る R.F. test の 凝集 価 


虫 卵 陽性 群 18 11 6 4 8 4 52 

虫 卵 陰性 群 62 3 0 2 0 0 0 67 
計 80 14 6 6 8 4 1 119- " 


R.F. 
V 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
3 4 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
56 | 
| 
(39 ) 


第 14 表 BB 抗原 と C-L 抗原 の 関係 


B 抗 
計 
“4 2 34 
17 60 
44 8 
(分 子 は 卵 陽性 者 数 ) 


例 中 , B 抗 原 並 びに た C-L 抗原 の 栖 れ に も 陽性 反応 を 示 

し た も の 35 例 , その 中 肺 吸虫 卵 陽性 者 は 32 例 で 91.5 
贅 を 占め , B 抗 原 陽 性 な る も C-L 抗原 陰性 の も の 17 例 
中 下 卵 陽性 者 数 12 例 (70.6 祥 ), 逆 に B 抗 原 陰 性 な る 
も CL 抗原 陽性 の も の 3 例 中 虫 卵 陽性 者 数 2 例 (66.7 
學 ), 古 し て 両 抗原 の 何れ に も 陰 性 で あつ た も の 60 例 中 
卵 陽性 者 数 は 6 例 (10.0 と な る . , 陽性 
か ら み る と , 総数 52 例 中 両 抗原 何 れ に も 陽性 を 示し た 
も の は 32 例 (61.5 ) で あり , BB 抗原 の み 陽 性 の も の は 
12 例 (23.1 %), CL 抗原 の み 陽 性 の も の は 2 例 (3.9 
め ), 何れ の 抗原 に ゃ 陰性 な る も の は 6 例 (11.5 ) と な 
り , 従 つ て 虫 卵 陽性 者 中 , 之 等 の 両 種 抗原 の 何れ か 一 方 
以上 に 陽性 反応 を 呈 し た も の は 46 例 と な り , 88.5 必 を 
占め る . 

紫 の 際 , 同一 血 薄 の 両 種 抗原 に 対す る 北 集 価 の 関係 を 
調べ る と , 貝 卵 陽性 群 に 於 て は 両 種 抗原 に 対す る 岩 集 価 
が 等 し いも の は 8 例 , BB 抗原 に 対す る 弟 集 価 の 方 が C-L 
抗原 に 対す る それ より も 高い も の が 24 例 と な つて いる 
の に 反し て , C-L 抗原 に 対す る 苗 集 価 が B 抗 原 に 対す る 
それ より も 高い 例 は 1 例 も 無い の で ある . 更に , 何れ か 
一 方 の 抗原 の み に 陽性 を 量 し た 14 例 の 中 , B 抗原 の み 
に 陽性 の も の は 12 例 で ある の に 対し , C-L 抗原 の み に 
陽性 の も の は 僅か に 2 例 た 過ぎ ず , この こと か ら B 抗 原 
の 方 が 鋭敏 で ある こと が わか る . 所 が 虫 卵 陰 性 群 を みる 
と , 両 種 抗原 に 陽性 反応 を 量 す る も の は 3 例 で , 何れ も 
B 抗 原 に 対す る 北 集 価 の 方 が 高く , 叉 何れ か 一 方 の み が 
陽性 を 呈す る も の で は , B 抗 原 の み に 陽性 な る も の が 5 
例 あ る の に 対し , C-L 抗原 の み に 陽 性 を 呈す る も の は 僅 
か に 1 例 で ある . 即ち , 貝 卵 陰性 群 63 例 中 , B 抗原 に 
陽性 を 示す も の は 8 例 で 12.7 必 を 占め る の に 対し て , 
C-L 抗原 に 陽性 を 示す も の は その 半数 の 4 例 で , 6.4 


原 の 方 が 和 美 か た に 少 い こと を 示し て いる . 


( 40 ) 


に 過ぎ ず , この こと は 左 陽性 反応 の 出現 頻度 は C-L 抗 


最後 に , 対照 と し て 本 反応 を 実施 し た 例 に つい て 述べ 
る と , 先 づ 肺 吸虫 症 非 流行 地 の 健康 人 血清 10 例 で は 両 
種 抗原 共 完 全 に 陰性 を 示し , その 北 集 価 は すべ て 0 で あ 
つた . , 梅 反応 強 陽性 の 梅 者 5 例 , 肝炎 2 例 及 
び 肝 硬 変 3 例 の 血 蒲 で も , 両 種 抗 原 何 れ も 陰性 で あっ 
た . 日 本 住 血 吸虫 症 患 者 2 例 た 対し て は , 1 例 は 何れ の 
抗原 も 陰性 を 示し た が , 他 の 1 例 で 肝硬変 を 合併 する 症 
例 で は , B 抗 原 は 陰性 で あつ た の に , C-L 抗原 は 陽性 に 
反応 し , その 淫 集 価 は 1: 8 を 示し た . 

3. 

本 章 で は , 肺 吸虫 成虫 生理 食塩 水 抽出 液 に た ー つ は Be- 
ntonite, 他 の 一 つ は Cholesterol-Lecithin を 以 て 感 作 し 
た 2 種類 の 抗原 を 使用 する Rapid Flocculation Test に 
つい て , その 実験 方 法 及 び 実 験 成績 を 述べ た が , その 結 
果 を 要約 すれ ば 次 の 通り で ある . 

⑬ 新た に 考案 し た C-L 抗原 を 以 て 行なう 本 反応 は , 
肺 吸虫 症 診 断 に 対し て B 抗 原 を 以 て 行なう 本 反応 と 同様 
に 利用 し 得る こと が わか つた . 

抗原 に ょ る 本 反応 陽性 群 か ら は i81.5 , 抗 
原 に ょ る 本 反応 陽性 群 か ら は 87.2 必 の 肺 吸虫 卵 陽性 率 
を 得 た . 

( 結 ) 肺 吸虫 卵 陽性 者 52 例 た に 対す る 本 反応 陽性 率 は , 
B 抗 原 で は 84.6 必 , C-L 抗原 で は 65.4 光 で あつ た . 

(iv) 卵 陽性 者 の 本 反応 に 対す る 価 は , 両 
種 抗原 共 最高 1 : 128 を 示し た が , 肺 吸虫 卵 陰性 者 に あ 
つて は その 娠 集 価 は , B 抗原 に 対し て は 最高 1: 64, C 
L 抗原 に 対し て は 最高 1 : 16 まで ヾ あり , し か も その 例 
数 は 極め て 少 い . 

(v) 両 種 抗原 を 平行 し て 実施 し た 115 例 た に 於 て , その 
反応 成績 の 一 致 率 は 82.6 で あつ た . 又 , 両 種 抗 原 共 
陽性 反応 を 量 す る 群 か ら は 91.5 必 の 貝 卵 陽性 率 を 得 た . 

(vi) 両 種 抗原 を 比較 する と , BB 抗原 は 鋭敏 護 に 於 て 
C-L 抗原 に 勝 り , C-L 抗原 は 疑 陽性 反応 の 出現 頻度 が 少 
い 点 で B 抗 原 に 勝る . 抗原 作 艇 の 点 で は C-L 抗原 の 方 
が 簡単 で ある . 

(vi) 他 疾 患 で 本 反応 陽性 を 量 す る こと は 殆 ん ど 無 く , 
唯 肝 硬 変 を 伴う 日 本 住 血 吸 虫 症 の 1 例 で C-L 抗原 が 陽 
性 反応 を 呈し た が , その 謀 集 価 は 低く , 先 づ 両 種 抗原 共 
肺 吸虫 症 に 可 成 り 特 異 的 た 反応 する と いえ る. 

今 ま で に 肺 吸虫 症 に 対す る 皮 内 反応 , 補 体 結合 反応 。 
並び に Bentonite 抗原 及び Cholesterol-Lecithin 抗原 ( 以 
下 B 抗 原 及 び C-L 抗原 と 略 ) た に ょ る Rapid Flocculation 
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Test (以下 R.F. test と た つい て 夫々 述べ た が , 次 に 
之 等 の 間 の 関係 , ひい て は 肺 吸虫 症 の 診断 上 如何 な る 価 
値 が ある か を 検討 し て みる こと に する . 

先 づ 第 15 表 及 び 第 16 表 に , 夫々 肺 吸 貝 卵 陽性 者 52 


第 15 表 R.F. test と 補 体 結合 反応 の 関係 
( 虫 卵 陽性 群 ) 
補 体 結合 反応 


B 抗 原 C-L 抗 原 x10~x50 x50~x150 
(+) 


に R.F. test 


> x150 
9 


| 

~~ 

wr 


0 第 16 表 R.F. test と 補 体 結合 反応 の 関係 
( 虫 卵 陰 性 群 ) 


補 体 結合 反応 


x10 x50 


(+) ( 2 0 0 
2 


R.F. test 


> x150 


ミ メー 


例 及 び 陰 性 者 63 例 を 区 分 し て 未 し た . これ ら の 症例 は 
皮 内 反応 は すべ て 4 mm 以上 , 大 部 分 は 5 mm 以上 の 腫 
両 肛 差 を 示し た も の で ある . 第 15 表 を 一 見 し た 所 で は 躍 
あぁ 卵 陽性 者 は 両 種 抗原 共 陽 性 或いは B 抗 原 陽性 を 示す も の 
Cc 
例 


が 多い こと が わか る が , それ ら は 必ず し ゃ も 補 体 結合 反応 
の 抗体 価 の 強 さ に 平行 し て 多く は な ら な い . 又 第 16 表 
に よれ ば , R.F. test 並び に 補 体 結合 反応 何れ も 陰性 の 
の も の が , 虫 卵 陰性 群 の 大 部 分 を 占め る こと が 明らか に わ 
共 か る . 此 の 虫 卵 陽性 群 の 中 , 第 15 表 に みる 如く , 補 体 
結合 反 150 倍 以 上 陽性 で あり , test は 両 


て 種 抗原 に 対し て 何れ も 陰性 を 示す も の が 2 例 あ る . 紫 の 
少 2 例 は , 補 体 結合 反応 抗体 価 が 夫々 201.4 倍 及 び 320.0 
孝 倍 と いう 高い 値 を 示し て いな が ら , R. F. test は 完全 に 

陰性 で あつ た . 若 し 補 体 結合 反 応 の 抗体 価 の 強 さ が , 首 
ke 集 価 の 強 さ と 平行 する と すれ ば , 此 の 2 例 は 澤 集 価 が 区 
陽 し く た め に , 梅 反応 で 見 られ る 所 地 帯 現 如 
共 き 理 由 で , 陰性 反応 を 量 し た の で は な いか と る ゃ も 考え られ 


る . つて, 反応 陽性 で 補 体 結合 反応 が 強 陽性 を 
する 場合 は , R. F. test が 全く 陰性 を 示し て も, 肺 吸虫 
の は 慎重 を 要する と 思わ れる . 

以 こま ょ で 再び , KK F. test の 陽性 群 の みな を と りあ げ て 補 
on 体 結合 反応 と を 組合 せ て みる と , 第 17 表 の 如き 結果 と 


(41) 
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第 17 表 R.F. test 陽性 群 と 補 体 結合 反応 の 関係 


B ( 十 ) 
両 抗原 共 ( 十 ) 
(分 子 は 虫 卵 陽性 者 数 ) 


な る . 即ち 補 体 結合 反応 が 陽性 の 場合 は , " 両 種 抗原 共 
R. F. test が 陽性 を 示す 場合 は 97.0 必 , C-L 抗原 に ょ 
る R.F. test が 陽性 の 場合 は 92.0 , BB 抗 原 に ょ る R. 
F. test が 陽性 の 場合 は 81.3 必 の 貝 卵 陽性 率 を 款 すこ と 
に な り , BB 抗原 に と ょ る R.F. test で は 備 陽性 反応 の 混入 
する 割合 が 生 々 多く な る . 但し , 補 体 結合 反応 の 撤 体 価 
別に みた 群 で は , 躍 婦 陽 性 率 に 大 き な 差 は 見 られ な い . 
次 に 補 体 結合 反応 の 抗体 価 と , R. F. test 凝集 価 と の 
間 の 関係 を みる と , 紀 抗原 に 於 て は 第 18 表 に 示す 如く 。, 
此 の 両者 の 間 に 比 較 的 平行 関係 が 認め られ る が , C-L 抗 


第 18 表 補 体 結合 反応 抗体 価 ょ R.F. test 
凝集 価 の 関係 (B 抗 原 ) 


価 
抗体 価 


すす すす 
(分 子 は 卵 者 数 ) 


第 19 表 補 体 結合 反応 抗体 価 と R.F. test 
凝集 価 の 関係 (C-L 抗原 ) 


抗体 価 


x10~x50 0 3- 6 
(分 子 は 卵 陽性 者 


き 
、 
(~) ( ) 0 0 1 | 
ーー 
§ 
| | 
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原 に つい て は 第 19 表 に 示す 如く , この 関係 は 余り 著 明 
で な い . 但し , C-L 抗原 の 場合 , 凝集 価 の 低い 所 で は 抗 
体 価 の 強 さ は 一 定 し な い が , 凝集 価 の 高い 所 で は 抗体 価 
も 高い 傾向 が 稽 々 認め られ る . 

そこ で これ 等 の 3 種類 の 反応 を 組合 せ て みる と , 先 づ 
友 内 反応 陰性 の 場合 は 決定 的 に 肺 吸虫 症 を 除外 し 得る と 
の 横川 (1959) の 説 に 従え ば , 次 の 場合 に つい て 検討 す 
れ ば よい わけ で ある . 即ち , (1) 友 内 反応 , 補 体 結合 反 
応 及び R.F. test の 全部 が 陽性 を 量 す る 場合 , (2) 皮 内 
反応 及び 補 体 結合 反応 の 2 つが 陽性 で R.F. test が 陰性 
の 場合 , (3) 友 内 反応 及び R.F. test の 2 つが 陽性 で 補 
体 結合 反応 が 陰性 の 場合 , (④ 皮 内 反応 の み 陽 性 で 他 の 
2 つの 反応 が 共に 陰性 の 場合 で ある . 最初 と (1) の 場合 
を 考え て みる と , これ は 当然 最も 肺 吸虫 症 の 可能 性 が 漠 
いも の で , 実際 に 第 20 表 に 示し た よ ょ うに 此 の 群 55 例 の 


第 20 表 各種 反応 の 組合 を 別に ょ る 成績 


補 体 結 肺 吸 
R.F. 
皮 内 反応 test 
( 十 ) ( 十 ) ( 十 ) 46(14) 9(8) 55(22) 
( 十 ) ( 十 ) (—) 6 52 58 
( 二 (—) ( ) 0 3 4 だ 
( ) (—) (—) 0 44(23) _44(23) 


(( ) 内 は REF. test が 何れ か 一 方 の み 陽 性 の ゃ の ) 


中 , 肺 吸虫 卵 陽性 で あつ た も の は 46 例 , 83.6 攻 の 虫 卵 
陽性 率 を 示し て いる . 但し 紫 の 群 で R.F. test 陽性 と い 
う の は , B 抗 原 又は C-L 抗原 の 何れ か 一 方 の み 陽 性 を 
呈 し た も の を 含め て いる の で , これ を B 抗 原 及び C-L 


抗原 の 両方 共 陽 性 反応 を 量 す る も の の み に 限 定 す れ ば , 
此 の 群 の 総数 は 33 例 と な り , 中 貝 卵 陽性 者 数 は 32 例 で 
躍 卵 陰性 者 数 は 僅か 1 例 た 過ぎ ず , 従 つ て 虫 卵 陽性 率 は 
実に 97.0 必 と な る . (2) の 場合 相当 する も の は 総数 58 
例 中 , 躍 卵 陽性 者 数 6 例 及び 陰性 者 数 52 例 で , 虫 卵 陽 
性 率 は 10.3 必 で ある . (3 ) の 場合 は 3 例 共 虫 卵 陰性 で 
あつ た が , 此 の 例 は 何れ も 凝集 価 は 1: 8 以下 で 余り 高 
く は な か つた . 面 し て (4) の 場合 は 44 例 共 全部 虫 卵 陰 
性 で あつ た . 

最後 に と , 肺 吸虫 症 患 者 の 治療 経過 に 伴 つ て , 之 等 の 反 
応 が どう いう 態度 を 示す か を 追求 し た . 症例 数 は 16 例 
で 第 21 表 に 示し た 通り で ある . 此 の 症例 は , 前 迷 の 
補 体 結合 反応 の 変動 を 調べ た も の の 一 部 で あり , 第 5 
例 の み は 外科 的 に 病巣 を 摘除 し た 症例 で ある . 此 の 中 
貝 卵 の 排出 の 消失 又は 減少 を 認め た の は , 第 1 例 か ら 第 
5 例 ま で と 第 14 例 か ら 第 16 例 ま で の 計 8 例 で ある が , 
第 1 ~ 第 5 例 で は 補 体 結合 反応 並び に R.F. test は 平行 
し て 弱く な り , 2 ヵ月 乃至 10 ヵ月 後に は 終 に 全部 陰性 
と な る . 之 た 反し , 第 14 例 以 下 の 3 例 で は R. F. test 
は 両方 共 最 初 か ら 陰 性 を 示し , 次 いで 補 体 結合 反応 が 陰 
性 化し て 行く . 残り の 第 6 例 ~ 第 13 例 の 8 例 で は , 劇 
卵 の 変化 が それ 竹 閉 明 で 無い も の で , 各 反 応 の 中 陰性 化 
を 示す も の も ある が , 治療 開始 後 5 ヵ月 まで は 全 反 応 が 
陰性 化 と は な ら な い . こ ょ で 各 反 応 別 の 変動 を 見 る と , 
補 体 結合 反応 及び 2 種 の 抗原 に ょ る R.F. test の 3 反応 
が 同時 に 陰性 化す る の は , 第 2 及び 第 4 の 2 例 の み で あ 
り , これ 等 は 治療 効果 も 赤 閉 明 な も の で あつ た . その 他 
の 症例 で は , 第 10 例 を 除い て 全 例 共 R. F. test が 先 に 


第 21 治療 経過 に 伴う 各種 反応 の (1) 


前 1/2 1 1 2 3 4 5 6 10 月 
(C.F. 抗体 価 X15.4 x32.6 (=) 
No. 抗 原 ( )16 (—) 
C-L 原 4 ( 十 ) 32 (—) 
CFE. x103.8 x82:2 x24.0 (—) 
No. 抗 ( 十 ) 32 ( )32 ) 
(+) 4 (+) 4 (+) 8 (—) 
ーー > x160.0 x80.0 x10.3 (—) 
No. 抗 原 ( 二 )64 (+)32 (+) 8 (—) 
C-1 抗原 ( )16 (+)32 (—) (—) 
い C.F. 抗 体 価 > X160.0 x89.1 x14.2 (—) 
No. 4 抗 原 ( 二 )128 ( 二 )64 ( 二 )16 (—) 
C-L (+)32 (+) 8 (+) 4 (~) 
X54.2 X59.1 x58.3 x16.0 (—) (—) 
No. ( 十 )16 ( )16 ( ) 8 ( ) 4 (+) 4 
( ) 8 ( 二 ) 4 (—) (—) (—) (—) 
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第 21 表 治療 経過 に 伴う 各種 反応 の 次 動 (2) 
c 前 1 2 3 4 5 月 
は C.F. 抗 体 価 = > x160.0 x 53.8 x22.6 x16.9 x17.9 
No. 抗 ( 二 )128 (+) 8 ( ) 8 ( ) 4 (—) 
( ) 64 (+) 4 ( ) 4 (—) (—) 
C.F. 抗 体 価 > x160.0 x 40.0 x32.1 x74.1 x20.0 
で No. 抗 ( 二 )64 ( )16 ( )64 ( )16 (+) 8 
C-L 抗 原 ( 二 )64 ( 二 ) 8 ( 十 )32 (—) (—) 
C.F. 抗体 価 x144.5 > x160.0 x27.8 XxX11.5 
No. 抗 ( )64 ( )64 (+) 4 
C.-L 抗 原 - (+)16 ( 二 )32 (—) 
4 C.F. 抗 体 価 x147.3 x122.6 x32.5 x24.6 
No. 抗 ( ) 64 ( )64 ( 二 )16 
C.L (+) 4 
(CF. 抗体 価 >X160.0 >x160.0 x53.8 x38.7 
5 No. 抗 原 ( 十 )64 ( )64 ( )64 
C.-L ( )32 (+)16 ( )16 
C.F. 抗 体 価 x100.1 x72.5 x42.8 
No. up 抗 ( 二 )64 (+)32 
C-L 抗原 ( )32 (—) 
年 第 21 表 治療 経過 に 伴う 各種 反応 の 変動 (3) 
前 1 2 3 4 月 
C.F. 抗 体 価 x 20.0 x24.9 x10.0 
No. 抗 原 ( ) 8 4 ( 4 
抗原 ( ) 4 ( ) 4 (—) 
C.F. 抗 体 価 > x160.0 x40.0 x10.0 
No. 抗 8 (+)16 (+) 4 
C-L 原 4 (+) 4 (— 
C.F. 抗 体 価 x 15.3 
No. 抗 原 (—) (—) 
C.-L 抗原 (—) (—) (—) 
b C.F. 抗 体 価 x201.4 (—) (—) 
No. 抗 (—) (—) 
C.-L 抗原 (—) (—) 
C.F. 抗 体 価 x320.0 
No. 抗 原 ー) (—) 
C.-L 抗原 (—) (—) 


(R.F. test の 数 字 は 集 価 を 示す ) 


第 22 表 諸 反 応 の 各種 数 値 () 


反応 陰性 の 
陽 - 卵 検出 率 場合 , 否定 
し 得る 確率 


陰性 と な り , 次 いで 補 体 結合 反応 が 陰性 乃至 は 減弱 を 示 
し た . 只 第 14~16 例 の 3 例 は , 治療 開始 前 に は 補 体 結合 
反応 の み 陽 性 で , 特に 第 15 例 及 び 第 16 例 は 夫々 201.4 
倍 及 び 320 倍 以 上 と いう ぅ 高い 抗体 価 を 示す に も 拘ら ず , 


導い 同時 に 行なっ つた RE. test は 何れ も 陰性 で , 次 いで 1 ヵ 
RF. test 4 て いる . これ は 前 に も 述べ た よ ょ うに test が 所 調 
(C-L 抗原 ) 帯 を た と も 考え られ る . 残り 例 を みる と , 


( 皮 内 反応 の 項 は 横川 (1959) に 拠る ) その 中 1 例 が 補 体 結合 反応 陰性 化 に 先立つ て B 抗 原 に 対 


する R.F. test が 陰性 化し , 他 の 9 例 で は 補 体 結合 反応 
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陰性 化 た 先立つ っ て C-L 抗原 に よる R.F. test が 先 づ 陰 
性 と な つた も の 2 例 , 補 体 結合 反応 は 未だ 陰性 化 は し な 
い が 著 明 に 減弱 し た の に 先立つ て , C-L 抗原 にょ る R. 
F. test が 陰性 を 示し た も の 7 例 と な つて いる . 従っ つて 
之 等 の 症例 に つい て の 時 期 的 の 変動 は , 此 の 三 者 は 大 体 
平行 を 示す こと が わか り , し か る も 補 体 結合 反応 の 減弱 乃 

至 陰 性 化 た 先行 し て R.F. test, 殊 に C-L 抗原 に ょ る そ 
れ の 陰性 化 が 認め られ る も の が 大 部 分 で ある . 既に 述べ 
た 如く , 補 体 結合 反応 が 虫 体 の 生存 と 密接 な 関係 が あり 
と すれ ば , R. F. test は その 死滅 を 予め 察知 する 有力 な 
指標 と な り 得 る で あろ 5. 

即ち , 以上 の 如く test, 反応 及び 補 体 結合 
反応 を 平行 し て 実施 し た 115 例 の 成績 か ら , 此 の 3 者 の 
関係 を 検討 し た が , 要約 する と 次 の 通り で ある . 

⑪ 補 体 結合 反応 の 抗体 価 と R.F. test の 凝集 価 と の 
間 に は , BB 抗原 に 関し て は 生々 平行 関係 が 認め られ , C- 
L 抗原 に 関し て は 凝集 価 が 高く な れ ば 生 々 平行 する 傾向 
が 認め られ る . 但し 補 体 結合 反応 の 抗体 価 が 極め て 高い 
場合 に , R. F. test が 陰性 を 示す こと が ある の で , 注意 
を 要する . 

卵 陽性 例 は , 内 反応 は 勿論 性 以上 で ん 
ど は 陽性 で ある が , 同時 に 補 体 結合 反応 陽性 た し て , . 
R.F. test の 両 抗 原 共 又は B 抗原 の み に 陽性 を る も 
の が 大 部 分 で ある . - 

( 陽性 率 は , 全 反 応 共 陽 性 を す る 群 に 最も 
高く , R. F. test 以外 の 2 種 反 応 が 陽性 を 呈す る 群 が 之 
に ぐ 

(iv) 全 反 応 が 陽性 を 呈し た 場合 は , R.F. test が 両 抗 
了 凛 共 陽 性 の 時 に 虫 卵 陽性 率 が 最も 高く , 次 は C-L 抗原 
に 陽性 を 呈す る 場合 で , 最後 に B 抗 原 に 陽性 を 量 す る 場 
合 の 順 と な る . . 

(v) 治療 経過 に 伴 ぅ 変動 は , 補 体 結合 反応 と R. F. 
test は 大 体 に 於 て 平行 し , 治療 効果 閉 明 な る 場合 は C-L 
抗原 ーB 抗 原 っ > 補 体 結合 反応 の 順 で 陰性 化す る 傾向 が あ 


る . 


肺 吸虫 症 に 於 て る 他 の 各種 寄生 虫 疾患 に 於 ける と 同様 
に , 卵 検査 以 外 に 種々 の 血 学 的 反応 が 考え ら 
れる . 最も 直接 的 な きめ 手 で ある 貝 卵 検査 法 に つい て も 
色々 な 方 法 が れ て いる が , 卵 を 排出 する 患者 の 
場合 で も , 1[ は 検便 検査 か ら 虫 卵 を 検出 し 得 
る は 62~72 ある と され , 検出 の 困難 な 
奉 所 寄生 の 患者 を 加え れ ば , 見 か け 上 の 貝 卵 陰性 者 は か 
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な りあ る わけ で ある . そこ で 補助 手段 と し て 免疫 血 薄 学 
的 な 診断 法 が 要求 され る の で ある が , いう まで も な く 了 肺 
吸虫 症 に 於 て は , 人 体内 に 於 ける その 詳細 な 生活 史 も 未 
だ 不明 の 点 が 多く , 上 且つ 臨床 的 に も 著 明 な 自覚 的 並び に 
他 覚 的 症状 の 正確 な 発現 時 期 を と ら ゃ を る こと は , 不可 能 
な こと が 多い . 従 つ て , 特に 重い 臨床 症状 を 呈し て 診断 
を 受け る 場合 か , 又は 肺結核 検診 の 際 レ ント ゲン 検査 で 
失 常 を 発見 され る 場合 等 を 除い て は , 本 症 が 発見 され る 
の は 肺 吸虫 症 の 集団 検診 こ ょ る も の が 大 部 分 で ある . こと 
れ 等 の 病 覚 を 有する 肺 吸虫 症 患 者 並び に 殆 ん ど 自 覚 症状 
を 有 し な い 肺 吸虫 感染 者 を ひつ くる め た 貝 卵 陽性 者 に つ 
いて , その 感染 時 期 の 正確 な 推定 , 虫 卵 排 出 の 時 期 等 , 
及び 之 等 と 関連 し て 変動 を 示す と 思わ れる 免疫 学 的 反応 
の 態度 等 の 詳細 な 点 た 関し て は 全く 知る こと が 出来 な 
い .。 勿論 この た め に 動物 実験 が 行わ れ て いる が , 未だ 一 
致し た 見 解 に た 達し て いな いよ う で ある . そこ で 現 段 階 と 

し て は , 各種 免疫 血清 学 的 反応 を 応用 し て , 何 の 程度 ま 
で 肺 吸虫 症 の 診断 に 資 し 得る か を 知る 必要 が ある . 

先 づ 皮 内 反応 に つい て は , 横川 ら (1955) が その 価値 
を 認め て 以来 , 大 い に 利 用 され て いる 所 で ある が , その 
価値 は スタ リー ニ = ング ゲ テ ス ト と し て 非常 に 便利 で あり , 
耳 つ これ が 陰性 で あれ ば 殆 ん ど 決 定 的 に 肺 吸虫 症 を 除外 
し 得る と いう 点 に ある が , 唯 治療 状況 の 指針 に は な り 得 
な い の で ある . Sadun et al. (1958) に 依 れ ば , 本 症 に 府 
ける 皮 内 反応 の 成績 を 膨 疹 の 面積 を 以 て 表し , 性 別に ょ 
る 腫 彩 差 は な い が , 年 齢 に 比例 し て その 面積 は 大 と な る 
と 述べ , 且つ その 大 き さ は 感染 後 の 経過 期間 と は 無関係 
で ある が , 自覚 症状 を 有する も の は 之 を 有 し な いも の よ 
り 大 で ある と いう . 著者 の 成績 で は 先 に 述べ た 如く 腫 肛 
差 は 必ず し も 年 齢 と 平行 せ サ ず , その 平均 値 は むし ろ 3 衝 
に 分 つた 中 間 年 齢 層 で 僅か に 高く な る 傾向 を 示し て いる 
に すぎ な い . 又 腫 張 差 の 大 小 と 感染 濃度 と の 関係 も 検出 
貝 卵 数 或 は 虫 卵 検出 率 か ら み た の で は , 特に ある と は 団 
われ な か た . 

補 体 結合 反応 に つい て は 安藤 (1917, 1921) が 既に 吉 
く , 25 例 の 本 症 患者 で 23 例 (92 ) の 陽性 率 を 認め , 
テス メ チン 療法 で 完全 に 治 癒 し た 例 で は すべ て 陰性 で あつ 
た と 報告 し , 又 横 川 ら (1956) は , 肺 吸虫 卵 陽性 者 71 多 
中 60 名 (84.5 ) の 陽性 率 を 認め , 健康 人 で は 53 名 中 
4 名 (7.5 ) が 陽性 を 示し た に 過ぎ ず , 又 完全 に 治療 し 
た と 認め られ る 5 例 で は 上 友 内 反応 は すべ て 陽性 で あつ た 
が , 補 体 結合 反応 は すべ て 陰性 で あつ た と 報告 し て いる . 
著者 の 前 述 の 成績 で も , 本 反応 は 虫 卵 陽性 者 196 名 中 
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159 名 (81.2 必 ) の 陽性 率 を 示し , 貼 々 横川 ら の 成績 と 一 
致し て いる が , 虫 卵 陰性 者 774 名 中 に 228 名 (29.5 %) 
の 本 反応 陽性 率 を 示し た . 此 の 場合 , 正 卵 陰性 者 中 た は 
人 千 見 か け の 陰性 者 を 含ん で いる と 思わ れる か ら , 真 の 躍 
卵 陰性 者 に 対す る 本 反応 陽性 率 即 ち 疑 陽性 率 は よ り 低 
く な る わけ で ある . Chung et al. (1956) に と ょ れ ば , 本 症 
患者 51 例 た に つい て 補 体 結合 反応 を 少く 共 4 回 以上 実施 
し た 結果 , 50 例 (98 ) の 陽性 率 を 認め , 本 反応 の 発現 
に つい て は 患者 で は 感染 初期 の 実験 が 行わ れ 得 な い の で 
猫 を 以 て 実験 し , 40 さ の ぇ タ セ ルカ リア を 所 取 せしめ た 
前 後 を 3 ~ 7 日 毎 に 調べ た 結果 , 補 体 結合 反応 が 始め て 
陽性 と なつ た の は 14~26 日 , 平均 18.7 日 後 で あり , し 
か も その 時 に は まだ 区 便 中 に 虫 卵 の 排出 を 認め な か つた 
と 述べ , それ か ら 推 害し て 人 間 に 於 て も 本 症 感 染 後 2 ~ 
4 週間, 即ち 虫 卵 排 出 以前 た 本 反応 は 陽性 と な る の で , 
本 症 患 者 の 臨床 症状 発現 以前 た 早期 に 診断 し 得 , 従 つ て 
早期 治療 の 可能 性 が ある こと を 未 唆 し て いる . 更に , 非 
肺 吸虫 症 患 者 89 例 及 び 健康 人 10 例 で は すべ て 本 反応 陰 
性 で あつ た と し て , その 特 書 性 を 強調 し て いる . 同様 に 
Sadun et al.(1958) に よ ょ る と , や は り 猫 を 用 いた 実験 で 
抗原 と し て acid insoluble but alkaline soluble protein 
fracticn を 用 い , メタ セル カリ ヤ 提 取 後 約 30 日 内 外 で 
補 体 結合 反応 陽性 と な り , 最初 の 躍 卵 排出 は 60~70 日 
後 で あつ た と いい , 且つ 感染 後 130 日 間 は 本 反応 陽性 を 
持続 し た と いう . 士 し て 肺 吸 貝 卵 陽性 者 86 名 は すべ て 
皮 内 反応 陽性 で , 補 体 結合 反応 は 72 名 が 陽性 を 示し , 
虫 卵 陰性 者 中 皮 内 反応 陽性 の 21 名 で は 6 名 が 本 反応 陽 
性 を 示し た が , 友 内 反応 陰性 の 55 名 で は 本 反 妃 も すべ 
て 陰性 で あつ た と いく ょ , 又 他 の 吸虫 性 疾患 , 結核 , 竣 及 
び 梅 毒 等 の 台 者 で 本 反応 陽性 を 示し た も の は 1 例 も な か 
つた と 述べ て いる . 

此 の 両者 の 報告 に 依る と , 肺 吸虫 症 に 於 て は 感染 後 比 
較 早期 し か 貝 排出 以前 に 補 体 結合 反応 は 陽性 
に 出現 する と 推定 され る が , その 場合 に 如何 な る 抗体 価 
の 推移 を 示す か は 全く 不明 で ある . 又 , 度 内 反応 の 陽性 
転化 時 期 に 到 つ て は , 之 を 知る こと は 全く 困難 で ある が 
若 し 之 も 補 体 結合 反応 と 平行 し て 虫 卵 排出 以前 の 比較 的 
早期 と 現われ る も の と すれ ば , 上 友 内 反応 及び 補 体 結合 反 
応 何 れ も が 陽性 を 呈す る 貝 卵 陽性 者 群 の 中 に は , 慈 の 如 
き 感 染 初 期 の 者 が 含ま れる と 考え られ , 之 等 に 対し て は 
騙 後 の 定期 的 な 観察 及び 虫 卵 検査 に 依っ つて 診断 を 決定 し 
得る 可能 性 が ある わけ で ある . 

既に 述べ た 如く , 補 体 結合 反応 は 感染 後 早期 に 陽性 を 
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呈 し , 且つ 治 療 と 共に 消失 する と 考え られ る が , その 反 
記 の 強 さ は 感染 の 強 さ と 平行 する か と いう に 必ず し も ゃ そ 
う で は な い . 即ち 排 洪 虫 卵 却 や , 自覚 症状 及び 臨床 症状 
と , 補 体 結合 反応 抗体 価 の 強 さ と は 全く 関連 し な い の で 
ある . 住 血 吸 貝 症 に 於 て も , その 補 体 結合 反応 は 感染 の 
強 さ の 尺度 と は な ら ず , 診断 的 価値 に 意義 が ある と され 
Schofield (1959) は 住 血 吸虫 症 の 場合 3 年 以内 の 感染 で は 
補 体 結合 反応 の 陰性 例 は 全く 無い が , 3 年 以上 経過 し た 

も の で は その 陽性 率 は 低下 する . 即ち , 補 体 結合 反応 は 
新しい 感染 に は 診 新 的 価値 が ある が , 古く な る 竹 そ の 価 
値 が 低下 する の で , 流行 地 に 於 ける 検査 の 場合 は 此 の 点 
を 考慮 する 必要 が ある と 述べ て いる . 匠 く の 如き 事実 が 
若 し あ り と し て も , 直ちに 之 を 肺 吸虫 症 の 場合 に と あて は 
め る こと は 出来 な い . 既 に くり 返し 述べ た よう に , 肺 吸 由 
症 の 感染 及び 症状 発現 時 期 , 虫 体 生存 期間 等 に つい て 不 
上 明 の 点 が 多く , 従 つ て 感染 後 の 時 期 的 な 各種 反応 の 差異 
を 知る こと が 出来 な い の で ある が , 吉田 ら (1958) の 報告 
に よれ ば , 新しい 感染 が 行わ れ て いる 地方 に は 若年 者 の 
寄生 率 が 高く , 流行 の 終 鳩 し て いる 地方 で は 成年 層 に 寄 
生 者 が 残存 し て いる 傾向 が ある と され , 又 山 口 ら (1958) 
は 上 友 内 反応 は 年 齢 の 大 な る 層 に 陽性 率 が 高い と いう . 従 
つて 感染 が 若年 層 の 間 に 多 く 行わ れ , 老年 の 虫 卵 陽性 者 
は 一 般 に 感染 期間 が 古い も の と 仮定 し て も , 著者 の 調べ 
た 範囲 で は 躍 卵 陽性 率 と を その他 の 反応 た 於 て , 年 齢 層 に 
ょ る 差異 は 判然 と し な か つた . 即ち , 本 症 に 感染 後 長 期 
間 を 経過 し て も , 補 体 結合 反応 の 陽性 率 が 低下 する と い 
う よ う な 現象 は 無い と 思わ れる . これ は , 前 記 住 血 吸 目 
症 の 人 体内 生存 期間 は 通常 1 ~ 3 年 と 又 わ れ て いる の に 
反し て , 本 症 で は 虫 体 の 人 体内 生存 期間 は 15 年 乃至 27 
年 と 云わ れ て いる こと か ら る も 想像 出来 る . 

次 に R.F. test で ある が , これ は 本 態 的 に は 沈降 反応 
並び に 反応 と な い の で ある が , 一 応 名 称 を 区 
別 す る こと に する . 沈降 反応 は 吸虫 症 に 於 て は 補 体 結合 
反応 に 劣る (Culbertson 1941) と され , 肺 吸虫 症 に も 余り 
利用 され な い . 所 が この RL.F. test は 如何 と いう と , 旗 
毛虫 症 に 対す る Sussenguth Kline(1944) の 報告 以来 , 
その 有効 な る こと を 認め た 報告 が 多い . 最近 で は , 旗手 
貝 症 に 於 て Bentonite 抗原 を 用 いて Bozicevich et al. 
(1951) は , 鋭敏 度 は 補 体 結合 反応 と 差 が 無く , 偽 陽性 反 
応 を 星 する 率 が 少 い こと を 認め , Norman et al. (1956) 
は R.F. test と 補 体 結合 反応 の 間 に 審 接 な 関係 が あり , 
陽性 率 に 差 が 無い の で , 操作 の 簡便 な だ け 本 反応 の 方 が 
有利 で ある と し て いる . 叉 同じ く 旋 毛虫 症 に 於 て , Vogel 
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et al. (1957) は , Cholesterol-Lecithin 抗原 (C-L 抗原 ) 及 
び Bentonite 抗原 (BB 抗原 ) を 用 いた R.F. test と 補 体 結 
合 反 応 を 比較 し て , その 鋭敏 度 は 補 体 結合 反応 >B 抗 原 
>C-L 抗原 の 順 で ある が , 特 暴 性 は C-L 抗原 に ょ る RR. 
F. test が 他 の 2 者 より 勝 れ て いる と し , 且つ 感染 初期 

に は 陰性 を 示す が 大 体 9 週間 以内 と 陽性 成績 を 示す と 述 
べ て いる . 又 , 進 ら (1958) は 動物 肝 里 症 に R.F. test 
を 試み て 可 成 り の 成績 を 得 た と 報告 し , Norman et al. 
(1959) は 衣 胞 虫 症 に B 抗 原 を 用 いて R.F. test を 行 つ 
て 多少 の 効果 を 認め た . 

肺 吸虫 症 の R.F. test に つい て は 未だ 殆 ん ど 報 告 が 無 
く , 僅か に 横川 (1956) が BB 抗原 を 使用 し た 報告 を 発表 
し て いる の み で , それ に 依る と 貝 卵 陽性 者 16 名 中 15 名 
(93.7 ) の 陽性 率 を 認め , 肺 吸虫 症 に 対し て 可 成 り の 
特異 性 の ある こと を 認め て いる . 著者 も 之 に と な ら つ て , 
肺 吸虫 成虫 の 生理 食塩 水 抽出 液 た Bentonite 又は Chol-. 
esterol-Lecithin を 加え た 抗原 を 使用 し て R.F. test を 実 
施し て , 前 述 の 如き 成績 を 得 た . 即ち B 抗 原 に ょ る RR. 
F. test で は 貝 卵 陽性 者 52 例 中 44 例 (84.6 ), C-L 抗 
原 に ょ る RR.F. test で は 同じ く 52 例 中 34 例 (65.4 %) 
の 陽性 率 を 得 , その 一 致 率 は 73 必 で あつ た . 之 を 補 体 
結合 反応 の 成績 と 比較 し て みる と , B 抗 原 た に ょ る R.F. 
test の 陽性 率 は 補 体 結合 反応 の 陽性 率 81.2 必 に 僅か に 
勝る が , C-L 抗原 に ょ る 陽性 率 は 之 より 劣る . 所 が 各 反 
性 中 の 陽性 者 比率 を 見 る と , 補 体 結合 反 
応 で は 41.1 抗 原 に ょ る R.F. test で は 84.5 
C-L 抗原 に ょ る も の で は 89.5 の 順に 高く な り , 之 等 
の 反応 が 陽性 を 示 し た 場合 の 貝 卵 保有 の 確率 は , C-L 抗 
原 > BB 抗原 > 補 体 結合 反応 の 順 と な る . 又 虫 卵 陰 性 者 で 
陽性 反応 を 示す 疑 陽 性 率 は , 補 体 結合 反応 (29.5 ) > 
B 抗 原 (12.7 >C-L 抗原 (6.4 ) の 順 た 小さく な る . 
更に 各 反 応 陰 性 群 中 の 虫 卵 陰性 者 の 比率 を みる と , 補 体 
結合 反応 (93.6 抗原 (87.3 >C-L 抗原 (76.6 
2) で あり , 反応 陰性 の 場合 に 虫 卵 保有 を 克 定 し 得る 度 
合 は , 補 体 結合 反応 陰性 の 場合 が 有力 で ある . 之 等 の 比 
率 を 表示 する と 第 22 表 の 通り で ある . 勿論 , 之 等 の 反 
応 は 皮 内 反応 の 実施 を 前 提 と し て いる わけ で ある . 

皮 内 反応 を 除く 3 種 の 反応 を 治療 経過 を 追 つ て 観察 し 
た 成績 は 前 に 述べ た が , 観察 症例 16 例 中 13 例 ま で が , 
Bp. F. test が 先 づ 陰性 化し , 次 いで 補 体 結合 反応 の 陰性 
化 を 認め た . し か も この 中 9 例 は C-L 抗原 に ょ る R. 
F. test の 変化 が 先行 し て いる 。 こ の こと も 前 述 の 鋭敏 
度 と 一 致し , 最も 鋭敏 度 の 劣る C-L 抗原 に ょ る R.F. 


( 46 ) 


test が 最初 に 陰性 化す る と 思わ れる が , 従 つ て 治療 経 計 
に 伴 つ て 補 体 結合 反応 抗体 価 が 階段 的 に 低下 し て 行き , 
その 間 に C-L 抗原 に ょ る R. F. test が 陰性 を 量 す る ょ 
うに な つた 場合 に は , 遠から ず 補 体 結合 反 応 も 陰性 化し 
ひい て は 恐らく 虫 体 の 死滅 に 至る こと が 予想 され る . 

以上 の 点 を 縮合 する と , 虫 卵 保有 者 を 選び 出す た に は 度 
内 反応 が 最も 有力 で , 次 いで 補 体 結合 反応 > BB 抗原 >C- 
L 抗原 の 順 た 弱く な る が , 診断 決定 の 決め 手 と し て は , 
皮 内 反応 陽性 た 於 て , C-L 抗原 に ょ る R.F. test の 陽性 
を 示す 場合 が 最も 有力 で , 次 いで B 抗 原 に ょ る R.F. test 
陽性 , 補 体 結合 反応 陽性 の 場合 の 順 と な る . 又 , 本 症 の 
早期 診 灯 し て は 補 体 結合 反応 , 及び 殆 ん ど 平行 そ 
る B 抗 原 に ょ る R.F. test が 有効 で あり , 虫 体 死 滅 を 予 
知 す る に は C-L 抗原 を 用 いる R.F. test が 役に立つ と 
思わ れる . 

従っ て 本 症 の 集団 検診 こ 際 し て , 皮 内 反応 と 補 体 結合 
反応 を 併用 すれ ば 大 い に 貝 卵 保 有 者 の 範囲 を 狭め る こと と 
が 出来 , 此 の 群 に 対し て 慎重 な 虫 卵 検 査 を 行い , 躍 卵 を 
検出 し 得 な いも の に 対し て R.F. test を 行 な つ て その 陽 
性 反応 を 呈し た も の , 特に C-L 抗原 に た ょ る R. F. test 
陽性 者 は 徹底 的 に 観察 する こと が 理想 で ある が , 実際 に 
は 基く の 如き 手続 き を 完全 に 実施 する こと は , 研究 室 的 
な 場 で な いと 不可 能 で ある と 思わ れる . し か し な が ら , 
皮 内 反応 以外 に 今一つ 簡単 な 反応 を 加え % え る こと は 必ず し 
も 不可 能 で は な か ろう . それ に は 選択 性 に 於 て 補 体 結合 
反応 に 生々 劣る が , 操作 の 簡便 な 点 か ら R.F. test を 行 
う の が 適当 で あろ 5. 

太 所 寄生 に つい て は 適当 な 例 を 持 合 せな い の で ある が 
Sadun et al. (1958) の 報告 で は 7 例 の 患者 で , その 中 5 
例 は 2 例 は 結核 の 疑 で あつ た が , 内 反応 及び 
体 結 合 反 応 の 何れ も 陽性 を 示し , 後に と な つて 胸 彩 湖 出 液 
又は 切除 組織 内 に 肺 吸虫 卵 乃 至 虫 体 を 証明 し た が , 2 例 
に お いて は 又は 体 の 証明 な し に た に クタ rr キン の 治 
を 行 な つ て 症状 消失 を 認め た の で 本 症 と 決定 し て いる . 
但し 之 等 の 患 者 で は 何れ も 強い 好 酸 球 増加 を 認め , 中 2 
例 で は 濃厚 な 家族 内 感染 を 認め て いる . 従 つ て , 病 覚 を 
有する 馴 者 で 躍 卵 が 発見 出来 ぬ 場 合 で も , 疑わ し い 臨 床 
症状 を 有 し , 本 症 に 対す る 友 内 反応 陽性 に し て , 且つ 補 
体 結合 反応 又は R.F. test の 何れ か 1 つ 以 上 の 陽性 成績 
を 示し た 時 は , 一 応 本 症 の 治療 を 行 な つ て みる べき で あ 

最後 に 抗原 の 問題 で ある が , Sadun et al. (1958) は . 
acid soluble protein fraction 及び acid insoluble but alka- 
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line soluble protein fraction が 内 反応 に 体 結合 
反応 に 鋭 租 で ある と 報告 し て いる が , 上 友 内 反応 の 抗原 に 
っ いて は 既に 横川 ・ 大 島 ら (1955~1957) の 詳細 な 検討 
が あり , 又 補 体 結合 反応 の 抗原 に つい て る 横川 ・ 粟 野 ら 
(1956) が V. B.S. 抗原 を 推奨 し , 今回 の 実験 は 何れ も 
之 た 拠 つ た . R.F. test で は , C-L 抗原 を 用 いた Vogel 
et al. (1957) は 旋 毛 虫 症 に 於 て で ある が , Melcher et al. 
(1942) の 方 法 で 幼虫 か ら polysaccharide fraction を 分 離 
し , 叉 albumin 及び globulin fraction を も 分 け て 抗原 
と し た が , 殆 ん ど 反 妨 を 示さ な か つた と 述べ て いる . 又 
B 抗 原 に は , Bozicevich は 旋 毛 虫 生理 食塩 水 抽出 液 を 使 
用 し , Norman et al. (1956) は acid soluble protein fract- 
jion が それ に 劣ら ず 有 効 で ある と し て いる . 著者 は B 抗 
原 及 び C-L 抗原 の 何れ に も 肺 吸 虫 成虫 生理 食塩 水 抽 出 
液 を 使用 し た の で ある が , 本 抗原 は 100 倍 と いう 如き 比 
較 的 高 濃度 の も の を 使用 する 関係 上 , 収量 の 点 か ら み て 
余 程 鋭敏 な fraction で な い 限り , 実際 に は 生理 食塩 水 
全 抽 出 液 が 適当 で あろ うぅ と 思わ れる . 勿論 。 ひ ろく 使用 
に 供する た め に より 鋭敏 な 抗原 を 作製 する こと は , 今後 
の 研究 の 軍 要 な 課題 で ある . 
結 

肺 吸虫 症 に 関し て 皮 内 反応 , 補 体 結合 反応 及び Rapid 
Flocculation Test (R.F. test と 略 ) の 各 反 応 の 価値 並び 
に 関係 を 検討 し , 次 の 結論 を 得 た . 

1) 新た に Cholesterol-Lecithin 抗原 に ょ る R.F. test 
を 応用 し, 之 が 他 の 従来 の 反応 と 同様 に 肺 吸虫 症 の 有力 
な 免疫 血 消 学 的 診断 波 で ある こと を 認め た . 

2) RL.F. test に 於 て , Bentonite 抗原 と Cholesterol 
Lecithin 抗原 に ょ る 反応 の 一 致 率 は 忠 卵 陽性 群 に 於 て 
73 % で あつ た . その 凝集 価 は 躍 卵 の 有無 で 明らか な 差 を 
示す . 

3) 皮 内 反応 及び 補 体 結合 反応 に 於 て は , 虫 卵 陽性 群 
に 於 て 年 齢 に よ ょ る 一 定 の 変化 は 認め られ な か つた . 

4) 補 体 結合 反応 抗体 価 と R.F. test 北 集 価 と の 関係 
は , Bentonite 抗原 に ょ る 反応 で は 稽 々 平行 し , Choleste- 
rol-Lecithin 抗原 に よ ょ る 反応 で は 抗体 価 の 高い 場合 に 生 
々 平行 する . 但し , 補 体 結合 反応 抗体 価 が 極め て 高い 場 
合 に , R. F. test は 何れ る 陰性 を 示す こと が ある の で 和 注 
意 を 要する . 

5) 上 友 内 反応 以外 の 3 種類 の 反応 で 次 の こと が わか つ 
た . 鋭敏 , Bentonite 抗原 に ょ る R.F. test 補 
体 結合 反応 >Cholesterol-Lecithin 抗原 に ょ る R.F. test 
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の 順に 低下 する . i 虫 卵 検出 率 は , C-L 抗原 に ょ る 
R.F. test > B 抗 原 に ょ る R.F. test > 補 体 結合 反応 の 腺 
に 低く な る . 纏 ) 備 陽性 率 は , C-L 抗原 に ょ る RF. test 
<B 抗 原 に ょ る R.F. test < 補 体 結合 反応 の 順に 高く な 
る . (yw) 反応 陰性 の 場合 に ,。 本 症 を 千 定 し 得る 確率 は , 
補 体 結合 反応 > B 抗 原 た にょ る R.F. test >C-L 抗原 に ょ 
る R.F. test の 順に 小 と な る . 

6) _ 補 体 結 合 反 雇 及 び R.F. test は , 本 症 の 治療 経過 
と 共に 大 体 平行 し て 変動 を 示 し , 治療 効果 並び た に 治 閥 判 
宗 の 指標 と な る . 治療 効果 を 認め る 場合 は , C-L 抗原 に 
よる R.F. test っ BB 抗原 に ょ る R.F. test っ 補 体 結合 反応 
の 順序 で 陰性 化し て 行く こと と が 多い . 


する に 当り 御 指 導 御 校 を 賜 わ つ た を 横川 教授 に 
ん で 感謝 の 意 を 表す る と 共に , 終始 多大 の 御 援助 を 賜 わ 
つた 吉村 助教 授 に 各 位 特に 辻 学 厚く 
意 を 表し ます . 谷中 重 な 材料 を 提供 下さ つた 新潟 労災 病 
院 及 び 国 立 赤江 療養 所 に 厚く 礼 申 上 げ ま す . 
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STUDIES ON IMMUNOLOGICAL DIAGNOSIS OF PARAGONIMIASIS 


SABURO TAKANO 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Chiba University, Chiba, Japan) 


The survey for paragonimiasis with the intradermal test. complement fixation test (C.F.-test) 
and the rapid floculation test (R.F.-test) were held in the endemic areas, Shizuoka-, Niigata-, 
Ehime-, Kochi- and Miyazaki-prefectures in Japan. The new technique of R.F.-test with the 
cholesterol-lecithin antigen (C-L-antigen) which was described by Vogel (1957) as the diagnosis 
for trichinosis were applied for paragonimiasis in parallel with the other tests. The results were 
summarized as follows : 

l. The eggs of paragonimus were proved by stool and sputum examinations in 187 cases 
(25.4%) out of 737 cases which showed positive intradermal test, and in 9 cases {3.9%) out of 
233 cases which showed doubtful intradermal test respectively. 

2. Paragonimus eggs were shown respectively in 159 cases (49.1%) out of 386 C.F.-test 
positive cases and in 37 cases (6.3%) out of 584 C.F.-test negative cases. 

3. No correlation was found between the egg positive ratio and the increase of diameter 
of wheals of intradermal test. But a high correlation was seen between the egg positive ratio and 
the antibody titers of C.F.-test ; 32.0% of 120 cases of X10-x50 in dilution of serum, 54.1% of 
74 cases of X50-x150 and 65.5% of 29 cases of x150 were proved to be paragonimiasis (less 
x10: negative reaction). 

4. The R.F.-test and the C.F.-test were seemed to be equally sensitive. 

5. 84.6% of 52 sera of paragonimiasis patients were shown as positive by R.F.-test with 
bentonite antigen (B-antigen) and 65.4% of those positive with C-L-antigen. False positive 
reactions were shown in 12.7% of 63 control sera with the. former test, and only in 6.4% of 
them with the latter test. 

6. Both of the titers of C.F.-test and R.F.-test decreased gradually in the course of treat- 
ment of 15 paragonimiasis patients, and became finally negative during the periods from 1 to 3 
months after the beginning of successful treatment. 

7. Comparisons of the results of the above mentioned tests were made on the following 
items (a~c): 

a) Sensitivity of the tests — R.F.-test with B-antigen 之 C.F.-test >R.F.-test with C-L-antigen. 

b) Recovering rate of eggs — R.F.-test with C-L-antigen >R.F.-test with B-antigen >C.F.-test. 

c) Rate of false positive reaction — C.F.-test with B-antigen >R.F.-test with C-L-antigen. 
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肺 吸虫 の 宿主 特異 性 に 関す る 研究 


ッ テ ス テル マン 肺 吸虫 及び 大 平 肺 吸虫 の 
白 腔 内 及び 皮下 移植 実験 


大 村 寛 俊 
千 大 学 医学 部 医 動物 学 (寄生 虫 学 ) 教 (指導 横川 教授 ) 


(昭和 35 年 1 月 14 日 受領 ) 


は じ め に 

人 体 寄 生 種 で ある ウェス テル マン 肺 吸虫 Paragonz- 
mus westermani (Kerbert 1978) と 大 平 肺 吸虫 Para- 
gonimus ohirai (Miyazaki 1939) と の 差異 に つい て は , 
多数 諸家 に ょ り そ れ ら の 形態 学 的 , 並 た 病理 学 的 観点 か 
ら 種 々 明らか に され て いる (宮崎 , 1939, 1940, 1943, 
1944, 1946, 1947, 1949 ; 田辺 , 1950 ; 一 色 , 1954, 1955 ; 
横川 ( 宗 ) (1955) ). 然し な が ら こ れ ら 両 種 肺 吸虫 の 生物 学 
的 性 質 , た と えば 両 種 共 に 終 宿 主 の 肺 臓 と い ぅ 特殊 な 肘 
器 に 好 ん で 寄生 生活 を 営み な が ら , 大 平 肺 吸虫 は 各種 の 
野 と イタ チ い は 肖 に , 他方 ウェ ステ ルマン 肺 
虫 は 犬 , 猫 , その 他 の 野 獣 及び 人 等 に 好適 な 宿主 を 求め 
て お り , 後者 は 煎 族 体内 で は 成就 す る こと が 困難 な 事実 
は 甚だ 興味 深い 点 で ある が これ ら の 点 に つい て の 解明 は 
殆ど な され て いな い . 

横川 教授 等 は ここ 数 年 来 , 肺 吸 虫 の 宿主 特 羅 性 Host. 
Parasite Relationship に 関す る 種々 の 実験 を な し て きた 
が , 著者 は 本 命題 の 一 環 と し て 以下 の 実験 を 行 つ た . 即 
ち 大 平 肺 吸虫 (以下 P.O. と 略す ) が 好適 宿主 と す 
る の に , 一 方 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 (以下 P.W. と 略す ) 
は や お いて は その 発育 が 著しく し , 
し 難い と いう 3 点 ( 宮 崎 , 1946 ; 横川 ( 宗 ) ら , 1959) に 着目 
し て , 両 種 肺 吸虫 の 成虫 を 主として 削 (一 部 を 使 
用 ) の 腹 有 条 内 或 は 皮下 組織 内 に 移植 実験 を 行い , これら 
正体 の 運命 の 追究 を 試み た . 肺 吸虫 の 宿主 特異 性 と いう 
点 た に 関し て は , 既に 横川 ( 宗 ) ら (1959) が 指摘 し て いる 如 
く , 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を 動物 に 投与 し た 場合 , 先ず 
動物 の 種類 に より 腸管 内 で の メタ セル カリ ア の 脱 相 , 及 
び 脱 幼 虫 の 宿主 腸 壁 宰 通 の 難易 な どの 宿主 体内 侵入 ま 
で の 諸 条 件 と 宿主 体内 侵入 後 の 宿 主 側 か ら 受 ける 諸 条 件 


の 両者 に 左右 され る と 老 え られ て いる が , 本 実験 で は 主 
と し て 後者 の 観点 か ら 追 求 し た わけ で ある . そもそも 肺 
吸虫 の を 白 海 , 或いは 犬 等 に 移植 実験 を 試み 
た と いう 報告 は 古く は 河村 (1916) , 横川 ( (1919) , 次 
(1920) 等 が あり , 近く は 富村 (1959) 等 の 研究 者 に よっ つて 
報告 され て いる が , これ 等 の 研究 は 虫 体 の 宿主 体内 移動 
に 基づく 暴 常 感染 径 路 の 追求 や , 虫 体 の 発育 等 の 観点 か 
ら 行 われ も た も の で あつ て , 著者 の 如き P.O. 及び P.W. 
両 種 肺 吸虫 の 成虫 を 用 いて 古 も 上 述 の 如き 目的 を 以 て 行 
つた 実験 は 未だ 見 出し 得 な い . 猪 本 移植 実験 に お いて は 
P.W. が 人 体 に 寄生 する 場合 , し ば し ば 肺 臓 以外 の 諸 騰 
器 組 織 に と 審 生 を 認め る 所 調 異 所 寄生 或いは 迷 入 と いう ぅ 現 
祭 を も 本 実験 で 始め て 得 た . 以下 ここ に 得 ら れ た 成績 の 
概要 を 報告 する . 
実験 材料 と 方 法 

P.O. の 成虫 : P.O. 濃厚 感 菜 地 域 で ある 南 伊 豆 地 方 及 
び 兵 庫 県 豊岡 地区 の タロ ペン ケイ Sesarma dehaani の 
肝臓 より 型 の 如く 分 離し た メタ セル カリ ア を 上 成 癌 し た 自 
に 3 ヶ ~ 5 ヶ 経 的 に 投与 し , 投与 後 内 に 多 
の P.O. 下 卵 が 証明 され る よう に な つた 35 日 より 74 日 
に 至る 種々 の 期日 た お いて し , これ ら 感 染 白 
臓 虫 國 内 か ら 可 及 的 無菌 状態 下 に 分 離さ れ た 成就 虫 体 を 
用 いた . 分 離さ れ た 虫 体 は 直ちに 35°C 前 後 の 々 タイ セー 
ド 液 に て 数 回 洗 , その 他 の 附 着 物 を きれ い に 
洗い 去り , 運動 の 活発 な も の 且つ 子宮 内 に 虫 卵 を 充満 す 
る も の の み を 実験 に 供し た . 

P.W. の 成虫 : P.W. の 濃厚 感染 地域 で ある 県 
野川 流域 の モク ズ ガ = japonicus の び 
肉 内 か ら 分 離し た ぇ メタ セル カリ ア を 生後 1 年 前 後 の 成 犬 
に 30 ヶ ~80 ヶ 与 し , 3 ~ 6 ヶ月 経過 後 内 


本 研究 の 一 部 は 六 部 省 科 学研 究 費 ( 肺 吸虫 研究 班 ) の 補助 を 受け た と と を 人 附 記 し 謝意 を 表し ます . 
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横川 宗雄 記 . 


に 多数 の P.W. 卵 が 証明 され た 後 検 し 肺 臓 虫 
ょ り P.O. の 場合 と 同様 可 及 的 上 呈 無菌 的 た 分 離し た 運動 
活発 な 成熟 虫 体 を 用 いた . 

移植 方 

夫々 上 述 の 如く し て 得 ら れ た P.O. 及び P.W. の 成 
虫 を 体重 130 g 前 後 の 白 削 , 及び 体重 250g 前 後 の 海 着 
の 腹腔 内 及び 皮下 組織 内 に 移植 し た . 怒 ち 操作 に 当 つ て 
は , 海 を 固定 台 に 背 位 に 固定 し 腹面 の 正中 , 
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中 心 を 3 cm の 範囲 小鉄 に て 毛 を 除去 し , 面 
を よく アル コー ル に 2% マー キロ クロ ー ム に て 
た 後 , 腹腔 内 移植 の 場合 は この 剃 毛 部 の 中 心 部 に 小 切 開 
を 加え , 皮膚 , 皮下 組織 筋 膜 , 腹筋 層 , 腹膜 へ と 経 層 的 
に 切開 し , 虫 体 を 確実 に 腹腔 内 た 挿入 し た . 一 方 度 下 組 
織 内 へ の 移植 で は 内 まで 同様 を 加え た 後 
下 組 織 内 た 々 小指 頭 大 の 際 を 作る 様 に の 先 で 
的 に 切開 中 心 に し , ここ に 挿入 され た 体 が 充 


第 1 表 A 群 P.O. 成虫 の 白 昧 腹腔 内 移植 実験 の 成績 ( 兆 検 所 見 )・ 


虫 体 の 存在 部 位 及 び 病 変 


実験 動物 移植 後 の 移 植 発 見 
番 号 経過 日 数 体 数 体 数 腹 


胸 


8 1 ( 生 ) 
0 


肺 臓 , その 他 に 著 変 な し 遊離 生存 


1 1 虫 横隔膜 面 附 着 


14 1 ( 生 ) 
lM 1 ( 生 ) 


1 ( 生 ) 


0 

1 ( 生 ) 
2 ( 生 ) 
2 ( 生 ) 
2 ( 生 ) 


1 ( 生 ) 


1 ( 生 ) 
1 ( 生 ) 


2 ( 生 ) 
1 ( 生 ) 


1 ( 生 ) 
1 ( 生 ) 
2 ( 生 ) 
1 ( 生 ) 
1 ( 生 ) 
1 ( 生 ) 
2 ( 生 ) 


1 ( 生 ) 


1 胸腔 内 遊離 

肪 膜 軽度 肥 

肪 膜 肥厚 療 
着 , 肺 臓 出血 数 = っ, 下 ( ) 
左 胸腔 内 遊離 , 肥厚 
卵 ( ), (生存 ) 

右 胸腔 内 遊離 , 虫 卵 苔 , 左右 と 
肪 膜 着 , 肥厚 像 著 明 (生存 ) 


遊離 (生存 ), 
左 肺 に 虫 形成 (内 2 虫 ) 

虫 卵 苔 ( ) ( ) 

同 上 ( 低 し 右 肺 ) 

遊離 , 虫 卵 苔 ( 十 ) (生存 ) 


+ + + + + 


2( 生 用 , 左 間 (2 生存 ) 


同 上 


洞 に 虫 の み 多 数 


虫 肉芽 組織 形成 ( 肝 下 
面 ) 大 等 に 卵 苔 ( ) 肝 表 
卵 附 (2 生存 ) 


病変 著 明 , 卵 ( ) (生存 ) 
右 胸膜 内 遊離 , 左右 肺 臓 面 に 虫 卵 
多数 着 , 肥厚 (生存 ) 

左 胸 逐 内 遊離 , 左 肺 に 虫 卵 

性 1 =, 肪 膜 肥厚 (生存 ) 


洞 に 虫 形成 内 2 虫 生 ) 


右 と ゃ も 肥厚 (生存 ) 


〇 は 虫 雲 形成 , 十 は 虫 体 の 存在 を 示す 


| 
3 
| 
3 
4 
* 
W. 
7 
9 
10 
現 11 
12 
13 
16 17 
24 + 
(51) 
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分 身動き 出来 る 様 に し た . か くし て 貝 体 を 挿入 後 は 手術 
創 を 注意 深く 順次 縫合 し , 縫合 部 に マー キュ ロロ クローム 
を 交 布 し 創 の 二 次 的 細菌 感染 の 排除 に 努め た . 

観 

移植 後 一 定期 間 を 経て , 卒 次 剖 検 し 虫 体 の 移植 後 の 移 
動 の 状態 を 注意 深く 検索 し , 虫 体 の 存在 の 有無 , 検出 貝 
体 の 生死 の 判定 及び これ ら に 基 因 する と 思わ れる 病変 を 
詳細 に 肉眼 的 た に 観察 し た . 然 る 後 虫 体 は 一 部 固 宗 標 本 と 
し , 一 部 圧 平 染色 標本 と な し 形態 的 に 顕微 鏡 下 に 観察 し 
た . 側 に お ける 病変 部 は その まま 10 ホルマリン 
水 に て 固 一 部 は パラ フイ ン 包 埋 の 標本 と し て 病 
理学 的 に 鏡 検 し た . 

実験 成績 

1. P.O. 成虫 の 削 移植 実験 の 成績 (A ) 

虫 体 移植 後 8 日 , 14 日 , 17 日 , 40 日 , 42 日 及び 46 
日 に 廊 検 した. 実験 例 数 は 夫々 5 例 , 10 例 , 2 例 , 3 例 
4 例 及 び 3 例 で 計 27 例 で あつ た . 移植 され た 貝 体 数 は 
1 ~ 2 虫 宛 で その 詳細 は 第 1 表 に 示し た . 即ち 8 日記 検 
群 で は 5 例 中 2 例 に お いて 移植 虫 体 は 既に 胸腔 内 移行 が 
認め られ た が , この 中 2 貝 移植 の 1 例 で は 1 虫 の み が 胸 
移行 し , 他 の 1 虫 は 腹 に お いて し 横隔膜 面 
に 附 着 し て いた . 

他 の 3 例 中 , . 1 例 に は 全く 所 見 が を えら れ な か つた が , 
2 例 に お いて は 共に 腹腔 内 に 小豆 大 の 貝 胃 様 肉芽 組織 が 
横隔膜 と 肝臓 と の 間 に み と め ら れ , 杏 胞 内 に 2 貝 宛 寄生 
し て いた . 然し 2 虫 の 内 1 躍 が 既に 変性 崩壊 の 過程 に あ 
る も の も みとめ られ た . これ ら 横 隔 膜 と 肝臓 と の 間 に 形 
成 さ れ た , 可 成 り 肥厚 た 線維 性 肉芽 構成 さ 


れ , 内 に 虫 卵 を 混 じ ゃ た 褐色 の 液状 物 を 充満 し , 惜 も 肺 


" 臓 に 形成 せら れる 典型 的 な 虫 國 に 類似 する も の で あつ 
た . 猫 上 述 の 胸腔 内 に 移行 し た 2 貝 は 運動 猫 活発 で あり 
貝 卵 は 肪 膜 表面 に 散在 し , 肺 臓 に 於 いて は 軽度 の 小 出 血 
斑 が な みとめ られ た の み で , まだ 肺 臓 内 え の 寄 生 は 認め ら 
れず 胸腔 移行 後 間 も な いこ と を 示す 所 見 で あつ た 

次 に 移植 後 14 日 害 検 群 10 例 に つい て みる と , 3 貝 移 
植 の 1 例 で は 2 虫 は 既に 右 胸腔 内 に 移行 し 胸 腔 内 で 活発 
に 運動 し て いた . 

他 の 2 虫 宛 移植 の 4 例 で は , その 大 半 の 3 例 で も 貝 体 
は こと ご と さく 胸 腔 内 に 発見 され , 内 2 虫 に お いて 何れ も 
肺 に 典型 的 な 形成 し , この 中 に 2 相 擁し て 
生存 し て いた . の 1 例 で は 間 肪 膜 の 高度 な 肥 
厚 像 を みとめ た が 2 貝 は まだ 有 内 に 遊離 し , 肺 臓 内 侵入 
は 認め られ な か つた . 猫 こ の 群 の 残り の 1 例 で は 腹腔 内 


の 肝臓 左 葉 と 左 と の 間 に の 線維 性 の 肉芽 組織 
が 形成 され , この 内 に 2 虫 が 生存 寄生 と し て いた ,. 即ち 
14 日 記 検 群 10 例 で の 成績 は 上 述 の 如く 8 例 に お いて 有 棄 
に 体 の 胸 移行 を みとめ , 1 例 た に お いて 腹腔 内 に 
体 寄 生 を 認め た が , 他 の 1 例 で は 陰性 で あつ た . 17 日 間 
検 群 2 例 は 何れ も 1 貝 宛 移 植 の も の で ある が , 共に と これ 

ら の 貝 体 は 右 胸腔 内 た 移行 し , 肺 臓 に お ける 新旧 の 大 小 
出血 業 を 始め , 肪 膜 の 高度 の 肥厚 欠損 , 出血 を みとめ , 
所 々 に の 卵 塊 の 散布 が みとめ られ た . 然し 虫 
形成 は 認め らち られ な か つた . 次 た 40 日 剖検 群 3 例 で は 2 
移 の 1 例 た 肝臓 下面 と 横隔膜 と の 間 に 肉芽 
織 の 形成 を 認め , その 内 た に 2 虫 が 生存 寄生 し て いる の を 
認め た が (写真 1 参照 ) 他 の 1 貝 宛 移植 の 2 例 で は 虫 体 ば 
何れ も 胸腔 内 た に 移 行 し て お り , 肺 臓 表面 , 横隔膜 , 胸腔 
内 , 又は 胸壁 内 面 に 点 在 す る 苔 様 虫 卵 塊 が 多数 認め られ 
た . これ ら の 肪 膜 , 肺 臓 に お ける 病変 は 14 日 群 の も の 
に 類似 し , 可 成 り 高度 で あつ た . 猪 注 目 す べき は 前 述 の 
肝臓 下面 と 横隔膜 と の 形成 さ れ た 肉芽 組織 内 
虫 体 の 認め られ た 例 で は , 胸腔 内 肺 臓 後面 の 縦 隔 洞 部 に 
虫 卵 の 散布 が 多数 みとめ られ た こと と で , 本 例 に お いて も 
貝 体 は 既に 一 度 は 胸 腕 に 達し , その 後 再 び 腹 腕 に 逆 も ど 
り し た も の と 思わ れる . 1 

猫 肪 膜 及び 肺 臓 に お ける 病変 は 寄生 部 位 の みな ら ず 左 
対 側 に お いて る 同様 の 病変 が し ば し ば みとめ られ た が , 
これ は 上 虫 体 が 両側 胸 腕 内 を か な り 自 由 に 移動 し 得る も の 
と 考え られ る (第 1 図 A6, A8, All, Al18, A22, 
A26, A27 参照 ). 42 日 章 検 群 の 4 例 中 2 虫 宛 移植 の も 
の 2 例 , 1 上 虫 宛 移植 の も の 2 例 で あつ た が , 2 貝 移植 の 
1 例 で は 右 肺 に 2 ヶ 認 めそ の 内 1 は 他 の 1 に 
は 2 躍 生存 寄生 し て いた . 他 の 3 例 で は 検出 虫 体 は 1 虹 
宛 で あつ た が , 何れ も 貝 体 は 胸 有 内 に 移行 遊離 し て い 
た . 然し 虫 形成 は 認め られ ず 右 両 肺 に 多数 の 
苔 の 附 着 を 認め た . : 

小 括 以上 P.O. 成虫 を 腹腔 内 に 1 ~ 3 宛 移 
し , 移植 後 8 日 より 46 日 まで に 至る 種々 の 期間 に 斉 検 
し , 貝 体 の 運命 並 に 虫 体 移動 に 基づく 病変 を 詳細 に 観察 
し た . これ ら の 成績 を 通 覧 する と 次 の 点 が 注目 され る . 
即ち 8 日 着 検 例 で は , その 1 部 の 虫 体 は 既に 胸 有 科 内 に 移 
行 を 終 つ っ て いた が , まだ 腹 腕 に 残留 する も の が 多 か つ 
た . 然し 14 日 以後 の 害 検 群 で は 移植 虫 体 の 大 多数 が 鹿 
こ 胸 腔 内 に 移行 し て いる こと が 明か に され た . 即ち 8 上 
か ら 14 日 包 の 1 週間 前 後 の 期間 に 移植 虫 体 の 大 半 が 騰 
有 内 に 移行 を 終る こと が 明らか に され た . 然 も この 短期 


( 52 ) 


> 


間 の に 肺 臓 内 た 形成 し, その 内 に 寄生 が 認め ら 
れ た 例 も 証明 され た . 更に 14 日 より 46 日 に 至る 
計 22 例 で は 胸 役 内 移行 を みとめ られ な か つた の は 1 例 
に すぎ ず , 腹腔 内 に と ど ま つ た 貝 体 と 貴 も 腹 有 符 内 に 形成 
され た 貝 相 様 の 肉芽 組織 内 に 生存 寄生 を 継続 し て いた . 


写 説 明 
大 平 肺 吸虫 成虫 に ょ り 肝 臓 下面 に 作ら 
れ た 織 ( 内 2 生 存 ) 
A 群 No. 18 参照 
ウエ テス テル マン 肺 吸虫 成虫 に ょ り 大 編 
内 に 形成 され た 内 1 虫 生存 ) 
B 群 No.24 参照 
ウエ テス テル マン 肺 吸虫 に ょ り 右 肺 臓 に 
形成 され た 内 2 生存 ) 
B 群 No.21 参照 


以上 の 点 か ら 貝 体 の 胸 有 移 行 は , 移植 後 14 日 前 後 で 略 
々 了 する も の と 思わ れる . に 2 上下 移植 の うち 14 
日 章 検 例 で は 2 貝 共 胸腔 内 に 達し た も の は 殆ど 肺 臓 に 典 
型 的 虫 苗 の 形成 が 認め られ た . 然 % その 病変 像 は 愉 も 
P.O. の セア ルカ リア を 経 日 せしめ た 場 
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第 1 図 胸 に 移行 し た 体 の 存在 部 位 及 び 肺 臓 に ける 病 あら ま 
〇 
出血 
肪 膜 肥厚 及び 療 着 
A。 A 群 の 実験 動物 番号 No.6 (以下 これ に 準ずる ) 
( 図 は 総 て 左側 左 肺 , 右側 右 肺 ) 


し 


合 に みとめ られ る 病理 学 的 所 見 と 極め て 類似 し て いた . 
即ち 肪 膜 に お ける 高度 の 肥厚 閥 着 像 , 肺 臓 に お ける 大 小 
出血 巣 の 存在 等 が みとめ られ た . 所 が 1 虫 の み 胸 腔 内 移 
行 を 認め た 例 で は , 貝 國 の 形成 は 全く 認め られ な か つ 
た . この 点 に 関し て は 既に 横川 教授 は 虫 相 形 成 た に は 2 虫 


同 楼 を 必要 と する と 報告 され て いる が , 本 実験 に お いで 
も この こと が 証明 され た こと は 興味 深い . 人 腹 腔 内 と と 
ど ま つ た 体 が 臓器 間隙 に の 肉芽 を 形成 し て その 
間 に し , 愉 肺 臓 に お ける 成 じ た 反応 
認め あら れ た こと と は , 正常 の 感染 実験 に は みとめ られ な い 


第 2 表 A 群 (P.O. 成虫 の 白 恨 腹腔 内 移植 実験 ) 実験 成績 一 覧 表 


実験 移植 生存 体 総数 。 感染 数 
例 体 。 び 体 生 存 率 及び 感染 腹腔 胸腔 胸腔 移行 率 
5(62.5%) 4(80.0%) 3 2 40.0% 
14~17 日 群 12 18 15(83.3%) 11( 91.6%) 2 13 86.6% 
40 へ ~46 日 知 10 15 13(86.6%) 10(100.0%) 2 11 84.6% 
計 27 41 33(80.5%) 25( 92.5%) 7 26 


( 54 ) 


0 


1 


点 で 実験 的 加 所 寄生 の 成立 機転 に 多く の 示唆 を 与え る も 
の と 思わ れる . 虫 の み 胸 有 移行 の 場合 左右 
と も に 種々 の 病変 が 認め られ た こと 及び 1 例 た に お いて は 
腹 ら 胸 更に 腹 えと 移行 が 認め られ た こと は 本 
貝 成虫 が か な り 自 由 に 移行 し 得る こと を 明か に し た を も の 
で 人 体 に お ける 肺 吸虫 症 に お いて 各 臓 器 え の 迷 入 の 可能 
性 を 示 する も の と 考え られ る . 2 表 は 本 実験 を 8 
日 群 , 14~17 日 群 , 40~46 日 群 の 3 群 に 分 け て , その 
成績 を 概括 し た も の で ある が これ に よう 各 群 に お ける 移 
植 後 の 経過 時 間 の 延長 と 共に 胸腔 内 を の 移 行状 況 が よく 
理解 され る . 即ち 8 日 群 で は 40 迷 に 過ぎ な か つた も の 
が 14 日 以後 の 群 で は 86.6 84.6 に 上 昇 し て 
いる . 次 に 章 検 に と ょ つて 躍 体 も 存在 せ ず , 且 病 変 も 全く 
みとめ られ な か つた も の が 8 日 群 に 1 例 , 14 日 ~17 日 
群 に も 1 例 み と め ら れ た が こむ ら を 感染 不成立 と 考え る 
と , その 平均 感染 率 は 92.5 必 と な る . 
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2. P.W. 成虫 の 内 移植 実験 の 成績 (B ) 
P.W. 成 を 有 に 移植 し , 8 日, 14 日 22 日 
23 日 ,30 日 及び 33 日 と 追 つ て 次 各 群 を 検 し 得 
た 所 見 の 概要 は , 第 3 表 に 未 し た 如く で ある . 答 群 に たつ 
いて の 実験 例 数 は 5 例 , 5 例 , 7 例 , 3 例 , 2 例 及 び 2 
例 で 計 24 例 で あつ た . 次 に その 所 上 易 を 略 述 する . 先 づ 
8 日 で は 1 宛 移 の も の 3 例 3 移植 の も の 2 
例 で あつ た . 前 者 で は 1 例 に 虫 体 が 腹 有 条 内 た 遊離 し て 存 
在 し て いた が , 後者 の 2 例 で は 大 綱 膜 及び 小腸 間 膜 内 に 
埋没 し て いた . 怒 ち 大 綱 膜 内 に ある も の は その 部 に 小豆 
大 の 限局 性 肉芽 が 形成 され , 内 に 1 下 が 辛 う じ て 生 存 し 
運動 は 極め て 緩慢 で 虫 体 の 一 部 は 白 に 濁し 可 成 
し て いた (写真 2 参照). 小腸 間 膜 内 た 同様 肉芽 組織 
に 包 され て 見 出さ れ た 体 は 既に 死亡 も , 変性 
あつ た た. 腹 内 に 遊離 し て 生存 し て いた も を 
の 体形 の 縮 像 も 目立ち , 運動 も 緩慢 で を 


第 3 表 P.W. 成虫 の 白 腹 内 移植 実験 の 成績 ( 検 所 見 ) 


実験 動 移植 後 の 移 植 発 見 下 体 の 存在 部 位 及 び 病 変 
物 番 号 経過 日 数 虫 体 数 数 腹 胸 
1 8 1 1( 生 ) 大 肛 埋没 
2 1 1( 生 ) 二 腹腔 内 遊離 病変 殆 ん ど な し 
2 何れ 内 遊離 , 虫 卵 肝 表面 
下腹 部 皮下 織 内 内 に 
7 2 1( 生 ) 十 麻 面白 ( 虫 卵 ) 
2 虫 腔 内 遊離 (生存 ), 1 虫 小 腸 
14 1 右 肺 出血 み 
17 1 1 ( 生 ) 十 
18 23 
19 右 胸腔 内 遊離 , 肥 
22 1( 生 ) 腹腔 内 
23 33 2 2 ( 生 ) 


〇 は 虫 要 形 成 , 十 は 躍 体 の 生存 を 示す 
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じ て 了 巴 宮 等 内 部 構造 を 充分 透 見 出来 な い 程 度 に 濁 し て 
いた . 3 貝 宛 移 植 の 2 例 で は 何れ も 2 虫 宛 生存 虫 体 が 腹 
腕 内 に みとめ られ た . これ ら の 生存 貝 体 は いづ れる ゃ 比較 
的 運動 活発 で , 子宮 内 卵 の 存在 も 透 見 し 得 た . 両側 と も 
腹腔 内 た は 多数 の 虫 卵 の 贅 布 附 着 が みとめ られ た . この 
群 に だ お いて は 1 例 と 嘩 も , まだ 胸腔 内 に 移行 し た 虫 体 は 
認め 得 な か つた . 14 日 群 計 5 例 た に つい て 見 る と , た だ 1 
例 た に 3 虫 移 植 が 施さ れ た が , 他 は 全 例 2 虫 宛 移植 の も の 
で あつ た . 2 貝 移植 の 1 例 に は 虫 体 は 見 出さ れ て いな か 
つた が , 他 の 4 例 で は 何れ も 生存 虫 体 が 見 出さ れ た . こ 
の 群 で 注目 すべ き 所 見 は , 2 虫 移植 例 の 1 例 た に 始め て 胸 
受 内 移行 の 1 虫 を 確認 し 得 た こと で あつ た . この 場合 虫 
体 は 胸 受 内 に 遊離 し て 比較 的 健在 で 運動 も 良好 で あつ 
た . 訪 余 の 虫 体 は 8 日 群 の それ と 大 同 小 異 の 所 見 で , 小 
腸 間 膜 部 或いは 腹壁 内 面 に 虫 様 の 肉芽 組織 が 形成 され 
た 中 に 生存 し , 或いは 用 内 に 猫 遊 離し て いる も の も あつ 
た . 猫 こ の 群 で 興味 ある 点 は , 腹腔 内 臓器 表面 殊 に 有 臓 
表面 に 隆起 し た 限局 性 の 白 北 が 認め あられ, 二 枚 の 硝子 板 
で この 部 を 圧 平 し て 鏡 検 し た 所 , 多数 の 虫 卵 を みとめ た 
の で 後日 この 部 を 切片 染色 標本 と し て 観察 し た 所 , 膝 臓 
被膜 の 線維 性 肥厚 像 の 中 に 多数 の 卵殻 を みとめ た . 即ち 
病理 組織 学 的 に は 限局 性 有 周 囲 炎 Perisplenitis fibrosa 
chronica localisata の 所 見 で あつ て ,。 恐らく 貝 体 は 寄生 
部 位 を 求め ん と し て 肝臓 表面 に と ゃ 器械 的 刺 埋 を 与え , こ 
こと に 躍 卵 が う 5 みつ けら れ , 従 つ て 之 等 異物 に 対す る 反応 
と し て か か る 肉芽 形成 の 像 が あら われ た も の と 考え られ 
る . 肝 臓 表面 に も 1~ 2 小 折 みとめ 同様 所 見 を 
し て いた . 次 に 22 日 ~23 日 群 で は 何れ も 1 貝 宛 移植 し 
た も の で 計 10 例 で ある . この 内 2 例 は 全く 所 見 が えら 
れ な か つた が , 訪 余 の 8 例 た に お いて は こと ご と く 貝 体 の 
胸腔 内 移行 が 確認 せら れ た . 貝 体 は 何れ も 胸腔 内 に 遊離 
し 肺 臓 表面 に 吸着 し て いる も の , 或いは 胸腔 内 壁 に 吸 症 
し て いる も の で あつ た . 肪 膜 肥厚 及び 欠損 , 肺 臓 に お け 
る 小 出 血 斑 の 出現 も みとめ られ た が , 之 等 の 病変 は P.O. 
成虫 移植 実験 た に 比 し 比較 的 軽 徴 で あつ た (第 1 図 B8, B 
12, B21, B23 人 参照). 30 日 ~33 日 群 は 何れ も 2 貝 宛 移 
植 し た 計 4 例 で ある . 本 実験 群 で は 4 例 中 1 例 で は 腹部 
大 表 面 に 腫 肉 組織 の 形成 が 認め られ , その 内 に 
生存 帳 体 を 1 虫 認め た の み で 胸 腔 を の 移行 は 認め られ な 
か つた . 本 成 部 位 の 周辺 部 の 腸 間 膜 に 小数 ら 
卵 が 散布 し , 高度 の 容 着 が みとめ られ た . 他 の 1 例 で は 
1 貝 が 腹 受 内 に 遊離 し , 残り 1 虫 の 存在 は みとめ られ な 
か つた . の 2 例 で 移植 体 の こと ご と く が 胸 内 に 


21 日 に 至る 期間 に お いて 計 9 例 を 誠 検 し た . 
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移行 し , 肺 臓 に 典型 的 貝 結節 を 形成 し 内 た 2 虫 が 夫々 生 
存 寄生 し て いた (写真 3 参照 ). 胸部 移行 の 2 例 で は 肪 肛 
及び 肺 臓 に は 先述 し た 如き 病変 を 認め た が , 殊 に 虫 部 
の 存在 する 側 と 反対 側 の 助 膜 に ゃ 肥厚 欠損 像 を も みとめ 

小 括 : P.W. 成虫 を 白 削 内 に 1 ~ 3 宛 移植 し 移 
植 後 8 日 より 33 日 まで に 至る 期間 に お いて し 
P.O. の 場合 と 同様 の 所 見 を 観察 し た . 本 実験 に お いて 
えら れ た 所 見 を P.O. の 場合 と 比較 し て 主 な る 相違 点 に 
注目 する と 次 の 如く で あつ た . 即ち P.O. の 場合 に お い 
て は 8 日 妊 に だ お いて 既に 一 部 の 躍 体 が 胸腔 内 移行 を み と 
め た が , P.W. の 場合 に 於 いて は 14 日 群 に 至る も まだ 
10 例 中 1 例 た 胸腔 内 移行 を みとめ た の み で 他 は こと ご 
と く 腹 受 内 た 残留 し て いた . 然るに 22 日 以後 の 群 で は 
殆 と どの 実験 例 に お いて 胸 受 内 移行 を みとめ 得 た . 即ち 
22 日 以後 33 日 造 の 誠 検 群 で は 一 部 腹腔 内 に 猫 残 留 す る 
も の も あつ た が 大 部 分 の 虫 体 は 胸 受 内 移行 が みとめ られ 
た . 之 等 の 所 見 か ら P.W. の 場合 に は 22 日 前 後 の 経過 
日 数 を 境 と し て 生存 虫 体 の 大 部 分 が 胸腔 内 に 移行 する と 
考え られ る . 猫 2 虫 宛 移植 群 で 2 虫 共 胸 腔 に ある も の は 
P.O. の 場合 と 同様 肺 臓 に 虫 形 成 が みとめ られ た が 1 
宛 の も の で は 1 例 を も 成 を みとめ ず , 胸 
麻 内 た 遊離 し て いた こと る も 同様 で あつ た . 猫 虫 体 所 見 と 
し て 注目 すべ き は 腹 受 内 に 肉芽 組織 に 被 包 埋没 され た 中 
体 は も と より , 有 麻 内 遊離 の 虫 体 も その 装 縮 が 高度 で 運動 
も 不 活 発 な も の が 多く 一 部 に 変性 崩壊 過程 に ある と 思わ 
れる も の も 甚 か ら ず みとめ られ た . この こと は 胸腔 内 に 
移行 し た 虫 体 に つい て も 或 る 程度 は 共通 し た 所 見 で 閉 縮 
像 が 閉 し く 躍 体 の 光沢 も 減少 し て 内 部 構造 を 透 見 し 難い 
も の が 混在 し , 子宮 内 虫 九 も 叉 基 だ 少 き か 全く 消失 し て 
いる も の も みとめ られ た . 今 こ こ た に B 和 群 実験 で 得 ら れ た 
成績 を A 群 に お ける と 同様 の 観点 か ら 整 理 し て 見 る と 次 
の 第 4 表 の 如く と な る . 

即ち 実験 例 数 は 計 24 例 で あり , 移植 虫 体 数 は 計 38 虫 
で あつ た . この 中 種々 の 経過 を へ て 誠 検 され た 際 , 融 も 
角 生 存 貝 体 と し て 発見 め れ た も の は 総数 27 虫 (71.0 %) 
で あっ つた. 胸 彩 内 移行 率 は 8 日 群 で は 0 で 14 日 群 で 供 
か に 12.5 必 で あつ た の が 22 日 以後 の 群 で 84.6 と 銀 
上 圧し て いる . これ は P.O. 成虫 の 場合 と こ 
と な つた 点 で あつ た . 

3. P.O 成虫 の 有 移植 実験 の 成績 (C ) 

P.O. 成虫 を 導 の 腹 受 内 に 移植 し , 移植 後 7 日 より 
種々 の 都 


a 


第 4 表 B 群 (P.W. 成 虫 の 白 選 腹 腔 内 移植 実験 ) 実験 成績 一 覧 表 


実験 移植 虫 


生 存 虫 体 
例 数 体 総数 。 総数 及び 生存 率 


白 泉 感 染 数 生存 虫 体内 訳 生存 虫 体 の 
及び 感染 率 胸腔 胸腔 移行 率 


5 9 6(66.6%) 
5 11 8(72.7%) 
4 18 13(72.2%) 
24 38 27 (71.0%) 


5(100 %) 0 0 
4(80.0%) 7 1 12.5% 
11(78.5%) 2 11 84.6% 
20(83.3%) 15 12 


第 5 表 C P.O. 成虫 の 内 移植 実験 の 成績 ( 所 見 ) 


実験 移植 後 の 移 植 発 見 


虫 体 の 生存 部 位 及 び 病 変 


虫 体 数 体 数 


腔 


1( 生 ) + 腹腔 内 遊離 虫 卵 苔 ( 十 ) 
2.( 生 ) 


十 右 胸 内 遊離 虫 形成 な し 虫 卵 苔 ( 


第 6 青 C 群 (P.O. 成虫 の 海 娠 腔 内 移植 実験 ) 実験 成績 一 覧 表 


移植 虫 生存 虫 体 総数 
体 総数 及び 生存 率 


白 感染 生存 虫 体 内 訳 
及び 感染 率 腹腔 胸腔 


生存 虫 体 の 
胸腔 移行 率 


4 3(75%) 
4 


6 0 
14 3(21.4%) 


2(100%) 66.6% 
0 0 0 

0 0 


) 
2(22.2%) 


合 で 観察 例 数 が すく な く , その 判断 に は 猫 慎 重 を 要する 
と 思わ れる が , 一 応 そ の 成績 を まとめ て みる と 第 5, 6 
表 の 如く に な つた . 即ち 移植 虫 体 は 1 ~ 2 虫 宛 で あつ た 
が 7 日 章 検 群 に た だ いて 腹 受 内 に 生存 遊離 し て いた も の が 
1 例 , 胸腔 内 に 2 貝 全部 が 移行 し て いた も の が 1 例 み と 
め ら れ た の み で 他 の 7 例 は こと ご と く 虫 体 の 存在 も 全く 
みとめ ぇ を ず , 病変 も 何等 認め る こと が 出来 な か つた . 布 
も 腹腔 内 或いは 胸腔 内 何れ を 問わ ず 発 見 され た 貝 体 は そ 
の 装 縮 が 著 明 で , 運動 も て つた. 胸腔 内 の 2 
の 内 1 は 過程 に ある も の で 体 の 一 部 に が 
みとめ られ た . 腹 有 符 内 臓器 組織 の 病変 像 る 軽微 で 胸腔 内 
た に 僅か に 虫 卵 の 散布 が みとめ られ た の み で あつ た . 猫 所 
見 を 全く みとめ られ な か つた 7 例 で は , 肛 ら く 虫 体 は 移 
植 後 早期 に 死 減 崩壊 し 吸収 さん れ た も の で あろ うと 考え ら 
れれ た 。 

4. P.O. 成虫 の 折 削 皮 下 組 織 内 移植 実験 の 成績 (D 
) 


P.O. 成虫 を 百 削 皮 下 組織 内 に 移植 し , 移植 後 5 日 よ 
り 42 日 に 至る 種々 の 期間 に し , 体 の 運命 及 
び 病 変 に つい て 観察 し た . その 所 見 の 概要 は 第 7 表 の 如 
く で ある . 本 実験 群 に だ お いて は 誠 検 し た 日 数 が 可 成 り ま 


ち ま ち で ある の で 便宜 上 5 ~ 9 日 群 , 10~20 日 群 及び 


28~42 日 群 の 3 群 に 分 け て その 所 見 の 大 要 を 記述 する 
こと と と する . 因 ち に 芝 等 3 群 の 実験 例 数 は それ ぞ れ 6 例 
10 例 及 び 6 例 計 22 例 で あつ た . 先 づ 5 ~9 日 群 で は 5 
日 及び 8 日 夫々 の 1 例 た に 帳 体 は 腹腔 内 に 移行 し て いた が 
その 中 6 日 の 例 で は 上 虫 体 は 既に 死亡 し 崩壊 変性 過程 に あ 
つた . 8 日 の 1 例 で は 腹腔 内 肝臓 下面 に 吸着 寄生 し て い 
る 生存 貝 体 を 認め た . 他 の 1 例 で は 移植 局所 ょ りや や 上 
部 に 形成 され た の 肉 内 た に 生存 し 可 成 り 活 
な 運動 を みとめ た . その 他 の 例 で は 何れ も 移植 し た 局所 
に 皇 死 崩壊 し , 肉芽 に ょ る 硬 結 を 認め た の み で あつ た . 
次 ぎ に 10 日 ~20 日 群 で は 夫々 1 由 づ つ 移 植 し た 10 日 の 
1 例 , 12 日 及び 20 日 の 夫々 1 例 計 3 例 で は 虫 体 は 既に 
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胸 有 内 に 移行 し 遊離 の 状態 で 生存 し て いる の が 認め られ 
た . 即ち 肺 臓 表面 に は 多数 の 虫 卵 塊 が 附 着 し , 葉 間 助 膜 
肥厚 像 が 高度 で 肺 臓 に 小 出 血 斑 が 多数 に 存在 し て いた 
(第 1 図 D8, D16, D22 参照 ). 帳 体 は 活発 な 運動 を 営 
み , 虫 卵 は 子宮 内 に 完 満 し て いた . 猫 こ の 3 例 に お いて 
は 寄生 を みとめ た 片側 の みな ら ず 反対 側 肺 臓 に も 軽度 の 
肪 膜 の 線維 性 肥厚 と 肺 臓 の 出血 性 夷 点 を みとめ を た . そ 
の 他 の 7 例 中 3 例 で は 虫 体 を 確認 し 得 な か つた が , 残り 
の 4 例 中 3 例 で は 貝 体 は 移植 され た 部 位 に お いて 死滅 崩 
壊し , 他 の 1 例 の みそ の 部 で 生存 し て いた が その 運動 は 
極め て 緩慢 で 体 の 一 部 に 変性 浪 濁 を みとめ た . 即ち 10 日 
~20 日 訓 検 群 10 例 で は その 3 例 た に 皮下 組織 ょ り 胸腔 内 
移行 を 確認 出来 た . 28 日 ~42 日 群 の 6 例 で は 42 日 の 1 
例 た 右 胸腔 内 移行 を みとめ , 他 は 35 日 , 42 日 の 例 で は 
既に 体 は 移植 部 位 に お いて し 肉 組織 っ 
て 被 包 され て いた . 他 の 3 移 で は 貝 体 は 認め 得 な か つ 
た . 猪 本 実験 で 最も 興味 ある 点 は 虫 体 の 皮下 組織 ょ り 胸 


受 に 到 落 し た 移植 経路 を 推察 せしめ る 所 見 に 接し た こと 
で あつ た . 即ち 12 日 及び 20 日 の 胸腔 内 移行 を み と み た 
2 例 の 内 , 前 者 で は 虫 卵 の 塊 が 直線 状 に 移植 部 位 よ り 上 
行 し , まもなく 深層 の 腹筋 筋 間 結 合 織 間 隙 に 至り , っ つい 
で 再び 上 行 し て 前 胸壁 に 達し , や や 虫 卵 の 連鎖 は 断続 し 
征 ら 胸壁 筋 間 組織 間隙 を 縫っ つて 更に 深層 に つづ いて い 
た . 一 方 後者 の 例 で は 略 々 同様 の 虫 卵 の 連続 は 横隔膜 附 
落 部 まで つづ きこ こと こ で や ゃ や 深層 に 入り 消失 し て いた . か 
か る 所 見 は 恐らく 虫 体 の 移動 の 経路 に そつ て 躍 卵 が 散布 
され た も の で あり , 前 者 に お いて は 更に 直接 胸腔 を , 後 
者 に お いて は 腹腔 内 或 は その 近辺 部 ょ り 胸 腔 内 た 侵入 し 
た も の と 考え られ る . 

小 括 : 以上 之 等 実験 成績 群 に つい て まとめ て みる と , 
移植 体 の 総数 は 22 この 内 た 際 し て 生存 し て 
いた 貝 体 数 は 7 虫 で あつ た . 即ち 腹腔 内 に 移行 し て いた 
も の は 実際 に は 2 虫 で あつ た が , 内 1 帳 は 死ん で いた の 
で 生存 貝 体 の 数 に 入れ な い . その 他 胸 腔 内 に 4 虫 , 皮下 


第 7 表 D 群 P.O. 成虫 の 白 恨 皮下 組織 内 移植 実験 の 成績 ( 兆 検 所 見 ) 


実験 動物 移植 後 の 移 植 発 見 


生 体 の 存 在 部 位 及 び 病 


号 経過 日 数 虫 体 数 虫 体 皮下 組 腹 胸 腔 
移植 部 より lcm の 所 に 
1 1 1( 生 ) 二 に ょ り 被 包 (生存 ) 
2 1 1( ) 移植 部 位 死 
9 肝 吸 着 ( 生 存 ) 
6 9 1 1( 死 ) 十 移植 部 位 に 死 
7 10 
左 胸 腔 内 遊離 (生存 ) 
8 1 ( 生 ) 十 左右 葉 間 膜 肥厚 
肺 に 出血 
9 11 
10 12 
11 
12 rn 1 1 ( 死 ) 移植 部 位 に 死 
右 胸腔 内 遊離 
大 肪 膜 肥 
14 4 1 1( 死 ) 十 移植 部 位 に 死 
15 20 
右 胸 腔 内 遊離 虫 卵 苔 
大 膜 肥厚 (生存) 
17 28 
部 位 た 壊死 
20 42 1 1( 死 ) 二 移植 部 位 に 死 
21 4 1 0 
右 胸腔 内 遊離 
22 1 ( 生 ) 十 左右 膜 
右 胸腔 内 虫 卵 ( ) 


組 
| か 
と ! 
5 
) 
6 
例 ? 
2. 
( 58 ) 


第 8 表 群 P.W. 成 虫 の 白 下 内 移植 実験 の 成績 ( 所 見 ) 


実験 動 移植 後 移植 発見 


虫 体 の 部位 及 


物 番 号 経過 日 数 体 数 下 数 皮下 腹 胸 
1 6 1 0 
2 0 
1 1 ( ) 腹腔 内 遊離 ( 死 ) 
4 1 1( 死 ) 内 に 
5 14 2 0 
6 7 2 0 
2 0 移植 部 小豆 大 形成 
8 1 0 
9 1 2 0 
10 0 移植 部 に 壊死 
0 
12 1 0 移植 部 に 肉芽 の み 
13 21 1 0 
14 ”/ 1 0 移植 部 に 肉芽 の み 
+ 
16 7 1 0 移植 部 に 壊死 
17 22 1 0) 同 
20 0 


組織 内 に と その まま 生存 し て いた も の 2 虫 で 計 7 虫 と な 
る . 以上 の 結果 か ら み る と 皮下 移植 の 場合 は 腹腔 内 移植 
に 比べ て 著しく その 成績 は 悪 か つ た が , 躍 体 が 皮下 組織 
か ら 腹 逐 或 い は 胸 腕 を と 移行 し 得る 経路 を 追求 し 得 た こ 
と は 興味 深い 点 で ある . 

5. P.W. 成虫 の 下 組 織 内 移植 実験 の 成績 (E 

P.W. 成虫 を 削 下 に 1 ~ 2 宛 移 植 し , 経過 日 数 
6 日 より 22 日 に る 期間 に お いて , 次 し て 計 20 
例 を 観察 し た . 所 見 の 概要 は 第 8 表 に 示し た 通り で あ 
る . 猪 本 群 で は 便 家 上 6 日 群 , 14 日 群 及 び 21 日 ~22 日 
群 に 分 け て 説明 する . 

先 づ 6 日 群 4 例 で は 只 1 例 に 虫 体 が 腹腔 内 に 移行 し て 


いた が , 体 は 既に 死 し て お り , 腹 に 少数 の 
の 附 着 が みとめ られ た が , 臓器 組織 に は み と む べき 所 見 
は えら れ な か つた . その 他 の 3 例 で は 価 れ も 虫 体 は 全く 
移植 部 位 に お いて 山 壊 若く は 一 死に お ち 入 つて いた . 14 
日 群 の 8 例 で は 全 例 共 虫 体 は 移植 部 位 に お いて 死滅 し , 
虫 体 原 形 を と ど め な い 程 に 崩壊 し 線維 性 肉芽 組織 に 被 包 
され て いた . 即ち 本 群 で は 8 例 中 生存 貝 体 を 1 虫 も み と 
め 得 な か つた . 勿論 胸腔 内 や 腹 有 内 移行 を みとめ た も の 
は 1 例 も な か つた . P.O. の 場合 に お いて 8 日 ~12 日 群 
に 腹 有 条 内 1 正 , 胸腔 内 2 虫 が 移行 し た 成績 と 比較 し て か 
な り 著 る し い 相 違 が ある と 思わ れ た . 最後 に 21 日 ~22 
日 の 8 例 に つい て みる と , ここ に 至 つ て 始め て 2 例 (2 
虫 ) が 胸腔 内 た 移行 し て いる の を 確認 し た (第 1 図 E15 


第 9 表 群 PO. 成虫 の 皮下 移植 実験 ( 所 見 ) 


実験 動 移植 後 移植 発 見 


物 番号 経過 数 数 体 数 皮下 粗 腹 胸 腔 
1 15 1 1 ( 生 ) 十 列 苔 ( 十 ) 右 肺 に 小 


移植 部 に 瘍 形成 
1 ( 内 に 性 虫 体 ) 


十 腹 遊離 病変 少し 


275 
マ 
| 
4 2 0 
5 21 1 0 
6 2 0 
7 2 0 
8 28 2 0 


276 


正 19 参照 ). 何れ も この 場合 胸腔 内 の 病変 は 比較 的 軽 徴 


で , 虫 体 は 受 内 に 遊離 の 状態 で みとめ られ た が , 運動 は 
極め て 緩慢 で 壮 縮 像 が 閉 明 で あつ た . 即ち その 成績 を ま 

と め て みる と 実験 例 の 総数 は 20 例 , 移植 虫 体 の 数 は 計 
26 虫 で あつ て 生存 虫 体 数 は 2 虫 の み で あつ た . 移植 後 皮 
下 組織 ょ り 腹 腕 に 到達 し た 虫 体 は 僅か た に 1 虫 で あり ( こ 
の 貝 体 も 既に 死滅 し て お り 生 存 虫 体 で は な か つた ) 胸腔 
内 移行 は 2 虫 に 過ぎ な か つた . この 2 貝 の 胸腔 内 移行 経 
路 も 恐らく P.O. の 場合 と 同様 と 思わ れる が 確実 た は 追 
求 し 得 な か つた . 

6. P.O. 成虫 の 海 首 皮下 組織 内 移植 実験 の 成績 (F 
) 

P.O. 成虫 を 用 い 海 疾 皮下 組織 内 に 同様 の 実験 を 行 つ 
た 成績 は 第 9 表 の 如く で あつ た . 実験 例 数 が や や 少な く 
8 例 で あり , その 観察 期間 も 15 日 より 28 日 に 至る も の 
で あつ た . 何れ も 1>~ 2 貝 宛 移 植 に よる も の で 15 日記 
検 群 4 例 , 21 日 ~28 日 癌 検 群 4 例 で ある . 15 日 例 で は 
1 貝 移植 の 例 に 既に 右 胸 腕 内 た 移行 し , 遊離 生存 する も 
の が 認め られ た 他 , 2 貝 移植 例 の 1 例 た に , 1 虫 が 腹腔 内 
た 生存 し , 肝臓 表面 に 吸 落 し て いる も の が 確認 され た . 
前 者 で 膜 の 高度 の 及び 肥厚 像 が みとめ られ 
の 多数 の 点 状 附 着 が みとめ られ た 外 , 肺 臓 の 1 部 に 限局 
性 の 化 臓 巣 ( 肺 臓 瘍 ) の 存在 が みとめ られ た . 腹 受 内 で 
みとめ られ た 例 で は 肝臓 た に 2~ 3 の 小 出 血 斑 が みとめ ら 
れ た 外 , 移植 部 位 に 猫 1 虫 が 死滅 崩壊 し 2 次 的 感染 が 生 
じ 腰 瘍 形成 を みとめ , この 部 を 中 心 に 線維 性 肉芽 組織 が 
形成 せら れ て いた . この 2 例 を 除い て は 残り の 全 例 は 何 
れる も 貝 体 は 移植 部 位 に お いて 死滅 し , 変性 壊死 の 状態 で 
みとめ られ た 外 特 記す べき 所 見 は えら れ な か つた . 即ち 
移植 虫 体 の 数 は 計 13 虫 で あり 生存 虫 体 は 僅か に 2 貝 に 
な か つた 

総括 並び に 考察 

著者 は ここ に P.O. 成虫 及び P.W. 成虫 を 用 い 之 を 
び 腹 有 並 に 皮下 組織 内 に 移植 し 上 述 の 
き 実 験 を 試み , 虫 体 の 移植 後 の 種々 の 経過 時 日 に お ける 
運命 と これ に よ ょ つて 引き お こさ れる 宿主 側 に お ける 病変 
に つい て 詳細 に 比較 観察 を 試み た . その 大 要 を 概説 する 
と 次 の 如く で ある . 

e(1) P.O. 及び P.W. 成虫 の 折 腹 内 に 移植 し た 
実験 で は , 観察 期間 は 夫々 8 日 より 46 日 , 及び 8 日 よ 
9 33 日 に 至る 期間 で 略 々 併行 し て 実験 が 行わ れ た . 実 
験 例 数 は 夫々 27 例 及 び 24 例 で 1 ~ 3 貝 が 移植 せ られ 


(60 ) 


た . 之 等 移植 され た 貝 体 数 は 夫々 計 41 虫 及び 38 虫 で あ 
り , 庫 検 た 際 し て 得 ゅ れ た 生存 虫 体 総数 及び 虫 体 生存 幸 
は それ ぞ れ 33 虫 (80.5 ) 及び 27 で あっ 
た . 今 こ の 貝 体 生 存 率 を P.O. の 場合 と P.W. の 場合 
と 各 害 検 時 期 に と ょ り 比 較 し て みる と , P.O. で は 14 日 ~ 
17 日 群 で 83.3 , 40 日 ~46 日 群 で 86.6 , P.W. で は 
14 日 で 72.7 , 22 日 ~33 日 群 で 72.2 な り , 
0O. の 方 が 虫 体 生存 率 は 稽 々 高い 程度 で それ 程 閉 しい 差 
が ある と は 思わ れ な が つた . 然し 貝 体 の 腹 腕 か ら 胸 腔 を 
の 移行 状況 か ら み る と 両 種差 異 は 閉 し く こ と な る こと が 
上 明か と な る . 即ち P.O. 成虫 の 白 削 腹 受 内 移植 群 で は 移 
植 後 8 日 で 既に この 一 部 は 胸 腕 移行 が み ら れ , 14 日 前 
後 で 殆ど の 大 半 が 腹 腕 か ら 胸 腕 を の 移行 を 完了 し て い 
る が ,P.W. 成虫 群 で は 8 日 後に 胸 腕 を 移行 の み ら れ た の 
は 1 例 も な く , 14 日 後に 至る も 僅か に 8 虫 中 1 虫 (12.5 
) が 胸腔 に 認め られ た に 過ぎ ず , 22 日 以後 で 始め て そ 
の 大 半 が 胸腔 移行 し て いた . 即ち P.W. 成虫 の 場合 
は P.O. 成虫 た と 比 し 胸腔 を の 移行 が 10 日 ~14 日 遅 延 す 
る こと が 明らか に され た . この こと は 或いは 
受 ょ り 検 出さ れ た P.O. 成虫 は 運動 不 活 発 で 体 の 装 縮 が 
認め られ た こと か ら 考 えて も , P.W. 成虫 に と と つて は , 
白 戦 は 必ず し ゃ 好適 の 宿主 で は な く 従 つて その 運動 が 陽 
害さ れ 胸 の 移行 が お くれ る も の と 想像 され る . 
その 他 の 病変 が P.W. で は 軽 徴 で あつ た と いう こと を も 或 
い は 上 記 の 理由 に ょ る と も 考え られ る . 俗 P.O. 成虫 を 
海 疾 腹 有 内 た 移植 し た 実験 で は その 例 数 が 少 い た め 明 ら 
か な こと は い を ない が , 害 検 7 日 の も の で は 舘 ま だ 生存 
虫 体 を 認め 胸腔 内 移行 貝 体 も 認め た が , 15 日 以後 の 害 見 
群 で は 生存 虫 体 は 1 虫 も 見 出さ れ な か つた . 即ち P.O 
成虫 と いえ を どる 海 疾 体内 で は 15 日 以上 は 生存 出来 な い 
と と が 明らか に され た 訳 で , この こと は P.O. の メタ セ 
ルカ ヵ リア を 海 に 経 的 に 与え て も 感染 し 難い こと と 
に 海 終 は P.W. は も と より P.O. に と つて も 好適 な 宿 応 
と は 蓋 え な いと 考え られ る . 次 に P.O. 或いは P.W. の 
成虫 が 胸腔 内 に 移行 し た 場合 1 の み の 移 行 で 
は 単に 胸腔 内 に 遊離 若く は 肺 臓 , 胸腔 内 壁 に 吸着 し 産卵 
を 営む の み で あつ た が , 2 貝 共 に 移行 し た も の で は 正常 
感染 の 場合 と 同じ く 肺 臓 に 完全 な 貝 細 を 形成 し その 内 に 


2 虫 共 に 生存 寄生 の 認め られ た こと は 極め て 興味 深い . 


この こと は 既に 述べ た 如く 肺 臓 に 虫 細 を 形成 する に は 2 
虫 以上 必要 と する と 又 う 横川 教授 の 説 た 一 致す る も の で 
ある が , その 理由 に つい て は 含 明 か で な い . 又 2 虫 移行 
の 場合 , 胸腔 移行 後 1 週 前 後に は 既に 肺 臓 に 虫 謀 が 完成 
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され て いる の が 認め られ た が , この こと は 正常 感染 の 場 
合 肺 臓 に 虫 覇 の 形成 され る の は メタ セル カリ ア 投 王 後 
P.O. で は 20 日 以上 P.W. の 場合 で は 約 30 日 以上 を 要 
し , 虫 体 が 一 定 以 上 発育 し て か ら の 後 で ある と 有蓋 うこ と 
と 考え 合せ 虫 相 形 成 機転 を 追求 する 上 に 宣 要 な 手がかり 
を 与え た も の と 考え られ る . 又 更 に 興味 深い こと は P.W. 
の ぇ メタ セル カリ ア を 拍 肖 に 投与 し た 場合 は , 虫 体 は 感染 
する こと は 困難 で 従っ つて 肺 臓 に 虫 を 形成 する こと は な 
い に も か か わら ず , 本 実験 の 如く 成虫 を 白 削 た 移植 し た 
場合 その 肺 臓 に 完全 な 躍 が 形成 され る と いう こと で こ 
の 点 も 成 機転 解明 % の 更に 一 つの 手がかり を を 
た も の と 思わ れる . 知 胸 腔 を 1 貝 移行 の 場合 , 肺 臓 に は 
由 相 の 形成 は 認め られ な か つた が , 肪 膜 た に お ける 線維 性 
像 , 着 , 肺 臓 に お ける 大 小 の 新旧 種々 の 出血 
或いは 肺 表面 に 附 着 する 躍 卵 苔 な ど が 左右 両側 と 認め ら 
れ た . この こと は 前 述 の 如く 肺 吸 虫 成虫 が 左右 両側 の 肺 
ええ 自由 に 移行 する こと を 示し た も の で , 人 体 肺 吸虫 症 に 
お いて , し ば し ば 新旧 種々 の X 線 像 が 両側 肺 に 認め られ 
不可 解 と され て いた 点 た つい て を も, これ を 解明 する 一 つ 
の 鍵 を 示し た も の と 考え られ る . 一 方 腹腔 内 に 残留 し て 
いた 躍 体 の 中 に は 肝臓 , 大 綱 或 い は 横隔膜 と 肝臓 と の 間 
或 は 肝臓 と 腎臓 と の 間 の 組織 間隙 等 に 線維 性 肉芽 組織 
( 虫 杏 ) が 形成 され , その 中 に 寄生 し て お り , 愉 も 肺 吸虫 
の 腹腔 内 塁 所 寄生 の 典型 像 を 思わ せる も の が み ら れ た . 
又 _ こ れ ら の 中 に は 一 旦 胸 腔 内 に 移行 し た も の が , 再び 腹 
有 に 逆 も どり し , そこ に 所 生 を で いた と 思わ 
れる 例 も あつ た . 動物 に お ける 正常 感染 経路 で は か か る 
景 所 寄生 を 認め る こと は 殆 ん ど 皆 無 で ある に も か か わら 
ず , 本 実験 の 如く 腹 の 成立 を 認め た こと 
は 極め て 興味 深い . 

(2) 海 内 に 移植 され た P.O. 成虫 に 関し て の 成 
績 と つい て は 例 数 も 少 い の で 詳 述 を 省く が , 1 例 だ け で 
ある が 2 移 行 の 場合 も 未だ 虫 作ら ず 腹 内 
の 病変 も 軽微 で 体 自体 の , 非 活動 性 が 目立つ 
た . この こと は 海 交 は P.O. に 対し て 抵抗 性 強く , 好適 
宿主 で は な いこ と を 示す も の と 老 え られ る . 

(3) P.O. 及び P.W. 成虫 の 皮下 組織 内 移植 実験 

は 次 いで P.O. 及び P.W. 成虫 を 主として 削 
(一 部 導 ) 皮下 組織 内 に 移植 し 前 述 の 腹 移 同様 
な 観点 た 於 いて 所 見 を 求め た . その 結果 を 概略 述べ る と 
次 の 如く で ある . 即ち P.O. 群 で は 何れ も 1 此 宛 移植 で 
計 22 例 即 ち 22 虫 が 移植 され た . その 結果 を られ た 貝 体 
は 7 虫 (但し 観察 期間 は 5 日 より 42 日 に 至る ) で あつ て , 
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虫 体 生 存 率 は 31.8 で あつ た . 面 か も 7 貝 の 内 4 虫 が 
10 日 以後 の 経過 時 日 に おい て 胸 有 内 た , 1 虫 が 腹腔 内 選 
移行 し て いた . P.O. 成虫 が 極め て 生活 に 不利 な 皮下 紺 
織 内 に 移植 され た の に も ゃ も 拘ら ず 長 時 日 に 頁 つ て その 大 
そり リ : が 生存 し 更に 腹 有 稼 内 及び 胸 有 内 に まで 移動 し 得 た 事 
実は 甚だ 興味 深い 所 見 で あつ た . 他方 P.W. を 移植 せ し 
め た 場合 に お いて は , 6 日 より 22 日 まで の 貝 体 生存 率 
は P.O. の 場合 に と 比 し て 極め て 低い 値 を 示し , 又 胸腔 移 
行 率 も P.O. に 比 し て 極め て 低く か つた . この こと か ら 
も 百 削 の P.O. 及び P.W. に 対す る 好適 性 が 或 る 程度 推 
察 さ れる と 思う . 何れ に し て も 皮下 組織 に 移植 され た 成 
虫 が 少数 で は ある が 肺 臓 まで 到着 し 得 た と いう こと は 覆 
め て 興味 ある 点 で , 特に その 経路 に つい て の 追求 は 重要 
と 思わ れる の で 別 の 項 で 考察 する こと に し た い . 次 に 導 
着 皮 下 組 織 内 に 移植 され た P.O. の 運命 で ある が , 実験 
例 数 が 少な く 稽 * 不 確実 を 色 れ な い が , 15 日 経過 例 た に お 
いて 1 例 づ っ 胸腔 及び 腹腔 内 に 到達 し て お り , 病変 は 
P.O. を 白 削 内 た 移植 し た 場合 と 可 成 り 類 似 し て いた が 
白 削 た 移植 し た 場合 より その 生存 率 も 低く 胸腔 内 移行 率 
も 極め て 低 率 で あぁ つた. この こと は 海 終 は P.O. に 対し 
て る も 好適 宿主 で な いこ と を 示し た も の と 考え られ る . 

(4) 移植 政体 の 体内 移行 経路 の 追求 

先 に 次 藤 (1915) は P.W. の 宿主 体内 に お ける 移行 経路 
を 究明 せん が た め に 犬 た P.W. の メタ セル カリ ア を 経 ロ 
投与 し , 一 定 の 時 日 を 経て 腹腔 内 か ら 稽 々 発育 し た P. 
W. の 成 を 得 , これ を び の 腹 有 移植 
実験 を 試み , 移植 され た 幼 成 虫 の 若干 の も の が 再び これ 
ら 移 植 動物 の 腹 有 条 内 で 更に 成長 発育 し 寄生 生活 を 継続 し 
得る こと , 及び その 1 部 の 貝 体 に 少数 で は ある が 胸 彩 内 
こと 達し を えた こと を 報告 し , 胸 用 内 に 移行 する 時 期 た 関し 
て は 極め て 迅速 に し て 3 日 以内 た 行わ れ を た と 報告 し て 
いる . 河村 (1916) も 赤 P.W. の 幼 成 虫 を 同様 に し て 得 
た 後 , 再び 健康 な 小犬 に 試食 せ し め た 所 , 若干 の 貝 体 は 
よく 消化 液 た 抵抗 し て 再び 腸 壁 を 容 通 し , 腹 有 符 内 に 到達 
し , 一 内 に 出 た 体 は 肝臓 た 迷 入 する こと な く 
や か に 胸腔 内 肺 臓 に 向 つ て 侵入 する も の で ある こと を 時 
ら か に した. この 際 氏 は 体内 移行 に 起因 する 反 
応 , と り わ け 肝 臓 に と お いて は Creeping disease 様 の 溢 
形成 は みとめ られ ず 従 つっ て 腹腔 臓器 病変 の 軽度 で ある こと 
と を 報告 し て いる . 横川 ( (1916) も 頭 た 移植 し 
た 肺 中 虫 協 虫 の 胸腔 内 に 移行 する 経路 に つい て , 虫 体 が 
組織 間隙 を 通り うる こと を 推察 し た . 最近 富村 (1959) は 
小型 大 平 肺 (PD lokzwenensis) を 用 い , その 虫 を 
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腔 内 か ら 回 収 し , 再び 健康 削 腹腔 内 に 移植 実 
験 を 試み 計 27 例 に つい て 貝 体 の 胸腔 内 移行 が 100 必 に 
みとめ られ た と 報告 し て いる . 著者 の 実験 で は P.O. 及 
び P.W. の 成虫 を 用 いた も の で , 上 人 述 の 諸家 の 行 つ た 実 
験 の 如き 幼 成 虫 を 用 いた も の で な く , 成虫 の 移動 状態 及 
び 如 何 な る 経路 を 経て 腹 受 内 着く は 胸 有 内 移行 を する か 
と う 点 を 追求 し た . その 結果 皮下 組織 内 に 移植 され た 
P.O. 成虫 が 胸腔 内 に みとめ られ た 2 例 で は 間 検 た 際 し 
て , 移植 部 位 の 正中 腹壁 皮下 ょ り 更 に 深層 の 腹筋 筋 東 問 
隙 に 下 卵 の 卵 塊 が 連 針 状 た に みとめ られ , 更に か か る 貝 卵 
の 直線 状 連 鎖 は その まま 上 行 し 所 々 切断 され て は いた が 
胸部 の 片側 胸 筋 筋 間 結 合 織 と そつ て 上 行 し て いる こと が 
みとめ られ た . その 他 の 実験 例 で も 度々 上 述 の 腹筋 筋 間 
組織 間隙 に 躍 卵 塊 が 点 状 に 散在 し, 或 は 横隔膜 附 着 部 の 
体 壁 筋 間 結 合 織 に も 虫 卵 が みとめ られ て いる . この 様 な 
所 見 か ら 推 察 す れ ば , 恐らく 移 柄 され た 躍 体 は 腹壁 皮下 
組織 ょ り 上 行 し つつ 更に 深層 の 組織 間隙 を 縫い 歩い て , 
時 に 直接 腹膜 表層 に 到達 し て その まま 腹 有 科 内 に 移行 し, 
腹 肥 内 た に 達し た 虫 体 は 更に 横隔膜 殊 に 横隔膜 た 存在 する 
組織 間隙 を 通過 し 胸 腕 た に 達する 場合 , 或いは 筋 間 の 組織 
間際 を 上 行 し て 横隔膜 直下 又は 胸壁 に 達し , これ ら の 部 
位 よ り 直 接 胸 腔 内 容 通 を 試み る 場合 が ある も の と 推察 さ 
れ た . か く の 如 く 幼 虫 の みな ら ず 成虫 が な お 強力 な 組織 
容 通 能力 を 有 し , 本 来 の 寄生 部 位 で ある 肺 臓 え の 移 行 を 
とこ こと ころ みる こと は 其 だ 興味 深い . 

人 告 腹 腕 内 に 移植 され た 虫 体 の 中 , 胸腔 内 に 移動 し えな 
か つた 虫 体 は , その 多く が 腹腔 臓器 間隙 や , 大 綱 , その 
他 腸 間 面 に 部 位 を 求め , 遂に 腹 有 に の 肉 
芽 形 成 を だ お こない, その 中 に 2 虫 が 共に 寄生 生活 を お こ 
な つて いる の が 認め られ た . これ まで 人 体 で は 暴 所 寄生 
例 或 い は 迷 入 例 は 数 多く 報告 され て いる が . 動物 実験 で 
の 寄生 を 行わ し め た と 実験 は 末 (1919) の 猿 の 
移植 実験 の み で あつ た が , ここ に 著者 は 始め て 
削 だ お いて 腹 内 に 寄生 を 起 さ せる こと に つい て 
功 し た . 然し この 媒 所 寄生 の 機転 に つい て は 人 和 舘 不 明 の 点 
が 多い の で 今後 追求 し た い . 

(5) 両 種 肺 吸 虫 に ょ る 病変 像 に つい て , 本 実験 の 病理 
学 的 所 見 に お いて 両 種 肺 吸虫 に と ょ る 病変 像 が か な りこ と 
な つて ‘た こと は 注目 すべ きこ と で あつ た . 即ち P.O. 
成虫 移植 に だ おい て は P.W. 成虫 の を れ に 比 し て 腹 麻 内 臓 
器 及 び 胸 腔 内 臓器 と も に その 病変 が 激烈 で あっ つ た. 殊 に 
P.O. を 腹 逐 内 に 移植 し て 胸 有 内 た 達し た 実験 例 で は 何 
れ を と わ ず 肪 膜 及び 肺 臓 に お ける 病変 が 著 明 で あつ た . 
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と この こと は 既に P.O. の 白 煎 の 肺 臓 に お ける 病変 は P. 
W. の 肺 臓 に お ける それ に 比 し て 閉 し く 高 度 で ある こと 
が 報告 され て いる の で 慌 ら く P.O. と P.W. の 種 に ょ る 
差異 に 由来 する と 老 え られ る . 然し 一 方 P.W. の 場合 に 
は 白 好適 宿主 た り 得 ず つて 内 に お ける 貝 体 
自体 の 生活 力 の 減退 に と ょ つて 之 等 の 臓器 え の 機 械 的 侵 嘩 
作用 る も 軽度 に な り 得 る と も 考え られ る . 俗 両 種 共 , 皮下 
組織 内 に 死滅 崩壊 し た 部 の 肉芽 組織 や 腹腔 内 に 形成 され 
た 限局 性 肉芽 組織 の 組織 像 は , 屋 々 著 明 な 好 酸 球 浸 集 
(Histoeosinophilia) や 形 賢 細胞 反応 等 が み ら れ , 単なる 
泰 物 性 反応 と は 耶 か 異な る 反応 が 認め られ た が これ ら の 
点 た に ついては, 更に 今後 検討 を 行う 積 り で ある . 
むす で び 

肺 の 宿主 に 臓器 特 を す る た め に P.O0. 
及び P.W. の 成虫 を は 海 の 腹 有 及び 皮下 組織 
内 に 移植 し 経時 的 に 誠 検 し て 移植 虫 体 の 運命 , 即ち 躍 体 
の 存在 部 位 , 生死 並 に 虫 体 の 審 生 虫 学 的 所 見 を 観察 する 
と と も に 一 方 宿主 と な つた 又は 海 病変 像 に つい 
て 肉眼 的 並 に 的 た 比較 観察 し , 大 の 如き 所 
見 が 得 ら れ た . 

(1) と 移植 され た P.O. 成虫 は 移植 後 8 日 
より 46 日 まで の 観察 期間 に お いて は 移植 され た 虫 体 の 
80.5 が 猫 生存 し , 8 日 以降 に お いて は 胸腔 内 移行 が 既 
に 認め られ , 生存 虫 体 の 78.7 必 に 胸腔 内 移行 が みとめ 
られ た . に 対し て P.W. 成虫 の 場合 で は 8 日 より 33 
日 まで の 観察 期間 に お いて その 71.0 必 が 同様 生存 し , 
胸腔 内 移行 は 前 者 より 遅れ 14 日 以後 に み ら れ , 胸腔 内 
移行 率 は 生存 虫 体 の 44.4 光 に とどまっ つた . 

(2) 海 疾 の 腹 受 内 た P.O. 成虫 を 移植 し た 成績 で は 更 
に 之 等 の 値 は 著しく 低減 し , その 生存 率 は 21.4 必 で あ 
り , 胸 内 移行 率 も 移 植 虫 体 総数 の 14.2 前 二 
に 比 し て 美 か た 低い 値 を 示 し た . 

(3) 白 削 の 皮下 組織 内 に 移植 され た P.O. 成虫 は , 移 
植 後 5 日 より , 42 日 まで の 観察 期間 に お いて は その 生存 
率 は 31.8 必 で あり , この 内 移植 虫 体 の 9.0 必 が 腹腔 内 
に 18.1 必 が 胸腔 内 た に 移行 し た . 一 方 P.W. 成虫 の 場合 
で は 移植 後 6 日 か ら 22 日 まで の 観察 で は 貝 体 生存 率 は 
P.O. 比 し て 著しく 低減 し 大 の 7.6 を 示し 
腔 及び 胸 有 へ の 移行 率 は 移植 虫 体 総数 の 夫々 3.8 及び 
7.6 に 過ぎ な か つた . 

(④ 導 狂 皮下 組織 内 た P.O. 成虫 を 移植 せしめ た も の 
で は その 鶴 察 期間 は 15 日 より 28 日 まで の も の に お いて 
虫 体 生 存 率 は 15.3 必 , 腹腔 及 び 胸腔 移行 率 は 共に 7.6 
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あつ た. 

(5) 学 的 に 等 の 生存 虫 体 を 観察 する と 
麻 内 移植 の P.O. が 最も 運動 性 が 活発 で 虫 体 の 准 縮 , 変 
性 及び 崩壊 等 の 病 的 変化 を 量 す る 傾向 は も つと る も 其 く , 
次 いで 同様 腹 内 移植 の P.W. で あり , 内 移植 
の P.O. に お いて その 傾向 が 最も 著 し か つ た .. この こと 
は 皮下 組織 内 に 移植 され た 躍 体 群 に つい て も 同様 の 傾向 
が 認め られ た . 

(6) 病理 学 的 観察 で は 胸 有 内 移行 を 示 し た も の で は 腹 
崇 内 移植 , 皮下 組織 移植 と を 問わ ず P.O. が 白 削 内 た 移 
植 さ れ た 場合 に 胸腔 内 諸 器 ( 殊 に 及び 肺 臓 ) に 
えた 病変 が 最も 激烈 で あり , 次 いで P.W. 群 で あり , 海 
首 に お いて 最も 軽度 で あつ た . 

(7) 肺 臓 病変 中 , 1 虫 の み が 胸 腔 内 に 移行 し た も の で 
は 何れ の 移植 群 を 問わ ず , 常に 全く 虫 胃 形 成 が みとめ ら 
れず , 胸腔 内 に 遊離 し て いた が , 2 虫 移行 の 場合 に お い 
て は その 大 部 分 が 典型 的 な 虫 細 を 形成 し その 中 に 2 虫 が 
生存 寄生 し て いた . 然 か も 虫 細 の 形成 は 胸腔 移行 後 極 め 
て 短期 間 内 に お こ な わ れる こと が 明か と な つた . 和倉 こ れ 
まで P.W. は 内 に お いて は 成 せ ず 形成 は 
認め られ な いと され て いた が 本 実験 で は 2 虫 胸腔 内 移行 
せしめ 得 た 例 で は 定形 的 な 虫 細 の 形成 を 認め た こと は 興 
味 あ る 点 で あつ た . 

(8⑧) に 移植 され , 胸 腕 到達 し 得 ず 猫 腹腔 
内 に 生存 し て いた 貝 体 は , その 大 部 分 が 腹腔 内 臓器 間隙 
に 形成 され た 忠相 様 肉 組 織 内 た 見 出さ れ た . これ まで 
動物 実験 に おい て は 寄生 を 形成 せしめ る こと は 困 
で あつ た が ここ に 始め て 実験 的 に 媒 所 寄生 を 成立 せしめ 
得 た . 

(9 之 等 の 実験 か ら 肺 吸虫 の 臓器 特 羅 性 並 に 宿主 特異 
性 が 実験 的 に 証明 され , 猪 同 時 に 肺 吸虫 の 分 類 学 的 並 に 
発症 病理 学 的 観点 か ら も 多く の 示唆 を 得る と 共に 肺 吸虫 
の 迷 入 ( 媒 所 寄生 ) の 考察 に 資す る 所 見 が えら れ た . 
終り に 臨み 終始 女人 矢 な る 御 指導 及び 御 校 関 を 頂い た 思 
師 横 川 教 授 た に 湊 基 の 謝意 を 表す と 共に 本 研究 に 多大 の 御 
援助 を 頂い た 吉村 助教 授 始 % 教 員 諸氏 に 厚く 御礼 申し 
上 げ ま す . 
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STUDIES ON HOST-PARASITE RELATIONSHIP OF THE LUNG FLUKES 
EXPERIMENTS OF TRANSPLANTATION OF ADULTS 
PARAGONIMUS OHIRAI AND P. WESTERMANI 
INTO THE PERITONEAL CAVITIES OF THE 
SUBCUTANEOUS TISSUES OF RATS 


HIROoTOSHI OMURA 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Chiba University, Chiba, Japan.) 


One or two adult worms of the both species of P. westermani and P. ohirai which were 
removed from the worm-cysts of the lungs of the definitive hosts were transplanted into the perito- 
neal cavities or subcutaneous tissues of the normal rats and guinea pigs. 

These animals were autopsied at the various periods from a week to 8 weeks after the trans- 
plantation and the fates of the worms of the both species and the pathological changes of the hosts. 
were compared. The results were shown as follows. 

1) 33 worms (80.9%) out of 41 worms of P ohirai which were transplanted into the 
peritoneal cavities of 27 rats were found alive in the peritoneal cavities or pleural cayities of rats. 
26 worms (78.7%) out of 33 living worms were found in the pleural cavities. 

27 worms (71.0%) out of 38 worms of P westermani which were transplanted into the 


peritoneal cavities of 24 rats were found alive and 12 worms (44.4%) of them were found in the 


pleural cavities. 
The shortest periods of the migration of the worms from the peritoneal cavities to the: 
pleural cavities of the host were 8 days in P ohirai and 14 days in P_ westermani, respectively. 
2) 7 worms (31.8%) out of 22 worms of P ohirai transplanted into the subcutaneous tis- 
sues of 22 rats were found alive and 4 worms (57.1%) of them were found in the pleural cavities. 


2 worms (7.6%) out of 26 worms of P westermani transplanted into the subcutaneous tissues. 


of 20 rats were found alive in the pleural cavities. 

3) The migration route of the worms from the peritoneal cavites to the pleural cavities was. 
successfully traced by the depositions of the eggs or infiltration of the cells in the tissues. 

4) 3 worms (21.4) out of 14 worms of P ohirai transplanted into the pleural cavities of 9 


guinea pigs were found alive in the the pleural cavities or peritoneal cavities. 
5) The worm-cyst formations of the lungs were always found only when two worms reached 


together to the pleural cavities. It was very interesting that worm-cyst of the lungs were formed 


only by two worms and never produced by single worm. 

6) It was the first observations that the worm-cysts were produced in the lungs of rats by 
P. westermaniz. 

7) In this experiments extra-pleural worm-cyst by the worms of the both species were also. 


found in the liver and great omentum of the rats. 
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多 虫 Carrier に 関す る 公衆 衛生 学 的 研究 
(4 カ 卵 密度 より する 数 推定 法 に 対す る 疑義 に つい て 


矢島 ふき 
千葉 大 学 医 学部 公衆 衛生 学 教室 (主任 柳沢 利 喜 で 雄 教 授 ) 


(昭和 35 年 1 月 23 日 受領 ) 


言 

我が国 農村 で は 多 が し く , 農民 職業 病 と 
さえ 称 さ れ て いる 現在 , 地域 鍋 虫 感染 の 実態 を 把握 する 
こと と は 緊急 を 要する 問題 で ある . その 感染 状況 は 一 般 に 
多 虫 感染 率 , 即ち 被 検査 者 数 に 対す る 感染 者 数 の 百分比 
を も つて 表示 さ れる . 但し 感染 率 は 分 布 の 広 さ を 表 わ 
し , 濃度 を 表わす に は 十分 で な い . と ころ が 寄生 濃度 は 
障害 発現 の 重要 な 要因 で あり , 又 感 染 源 た る 排出 虫 卵 量 
を 左右 する の で , 学 ・ 予 防 医 学 的 見 地 か ら , 
生 濃度 も 共に 確実 た に する 必要 が ある . 

その 為 に は 選 虫 及び 排 貝 調査 を 徹底 的 に 行い , 之 を 寄 
生 数 推定 値 と すれ ば , すこ ぶる 実態 に 近い 値 が 得 ら れる 
が , この 実施 に は 幾多 の 困難 と 制約 が 伴う . 近 時 永 娠 ら 
(1956) は , 感染 の 広 さ と 漆 さ を 組合 せ , 分 布 度 ・ 優 占 度 ・ 感 
染 の 重心 の 判定 数 式 を 考案 し た . これ を 従来 の 素朴 な 表 
示 法 に 比較 すれ ば , 地理 学 的 な 考え が 導入 され , 地域 鍋 
虫 感染 の 実態 の 定量 化 と し て 一 段 と 進歩 し た も の と 考 を 
られ る . 然し 計算 た は , 地域 感染 率 ・ 虫 種別 
主 数 を 用 いる の で , 必ず し る 実際 の 応用 は 容易 で は な 
い , 
先 に Stoll(1923) は , 稀釈 虫 卵 算定 法 を 創始 し , 個々 
人 の 1 ~ 数 日 間 の 屋内 排卵 を 同時 に に 
る 排出 多 調査 , 両者 問 に 比例 的 関係 を 見 出し , 
内 虫 卵 も つて 多 数 の 推定 が 可能 で ある こと を 
強調 し た . その 後 同 潜 を 用 いて 多 の 追試 が 行わ れ , 簡 
便 に 寄生 濃度 の 指標 値 が 得 ら れる と し て その 有用 性 が 認 
め ら れ た . 直 接 抹 法 を も つて を も , Stoll と 
同じ く 有 効 で ある こと が , Smillie(1921) ら に ょ っ つて 明 ら 
か に され た . この 様 に 虫 卵 算定 に ょ り 和 寄生 釣 貝 数 が 推定 
され る な ら 誠 に 簡便 と 言わ ね ば な ら た ない ぃ い . 

と ころ が Hil(1926) ら は , Stoll 氏 法 は 集団 の 概括 的 
感染 程度 の 表示 法 と し て 有用 で あつ て る も, 個人 の 場合 に 
は 変動 が 大 きく 確実 な 推定 値 に な り 得 な い と 述べ て い 


る . 
し か し , いく ら 他 法 に 比べ て 簡便 で ある か ら と 言っ つて 
も , 定性 的 検 九 法 に 比べ れ ば , 複雑 で 能率 の 低い 定量 的 
検 卵 法 を 行う か ら に は , 地域 の 寄生 濃度 の 把握 の みな ら 
ず , 個人 の 感染 の 有無 ・ 寄 生 濃 度 に 対す る 指標 値 が 得 ら 
れる こと が 望ま し い . と すれ ば , 何故 個人 の 推定 値 と し 
て 不 確 実 な のか, 推定 の 係数 の 妥当 性 は どう か , 係数 の 
変動 因 は 何 か , その 変動 因 は 除去 する こと が 可能 か , 等 
の 諸点 を 吟味 し て , 個人 に 適用 出来 る か 否 か , 今 一 応 検 
討 し て みる 必要 が ある . 

著者 は , この 変動 因 を 寄生 釣 虫 却 と の 関連 に お いて で 検 
討 し て みた の で こ ょ に 報告 する . 

対象 及び 方 法 

第 3 報 の 野外 調査 の 対象 と 同じ で , 瓦 培養 波 に ょ る 発 
生 , 直後 確実 駆虫 及び 排 調査 を 実施 し て 
得 た 人 多 排 の 関係 を 吟味 し た . 

瓦 培養 : 早朝 採取 し た 0.2g を 素 焼 上 に , 
シャ ー レ 内 に 収め , 濾過 水 を メデ ウム と し て , 28°C 角 
内 に 2 ~ 3 週間 , 水中 出 仔 虫 を 3 回 に り 
採 集 し , . し て 鏡 検 り 算定 虫 種 の 
を 行 つ た 。; 

排 虫 調査 : (3) と 同じ . 

他 に 既存 の 成績 と し て , Stoll (1922), Davis (1924), 
Hill(1926) の 資料 を 用 いて 検討 し た . 1 雌 当 屋 1g 中 貝 
ぞ 卵 数 (Eggs per gram per female, EPGPF と 略記 ) の 詩 
算 は , Stoll の 資料 の 一 部 と Hi 辿 の 全部 に つい て 著者 が 
行い , 排出 雌 数 と の 関係 を 作図 し て 検討 し た . : 

検討 結果 

1. 著者 の 成績 

排出 雌 横 , 培養 に よる 1g 中 発生 仔 
(Larvae per gram, LPG と 略記 ) の 対数 を 縦 軸 に と る と 
第 1 図 a, b の 如く , ダビ = 釣 虫 (4 @ と 略記 ) で は , 
排出 雌 少数 の 場合 , LPG は 零 か ら 千 及び その 
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分 布 範囲 が 極め て 大 きい . 雌 敷 が 増加 する と , LPG も 
徐々 に 増加 し , 分 布 範囲 は 急激 に 狭く な る . 雌 数 が 40~ 
50 の 多数 に な る と , LPG の 増加 が 緩慢 と な る . アメ リ 
ヵ 鍋 貝 (N.g. と 略記 ) で は , 大 体 4.@ と 類似 の 傾向 で 
ある が , その 分 布 範囲 , 分 散 が 大 きく , LPG の 増加 は 
44d 程 顕 閉 で は な い . 第 1 図 の 共通 点 は , 雌 数 の 増加 
に 伴 つ て , LPG は 増 率 逐次 減少 型 に 増加 し , 両者 の 間 
た 直線 的 比例 関係 は 認め 難い こと で ある . 
即ち 雌 教 が 増加 し て も , LPG は 比例 し て 増加 せ ず , 

1 雌 虫 当り の LPG (Larvae per gram per female, LPG 
PB と 略記 ) を 計算 すれ ば , 雌 数 の 増加 に 伴っ て 減少 す 
る こと が 想像 され る . そこ で LPG を 商 数 で 徐 し LPG 
PF を 和 軸 に , 横 軸 に は 排出 雌 数 を と つて みる と , 第 2 
図 a, b が 得 ら れ た . 貝 種別 と 夫々 単独 と 混合 寄生 の 場 


1 
0 
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合 と た に 分け, 又 排 出 雌 数 が 0 の 場合 は , 之 を 1 と し て 近 
似 計算 し た . 4.@ で は 排出 見 数 の 小 な る 時 , LPGPF は 
非常 に 大 な る 例 が な あり, 単独 寄生 例 で 3500, 混合 寄生 例 
で 1500 を 算 し , 同時 た に LPGPF が 小さ い 例 が あつ て , 

分 布 範囲 が 広い . 雌 雪 が 増加 する に 伴 つ て , LPGPF は 
急激 に 小さ く な り , 分 布 範囲 は 狭く な る . 雌 数 が 30~ 
40 以上 と な る と , LPGPF は 100 前 後 と な り 大 体 一 定 し 
て いる . 単 生 例 と 混合 例 で は , 前 者 に , 
小さ く LPGPF が 大 きい 例 が や ぇ 多い と 思わ れ , 又 エ 
PGPF の 減少 の 角度 が 和 急 の 如く 観察 され る . MN.ga. で も 
大 体 同 じ 傾 向 で ある . 但し 全体 に LPGPF が 小さ く 略 々 
和久 d の リリ: 程度 の 分 布 を 示し , 雌 数 が 小さ い 例 で は , LP 
GPF が 500 を 越え る こと が 殆ど な く , 雌 数 が 10~20 
以上 の 例 で は 100 を 越え る 例 が な い . 上 記 の 関係 は 両 還 
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上 a: 44@ 種 , 左 単独 寄生 例 , 右 混合 寄生 例 


近 を 対数 に こと れ ば , 大 体 線型 化す る と 予想 され る の で , 単 
は 独 寄生 の 場合 を , 両 対数 ダラ フ 上 に 作図 し て みる と , 第 
例 3 図 a, b の 如く , 44@, NN.a 共に x に 対す る y の 変動 
* が 大 きい が , 線型 相関 が 認め られ る . 相関 係数 > は 4. 
は ニー0.50, NW.ga.=ー0.55 で , 5 下 の 危険 で 有 
~ 意 の 逆 相 関 が 認 め ら れる . 又 両 者 の 間 に は y=104.xB 
し の 一 般 式 で 表わさ れる 回 帰 が 成立 する と 思わ れる . 

(が 2. 既存 資料 より の 検討 

多 卵 寄生 推定 を , 多数 例 た つい 
も て 行 つ た も の と し て , Smillie(1921) の 135 例 , Darling 
a (1922) の 17 例 , Stoll (1923) の 10 例 , Hill and Earle 
LP (1923) の 37 例 , Earle(1924) の 53 例 , Davis (1924) の 34 
.20 例 , Hil(1926) の 93 例 , Cort, Grant and Stoll (1926) 

j 軸 の 50 例 , Mhaskar (1923) の 30 例 等 が ある . 上 記 の うぅ ち 
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第 3 図 排出 雌 数 と .LPGPF の 相関 
上 a: 寄生 例 (r= 0.50) 
下 b: MN.a 単独 寄生 例 (r= 一 0.55) 
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第 5 図 Davis(1924) の 料 の 
有形 便 〇 軟 ・ 泥 便 


Hill and Earle, Cort ら , Mhaskar の 文献 は 入手 出来 ず 
又 Earle の それ は 人 六 刊 され て いな い の で 参照 出来 な か 
つた . その 他 の うぅ うち で , 個々 の 事例 が 発表 され て いる の 
は 。 Stoll, Davis, Hi 辿 で ある . そこ で , この 3 者 の 資料 
を 用 いて , EPGPF と 寄生 雌 数 の 関係 を 検討 し て , 第 4・ 
5・6 図 に 示 し た . 

こと この うぅ うち Stoll と Hill の 成績 は , N.g. の 多数 寄生 例 
を 対象 と し, Davis の それ は , Hookworm の 記載 の み で 
虫 種 が 明らか で な い . 調査 地 が Porto Rico で ある か ら 
恐 ぁ あく MN.a. で あろ う . 前 2 者 に 比較 する と 寄 生 数 が 
少 い 集団 の も の で ある . Stoll に ょ れ ば , 有形 便 4 例 の 
EPGPF を 平均 し て 44 と いう 係数 を 出し ; 軟便 の 2 例 よ 
り 25, 泥 状 便 1 例 よ り 12 を 出し た . 第 4 図 に みる 如く 
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第 6 図 (1926) の の 検討 
上 図 有形 便 下図 軟便 


有形 便 4 例 は 横 還 に 平行 な 直線 上 に 略 々 並ん で 居り , 叉 
他 の 性 状 の 便 よ ょ より の EPGPF より 高い . 全体 の 傾向 と し 
て 変動 が 大 きく 雌 数 が 増加 し て も , EPGPF に 特定 の 候 
向 は 認め 難い . し か し 之 を 第 6 図 Hi 辿 . の 成績 と 比較 す 
る と , 全く よく 軍 な り 合 う . Davis の 成績 は 著者 の 成績 
と 傾向 が 同じ で ある . 特に NW:.ag. の 成績 と ょ く 類 似 し て 
いる . Hill は Stoll 法 を 1 ~ 3 日 反 枚 し , 便 の 性 状 に つ 
いて 明細 に 記載 し て いる . 著者 は 反 航 検査 日 数 別に 検 対 
し て みた が , あま り 差 が な い . . 叉 第 6 図 に 示し た 様 に 
便 の 性 状 別 に 検討 し て みた が , 有形 便 の 方 が 軟便 よ 
EPGPF は や ょ > 高い が , 点 群 の 分 布 は 全く 同じ 傾向 で ,' 
寄生 雌 虫 の 増加 に 伴 つ て , EPGPF の 減少 かぶ み られ る . 
こと の 場合 , EPGPF の 変動 因 と し て 便 性 状 差 よ り 疾 か に 
寄生 雌 数 の 影響 が 強い と 思わ れる . Hill 及び Stoll の 
EPGPF は Davis 及び 著者 の それ より 極め て 低い が , 
に よる と も 考え 難く 不明 で ある . 


考 


屋内 多 量 より 感染 負 数 推算 する に は の 
提 が 必要 条件 と し て 考え られ る . 
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1) 同 虫 種 内 で は 1 紅 虫 1 日 産卵 量 が 一 定 で ある . 
2) 多 の 産卵 が 規則 的 で ある 

.3) 1 日 全 屋 中 に 1 日 産卵 当量 が 排 浴 され る . 

) 虫 卵 分 布 が 均等 で , 部 分 虫 卵 は 全 


それ を 代表 する . 


5) 簡便 で 精度 の 良い 虫 卵 密度 計算 法 が ある . 
以下 簡単 に 5 条件 を 考察 し て みる と , 虫 卵 計 算法 は , 


今世紀 初期 より , 原理 的 に みれ ば ・ 稀 ・ 
: 法 に 略 々 大 別 さ れる , 多く の 考案 工夫 が あつ た が , その 


中 現在 我国 に 普及 し て いる の は , Stoll(1923) の 稀釈 貝 卵 


算定 び 直 接 抹 ある . Chandler(1925) は Stoll 


氏 法 の 稀釈 度 を 更に 高め , Caldwell (1926), 中 路 (1928) 
中 沢 (1958) ら ゃ も 修正 改良 を 試み 現在 た 至 つ た . 最近 同 
ー Stoll 管内 多 卵 分 布 型 は 小平 ・ 島 (1952), 
(1957), 中 角田 (1958) に と ょ つて, Poisson 分 
布 に 近似 し , 稀釈 潜 の 重要 な 条件 が 充足 し て いる こと が 


' 明 確 ほ に な つた .- 一 方 Smillie(1921), 平井 (1926), Keller 


(1934), 佐藤 (1957) は 定量 法 の 有用 性 を 
Hausheer and Herrich (1926), Beaver (1949), 中 
(1958), 矢島 (1960) ら も を 種々 な る 観点 より 有用 
と 認め て いる . 今後 な お 改 療 法 が 出る と 思わ れる が , 現 


行 2 法 に ょ つて も 一 応 精 度 の 良い 結果 が 得 ら れ て いる . 


選 内 虫 卵 分 布 に つい て は , Stoll は 床 の 性 状 差 と 部 位 
差 を 予想 し た が , 上 記 Hausheer ら (1926) は 虫 卵 多 数 の 
場合 , Beaver(1949) は 一 定 濃度 塗 抹 標 本 で 均等 分 布 を 推 
定 , 佐藤 (1953) は 同時 排 洪 展 内 貝 卵 分 布 は Poisson 分 
布 で ある こと を 確 め , 守屋 (1956), 中 沢 (1958) も 叉 之 を 


証明 し た . 先 に Hill (1926) は 部 分 屋 と 全局 の 虫 卵 密度 


に 高い 相関 を 認め , 部 分 床 検 査 を 提唱 , 中 路 (1928) も 同 
じ 結 論 を 得 て い る . 即ち 多 卵 は に 分 布 し , 部 
分 卵 は 全 それ の 推定 値 と な り 得 る と 言え よ 
う . 従 つて 1 日 排 洪 床 重 量 を 計測 すれ ば 1 日 排 洪 虫 卵 総 
量 推定 値 が 得 ら れる わけ で ある 。. 

3) た つい て 横川 ら (1956) は , メタ アク リール 杜 脂 球 の 
服用 実験 を 行 つ た が , その 結果 ょ り 推 測 す れ ば , 多 虫 の 


: 産 卵 が 毎日 連続 的 に と, 少く も 1 日 3 回 以上 と わた つて 管 


まれ て いれ ば , 1 日 当量 虫 卵 教 は 1 日 全 屋 中 に 排 浴 さ 


: れ る . と ころ で 2 の 氏 多 虫 産卵 の 規則 性 た に つい て 平井 


1926), 中 路 (1928) は 性 状 並び た に 量 の 変動 を 考慮 


すれ ば , 概ね 排卵 消長 は 一定 園内 に ある と し , Palmer 


(1941) は, で 選 虫 卵 変動 の 大 きい こと , 
それ が 戻 量 変動 と 関連 する と し, 又 佐藤 (1956) も それ が 
有意 の 日 々 変動 する 主因 は 尽 量 変動 に あり, 連日 の 産卵 
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量 は か な り 恒 常 的 で あろ うぅ と 述べ , 斎藤 (1959) は 4.d 
に つい て 全く 同様 の 見 解 を 述べ て いる . 以 士 譜 氏 の 見 解 
は 路 々 一 致し 産卵 の 恒常 性 を 認め て いる . 言う まで も な 
く で 吟味 し た の は , 比較 的 し た 多 個体 
(齋藤 の 例 を の ぞ き 特に 新しい 感染 例 で は な い ) の 産卵 
総量 の 恒常 性 た に つい て ヾ あつ て , 個々 の 虫 の 産卵 量 の 
均一 性 に は 関係 が な い . 

な お まだ 多く の 吟味 すべ き 問 題 を 蔵 し て いる が 一 応 2) 
へ ~5) の 条件 が 満足 し た と し て , 次 に 床 内 貝 卵 ® 量 より 寄生 
虫 を 推定 する 為 に は , 卵 ® 量 と 寄生 と の 
こと 直線 的 比例 関係 が 成立 し て いる 必要 が あぁ る. 既 ち 1) の 
1 雌 1 日 産卵 量 が 宿主 個体 ・ 雌 虫 個体 の 如何 を 問わ ず ー 
定数 乃至 は ある 範囲 数 と し て 変動 が 少く な いこ と が 交 要 
で ある . 

と ころ で , 従来 虫 卵 量 よ 生 の 推定 を 試 
みた 業績 は か な り 多 く , それ ら は 1 中 1 日 産卵 量 (Eggs 
per day per female 以下 EPDPF) , 或 は EPGPF を 寛 
出し , 之 を 係数 と し て その 実用 性 を 提唱 し て いる . 中 路 
(1928) は 諸家 の 計算 し た 係数 を 整理 し 一 覧 表 と し た が 閉 
者 は 項目 を 追加 し 本 説明 た に 便 な る 様 に した. 即 
ち 第 1 表 の 通り で, EPDPF, EPGPF 共に ば ら つ き が 大 
きい 。 貝 種別 の 明らか な EPGPF に つい て みる と , 4. 
d@ の 最大 196, 最少 65, NV.a. の 最大 130, 最小 18 で 
ある . この 様 な 大 き な 変 動 の 生ずる 要因 た に つい て , Da- 
rling (1922) は 宿主 の 相違 , 虫 体 発育 の 差 , 性 ・ 年 齢 の 差 
を 想定 し , Stoll(1923), Davis(1924), Hi (1926) は 
戻 性 状 を 重視 し , Sweet (1925), Soper(1927) は 虫 種差 を 
問題 と し て 後者 は 4.@ と MN.a. の 産卵 比 を 2:1 と し 
叉 産卵 能 の 周期 性 を 予測 し た . 中 路 (1928) は 恒 性 状 を 主 
因 と 根 定 し た が , 虫 種差 ・ 虫 体 発育 程度 ・ 産 卵 能 の 異 党 
等 , 更 に 1 宿主 当 多 貝 寄生 数 の 多少 と つい て , 特に Earle 
(1924) の 成績 に ふれ, 多数 寄生 例 よ ょ り 得 た 係数 は , 少数 
寄生 例 の それ ょ た 低い こと を 注意 すべ き 現 と 考 
察し て いる . 平井 (1926) は 産卵 能 の 変化 を 変動 因 と し , 
少数 例 で は ある が , 発育 と 排卵 比例 関係 を 
認め た . 

検査 技術 上 の 諸 問 題 は し ば らく お いて , 直接 麻 内 虫 卵 
量 の 変動 因 と な る と 考え られ る 諸点 を 整理 し て みる と , 
相 二 た 関連 し 合 ぅ 宿主 側 要 因 と 虫 体側 要因 が あつ て , 前 
者 を 細分 すれ ば 宿主 の 年 齢 ・ 性 ・ 栄 養 ・ 食 物 ・ 腸 管 の 長 
さ ・ 排 便 況 ・ 性 状 ・ ・ 虫 分 布 ・ 虫 
等 が あり , 後者 と し て は 貝 種 ・ 年 齢 ・ 数 ・ 性 比 ・ 発 育 ・ 
産卵 周期 ・ 虫 卵 抵抗 力 等 が 挙げ られ ょ う . 従来 主として 
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第 1 表 諸家 に ょ る 釣 虫 産卵 数 


実験 者 (年 ) 被 検 者 数 種 EPGPF EPDPF 方 法 考 
Dock and Bass 
(Grassi & parona) 1910 33 . 有形 便 
Lutz (parona) 1885 9 480 42 
Leichtenstern 1886 8 47 有形 便 
Baerman 1917 10 1036 培養 法 
Darling 1922 17 (427 こ 7454) Willis 法 軟便 100cc 基 
8830 
Hill and Earle 1923 37 計 8792 33 Stoll 法 有形 便 
Earle 1924 Stoll 法 有形 便 
22 計 e253 120 7016 有形 便 
Lane 1924 30 解剖 
Chandler 1925 Stoll 法 
65 
1925 Stoll 法 有形 便 
Hill 1926 93 計 ?25870 18.3 2693 Stoll 法 便 
Soper 1927 
%Cort, Grant & Stoll 1926 -. 50 20000 
*Dockerty 1926 多 26 有形 便 
中 路 1928 Stoll 法 
19887 
13783 
A.d 
1928 13000 
1937 1~20000 
* 藤 1959 Ad 14000~21000 Stoll 法 
* 矢島 追加 


解析 され て 来 た の は ・ 性 状 ・ 種差 で あつ た . 著 
者 は この 中 で 側 条 件 と し て 数 を と り 上 げ て 検討 
し て みた が , 排出 雌 数 の 増加 に 伴う LPG は 増 率 次 減 
少 型 に 増加 し , LPGPF は 排出 雌 数 の 増加 に 伴 つ て 指数 
曲線 の 如き 減少 を 示し た . 又 Stoll, Hi 辿 , Davis の 成績 
も 殆 ん ど 同 じ 傾 向 が 認め られ た . と ころ で 少く も 著者 の 
成 より, 直ちに 寄生 虫 数 と 産卵 の 関係 に 論 及 
する に に は, 以下 の 検討 が 必要 で あろ 5. 

先 づ 排出 雌 数 を 寄生 雌 数 の 推定 値 と する こと に つい て 
は , 本 研究 (3 ) に 検討 し た 如く で , 少数 寄生 例 の 場合 は 
四 塩 化 テ チ レン 1 回 で も 奏 将 , 虫 後 24 時 間 
こ 排 出さ れ , が 近似 的 に 寄生 推定 値 と する 時 
に は , 多少 小さ い 方 に 偏っ つて いる こと は 明らか で ある 
が , その 偏り は 大 きい と は 考え られ ず , 多数 寄生 例 で の 
同様 の 偏り を 考 載 す る 時 , 推定 値 と し て 用 いら れ よ う . 


少数 排出 例 で の 排 由 雌 数 が , 4.d で 5~10 任 , MN.a. 
で 5 倍 の 偏り が あつ て , 多数 排出 例 で は 偏り が な いと す 
れ ば 排出 雌 数 の 増加 に 拘わら ず , LPGPF は 一定 値 を 示 
すこ と に な る が , 個々 の 事例 と し て 上 記 の 如き 偏り が あ 
る と し て も , 平均 し て その 様 な 大 きい 偏り は 考え られ な 


い . 従 つ て 本 成績 の 傾向 が 排出 雌 衣 を も つて , 寄生 雌 数 


の 推 と し た に 起 つ た 現 は 考え . 

次 に LPG を も つて 産卵 推定 と し た 点 に たつ いて 
は , 叉 産卵 平均 推定 と し て は 多少 小さ い 方 に 偏 
つて いる . し か し 大 野 (1958) た に ょ れ ば , 卵 平 
均 推 定 方 式 と し て 現行 採用 され て いる Stoll 兵法 と 瓦 培 
_ 養 法 に つい て , その EPG と LPG を 犬 多 虫 卵 た に つい て 
検 し た と ころ , 明瞭 な 直線 的 比例 関係 を 認め , 生物 学 的 
に 方 法 上 の 誤差 因 の 大 きい 培養 法 で も , Stoll 氏 法 と 精 
度 が 略 々 同じ で , 虫 卵 密度 の 大 小 に よっ つて LPG に 偏り 
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が な いと いう . そこ で , 犬 多 虫 卵 の それ ら の 関係 を , 人 
卵 で も 仮定 すれ ば , LPG を も つて EPG 又は 
量 の 推定 値 と し て も 差 表 え を な いと 考え られ る . 著者 は 多 
少 の 誤差 を 伴 つ て も 混合 寄生 者 に た お ける 虫 卵 の 種別 判定 
を 行う 必要 か ら 瓦 培養 波 を 行 つ た 次 第 で ある . 

最近 永吉 (1956) は 人 釣 虫 で 寄生 数 と 躍 体長 の 関係 を 検 
討 し , 前 者 が 増大 する と 後者 は 大 きく な り , 更に 前 者 が 
増加 する と 曰 体長 は 運 減 す る と いく , 之 を Allee 型 の 
密度 効果 と した. 町 田 (1957) は 野犬 を 正確 に 解剖 し て 得 
た 犬 多 寄生 , Stoll 氏 法 に ょ る 屋内 虫 卵 関係 
を 検討 し , 寄生 数 の 増加 に 伴 つ て , EPGPF が 急激 に 減 
少し , 又 寄 生 数 の 増加 に ょ り , 寄生 釣 虫 の 大 いさ が 小さ 
く な つて いる こと を 報告 し た . 又 寄 生 虫 体 の 大 いさ と 産 
間 に 順 相関 を 認め , 虫 の 多数 寄生 は , 多 体 の 
発育 低下 及び 産卵 数 減少 等 の 密度 効果 を も た ら す と 興味 
あぁ る 問題 を 提起 し た . 笑 島 ら (1958) は 更に 一 部 の 成績 を 
追加 し , 実際 に 多 虫 が 楼 島 する 腸管 の 長く を と り 上 ば げ , 
生態 を 算出 し , の 体重 ・ 体 長 の 間 に Dro- 
sophila 型 の EPGDF に は 最適 の 存する Allee 
型 の 審 度 効果 を 認め た . そし て 犬 多 虫 に 於 ける この 成績 
と , 著者 及び Stoll, Davis, Hill の 人 多 虫 の 成績 は 極め て 
ょ い 類 似 を 示し て いる の で , 必ず し ゃ 精度 の 良い 資料 と 
は 言え を な い が 著 者 の 検討 結果 も , 人 釣 虫 に だ お ける 多数 寄 
生 に ょ る 棲 候 密 度 効 果 の 存在 を 示す も の と 考え 々 られる. 
双 そ の 型 は 最適 審 度 の な い Drosophila 型 に 近似 する と 
よう 。 

本 論 六 で 検討 し た 人 多 虫 及び 町 田 (1957) の 犬 多 虫 に お 
いて る も , 少数 寄生 例 に だ おい て, EPGPF の 分 布 範囲 が 広 
く 変 動 が 閉 し い . この 点 に つい て 著者 は 次 の 様 に 考え て 
いる . 即ち 1 宿主 当り 虫 いう ぅ 粗 度 を 用 いた 為 
に , 少数 寄生 で 適当 な 密度 下 発育 良好 と な り EPGPF 
の 大 きい 群 一 一 密度 効果 を 支援 的 に 受け て いる 群 と , 少 
数 寄生 で 性 比 の 歪み ・ 雌 雄 の 年 齢 の 不 均 衡 の 為 EPGPF 
が 小さ い 群 一 ー- ま ば ら す ぎの 為 に 密度 効果 が 制限 的 に 働 
いて いる 群 (この 極端 の 場合 が 単 性 寄生 の 場合 と 考え ら 
れる ) が 混在 し て いる 為 と 思わ れる . 笑 島 ら (1958) が 実 
際 に 棲息 し て いる 腸管 の 長 さ を も と に し て 生態 密度 を 出 
し て みた と ころ , 密度 効果 が 最適 密度 の ある Allee 型 で 
示さ れ た の は , この 点 ら 分離 が 行わ れ た 結果 と 解 さ れ 
%. 

な お , 第 1 表 の 虫 種 ・ 寄 生 数 の 明らか な 例 た について, 
EPGPF を 検討 し て みる と , 少数 審 生 例 ょ より の それ は 大 
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きく , 多数 寄生 例 の それ は 小さ い . 又 前 者 に 変動 が 大 き 
い . この 様 に 条件 の 不 拉 い の 諸家 の 資料 を 概観 し て も, 
著者 ら の 成績 と 同じ 傾向 が 推測 され る の は 興味 の ある と 
と ころ で ある . 僅か に 中 路 (1928), 平井 1926) が 予測 的 老 
察 を 行 つ て いた が , 実証 に 至ら な か つた . 

さて この 様 に みて くる と , EPGPF を 一 定数 で 表わす 
こと こと が 不可 能 で 1) の 条件 は , 甚だ 不 確 定 で ある と 言わ ざ 
る を 得 な い . 

Smillie (1921) , Darling (1922) , Hill(1926) , 中 路 (1928) 
ら は 経験 的 に , 虫 卵 り 生 多 推定 を 行う 
に 当っ つて は , 個人 の 場合 に は 変動 が 大 きく 信頼 すべ き 推 
定 値 と な り 得 な いと し , 集団 の 概括 的 感 筆 程度 の 表示 と 
し て 有用 で ある と 指摘 し , 個々 の 事例 に 於 ける 推定 の 誤 
差 を 認め て いた . 著者 も 叉 , 少く も 密度 効果 に ょ る 多 虫 
産卵 ® 量 の 変動 が 推 害 され , 単 一 の 係数 を も つて EPGPF 
EPDPF を 示す こと が 困難 で ある 以上 , 個人 に この 推 空 
潜 を 適用 する こと は 難し いと 考える . 

総 括 

1. 千葉 県 市 原 郡 の 農村 住民 に お ける 集団 検査 で , 原 
に ょ る 排出 雌 数 の 増加 に 伴 つ て 1g 当り 発 
生 仔 虫 教 は , 増 率 逐 次 減少 型 の 増加 を 示し た . 叉 1 雌 当 
1g 中 仔 虫 は , 排 少な い 場 合 大 な 
る 例 と 小 な る 例 が あつ て 変動 が 大 きく , 排出 雌 数 が 増加 
する に つれ て , 大 な る 例 が 消失 , 変動 が 小さ く な つた . 
ビ ー= 多 と アメ リカ 虫 は 同じ 傾向 を 示し た . 

2. 既存 の Stoll, Davis, Hill の 成績 を 検討 し た と ころ 
略 々 同じ 傾向 が 認め あら れ た . 

3. この 関係 は , 閉鎖 に す る 人 多 の , 寄生 
数 増加 に 伴 うぅ 密度 効果 と 推測 され , その 型 は Derosop- 
hila 型 に 近似 し た . 

4. 人 多 虫 1 雌 当 単位 時 間 内 産卵 数 を 単 一 の 定数 で 表 
わす こと は 困難 で あつ て , 少く も その 変動 因 と し て 寄生 
多 多少 を 問題 に すべ き で ある . 

5. 虫 卵 り の 虫 は , 個人 に 適 
用 する こと は 上 記 の 点 よ り 困 難 で ある . 


稿 を 終る に 際 し て , 思 師 柳沢 利 喜 雄 教 授 の 御 指 導 御 団 
所 を 深く 感謝 申 上 げ ま す . 又 教 室 員 各位 の 御 後援 を 感謝 
いた し ます . 
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STUDIES ON HOOKWORM CARRIERS IN VIEWS OF PUBLIC 
HEALTH (4) ON THE ESTIMATION OF ACTUAL 
NUMBER OF HOOKWORMS HARBOURED 
BY COUNTING EGGS IN FECES 


FUKI_ YAJIMA 
(Department of Public Health, School of Medicine, Chiba Universiy, Chiba, Japan) 


It has generally been accepted that the incidence of infection with parasites (%) in an 
Area is not enough to express the dencity of infection which is considered as one of the most 
important criteia for the presentation of symptoms in hookworm disease. Stoll (1923) and Smillie 
(1921) who had investigated the relation between the number of eggs in human feces and the 
number of the hookworms in the host, stated that the number of hookworms in the host was pos- 
sibly estimated by means of counting eggs in its feces. Hill et al (1926) casted serious doubt upon 
such a possibility especially in the case of estimation in the number of worms harboured by the 
individual. 

In the present paper the author attempted to clarify the relation between the number of 
eggs in feces and that of worms in the host in connection with the degree of the infection of the 
host tested. Results obtained were as follows : 

1) The number of larvae per a gram of feces, which was counted by the culture method, 
increased with the increase in number of hookworms removed by the administration of anthelmintic. 
Number of larvae per a gram of feces per female hookworm (LPGPF) was of great variance 
‘especially in the case of less number of worms harboured. On the contrary in the case of large 
number of worms harboured fractuation in number of eggs per a gram of feces were found less. 
These findings held true in both case of Ancylostoma duodenale and Necator americanus infection. 

2) Abovementioned findings were also shown in data reported by Stoll (1923), Davis (1924), 
and Hill (1926) by the author’s inspection. 

3) It is likely these relations between the number of eggs in feces and these of hookworms 
in the host would be presumably due to the crowding effect of the human hookworms inhabiting 
ina closed space, intestine. These relations found in hookworm infection resembled with those in 
the number of eggs produced and population density of Drosophila reported by Pearl and Parker 
(1922). 

4) Impossibility that the number of eggs produced by a female hookworm on the basis of 
period of time was considered as a constant number, would be ascribed to the large fractuation 
in the number of eggs produced, which is depending upon the number of worms harboured. It is, 
therefore, concluded that the number of worms in the host would be estimated from the number 
of eggs in its feces with much difficulties. 
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海藻 ハナ ヤナ ギ か ら 抽 出さ れ た 駄 虫 成分 
ドー モイ イ 酸 の 遇 駆除 効果 


浅見 


時 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 


米谷 国男 


慶応 義塾 大 学 医学 部 公衆 衛生 研究 会 
(昭和 35 年 2 月 2 日 受領 ) 


海藻 の 或 種 の も の に 相当 に 強い 缶 虫 叉 除 力 の ある こと 
は 我が国 で は 古く か ら 知 られ て 居り , 藤沢 友 寺 ら の 実験 
で は 10 数 種 の 海藻 が 効力 を も つも の と し て 挙げ られ て 
いる . これ 等 の うち 最も 有名 な も の は 海 人 草 Digenea 
simplex で あり , 村上 ・ 竹 本 ら (1953) に ょ つて その 幅 
有効 成分 と し て ヵ イ = ン 酸 が 抽出 され て いる . 叉 , 極め 
て 最近 に 竹本 ら に ょ つて 同じ く 海 藻 の 1 種 で ある ハナ ヤ 
ナギ Chondria armata か ら 晒 有効 成分 と し て ドー モ 
イ 酸 が 抽出 され た (竹本 , 1959). 著者 ら は 武田 薬 工 か 
ら ド ー モ イ 酸 の 提供 を 受け 虫 実験 を 行う 機会 を 得 た の 
で その 成績 を 報告 する . 
ドー モイ 酸 
竹本 (1959) に よる ドー モイ 酸 の 性 状 を 下 に 略記 する . 
ハナ ヤナ ギ Chondria armata (Ktitzing) Okamura は 九 
州 以 南 の 南海 の 岩石 に と 生え る 紅 紫色 の 海藻 で , 高 さ は 5 
cm 内 外 , 2~5mm の 太 さ の 華 か ら 多 数 の 枝 が 密生 し 
て いる . 鹿児島 県 徳之 島 で は これ を ドー モイ と 呼び , 古 
く か ら 海 人 草 に 勝る 叉 虫 効果 の ある こと が 知ら れ て いた 
が , 叉 正実 験 が 行わ れ た こと は な いと いう . 
ドー モイ 酸 は この ハナ ヤナ ギ の 水 浸 液 か ら 抽出 され た 
無色 無臭 微 酸味 を 有する 針 状 結 曲 で 組成 は Cis Hz ON 
で 表わさ れる . 等 の 使用 し た も の は 1 
ここ れ の 5 mg を 含む で ある . 
駆虫 実験 

1. 

北海 道 企 地 の 1 汐 村 住民 中 の 環 虫 保有 者 を 対象 と し 
た .* この 部 落 に は 慶 大 公 軍 痢 生研 究 会 が 数 年 来 継続 し て 
衛生 調査 及び 指導 を 行 つ て 居り , 住民 の 食 飾 内 容 に 閉 し 
い 野 菜 不 足 が あ る 点 が 特長 で ある . 

この 部 落 屋 の 中 で 虫 卵 検査 を 行 つ た 323 名 の 寄生 虫 保 


有 状 況 は 第 1 表 の 如く で , 厳し い 人 冬期 の 寒冷 の 為 か 釣 下 
等 の 感染 は 全く 無く , 表記 以外 の 検査 に 際 し て 東洋 毛 様 
線 虫 の 感染 が 1 名 発見 され た 外 は 遇 虫 と 綿 虫 の 感染 が あ 
る だ け で ある . 生 の 状況 も 40.9 と いう 比較 的 
高 率 で あり 不 受精 み の 排 が その 半ば を こす 
程度 で , 個人 あたり の 貝 体 数 は 左 程 多く な いこ と が か 予想 
され る . 


第 1 表 実験 対象 部 落 民 の 寄生 貝 保有 状況 


種 類 陽性 者 数 
愛 精 卵 38 

虫 受精 卵 と 不 受精 卵 133 40.9 
不 受 精 卵 排 卵 67 

12 

陰性 178 
計 323 

2. 検査 方 


この 部 落 民 に お いて は 対象 と すべ き 寄 生 虫 を 環 虫 の み 
と し て よい こと が すでに 分 つて いた の で , 検査 は 全て 直 
接 塗 抹 標 本 を 1 人 の 便 に つい て 2 枚 作 穫 し これ を 精査 す 
る 方 法 を 用 い , 受精 卵 不 受精 卵 の 別 を も 記録 した. 

投薬 後 の 後 検査 は 服薬 日 より 2 週 以 上 経過 し た 後に 前 
検査 と 同様 の 方 法 を 用 いて 行わ れ た . 

3. 投薬 

遇 虫 卵 陽性 者 に 対し て , ドー モイ 酸 を 成人 量 で 5 mg, 
10 mg, 20 mg 投与 し た 群 と ドー モイ 酸 と サン ト = ン を 
成人 量 で 夫々 10mg と 50mg, 20 mg と 50 mg, 10 mg 
と 100 mg 併用 投与 し た 群 と に 区 別 し た . 

服薬 に 際 し て は 早朝 或いは 就寝 直前 の 空腹 時 に 水 と と 
も に 飲み 下す こと を 厳重 に 指導 し た . 
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18 歳 以 下 の 若 年 者 に 対し て は 1 ~ 3 歳 , 4~6 歳 , 7 
~11 歳 , 12~14 歳 , 15~18 歳 の 群 に 区 分 けし て ャ ング ゲ 
の 式 に ほ ゞ の つと つた 減量 投薬 を 行 つ た . 

4. 成績 


ドー モイ 酸 を 5mg, 10 mg, 20 mg 服薬 し た 群 で の 完 . 


全 凡 虫 率 を 第 2 表 に 示し た . それ に よる と ドー モイ 酸 10 
mg 幅 用 群 に お いて 最も 高い 完全 原虫 率 が 得 ら れ , 5 mg 
で は 明らか に 低い 成績 で あつ た . 

の 型 別 で は 不 受精 み の 排 者 つま り 生 
体 数 が 少 い と 考え られ る 者 の 群 に お いて や ょ 高い 完全 民 
虫 率 が 得 ら れる 傾向 が 見 える 様 で ある . 

第 2 表 ドー モイ 酸 単 独 服用 群 で の 環 虫 卵 陰 転 状況 

5 mg 服用 群 10mg 服 用 群 20mg 服 用 群 

受精 卵 3 8 5 4 
不 受精 卵 排 14 10 
4 0 7 4 6 3 
計 17 


13 
(52.0%) (67.7%) 


考 
古く か ら 経 験 的 に 虫 薬 と し て 知ら れ て 来 た 海 人 草 か - 

ら 有 効 成分 で ある カイ = ン 酸 を 抽出 し た こと (竹本 ら , 
1953) は , 我が国 の 戦後 の 叉 虫薬 に 関す る 諸 研 究 の ぅ もち. 
で 最も 優れ た も の ー つ で ある が , 後に これ と サン ト = 
ン と の 併用 に ょ つて 更に 高い 叉 虫 効果 を 得る こと が 知ら 
れ て か ら 現 在 最 も 安直 な 方 法 と し て 両者 併用 
が 広く 用 いら れ て いる . 竹本 の 実験 に たよ る と ヵ カイ = ン 酸 
の 5 ~10 mg 服用 で は 卵 陰 は 30 で あり , 
用 量 を 更に 増し て も 効力 は 増加 し な い . 

海 人 草 と 同じ く 海 藻 の 1 種 ハ ナヤ ナギ か ら 分 離し た ド 
ー モ イ 酸 こ つい て 著者 ら が 試み た この 実験 で は , ドー モ 
イ 酸 の 単独 重用 で は カイ = ン 酸 に 比べ て 相当 に 高い 好 成 
績 が 得 ら れ た . すなわち 5mg 1 回 投与 群 に お いて る も 50 
を 越す 完全 が 得 ら れ 10 mg 用 群 で は 70 に 近 - 
い 効果 を 示し た の で ある . し ら 20mg に 
増量 し て も 原虫 効果 の 増 さ な い 点 は カイ = ン 酸 と 似 て 居 
り , ほ ヾ 10 mg 付近 に 有効 量 の 下限 が ある と 考え られ . 
る . 


第 3 表 サン トニ = ン と ドー モイ 酸 の 併用 服用 群 で の 環 虫 卵 陰 転 状況 


サン トニ = ニン 50 mg 
ドー モイ 酸 10 mg 


サン = 50 mg 
ドー モイ 酸 20 mg 


サン トニ = ニン 100 mg 
ドー モイ 酸 10 mg 


人 数 陰 転 者 数 人 数 陰 転 者 数 人 数 陰 転 者 数 
受精 卵 排 卵 5 3 2 4 に 
不 受精 卵 排 卵 2 3 
両 合 2 2 2 1 
計 14 10 12 
(71.4%) 


サン トニ = ニン と ドー モイ 酸 の 併用 例 で の 成績 を 第 3 表 に 
掲げ た . サン トニ = ン を 50mg 加え る こと に よ ょ つて ドー 
モイ 酸 単 独 の 場合 より 僅 に 成績 が ょ く な る が 左 程 閉 し い 
も の で は な い . 叉 サン ト = ン の み で も 充分 奏効 する と 考 
えら れる サン トニ = ン 100 mg 投与 例 で は 例 数 の 少 か つた 
為 か しろ サン = ン 50 mg 併用 例 より も や 下 
成績 が 得 ら れ た . 

5. 副作用 
副作用 と し て 特記 する 様 な も の は 全く な い . 副作用 の 
発現 を 調べ る 目的 で 5 例 に 40 mg を 与え を た が , 全く 副 
作用 は 見 られ な か つた . 5 mg, 10 mg 投与 群 で 時 に 8』 
えと し て きか れ て 気持 が 悪い , 腹 が 痛い 等 の 軽い 表現 も 
本 剤 の 副作用 と 結び つく か 否 か に は 疑問 が ある . この 様 
な こと か ら 一 応 副 作用 の 点 は 懸念 する 必要 浴 な い 様 で あ 


る . 


又 ) サン ト = ン と の 併用 た に お いて は , カイ = ン 酸 の 場 
合 は , カイ = ン 酸 5 ~10 mg。 サン トニ = ニン 50 mg の 併用 
で 竹本 ら , 岡崎 ら , 森下 (1955) の 諸 実 験 は 全て 57~85 
の 高い 完全 駅 虫 率 を 示し , 両 薬剤 の 相乗 作用 が 表 わ れ 
た も の と 解釈 され て いる が , ドー モイ 酸 の 場合 は これ 程 
著しい 効果 の 上 昇 は 見 られ な い . ドー モイ 酸 10 mg 頓 用 
で 67.7 必 の 全 得 ら れ た が , ドー モイ 酸 10~ 
20mg と サン トニ = ニン 50 mg の 併用 た にょ つ て を も 71.4 と 
僅 な 上 昇 が 見 られ た に すぎ な い . 併用 群 で は 実験 例 却 人 
少 い こと に 問題 は ある と し て も 著しい 早い を 期待 する こ 
と は 無理 で あろ う 。 た ゞ , サン ト = ン を 加え た 場合 に は . 
受精 卵 排 卵 群 つ まり 貝 体 数 が 比較 的 多い と 考え られ る 例 
に お いて る ゃ 完全 原 虫 が 高 率 に 起 る 様 な 印象 が 得 ら れ た 点 
が ドー モイ 単独 使用 の 場合 と 少し く 景 っ た. 

ドー モイ 酸 の 副作用 に つい て は 我々 の 実験 で は 全く 無 
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神 し て 良い と 思わ れる . この 点 は カイ = ン 酸 と いう ぅ 同じ 
く 海 藻 か ら 抽 出さ れ た 物質 に つい て も ほ き 同様 の こと が 
云わ れる が , 元 来 これ 等 の 海藻 は 副作用 の 無い 廊 虫 剤 と 
し て 民間 に 伝承 され 慣用 され て 来 た も の で あつ て , 有効 
成分 の み の 純 化 そ と ょ つて 更に 副作用 が 減少 する こと こそ 
あれ , 増加 する と は 考え 難い . 又 と も に 10mg と いう 
竹 量 に ょ っ つて 一 定 の 効果 を 表わす こと る ゃ 副作用 の 少 い 一 
何と な つて いる の か る も 知れ な い . 

現在 遇 虫 除 薬 と し て 用 いら れ て いる も の で は サン ト 
ニ = ニン, カイ = ン 酸 , ピ ペ マラ ジン ハイ ドレ ー ト が 最も 普通 
で ある . へ ノ ポ ジ 油 は 効果 は 著しい が 副作用 や 服用 潜 の 
点 で 一 般 的 と は 云え みき ない. サン トニ = ン 100 mg の 服用 に 
よ つて も 高 に 出来 る が , 森下 (1955) の 
的 報告 に よる と 諸氏 の 実験 で 30~50 必 の 完全 原虫 が 見 
られ る に すぎ な い . ヵ カイ ニン 酸 単 独 使 用 で は サン ト = ン 
を 更に 下 る こと は 前 述 し た . ゼ ペ ラジ ン ヘ ハイ ドレ ー ト 
の 選 貝 効果 に つい て は 多く の 人 の 発表 が ある が , 著者 ら 
の か つて の 実験 (松林 ・ 小 見 ら ,1956) で は 1 日 量 pro kg 
75mg 4 日 連用 で 85 必 , 藤林 (1958), 青野 (1958) ら の 
4g 頓 用 法 で は 約 80 必 の 完全 原虫 率 が 得 ら れ て 居る . 
現存 の 廊 遇 剤 で は これ が 比較 的 に 副作用 が 少く て 最高 
の 効果 を 収め ふう る も の で ある が , サン トニ = ニン, カイ ニン 
酸 , ドー モイ 酸 に 比べ て 服用 法 と , 有効 量 と 副作用 発現 
量 と の 間 の 差 が 少 い こと に や ょ 難点 が ある . 

我々 の 実験 成績 か ら ド ー モ イ 酸 に つい て の 結 的 批判 
を 行う と, 単独 使用 で 60 必 以上 の 完全 叉 虫 と いう 高い 
効果 を 示す こと , 服用 が 容易 で 副作用 の 無い こと が 勝 れ 
た 点 で あり , サン トニ = ン と の 併用 に ょ つて は 更に 閉 し く 
は 効果 を 高め る こと が 出来 な い 点 が カイ = ン 酸 と 昧 る 特 


長 と 蓋 えよ う . 


括 

海藻 ヘナ ヤギ か ら 竹 本 の 抽出 し た 成分 ドー モイ 
を 用 いて 虫 廊 除 実験 を 行 つ た . 

ドー モイ 酸 は 成人 1 回 量 10 mg 付近 の 頓服 に ょ つて 
ほ き 一 定 し た 効果 を 示し 67.7 完全 率 が 得 
られ た . この 率 は サン ト = ン 及び ヵ カイ = ン 酸 の 単独 投写 
の 際 の 成績 より 勝る . 

サン トニ = ニン 50~100 mg を ドー モイ 酸 10~20 mg と 億 
用 し て も 著しい 効果 の 上 昇 は 見 られ な い . 

ドー モイ 酸 は 副作用 の 無い こと ょ ゝ , 微量 の 単独 服用 で 
完全 の 高い こと に 特長 が ある . 

稿 を 終る に 当り 指導 校 を 頂い た 松林 久吉 教授 た に 陀 詳 
し , 作業 に 協力 し て 頂い た 慶 大 公衆 衛生 研究 会 員 及 び 現 
地 の 諸 氏 に 感謝 する . 
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EXPERIMENTAL EVALUATION OF ASCARICIDAL EFFECTS OF DOMOIC 
ACID EXTRACTED FROM A SEA WEED HANAYANAGI 


KEIZO ASAMI & YASUTOKI KAWAZOE 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University) 
KUNIO KOMETANI & MASAHARU HITOSUG!I 
(Research Group on Public Health, School of Medicine, Keio University) 


Domoic acid is a new anthelmintic which was extracted by Takemoto in 1959 from a kind 
of sea weed Hanayanagi, Chondria armata (Kiitzung) Okamura. This is a colorless and odorless. 
crystal having slightly sour taste. 

The present paper deals with the experimental evaluation of the ascaricidal effects of domoic 
acid. 

People infested with ascaris were checked after the examinations of two direct smears of 
their stools. They were then given the drug in a single dose when they were hungry, usually 
before breakfast. Two weeks after the administration of the drug, their stool specimens were 
examined again in the same method as stated above to evaluate the effect of the drug. 

In 25 cases which were administered 5 mg of domoic acid, 13 revealed no ascaris eggs by 
the examination made two weeks later. In the cases of administration of 10 mg, no ascaris eggs- 
were found from 21 cases out of 31. In the cases of 20 mg administration, the eggs could not be 
found in 17 out of 31. Combined administration of 10 to 20 mg of domoic acid with 50 mg of 
santonin did not shift the rate of complete removal comparing with the rate of single admini. 
stration of domoic acid. No side effects were recognized even in the cases administered 40 mg of 
the drug. 

Single admitstration of domoic acid is more effective in removal of ascaris than that of 


santonin or kainic acid which was extracted from a sea weed, Digenea simplex. 
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愛媛 県 南宇和 郡 に お ける 和 肺 骸 虫 症 の 疫学 的 研究 
一 一 肺 吸虫 症 の 集団 検診 を 中 心 と し て 一 一 


波多 野 精 美 
金沢 大 学 医 学部 耳鼻 咽喉 科 教 鹿 (主任 松田 竜一 教授 ) 
千葉 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 (主任 横川 宗 護 教授 ) 


(昭和 35 年 2 月 13 日 受領 ) 


言 

肺 吸 虫 症 は 諸家 の 研究 と ょ り , 北海 道 , 青森 県 な どの 
一 部 を の ぞ き , ほとん ど 全 国 に まん 延 し て いる こと が 明 
ら か に され て いる . し か し な が ら 従 来 は 血 療 , 路 血 な ど 
を 訴える も の に つい て 貝 卵 検査 を 行う か , また 小 集団 に 
対し , 皮 内 反応 , 貝 卵 検査 を 行う こと に より 本 症 を 発見 
する こと が 普通 と され て いた . 最近 横川 宗雄 ら (1955) は 
本 症 に 対し , 友 内 反応 か ら は じ ま る 一 連 の スタ リー= 
ング 法 を 報告 し , 以来 同 法 に ょ り 各 地 の 分 布 状 態 が 明 ら 
か に され て き て いる 。 すなわち 現在 まで 余り 分 布 の み ら 
れ な か つた 地方 に お いて る も, その 発生 状況 が 明らか に さ 
れる と と も に , 濃厚 感染 地 と 老 え られ て いた 地方 に お い 
て は 更に その 実態 が 詳細 に され て きた . 一 方 本 症 の 集団 
検査 法 と し て は 上 友 内 反応 , 虫 卵 検査 , 血 薄 学 的 検査 を 行 
うこ と が 必要 と され て いる が , その 方 法 に つい て は な お 
十分 な 検討 が な され て いな い . また 特に 本 症 の 流行 地 に 
お いて は , 結核 集団 検診 時 本 症 が 鑑別 診断 上 重要 な 疾患 
と 考え られ る が , その 問題 に た つい て の 報告 は きわ め て 少 
な い 現 況 で ある . 

幸い 著者 は 本 邦 に お いて る も 特に 本 症 の 濃厚 感染 地 と 考 
えら れ て いる 愛 嬢 県 南宇和 郡 に 保健 所 長 と し て 勤務 し て 
いた の で , 肺結核 症 と 本 症 と の 鑑別 を 念頭 に お き , 友 内 
反応 を 用 いる スク リー= ン グ 法 に ょ る 本 法 の 系 統 的 検査 
を 行 つ た 。 その 結果 スタ リー ニ = ング する 際 の 検査 渉 に つ 
いて 検討 を 加え % る とともに. 従来 の 結核 集団 検診 と 比較 
し て 興味 ある 知見 を 得 , さら に 本 症 の 感染 経路 ある い は 
家族 集積 性 な ど と に つい て 臨床 的 な ら び に 公 箇 衛 生 上 宣 要 
と 老 え られ る 2・3 の 興味 ある 知見 を 得 た の で こ ょ ゝ に 報 
る . 

実験 方 法 

昭和 30 年 6 月 より 昭和 31 年 9 月 まで の 間 に , ます ず 南 
学 和 郡 僧都 川 流域 の 小 中 学 6 校 を 選び その 学童 3,116 名 


に 対し 本 症 の スタ リー= ン グ 潜 を 行い , 皮 内 反応 , 虫 節 
検査 , 補 体 結合 反応 を 行う と と も に 同年 度 の 学校 結核 集 
団 検 診 時 の レン トゲ ン 成 績 と 比較 し つぎ に アン ター ト を 
主体 と し て , 本 症 の 自覚 症状 な ら び に 家族 集積 性 に つい 
て 検討 し た . また 昭和 32 年 4 月 , 5 月 の 両 月 に は 結核 
集団 検診 と 合せ て 再度 本 症 の 系 統 的 検査 を 施行 し た . 

抗原 : 肺 成虫 (Paragonimus westermani) の 結 
虫 体 か ら そ エー テル 溶性 物 の ぞい た 後 , ベロ ナー 
ル 緩 箇 食 塩水 (Veronal Buffered Saline) で 抽出 し た も の 
で (以下 V. B.S. 抗原 と 称す る ), 乾燥 正体 重量 の 一 万 
倍 稀 釈 溶液 (一 万 倍 マ ーッ = ン 加 ) で ある . 

皮 内 反応 術 式 お ょ び 判 定規 準 : 肺 吸虫 班 に お いて 横川 
宗雄 教授 (1959) た に た ょ りき め ら れ た 方 法 に し た が つた が , 
本 実験 で は 更に 対照 と し て 1 万 億 マー ツマ = ン 加 0.9 必 の 
生理 的 食塩 水 (以下 食塩 水 と 略す ) の 皮 内 注射 も 同時 に 行 
つた . すなわち その 術 式 に は まず V.B.S. 抗原 を 被 検 者 
の 左側 前 肝 屈 側 部 の 皮 内 に 約 4 mm の 膨 疹 が で きる ょ よう 
注射 し , その 直後 の 膨 疹 の 縦横 径 を 測定 し その 平均 値 を 
求め (この 時 の 抗原 の 注射 量 は お ょ よそ 0.01~0.02cc で あ 
る ), つい で 15 分 後に 再び 膨 疹 の 縦横 径 を 測定 し , それ 
ぞ れ の 平均 値 を 求め , 15 分 後 の 平 均 値 か ら 注 射 直後 の 平 
均 値 を 減じ た も の を 腫 彩 差 と 称し た (この 場合 mm 単位 
と し て , 小数 以下 は 4 捨 5 入 する ). 対照 と し て の 食塩 
水 は , V.B.S. 抗原 注射 部 位 か ら 約 5 mm 離れ た 部 位 に 
V. B.S. 抗原 の 場合 と 全く 同じ 要領 で 皮 内 注射 し , 注 和 
直後 お ょ び 15 分 後 の 膨 疹 の 径 を 測定 し , 腫 彩 差 を 求め 

判定 規準 : ① 対 照 を も ちい な い 場 合 , V. B.S. 抗原 に 
よる 15 分 後 の 腫 肛 差 が 3 mm 以下 の も の を 陰性 , 4mm 
の も の を 狂 陽 性 , 5 mm 以上 の も の を 陽性 と し た . ② 対 
照 食塩 水 を も ちい た 場合 に は , 抗原 の 腫 服 差 か ら 食 塩水 
の 腫 服 差 を 減じ し , その 差 が な お 5 mm 以上 の 場合 は 陽性 
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4 mm の 場合 は 疑 陽性 化 , 抗原 の 腫 服 差 が 4 mm 以上 あ 
つて も 対照 の た め 3 mm 以下 と な つた 場合 は 陰性 化 , 抗 
原 の 腫 肛 差 が 3 mm 以下 の 場合 は 陰性 と し た . これ を 表 
示す る と 第 1 表 の 如く で ある . 

第 1 表 判定 規準 (対照 と し て 食塩 水 を 用 いた 場合 ) 


直後 15 分 後 直後 15 分 後 
(1) 4x4[4) 9x10[(10}) 4x4[(4) 4x4[4] 

と の 場合 (10 一 4) - (4-4) =6 6mm 
(2) 9x9[(9} 4x4[(4) 5x5[(5] 
(6—4) — (5—4) =4 4mm 、 性 化 


原 5 mm) 
(3) 4x4[4) 10x10[(10] 4x4[4] 7x6[7] 


(0-4 
(4) 4x4[(4) 7xX7[(7) 4x4[4) 5x5[5] 


(2) 及び (3) は 抗原 の み の 判 定 で は 陽性 . 【 〕 内 は 平 

均 値 
補 体 結合 反応 : 横川 ・ 野 (1956) の 50 血 に ょ つ 

貝 卵 検 査 : 路 療 , 低 便 検査 法 と も アン チ フ ォ ル ミン ・ 
ェ ー テ ル 法 に ょ つて それ ぞ れ 連続 3 回 ずつ 行 つた . 

X 線 撮影 : 昭和 30 年 度 結 核 集 団 検診 時 , 型 ど お り ツ 
ベル クリ ン 反 応 陽性 者 , 疑 陽性 者 に つい て 間接 撮影 を 行 
い , 有 所 見 者 に つい て は 直接 撮影 を 行い , 必要 に 応じ 断 
層 撮 影 を 行 つ た . 昭和 32 年 の 検査 で は ツ \ 反 陰性 者 を ふ 
くめ て 全員 た 同様 の X 線 検診 を 行 つ た . 

実験 成績 な ら び に 者 案 

1. 集団 検診 時 に お ける 友 内 反応 , 補 体 結合 反応 , 虫 
に つい て 
i) 皮 内 反応 の 判定 基準 に 関す る 研究 成績 
皮 内 反応 を 実施 する に あたり , 横川 宗雄 ら は その 検査 
法 を 発表 し た 当初 に は , 対照 と し て 食塩 水 を 用 い , も し 
食塩 水 た と た ょ る 腫 彩 差 が 認め られ る 場合 に は , V. B.S. 抗 


陰性 化 


・ 原 に ょ る 腫 彩 差 より これ を 減じ て の ち 判 定 す べき で ある 


と し て いた が , 最近 に いた り 上 記 方 法 で は 判定 を 誤る 場 
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合 が 生じ 対照 を も ちい な い の が よい と 述べ て いる .。 し か 
し な が ら この 点 に 関し て は 詳細 な 報告 が な され て お ら 
ず , な お 対照 を 重視 すべ き で ある と する も の を も ある 現況 
で ある . 著者 は 皮 内 反応 実施 に 際 し 全員 に 食塩 水 を 対照 
と し て 用 い , 実験 方 法 の 判定 規準 の 項 に お いて 述べ た と 
お り , 抗原 の み に ょ る 場合 と 食塩 水 を 対 照 と し て 用 いた 
場合 と の 反応 成績 の 相 異 た に つい て 比較 検討 し た . 

その 結果 , 第 2 表 の と お り V.B.S. 抗原 の み を も ちい 
て 判定 する と その 陽性 者 は 163 名 (5.2 %), 疑 陽性 者 は 
17 名 (0.5 必 ) で あつ た が , 食塩 水 を 対 周 と し て 判定 し た 
場合 に は , その 陽性 者 は 33 名 減じ , 疑 陽 性 者 は 2 名 増 
加 し , また 両者 か ら 新 ら た に 陰性 と 判 害 され る も の を 31 
名 認め た . 一 方 下 卵 検査 成績 と つい て みる と , 上 記 両 者 
の 上 友 内 反応 陽性 者 の 間 に は 躍 卵 陽性 率 に 余り 差 を 認め な 
い が , 疑 陽性 者 に つい て みる と , 食塩 水 を 対 辿 と し た 場 
合 に は , 虫 卵 陽性 率 が そう で な いも の に 比 し 高 率 を なつ 
て いる . また こと ょ ゝ で 特に 注目 さる べき 点 と し て は , 対照 
食塩 水 を 使用 し て 判定 し た 場合 , 皮 内 反応 が 新 ら た に 陰 
性 と な つた 18 名 に つい て 目 卵 陽性 の も の を 4 名 認め た 
こと こと で ある . な お 両者 の 対 し て は 反応 陰性 者 
か ら 120 名 を 無 作 為 に 抽出 し て 虫 卵 検査 を 行 つ た が これ 
ら か ら は 1 名 も 虫 卵 陽性 者 は 見 出し て お ら な い . この 人 陰 
性 化 者 は 食塩 水 の 対 照 を 重視 し た 場合 に は , た と * V. 
B.S. 抗原 に ょ る 腫 服 差 が 4 mm 以上 あつ て る 非 特異 性 
反応 と し て 捨て 去る べき も の で ある . し た が つて 対照 を 
も ちい る こと に より , 当然 検出 され る べき 感染 者 が 見 落 
され る 結果 に な り , 対照 を も ちい る こと の 損失 を 示し た 
も の と いう べき で , 横川 教授 っ ら の いう ごとく, 対 照 を も ち 
いる 場合 は むし ろ 検 出 率 を 低下 さす と いう 考 を 方 と 一 致 
する も の で ある . 欠 最 近 Sadun et al. (1959) は 本 症 皮 内 
反応 の 判定 に お いて , 対照 の 食塩 水 た ょ る 腫 服 差 が 抗原 
の それ と 同等 それ 以上 に 肛 た 場合 は 対照 を 
視 す る と 云 つて いる が , この 点 た つい て 検討 し て みる と 
次 の 如く で ある . 抗原 に ょ る 15 分 後 の 腫 服 差 が 4 mm 


第 2 表 皮 内 反応 判定 規準 と 虫 卵 検査 成績 と の 関係 


数 

陽性 163 5.2 114 陽 性 130 4.1 90 55 
陽性 17 0.5 17 3 性 化 19 0.6 19 36°8 

3116 陰性 化 31 1.0 22 4 18.1 
計 180 5.7 131 66 50.3 計 180 5.7 131 66 50.3 


* と * の 値 
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以上 の も の 180 名 た に お ける 食塩 水 の 腫 肛 差 を みる と 第 3 
表 の ょ うに 3 mm 以下 の も の が 殆 ん ど で あ り , 4mm の 
第 3 表 食塩 水 た に 依る 腫 用 差 成績 
腫 用 Omm lmm 2mm 3mm 4mm 
例 数 39 95 1 180 

も の を 1 名 認め た 外 は , 4 mm 以上 の も の は 見 当ら な か 
つた . この 程度 の 腫 彩 差 で は 実際 問題 と し て 考慮 する 必 
要 は な く , 特に 集団 検診 時 た お ける スク タク リー ニ = ング 法 と 
し て は 手数 を は ぶ く こ と か ら み て も 対照 食塩 水 を も ちい 
な い の が 適当 と 考え る . 

向上 友 内 反応 と 補 体 結合 反応 と の 関係 

本 症 に 対す る 皮 内 反応 と 補 体 結合 反応 と の 関係 を 検討 
する た め , 上 内 反応 陽性 者 ・ 陽性 者 の ち 路 ・ 
に よる 貝 卵 検査 を 完了 し た も の ぇ ゝ うぅ うち より それ ぞ れ 103 
名 , 11 名 計 114 名 に つき 補 体 結合 反応 を 施行 し , 対照 と 
し て 上 友 内 反応 陰性 で あり 由 卵 陰性 の も の 51 名 た に つい て 
も 同様 に 補 体 結合 反応 を 行 つ た . 

その 結果 は 第 4 表 の と お り , 友 内 反応 陽性 者 の うぅ も 補 
体 結合 反 応 陽性 の も の は 72.8 で あり , その うぅ ち 貝 卵 
陽性 の も の を 68.5 に 認め あめ た. これ は 皮 内 反応 陽性 者 
か ら の 貝 卵 陽性 率 55.2 た 比べ か に 高 率 で ある. し 
か し な が ら 補 体 結合 反応 が 陰性 の も の か ら る も 低 率 で は あ 
る が , 10.7 必 に お いて 貝 卵 陽性 の も の が 認め られ た . ま 
た 友 内 反応 疾 陽性 者 の うち 補 体 結合 反応 陽性 の も の は 
で あり , その うぅ ち 50 お いて 虫 卵 陽性 の も の 
を 認め た . な お ぉ お 補 体 結合 反応 の 結果 陰性 を 示し た も の に 
お いて も 貝 卵 陽性 者 を 1 名 認め た . 一 方 対照 群 す な わ ち 
皮 内 反応 陰性 , 忠 卵 陰性 者 に つい て は 11.7 必 に 補 体 結 
含 反応 陽性 者 を みた の み で あつ た . 

以上 ょ りみ て 補 体 結合 反応 陽性 者 に お ける 貝 卵 陽性 率 
は , 内 反応 陽性 に お ける 卵 陽性 率 り も る か に 
高い こと を うか ぱい 知れ る . この こと は 横川 ( 宗 ) も 指摘 


し て いる ょ よう に 雄 内 反応 は 完全 治療 後 も 相当 長期 に わた 
り 陽 性 結果 を 持続 する が , 補 体 結合 反応 は 治療 後 は 比較 
的 は や く 陰 転 を みる た め 等 と 思わ れる . し か し , その 反 
面 補 体 結合 反応 陰性 者 か ら ゃ も 貝 卵 陽性 者 が 少数 な が ら 度 
め ら れる が , これ は , 一 般 血 消 反 応 に お ける と 同じ く 非 
特異 反応 ど と し て さけ られ な い 点 と 思わ れる . 

集団 検診 時 に お ける 検査 法 に つい て 

集団 検診 時 卵 検査 を 行 う 場合 , と の いずれ 
を 用 いる の が 適当 で ある か と いう こと を 検討 する た め 
に , 皮 内 反応 陽性 者 ・ 陽性 者 の 5 ち で お 
検査 の 両者 を 同時 に 施行 し 得 た 131 例 に つき 虫 卵 検出 率 
を 比較 し て みた . 

その 結果 は 第 5 表 の 如く , 呂 療 お よび 閥 便 の 両者 か ら 

第 5 表 虫 卵 検査 成績 


35 
6.1%) (4.5%) (41.2%) 
i2 65 7 
@.2%) (49.6%) 88.8%) 


卵 を 検出 し た 場合 は 35 例 (26.7 ), 便 の みか ら 
卵 を 検出 し た 場合 は 12 例 (9.2 ), の み か ら 
を 検出 し た 場合 は 19 例 (14.5 ) で あぁ つて , 路 療 ある い 
は 状 便 の いづ れ か か ら の み 虫 卵 を 検出 し た 場合 か が か かなり 
認め られ た . また 全 対 象 131 例 中 虫 卵 陽性 者 は 66 例 で 
あつ た が , その うぅ うち, 閥 便 か ら の 虫 卵 検出 例 は 47 例 , 
只 療 か ら の それ は 54 例 で あり , 両者 の 間 に は 著 し い 差 
は 認め られ な か つた . 以上 の こと より みて 一 方 の み の 検 
査 で は 不 十 分 で あり 両者 の 併用 が の ぞ ま し いこ と が うか 
ヾ いし れる . し か し な が ら 集 団 検 診 の 際 も し 二 者 の うち 
ー つ を 選ば ね ば な ら な いこ き に は 著者 の 経験 か ら す れ ば 
の に つい て は の み の 場 合 が 多く 従 つ て 材料 
の 採集 が 容易 な こと より 工 便 検 査 を 採用 し た ほう ぅ が 信頼 


第 4 表皮 内 反応 , 補 体 結合 反応 並び に 虫 卵 検査 成績 表 


検査 人 員 皮 内 反応 


補 体 結合 反応 虫 卵 検査 成績 


(+) 50/73 (68.5%) 


(+) 75/103 (72.8%)< 
(—) 23/73 (31.5%) 
(+)163 5.2 
28/103 G27.2%) 3/28 (10.7 ) 


— 
ー(-)51 Control <(+) 


(—) 45/51 (88.3%) 


4/11 (36.4%)< 


7/11 (63.6%) 6/7 (85.7%) 
6/51 (11.7 _0 


ー) 25/28 (89.3%) 
2/4 (50.0%) 


( 80 ) 


| 
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た 性 が ある よう に 思わ れる . 小宮 (1953) ら は 肺 吸虫 症 患 者 は と を も に 陰性 で あつ た . 一 方 前 回 肺結核 症 と 考え られ て 
に つい て か の 検査 を 行い その 比較 を 行 いた 35 名 (1.12 %) の ぅ 5 ち に は 肺 症 内 反応 陽性 者 
区 つて いる が , 両 材 料 か ら の 貝 卵 検出 率 た は いち じ る し い が 28 名 (80 ) 認め られ その うぅ ち 肺 吸虫 卵 陽性 者 は 27 名 
認 差 は な く , 較 療 ある い は 工人 便 の いづ れ か 一 方 か ら の み 帳 認め あめ られ, その も の は 諸 検 査 を 施行 の 結果 肺 吸虫 症 と 考 : 
非 卵 を 検出 し た 場合 が か な り 認 め ら れ , 虫 卵 検出 に は 両者 。 を られ る も の で あつ た . ; 
の 検査 が 必要 で ある と 述べ て いる . し た が つて 著者 ら は , 肺 吸虫 症 流 行 地 に お ける 結核 集 
] 2. 結核 集団 検診 時 に お ける X 線 所 見 に よる 肺 吸虫 症 。 団 検 診 こ は 本 症 集 団 検 を あわ せ 行 うこ と が 必要 で ある 
と と の 鑑別 と 考え , 昭和 32 年 度 に お いて は , 郡 僧都 川 
ke 著者 は 昭和 30 年 4 月 >5 月 , 愛媛 県 南宇和 郡 僧都 川 の 小 , 中 , 高 8 校生 値 4,371 名 を 対象 に 実験 方 法 の 項 で 
a 流域 の 6 小 中 学生 3,116 名 を 対象 と する 結核 集団 検診 を 述べ た 如く 両 検査 を 同時 に 行 つ た . まず 肺 吸虫 皮 内 反 計 
行い , 肺結核 症 と 判 守 し た も の を 35 名 (1.12 ) に 認め 陽性 者 お よび 医 陽 性 者 の レ 線 所 見 に つい て 調査 し た 結果 
その 数 は 全国 の 統計 と 比較 し て 高 率 で ある と いう 結果 を 第 7 表 の ご と き 成 績 を えた . すなわち 友 内 反応 陽性 和 群 に 
; 得 て い た . し か る に その 後 同じ 対象 に 対し , 昭和 30 年 お いて は レ 線 上 所 見 を 認め る も の は , 貝 卵 陽性 者 66 名 
Co 6 月 ~ 昭 和 31 年 9 月 に 肺 吸虫 症 の スタ リー= ン グ 潜 を の うぅ や ち 36 名 (64.5 光 ) で あり , 虫 卵 陰 性 者 165 名 の うち 
行 つ た 結果 , 同 集団 に お ける 肺 吸 虫 症 の 実態 を 把握 する 3 名 (1.8 ) で あぁ つた . また 友 内 反応 疑 陽 性 群 に だ お いて 
Be: と こと が で き , 従来 肺結核 症 と 考え られ て いた も の ょ 大 部 は , 虫 卵 陽性 の も の 2 名 に は 所 見 を 認め ず , 虫 卵 陰性 者 
分 は 新 ら た に 肺 吸虫 症 と 老 き えら れる も の で ある と いう 3 うこ 109 名 に つい て は 3 名 (2.8 ) に 所 見 を 認め た . この 成 
と を 知り , 既往 の 結核 集団 検診 の 判定 に は 慎重 さ を 欠 く 績 より みて 虫 卵 陽性 で ある に も か ょ わら ず , レ 線 上 耕 淀 
点 が 大 い に あ つた と いう こと を 知る こと が で きた . その 所 見 を 認め な いも の が 約 半 数 近く ある こと は 注目 すべ き 
両者 の 成績 を 比較 検討 し て みる と 第 6 表 の とおり で あ さと \ 湊 きる: 
> 下 る . すなわち , 肺 門 ・ 肺 野 に 石灰 化 像 を 認め る も の は そ つぎ に 今回 の 検診 こ ょ り レ 線上 所 見 を 認め た も の に つ 
久 れ ぞ れ 33 名 で あつ た が , これ ら の も の に は 肺 吸虫 症 皮 いて , 臨床 検査 施行 後 の 分 類 は 第 8 表 の と お り で ある . 
い 内 反応 陽性 者 は 皆無 で あつ た . また 肺 門 腺 核 を 認 すなわち 肺 吸虫 陽性 で あり , また 1 週 1 回 ずつ 4 
め た る も の 11 名 (0.35 で あぁ つて , この うぅ も 反応 陽 施行 し た にょ り 結核 を 証明 し えな か つた も の 
で 性 者 は わずか に 1 名 の み で あり 貝 卵 検査 , 補 体 結合 反応 を 肺 吸虫 症 と 考え る と , レ 線 有 所 見 者 101 名 の うぅ ち 石 灰 
i 第 6 表 本 調査 前 施行 の 学校 結核 集団 検診 成績 と 皮 内 反応 成績 と の 関係 
肺 野 部 
5 もち 皮 内 反応 皮 内 反応 皮 内 反応 皮 内 反応 
33 33 11 1 35 28 27 
(1.05) 0.35) 9.09) G.12) G0.0 7.1 
( ) 内 数 字 は 
第 7 表 PG 反応 陽性 , 疾 陽 性 者 に つい て し レ 線 所 見 の 有無 
PC 反応 
所 虫 卵 虫 卵 虫 虫 卵 
36 3 39 0 3 3 
(54.5) (1.8) (16.9) (2.8) (2.7) 
30 162 192 2 . 106 108 
(45.5) (98.2) (83.1) (100) (97.2) (97.3) 
計 66 165 231 避 109 111 


( ) 内 数 字 は 必 


第 8 表 レ 線 有 所 見 者 と PG 反応 , ツ 反 応 と の 関係 


PG - - ま 
。 、 反 ツ 反 ツ 反 ツ ツ 反 ツ 反 ツ 反 ツ 反 ツ 反 一 
073.5) G7.6) 0 0 0 0 0 0 34 G3.0 
同上 80) 0 0 0 0 0 0 0 2 
心 所 見 0 0 0 0 0 G3.3) 
症 0 0 0 0 0 0 0 
一 過 0 0 0 0 0 0 2 
プラ 様 陰影 。 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 G0 
計 GO G9 UV 45 GO 
( ) 内 数 字 は 巡 


化 陰 影 を 認め る も の は 55 名 (54.5 ) で あり , つい で 和 肺 
吸虫 症 が 34 名 (33.7 必 ) で あぁ つて , 肺結核 症 は 2 名 (2.0 
) の み で あつ た . な お 石灰 化 陰 影 を 認め る も の ふう 
ち , 友 内 反応 陰性 ・ ツ 反応 陽性 の も の 89.1 は 迷 で あつ 
た . 勿論 これ ら 肺 吸虫 症 の 大 半 は ッ ベ ルク タク リン 反応 陽性 
で ある た め に 肺結核 症 の 合併 を 千 定 する こと は で き な い 
が , し か し 本 成績 より みて 策 吸 虫 症 流 行 地 た に お いて は いひ 
線上 有 所 見 者 の ぅ ち 石 灰 化 陰影 を の ぞ け ば 大 多数 が 肺 吸 
虫 症 を 有する も の と 考え られ る . 

以上 の こと より 肺 吸虫 症 患 者 が 肺結核 症 患 者 と し て 取 
り 扱 われ て いる と すれ ば 本 人 お よび その 家族 の 経済 的 負 
担 は も と より , 特に これ ら の も の が 学童 で ある こと か 
ら , その 団体 生活 の 上 で 受け る 精神 的 苦痛 は は か り 知 れ 
な いも の が あり , この よう な 例 は お そら くさく 他 の 流行 地 に 
お いて る も 決し て 少な く な いこ と ょ 思わ れる . 又 逆 に 肺 結 
核 症 で あり な が ら 肺 吸虫 症 と し て 取り 扱わ れ た 場合 , あ 
る い は 両者 の 合併 症 の 場合 の 取り 扱い た 関し その 処置 を 
誤る と き は 個人 だ け の 問題 に た と ヾ ま ら ず 公 衆 術 生 上 に も 
ゆき しき 問題 と いわ ね ば な ら な い . 

以上 の 結果 ょ りみ て 著者 は これ ら の 両者 の 誤認 の 原因 
を 追求 する と と も に , さら に 両者 の 鑑別 に つい て 何等 か 
の 参考 と すべ き 点 を 見 出す た め , これ らし レ 線 有 所 見 者 に 
つい て 過去 の 病 礎 , 治療 状況 , 現在 の 諸 検 査 を 参照 し そ 
の し レ 線 所 見 に つい て 検討 を 試み た . 

まず 過去 に 肺結核 症 と 診断 され て お り , 後に と なり 肺 吸 
貝 症 と 判明 し た 27 例 に つい て , その 主 契 レ 線 所 見 を 観察 


する と つぎ の と お り で あつ た . 
i) 病巣 の 出現 する 肺 側 と 病巣 の 個 数 と の 関係 に つい 
て みる と , 第 9 表 の と お り 右 側 肺 出現 の も の が 最も 多く , 


第 9 表 病巣 の 数 と 出現 肺 側 と の 関係 


出現 肺 
病巣 の 数 


14 6 20 
(51.9) (22.2) G4 .1) 
2 0 0 (14.8) 4. 8) 
3 0 0 (7.4) G .4) 
1 
4 0 G.7 
計 14 6 7 27 
(51.9) (22.2) (25.9) (M00.0) 
( ) 内 は 必 を 示す . 
1 症例 1 個 の 病巣 より な る も の が 多い . また 表 よ りみ て 
全 27 症例 の 病巣 の 数 は 総計 38 個 と な る . 


病巣 の 性 状 に つい て は , を 認め る も の を 
状 影 , 油 朝 性 の 陰影 を 認め る も ゃ の を 浸潤 影 , 結核 腫 様 陰 
影 を 結節 影 と し , 3 大 別 す る と , 38 個 の 病巣 に つい て を そ を 
の 出現 は , それ ぞ れ 27 個 (71.1%), 7 個 (18.4%), 4 
個 (10.5 必 ) で あり 輪状 影 を 認め る も の が 最も 多い . 

また に つい て , その も の が さら に の 
輪状 影 か ら な る か と いう こと を 見 て みる と , 2 個 よ りな 
る も の 5 個 (18.5 ), 3 個 よ りな る も の が 3 個 (11.1%) 
で あっ つて 大 部 分 (70.4 ) は 1 個 の 輪状 影 よ りな る も の 


(82 ) 
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で あつ た . この 結果 27 個 の 輪状 影 は 38 個 の 輪状 影 よ り 
成立 する こと に な る . 

iv) 輪状 の 大 き さ について, 長径 短 径 の 和 の の 
値 を も つて その 大 き さ と し て 観察 する と , 10mm 以下 の 
る の 28 個 (73.7 ), 20mm まで の も の 9 個 (23.7 %), 
30mm まで の も の 1 個 (2.6 ) で あぁ つて, 殆 ん ど が 小さ 
いも の で あつ た . 

v) また 輸 状 影 の 壁 の 厚 さ た に つい て は その 平 均 値 が 1 
mm まで の も の 9 個 (23.7 ), 2mm まで の も の 22 個 
(57.9 ), 3 mm まで の も の 3 個 (7.9 ) で あぁ つて , 大 
部 分 が 薄い も の で あっ つた. 

vi) その 他 の 所 見 と し て は 陰影 の 性 状 は , その 濃度 が 
ほ き 均一 で あり , 通常 淡い 陰影 と し て 現われ る も の が 多 
く 認 あめ られ た . また 石灰 化 像 お ょ び 心 陰影 肥大 例 を 1 例 
ずつ 認め た が , 自然 気胸 な ら び に , 病巣 部 お ょ びそ の 周 
囲 の 肺 壮 縮 傾向 は 全 例 た に お いて 認め られ な か つた . 

つぎ に 27 症例 に つい て 病 例 を 調査 し て みる と つぎ の 
こと と が 判明 し た . 

i) 全 例 と も 経過 中 結核 菌 を 証明 する こと が でき な か 

ii) 27 例 中 25 例 は いずれ る も 6 ヵ月 な いし 2 ヵ年 間 の 
結核 医療 を 受け て お り , 残り 2 例 は 結核 治療 の 指示 が あ 
りな が ら 治 療 を 行 つ て いな か つた . 

迫 ) 27 例 中 24 例 は 6 ヵ月 な いし 1 年 6 ヵ月 の 経過 観 
察 期間 中 病巣 の 性 状 が 不変 で あり , また 病巣 な ら び に そ 
の 周辺 の 肺 装 縮 傾 向 が 認め られ な か つた . 

iv) 27 例 中 3 例 は 経過 観察 期間 中 , 陰影 の 新 ら し い 出 
現 , また 一 部 陰影 の 消失 な ど を 認め た が , これ ら は 貝 体 
の 位置 移動 に た よる か , また 新しく 感染 し た こと に よる も 
の まい ずれ か と 考え られ た . 

つぎ に これ ら 症 例 の ぅ うち 興味 ある 4 例 に つい て 具体 的 
に 説明 する . 

"第 1 例 (Fig. D 9 歳 の 女子 . > 反応 ( 十 ). 皮 内 反応 


( 十 ). 虫 卵 (). 補 体 結合 反応 ( 十 ). 写真 (1 ) は 昭和 30_ 


年 6 月 の 結核 集団 検診 時 に お いて 肺結核 症 と し て SM, 
PAS 併用 療法 を 6 ヵ月 間 施 行 し た と き の し 線 背 腹 位 方 
向 撮 影 ( 以 下 DV と 略す ) で ある . その 所 見 と し て 右 第 2 
こ お おけ る の 薄い 小 像 と 右 肺 中 野 に 濃度 の ほ 
均一 な 電 陰影 が 認め られ た . 検査 の 結果 , 
培 養 と る 結核 菌 を 証明 し 得 な か つた が , その 人 後 も な お 結 
核 の 化学 療法 を 続行 し た . その 結果 は 写真 (2) (昭和 32 
年 4 月 ) に 示す と お り , 右 肺 中 野 の 油 朝 性 陰影 は 前 回 に 
比 し か な り 減 少 さ れ て き て いる が , な お 第 2 肪 間 に は 透 
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亮 像 の 5 た が い を 認め て いる . 同時 に 恋 部 断層 撮影 を 試 
みた と ころ 写真 (3) の ご と く 背 面 よ り 8.5~8.7 cm の 部 
位 に 均等 な 結節 様 陰影 の 中 に 打 抜 き 空 洞 様 の 透 吉 像 を 認 
め る こと が 出来 た . 

以上 の 所 見 より みて , 本 症例 は 肺結核 症 と し て の 治療 
を か な り 長 期間 行 つ た に も か ょ ゝ わら ず 全 経 過 を 通じ て そ 
の 効果 が な く , レ 線 所 見 上 小 透 吉 像 で は ある が その 縮小 
を 認め あず, また 性 状 の 変化 を 認め る こと が で き な か つた 
も の で あり , また 肺結核 症 に お ける が ご ど ごとき, 病巣 な ら 
びに 病巣 周囲 の 肺 野 に 閉 縮 像 が 認め られ な か つた . その 
他 臨 床 的 に みて も 自覚 症状 は 軽度 で あり , 結核 草 を 証明 
する こと が で きず , 後ほど 肺 吸虫 卵 が 陽性 で ある こと が 
判明 し , 肺 吸虫 症 と 考え る の が 朋 当 と し た 例 で ある . 

第 2 例 (Fig. ID) 8 歳 の 女子 . > 反 応 ( 二 ) 友 内 反応 ( 十 ) 
虫 卵 (). 補 体 結合 反応 ( 二 ). 昭和 30 年 4 月 結核 集団 
検診 こ て 初 あて 発見 され た . その レ 線 所 見 は 写真 (1) ( 昭 
和 30 年 4 月) の 如く , 右 肺 門 周 囲 な ら び に 下 肺 野 に 向い 
陰影 濃度 の 均等 な 雲 状 影 が 直 め られ , 右 肺 中 野 に 壁 の 薄 
い 小 が 認め られ た . 当時 検 査 の 結果 抹 , 
養 (3 回 連続 ) と も に 結核 玄 を 証明 し 得 な か つた が 肺結核 
症 と し て た ヾ ち に SM,PAS の 併用 療 潜 を 行 つ た 治療 6 
ヵ月 施行 後 の レ 線 所 見 は 写真 (2 の と お り 治 療 前 に 比較 
し て , その 所 見 は 全く 同様 で あり 陰影 の 変化 は 認め あら れ 
な か つた . その 後 さ ら に SM,PAS 併用 療法 を 引続き 施 
行 し た が , その ひし 線 所 見 は 写真 (3) (昭和 31 年 4 月 ) に 
示す と お り , 様 陰影 は , 少 を 認め た が 中 肺 野 
の 小 透 売 像 は 依然 と し て 認め られ た . つい で 昭和 32 年 
3 月 に は 断層 撮影 を 施行 する こと が 出来 た が , 写真 (④) 
の と お り 背面 より 1.5~1.7cm と いう 極め て 背面 に 近 
い 部 位 に 小 (2 個 の 連絡 せる 壁 の 薄い 小 ょ 
りな る ) が 認め られ た . 

本 症例 も 症例 (1) の ご と く , 長期 の 結核 治療 に も か ょ ゝ 
わら ず , 全 経 過 を 通じ て レ 線 所 見 の 上 に 変化 を みる こと 
が 少な く , 小 延吉 像 で は ある が , その 縮 少 を 認め ず , 治 
療 効 果 が 認め られ な か つた 例 で あり , 病巣 な ら び に 病巣 
周囲 の 肺 装 縮 像 る 認め られ な か つた . また 経過 中 自覚 症 
状 が 殆 ん ど 認 め ら れず , か つ 結 核 菌 を 証明 し えな か つた 
が , 後ほど 肺 吸 虫 卵 を 証明 し 肺 吸虫 症 と 考え た 例 で あ 
る . 
第 3 例 (Fig. IID13 歳 の 女子 . > 反応 ( 十 ). 皮 内 反応 
( 十 ). 虫 卵 (). 補 体 結合 反応 (). 昭和 30 年 5 月 結 
核 集団 検診 こ て 発 見 され , 肺結核 症 の 診断 を 受け た . そ 
の 当時 の レ 線 所 見 は 写真 0) の ご と く , 右 肺 中 野 に 淡い 
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注 慢 性 の 均等 性 陰影 を 認め て いる . 本 症例 も 結核 菌 を 証 
上 明 す る こと が 出来 な か つた が , 肺結核 症 の 診断 の も と 
SM・PAS 併用 療法 を 1 ヵ年 施行 の の ち , さら に 1 ヵ年 
間 は 要 注 意 の 判定 を 受け て いた も の で ある . 

また その 了 断層 撮影 所 見 と し て は 写真 (2) の ご と く 迄 亮 
像 を 認め な か つた . 本 症例 は その 後 , > 反 応 が 陰性 で あ 
り , 肺 吸虫 卵 が 陽性 で ある こと が 判明 し , 昭和 32 年 6 
月 に , 肺 吸虫 症 の 診断 の も と 右 肺 区 域 4 の 部 分 切除 術 を 
施行 し , ウェ テス テル マン 肺 吸虫 を 1 匹 摘出 し た が , レ 線 
所 見 の 経過 より みて , 結核 治療 を 行 つ た に も か ゝ わら 
ず , その 効果 が 認め られ ず , 長期 間 陰影 の 性 状 が 全く 不 
変 で あつ た も の で あり , その 間 肺 装 縮 傾向 も 認め ず , 興 
味 あ る 1 例 と られる. 

第 4 例 (Fig. IV) 11 歳 の 女子 . > 反応 ( 十 ). 皮 内 反応 
( 十 ). 貝 卵 (). 補 体 結合 反応 ( 十 ). 昭和 30 年 5 月 の 
結核 集団 検診 こ に おい て 発見 され た 症例 で ある . 当時 の レ 
線 所 見 と し て は 写真 (1) (30 年 5 月 ) の 如く , 心 陰影 肥 
大 を 認め , さら に 右 肺 門 周囲 と 淡い 消 慢 性 陰影 と 左 肺 下 
野 に 同様 の 陰影 が 認め られ た . ツ 反 応 が 陽 転 し た 年 で 
ある の で 経過 観察 を 行い , 昭和 31 年 1 月 に DV を 行 つ 
た . その 所 見 は 写真 (2) (31 年 1 月 ) の 如く , 両側 肺 中 
野 に 結核 腫 様 陰影 な ら び に 済 慢性 陰影 が 認め られ た . た 
ヾ ち に 肺結核 症 の 診断 の も と 休学 し て SM, PAS の 併用 
を 6 ヵ月 行 つ た . その 間 検査 の 結果 は , 
養 と も 結 校 菌 を 証明 し えな か つた . 化学 療法 6 ヵ月 施行 
後 の 所 見 は 写真 (3) (昭和 31 年 5 月 ) の ご と く , 右 肺 上 
野 に 新 ら し く 濃 度 の 均等 な る 淡い 陰影 が 認め られ , 右 肺 
中 野 の 陰影 は 消失 し , 左 肺 中 野 の 陰影 は 前 回 に 比 し 不変 
で あつ た . さら に SM,PAS 併用 療法 を 続行 し て いた が 
2 ヵ月 後 左 湖 出 性 肪 膜 炎 を 併発 し た . 写真 (④ (31 年 7 
月 ) に 見 られ る と お り , 右 肺 第 1 肪 間 は 般 吉 像 が 認め ら 
れ , 左 肺 第 3 肪 問 外側 の 結核 腫 様 陰影 は 消失 し , 第 4 肪 
骨 の 前 方 部 位 に 注 慢 性 陰影 が 認め られ た . それ と と も に 
左 横隔膜 肪 膜 部 た 近く 同じ く 潤 慢性 陰影 が 認め られ た . 
その 後 断 層 撮 影 (昭和 31 年 12 月 ) を 行 つ た と ころ , 写 
真 (5) に 見 られ る よう に 右 肺 失 縦 隔 側 に 浸潤 影 と , 左 肺 
下野 中 央 に 壁 の 薄い 小 透 訓 像 を 認め , 左 肺 下野 横隔膜 肪 
膜 に 接し て 梁 潤 影 を 認め た . 本 症例 に お いて も , 結核 治 
療 を 行 つ た に も か まわ ら ず , 新 ら し く 人 陰影 が 出現 し , あ 
た か る も 肺結核 症 の 増悪 を みる か の ご と き 様 相 を 量 し た が 
その 陰影 の 箇 閉 は 小さ く , か つ 個 々 の 陰影 の 性 状 の 間 に 
は 特徴 が あり 肺結核 症 の 陰影 と 考え 難い 性 状 を 示し て い 


また 経過 観察 中 , 病巣 な ら び に 病巣 周囲 の 肺 葵 縮 傾 向 
は 認め られ ず , の ち 程 虫 卵 を 証明 し た も の で ある が , 肺 
吸虫 症 に ょ る 病巣 の 位置 移動 性 を みた 1 例 で ある . 

肺 吸虫 症 の レ 線 所 見 た に つい て は , わが 国 で は 安藤 ・ 山 
田 (1916), 氏家 1932), 田中 (1934) , 三宅 (1939, 1952), 細 
川 ・ 三 浦 (1952) , 柴田 ・ 細 川 (1951) , 岩崎 (1955, 1956), 平 
野 (1957), (1959) , 波多 野 ・ 山 本 (1959) , 新野 (1959) 
ら , 外国 で も Bercovits(1937), E. Kulk*M. Barba (1955) , 
T. Graumann (1957) 等 きわ め て 多数 の 報告 が な され て い 
る が , 本 症 と 肺結核 症 と の レ 線 所 見 上 の 鑑別 に つい て は 
一 般 に 困難 と する 意見 が 多い . 

し か し な が ら 新 野 は 本 症 の レ 線 所 見 の 特徴 を あげ, そ を 
れ ら の 特徴 を も つ 疑 し いも の に つい て は 諸 検 査 施 行 の 上 
本 症 を 決定 すこ と が 出来 る と 述べ て いる . 

閉 者 は 上 述 の ご と く , 本 邦 に お いて も 本 症 の 流行 地 と 
考え られ る 地方 の 保健 所 長 と し て 勤務 し , 従来 の 結核 集 
団 検診 の 上 に さら に 本 症 の スタ ー= ン グ 渉 を 併せ 行う こ 
と が 出来 た . その 結果 本 症 流 行 地 に お いて は , いか に を 
の の 程度 が 大 で あぁ つて, 生 上 重大 な 意義 を も 
つも の で ある か と いう こと を 体験 する こと が 出来 た . 

すなわち 上 述 の ご と く , 既往 に 肺結核 症 と 判 守 し て い 
た 対象 の 大 部 分 が , 後ほど の 調査 に ょ よ つ て 肺 吸 下 症 で あ . 
る と いう こと が 判明 し , この こと より みて , 集団 検診 時 
に は 肺結核 症 の 隣接 疾患 に つい て も 今 一 層 慎 重 に 考え ね . 
ば な ら ず , その 一 つと し て 肺 吸 虫 症 も 大 切な 疾患 で あ 
り , と くに 流行 地 に お いて は 注意 し て 観察 し な けれ ば な 
ら な い 疾 患 で ある と 考え られ た .・ さら に 著者 は その 誤 ま 
られ 名 い 原因 を 知る た め , の ちほ ど 肺 吸虫 症 と 考え られ 
た 27 症例 に つい て , その し ひし 線 所 見 を 観察 し , 既 述 の ご 
と き 特 徴 を 把握 する こと が 出来 た . また 著者 の 症例 は 一 
定期 間 肺結核 症 と し て 経過 を 観察 し た も の ゝ み で あつ た 
の で , レ 線 所 見 の 推移 に つい て も 観察 する こと が 出来 
た . すなわち 上 述 の ご と き 成 績 を えた が , この こと より 
と くに 経過 観察 が 出来 る 場合 に は 慎重 に 観 守 す れ ば 本 症 
の 診断 は 比較 的 容 易 で ある と 考え られ た . 

以上 の こと より みて 肺 吸虫 症 の 流行 地区 と お ける 結核 
集団 検診 こ お い て は , 本 症 の 系 統 的 検診 を 併せ 行う こと 
が 必要 で あり , と くに その 判定 に 際 し て は , 本 症 の レ 線 
上 の 性 状 を 念頭 に お き 慎 重 を 期す る 必要 が ある も の と 考 
。 

3. アン ケー ト 調 査 な た ら び に 肺 吸 虫 症 患 者 の 家族 集積 
性 た に つい て 

i) 感染 接触 機会 お よ ょ び 一 般 症状 に 関す る アン ケー ト 


| | 


調査 

肺 吸虫 の 感染 は その 第 2 中 間 宿 主 で ある 淡水 産 カ =, 
特に モク ズ ガ = の 食用 ある い は 接触 の 有無 と 密接 な 関係 
の ある こと は すでに 知ら れ て いる . 

本 症 の 一 般 症 状 と し て は 普通 血 導 ・ 路 血 を みる 以外 は 
頭 著 な 症状 は み ら れ ず , また 軽度 の 場合 に は 殆 ん ど 自 覚 
症状 も 認め られ ず , 本 症 に 感染 し て いて も 気づか れ な い 
も の が 多い . し か し , この 点 た に たつ いて も , さら に その 詳 
細 を 知る た め に , 今回 閉 者 が 皮 内 反応 を 実施 し た 全員 に 
第 10 表 に 示す ご と き 項 目 の カ ー ド を 配布 し , アンケ ー ト 
に よる 調査 を 実施 し た . 解 共 を 得 た の は 上 友 内 反応 施行 後 
卒業 し て 不在 の % も の を の ぞい て 2,375 名 で あつ た .。 これ 
を 皮 内 反応 陽性 群 , 疑 陽性 群 , 陰性 群 た わけ て 各 群 に つ 
いて 項目 別に 比較 検討 を 加え る と ょ も に , 皮 内 反応 陽性 
群 で は さら に 貝 卵 陽性 群 , 虫 卵 陰性 ・ 補 体 結合 反応 陽性 
群 , 虫 卵 ・ 補 体 結 合 反 応 陰 性 群 の 3 群 た に わけ て 検討 し 

その 結果 は 第 10 表 に 示し た 如く , 川 ガ =( モ クタ クズ ガ =) 
を 食べ た こと の ある 者 ・ 疾 に 血 が まじ る 者 ( 血 疾 )・ チ 
ョ コレ ー ト 様 あ る い は 人 の 出る 者 ・ 顔 色 が 悪い 
者 ・ お よび つか れ や すい 者 の 5 項目 で は 皮 内 反応 陽性 者 
群 と 陰性 者 群 と の 間 に は 有意 の 差 が 認め られ , 陽性 者 群 
た いち じ る し く 多 いこ と が 明らか と な つた . また 路面 し 
た こと と が ある と いう 答え も 陽性 者 群 の ほう に 多く み ら れ 
た . し か し 川 ガ = を つか まえ て 遊ん だ こと が ある と いう 
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項目 て は 陽性 者 群 ・ 陰 性 者 群 と の 問 に 有意 の 差 は 認め ら 
れ な か つた . 

また 一 般 症 状 と し て , 顔色 が 悪い ・ つ か れ や すい ・ と 
いう 3 2 項目 が 皮 内 反応 陽性 者 群 で は それ ぞ れ 22.5 必 ・ 
23.5 必 を 示し , 陰性 者 群 に た お ける より も ゃ も 多く 認め られ た 
こと と は 一 応 注目 すべ き 点 で ある と 思わ れる . これ ら の 症 
状 は 必 ら ず し ゃ も 肺 吸虫 症 の 特有 な 症状 で は な い が , 沈 行 
地 に お いて は 常に 念頭 に お くべ き 点 と 考え られ る . また 
・ 目 まい が する 者 ・ 手 足 が し びれ る 者 ・ て ん か ん を 起 し た 
こと こと の ある 者 な どの 殴 目 は 脳 肺 吸虫 症 を 考え て 調査 し た 
も の で ある が , 皮 内 反応 陽性 者 群 ・ 陰 性 者 群 間 に 有 意 の 
差 は み ら れ な か つた . また , これ ら の 症状 の ある も の に 
つい て は , 個別 に 診察 を 行 つ た が , 脳 肺 吸虫 症 を うた が 
わせ る よう な 点 は 認め られ な か つた . 

な 内 反応 陽性 を ① 卵 陽性 群 卵 陰性 ・ 補 
体 結合 反応 陽性 群 ⑬ 貝 卵 陰 性 ・ 補 体 結 合 反 応 陰性 群 の 3 
群 た わけ て 観察 する と , ⑦@ 和 群 の 虫 卵 陽性 群 に は や は り 本 
症 特 有 の 路 療 を みる も の ・ 顔 色 の 悪い も の ・ つ か れ や す 
いも の な どの 項目 が も つと も 多く み ら れ , つい で それ ら 
症状 は ② 群 に 多く み ら れ , ③⑨ 群 に は 比較 的 少く 認め られ 
た . 特に ょ び 肪 膜 炎 な どの 既往 の ある も の は 殆 
ん どす べ て 貝 卵 陽性 群 に み ら れ , この こと は , これ ら 症 
状 が 肺 吸虫 症 と も つと も 接 な 関係 の ある こと を 示唆 し 

i) 肺 吸虫 症 の 家族 集積 性 に 関す る 調査 成績 


第 10 表 アン ケー ト に よる 調査 


PG( 十 ) と 
2375 PG( 2 E(—) ( 
人 員 102 11 % 2262 % 47 % 16 % 39 % 
川 が = を た べた 事 が ある 者 80 78.4 7 63.6 1040 46.0 43.0 * 37 78.7 13 81.3 30 76.9 
を で だ 9 81.8 1428 69:9 0.17 0.68 30 63.8 8 50.0 28 71.8 
チョ コレ ー ト や よう な 
血 を 吐い た 事 が ある 者 6 5.9 1 9.1 10 0.4 me 0 6 15.4 
が 悪者 23 22.5 1 9:1 169 7:5 31.38 6 
めまい が する 者 6.1 0.67 0:413 3 6:4 0 5 12.8 
つか れ い 者 24 23:5 1 9:1 160 36.29 714:9 4 
も し な い が , 熱 が 出 た 
184 6.7 1.4 0.263 3 6.4 0 1 2.6 
手足 だ が し びれ る 者 1 86 0 0 2 5.1 
.0 0 0 
助 膜 炎 を し た 事 が ある 者 3 2.9 1 9.1 28 1.2 0.936 0 0 $28 
肺 ジ スト マ の 治療 を し た 者 48 47.0 6 54.6 0 0 19 40.4 9 56.3 20 51.3 


* P<0.01 ** 0.01<P<0.05 
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肺 吸虫 症 の 感染 は その 第 2 中 間 宿 主 で ある 川 ガ = の 生 
食 に よる こと は いう まで も な い . 著者 の 調査 に と に ょ よ つ て も 
当地 方 に おい て は 川 ガ = を 食用 と する も の は きわ め て 多 
く ,。 また これ ら の うぅ う ちか ら 感 染 者 の 見 出さ れる こと は 明 
ら か で ある が , いづ れる も 煮る 方 法 か , 焼く 方 法 に よ ょ り 食 
用 し 生食 の 習慣 は 皆無 と いつ て よく , カ = を つぶ し て 団 
子 に し , 味 暗 汁 の 中 た に 入れ ヵ = 汗 と し て 食べ る 方 法 が 主 
な 調理 方 法 で ある . し た が つて その 感染 経路 と し て は 横 
川 ・ 山 岡 ら の 述べ る ご と く 川 ガ = を 調理 する 過程 で , ヵ 
= 体内 の ぇ メタ セル カリ ア が テ 飛散 し て 周囲 と ある 食器 や 他 
の 食べ 物 に 付着 し て , これ が 経 日 的 に は いる か , ある い 
は 直接 手 に つい た も の が 日 に 運ば れる と いう 経路 を 重視 
すべ きも の と 考え られ る . この よう な 感染 経路 で は 本 和信 
が カニ = を 食べ な く て を も, その 家庭 内 で 常に 川 ダ = の 調理 
が 行なわ れ て いれ ば 感染 する 機会 は 多い . し た が つて 家 
族 内 の 感染 は 当然 認め られ て も よい と 考え られ る . 

し か し な が ら 従 来 肺 吸虫 症 患 者 の 家族 集積 性 た に つい て 
考察 を 加え た 報告 は 殆 ん ど な さ れ て いな い . 本 症 の 家族 
集積 性 を 論ずる 場合 皮 内 反応 成績 の み で は 論じ られ な い 
が , 上 反 内 反応 が 本 症 の スタ リー ニ = ング テス ト と し て 用 い 
られ 得る の で 上 友 内 反応 の み に よ ょ つて る も 家族 集積 性 の 強弱 
を 推測 出来 る の で は な か ろう か . そこ で 肺 吸虫 症 患 者 47 
名 を 選び , その 家族 に つき で きる か ぎり 全員 の 上 友 内 反応 
を 行い 本 症 の 家族 集積 性 に つい て 検討 を 試み た . 
その 結果 は 第 11 表 の と お り 47 世帯 335 名 の うぅ うち, 上 反 


性 反応 を 持続 する と いわ れ て いる . し た が っ て 今後 虫 卵 語 
検査 を 併せ 行 つ て , これ を 検討 する 必要 が ある が 皮 内 戻 
応 成績 の み に ょ つて を も 家族 集積 性 は ある よう で ある . 
総括 並び に 結論 

愛媛 県 南部 地方 の 肺 吸虫 症 に 関し て は , 三宅 1951), 
尾 池 (1951), 細川 (1954), 山岡 (1956) な ど 多 く の 報 告 だ 7 
ある が , 南宇和 郡 に つい て は , 高橋 (1954~56) 外 の 中 間 
宿主 の 報告 , 磯部 (1954) の 野犬 自然 感染 例 の 報告 が ある 7 
の み で 肺 吸虫 症 の 実態 は まだ 明らか に され て な い . 閉 着 
は まず 南宇和 郡 僧都 川 流域 6 小 中 学 校生 徒 (3,116 名 ) で 
つい て , 全員 に 皮 内 反 疲 を 行い , 反応 陽性 者 ・ 疑 陽性 者 
に つい て は 貝 卵 検査 , 補 体 結合 反応 を 行い , その 成績 選 
つい て 結核 集団 の 立場 か ら 検 討 を 加 た . また 
地 に お ける 結核 集団 検診 時 に 際 し 肺結核 症 と 本 症 と の 織 7 
別に つい て も 注意 すべ き 2 ~ 3 の 点 を 経験 し , その 他 の 1 
疫学 的 調査 を も 行 な つ た . その 成績 を 総括 すれ ば 以下 の | 
と お り で ある . “ 
1) 吸虫 内 反応 に つい て は , V. B.S. 抗原 
を 使用 し た 場合 と , 対照 と し て 食塩 水 を も ちい た 場合 と 
の 比較 を 行い , 前 者 で は 陽性 者 5.2 う や ち 貝 卵 陽性 63 
名 (55.2 ), 性 者 0.5 うち 卵 陽性 3 名 
) を 認め た . 後者 で は 陽性 者 4.1 迷う ち 躍 卵 陽性 55 
名 (61.1 陽性 化 者 0.6 卵 陽性 7 名 (36.8 
2), 陰性 化 者 1.0 うぅ ち 卵 陽性 4 名 (18.1 を 認 
た . 両者 の 結果 に つい て 肺 吸虫 卵 検出 の 信頼 性 を 検討 B 
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第 11 表 肺 吸虫 症 患 者 家族 の 皮 内 反応 成績 る 

7 
3 a 12 36 
4 2 2 32 


内 反 陽 性 者 は 115 名 (34.2 ) と いう ぅ 高 率 に 認め られ た . 
し か し , これ は 47 名 の 既知 の 陽性 者 が いる の で , これ 
ら を 引い た 数 を 算出 する と , 


。 と な り 友 内 反応 陽性 の も の は な お か な り 高 率 た に 認め ら 
れ , この 数 字 は 本 症 の 家族 集積 性 の 強い こと を 示し て い 
る よう に 思わ れる . し か し な が ら こ れ は 上 友 内 反応 陽性 者 
に つい て 論じ た も の で , 貝 卵 の 検査 は 行 つ て いな いし , 
また 上 友 内 反応 は 通常 本 症 徐 患 後 は 完全 治療 を みた 後 も 陽 
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た 結果 し て 食 を も も いな い ほ う が ょ い 
ぅ 結論 に 達し た . 
2) 内 反応 , 検査 お よび 補 体 結合 反応 成績 を 
た 結果 , 内 反応 陽性 者 の うち 72.8 が 補 体 結 
反応 が 陽性 で あり , その うち 虫 卵 陽性 者 は 68.5 必 で あ 評 
つた . これ は 皮 内 反応 陽性 者 中 より の 貝 卵 陽性 率 と 比較 座 
すれ ば か な り 高 率 で ある . し か し 補 体 結合 反応 陰性 者 3 
ら る 10.7 陽性 者 が み ら れ た . 
3) 皮 内 反応 陽性 お ょ び 陽性 者 の 中 で , ・ 
の 虫 卵 検査 を 同時 に 行 つ た も の 131 例 に つき 両者 の 虫 別 生 
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検出 率 を 比較 し た 結果 , 閥 便 か ら の 検出 率 は 35.1 交 , 
路 療 か ら の 検出 率 は 41.2 必 で 両者 の 間 に 著 し い 差 は な 
か つた が , と の どちら か か ら の み を 見 出し 
た 例 も か な りあ り , 貝 卵 検査 に は 両者 に つい て 行う こと 
が 必要 で ある と 考え られ た . し か し 検査 材料 採集 の 点 か 

ら は 工 便 の ほう が 便利 の ょ う で ある . 

4) 本 調査 前 の 昭和 30 年 度 結 核 集団 検 診 時 に お ける 
成績 と 本 調査 と の 成績 を 比較 する と , 前 回 結核 検診 こ お 
いて 肺結核 症 と 診断 され た 35 名 の うち 27 名 (77.1%) は 
虫 卵 陽性 で あり , 肺 吸 虫 症 と 老 き えら れる も の で あっ つた. 
すなわち , その 27 例 た に つい て 病 礎 なら び に 臨床 所 見 を 
観察 する と , 

a) 27 例 中 25 例 は 6 ヵ月 な いし 2 ヵ年 の 期間 結核 医 
療 を 受け て いる も の で あつ た . 

b) 27 例 の レ 線 所 見 た に つい て 観察 する と , 病巣 の 出現 
肺 側 は 右側 出現 の も の が 最も 多く , 病巣 の 性 状 と し て は 
輪状 影 を 認め る も の が 約 */: を 占め , し か も その うぅ ち 1 個 
の 輪状 影 よ りな る も の が 最も 多く , 大 き さ は 殆ど が 小 
な る も の で あり , また その 壁 の 厚 さ も 極め て 薄い も の が 
大 部 分 で あつ た . ; 

まな た 陰影 の 性 状 は その 濃度 が ほ ゞ 均一 で 通常 淡 陰 影 と 
し て 現われ る も の が 多く 認め られ た . な お 石灰 化 像 , 心 
陰影 肥大 例 を 1 例 ず つ 認 め た が , 自然 気胸 例 は 認め な か 
た 。 

な お 6 ヵ月 な いし 1 ヵ年 の 経過 観察 期間 中 27 例 中 24 
例 は 病巣 の 性 状 が 不変 で あり , また 病巣 な ら び に その 周 
辺 の 肺 壮 縮 傾向 は 認め られ な か つた . 残り 3 例 た に つい 
て , 貝 体 の 移動 に よる も の と 考 を られ る 陰影 の 新しい 出 
現 ま た は 一 部 陰影 の 消失 な ど を 認め た . 

c) 27 例 た に つい て 全 例 た に お いて 結核 苗 を 証明 し 得 な 
か つた . 

また その 後 昭和 32 年 度 に , 肺 吸虫 症 流 行 地 に お いて 
従来 の 結核 集団 検診 と 併行 し て 行 つ た 肺 吸虫 症 の 集団 検 
診 の 結果 以下 の ご と き 成 績 を えた . 

a) 全 例 中 レ 線 上 所 見 を 認め た も の は 101 名 で あつ た 
が , その うぅ ち も ち 石灰 化 陰影 を 認め る も の は 54.5 必 で あり , 
つい で 肺 吸虫 症 と 老 え られ る も の が 33.7 必 で あり , 訪 
結核 症 と 考え られ る も の は 2.0 必 の み で あつ た . 

b) 肺 吸虫 卵 陽性 例 に つい て レ 線 上 所 見 を 認め る も の 
は 54.5 で あつ た 

5) 2,375 名 た に つい て アン ケー ト に より 感染 接触 機会 
お よび 一 般 症 状 を 調査 し た 結果 , 川 ガ =( モ クズ ガ =) を 
た べ る を も の ・ 導 に 血 が まじ る も の ・ チ ョ コレ ー ト 様 あ る 
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い は 人 角 色 の 路 略 が 出る も の ・ 顔 色 が 悪い も の , お よび つ 
か れ 多 い も の , の 5 項目 で は 友 内 反応 陽性 者 群 と 陰性 者 
群 と の 間 に 有 意 の 差 が み ら れ , 陽性 者 群 に 多く 認め られ 
た 

6) 本 症 患者 の うち 47 名 と その 家族 全員 た に つい て 度 
内 反応 を 行 つ た 結果 , 本 症 に は か な り 強 い 家 族 集積 性 が 
ある よう に 思わ れ た . 

以上 の こと か ら , 本 症 流行 地 に お いて は その 深 淫 の 程 
度 が いか に 大 で ある か を 知り , 本 症 流 行 地 に お ける 結核 
の 集団 検診 こ 際 し て は 本 症 の 系 統 的 検診 を 併せ 行う 必要 
が ある . 

稿 を 終る に の ぞ み , 健 遠 の 地 に i ぉ ける 本 研究 に 温か き 
ど ど る ど 指 導 ・ ど 校 た まわ つた 思 松 
田 竜 一 教授 , 千葉 大 学 横川 宗雄 教授 に 対 し 衣 心 より 感謝 
いた し ます また ど 指 導 と ど 援 助 を いた さい た 下 
野 衛 生 部 長 , 千葉 大 学 吉 村 助 教授 を は じ あ » 医 動物 教室 の 
方 々 , 横川 教授 前 任 地 の 国立 公衆 衛生 院 大 島 技官 ・ 木 灯 
技官 , 愛媛 療養 所 赤松 所 長 ・ 山 本 医務 課長 ・ 新 野内 科 医 
長 を は じみ 医局 の 方 々 , 国立 高知 病院 岩崎 院長 並び に 御 
協力 を た まわ つた と た 県立 字 和 病 院 三宅 院長 , 南 字 和 郡 医師 
会 の 方 * 々 , 御荘 保健 所 の 方 々 , 学校 , 町 村 の 関係 者 の 方 
々 に 深く 感謝 ト いた し ます . 

本 要 昭和 31 年 10 月 日 本 公衆 衛生 学会 , 
和 32 年 10 月 日 本 公衆 衛生 学会 , 昭和 34 年 10 月 , 北陸 
医学 会 に お いて 発表 し た . 
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小 OO 9 歳 反応 ( 十 ), 皮 内 反応 ( 十 ), 卵 ( ), 補 体 結合 反応 ( ), SM, PAS 
用 療法 2 年. TB 抹 ( 一 ), 培養 (一 ). 
(S 30.6) 右 第 2 間 に の 薄い 像 . 右 肺 中 野 濃 均一 の 影 
(S 32.4) 右 肺 中 野 の 相 当 吸 収 , 2 間 像 の 疑い 
. (S 32.5) 背面 より 8.5~8.7 cm の 部 位 に 均等 な 結節 様 陰影 中 に 打 抜 き 空洞 . 
〇 〇 8 反応 ( 十 ), 皮 内 反応 ( 十 ), 卵 ( ), 補 体 結合 反応 ( 十 SM, PAS 併用 
療法 2 年, TB 菌 , 塗 抹 ( 一 ), 培養 (一 ). 
(S 30.4) 右 肺 中 野 に 壁 の 薄い 般 亮 像 , 右 肺 門 周囲 ・ 下 肺 野 に 均等 濃度 の 雲 状 影 . 
(S 30.11) 1) に 同じ . 
(S 31.4) 右 や 減少, 亮 像 は 不 
. (S32.3) 背面 より 1.5~1.7 cm に 小 (2 個 の 連絡 そる 薄い 像 ) 
成 〇 国 〇 13 ツ 反応 ( 十 ), 皮 内 反応 ( 十 ), 卵 補 体 結合 反応 ( ). SM, PAS 
用 療法 1 ヵ年 . TB 葵 抹 (一 ), 培養 (一 ). 
(S 30.5) 右 肺 中 野 に 淡い 均等 濃 影 . 
像 を 認め ず . 
宮 〇 〇 11 上 ツ 反 応 ( ), 皮 内 反応 ( 十 ), 虫 卵 ( ), 補 体 結合 反応 ( 十 ). SM, PAS 
用 療法 1 年 6 ヵ月 . TB 昔 塗 抹 ( 一 ), 培養 (一 ), 
(S 30.5) 心 陰影 肥大 , 左下 野並 びに 右 肺 門 周囲 た 浸 濁 影 . 
(S 31.1) 両側 肺 中 野 に 結核 腫 様 陰影 並び に 浸潤 影 . 
(S 31.5) 右 肺 上 野 に 新 ら し く 漠 慶 均等 の 淡い 陰影 . 右 肺 中 野 陰 影 消失 , 左 肺 中 野 左 に 同じ . 
(S 31.7) 右 第 1 に 像 , 左 肺 第 3 外 側 結 核 様 陰影 消失 , 第 4 の 前 方 部 位 
, 左 横 隔 膜 部 に 形 . 
(S 32.12) 右 肺 失 側 に 形 . 
(S 31.12) 下 野中 央 に の 薄い 像 , 左 肺 下 野 横隔膜 に 接し 形 . 
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EPIDEMIOLOGICAL STUDIES ON PARAGONIMIASIS 
IN MINAMI-UWA-GUN, EHIME-KEN 


— Especially on mass-examination of paragonimiasis — 


KIYOMI! HATANO 
(Department of Oto-Rhino-Laryngology, School of Medicine, Kanazawa University) 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Chiba University) 


Mass examination against paragonimiasis was carried out to 3,116 pupils of 6 primary and 
secondary schools along the basin of the River Sozu in Minami-Uwa-gun, Ehime-Ken, applying 
intradermal test to all of them, and further applying egg test and complement fixation test to the 
positive and quasi-positive cases. A few noticeable points were experienced concerning discrimination 
between pulmonary tuberculosis and this disease when mass examination against tuberculosis was. 
carried out in prevalent districts, and some other epidemic tests were also carried out. 

The results obtained were as follows : 

1) 72.8% out of the positive cases for intradermal test was positive for complement fixation test, 
and 68.5% out of the above was positive for egg test. 10.7% out of the negative cases for com- 
plement fixation test was positive for egg test. 

2) The comparison of the egg detection rate between sputum and stool examinations which 
were both carried out to 131 cases shows that there is not much difference, the rate being 35.1% 
from the stool test and 41.2% from the sputum test. But the fact that there were pretty many 
cases in which eggs were detected only from either of the two tests shows that both tests are neces- 
sary for detection of eggs. 

3) Comparing the results of the mass examination for tuberculosis carried out in 1955 with 
those of this time, we find out 27 children (77.1%) out of 35, which were diagnosed as pulmonary 
tuberculosis in the prececding examination, to be paragonimiasis, since they were positve for egg 
test and no tuberculosis germs were proved. 

4) Out of 66 paragonimiasis cases which were detected through intradermal test, 54.5% was 
noticed as abnormal through X-ray. 

5) The results of intradermal test applied to 47 patients and all of their family members, 
show that this disease has a pretty strong accumulative nature to the family. It is necessary to 
carry out systematic examination against this disease where it is prevalent at the same time when 


mass examination against tuberculosis is carried out. 
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【 寄 生 虫 学 雑誌 第 9 巻 第 3 号 309-313 頁 1960] 


福島 県 に お ける 肺 吸虫 症 の 1 流行 地 に つい て 


大 正 


新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
(昭和 35 年 2 月 15 日 受領 ) 


わが の 肺 吸 虫 症 は Baelz(1878) が 1 患者 の り 
肺 吸虫 卵 を 発見 し , 消 野 ら (1881) が 本 症 患 者 の 誠 見 に ょ 
り 肺 に その 成虫 を 見 出し て 以来 , 多く の 患者 が 各地 に 発 
見 され る と と も に , 本 症 に 関す る 此 多 の 研究 業績 が 相 次 
いで 発表 さえ みれ た . こと に 最近 , 横川 ら (1955~57) が 新 し 
い 製 法 に ょ る 肺 吸 虫 撤 原 を 用 いて 上 友 内 反応 を 行い , 臨床 
診 新 は も と より 集団 的 と スタ リー ニ = ング ・ テ スト と し て 
応用 出来 る こと を 推奨 し て 以来 , これ に ょ る 集団 調査 が 
各 地 で 行わ れ , 本 症 の 分 布 も 次 第 に 明らか に な つて き 
た . か く て , わが 国 に お ける 肺 吸虫 症 の 分 布 は 極め て 広 
いこ と が わか り , 新潟 , 静岡 , 岐阜 , 京都 , 大 阪 , 徳島 
愛媛 , 高知 , 岡山 , 広島 , 山口 , 長崎 , 熊本 , 鹿児島 な 
どの 府県 を 主 な 流行 地 と し て あげ る こと が で きる . 

し か し 東北 地方 に だ おい て は , 木村 (1921, 1931) に よ 
り 宮城 県 た と, 木 ・ 田 宮 (1951) に より 福島 県 に , 海 輪 
(1939) に ょ りう り 秋田 県 に 本 症 患 者 の 発生 し た こと が 僅か に 
報告 され て いる に と ヾ ゞ まり, まだ 系 統 的 な 調査 は 行わ れ 
て いな い . 

あら は た また ま 昭 和 33 年 10 月 , 血 と 血 を 主 
と し て 新潟 大 学 附属 病院 第 二 内 科 を 訪れ た 福島 県 平 市 在 
住 の 1 婦人 が 肺 吸虫 症 と 診断 され た こと に 示 中 を 得 て , 
福島 県 下 の 肺 吸虫 症 調 査 を 企図 し , 昭和 34 年 3 月, 福 
鳥 県 衛生 研究 所 , 福島 医大 内 科 お ゼ ょ び 病 理学 教室 , 東北 
大 学内 科 お よ ょ び 病 理学 教室 に 赴き , 過去 の 論 北 カル テ や 
プロ トコ ー ル を 調べ て 検討 し た 結果 , 相馬 郡 下 に 本 症 の 
存在 を 知 つ た . 更に 昭和 34 年 5 月 , 相馬 郡 下 の 各 病 院 
を 訪れ , 過去 の 診療 カル テ を 調べ て か な り の 症例 を 得る 
こと が 出来 た . 

か く て 同年 6 月 , 福島 県 交 生 研究 所 , 原町 保健 所 , 浪 
江 保 健 所 お ょ び 平 保健 所 の 協力 と にょ り , 3 保健 所 管内 の 
6 中 学校 の 2 年 生 和 男女 に つい て 肺 吸虫 皮 内 反応 , 同 反 応 
陽 ( 疑 陽 ) 性 者 の 検便 ・ 検 疾 を 行い , また 付近 河川 の 淡水 


産 カ = の メタ セル カリ ア 寄 生 状 況 を 検査 し た . その 結果 
福島 県 相馬 郡 下 に 本 症 が か な り 流 行 し て いる こと を 知 つ 
た の で , 以下 に その 成績 を 報告 する . 
調査 方 法 

1. 予備 調査 

福島 医大 3 内 科 教 室 ・ 病 理学 教室 , 東北 大 学 3 内 科 教 
室 ・ 病 理学 教室 お よび 相馬 郡 下 15 病院 の 診療 カル テ や 
プロト コー ル か ら 過 去 に お いて 診療 し た 本 症 患 者 で , 特 
こ 躍 卵 を 確認 し た 者 を 出来 る だ け 集 め , 福島 県 出身 の も 
の を 拾い 出 し た . 

2. 吸虫 抗原 に ょ る 反応 

相馬 郡 ( 原 町 保健 所 管内 ) で , 上 記 和 予備 調査 に と ょ り 本 症 
馴 者 が 最も 多く 発生 し て いる 地区 の 中 学校 4 校 , また 双 
葉 郡 浪江 保健 所 管内 ), 平 市 ( 平 保健 所 管内 ) で 各 1 校 , 
合計 6 中 学校 2 年 生 男 女 1,032 名 に つい て 予 研 製 肺 吸 虫 
診断 液 (V.B.S. 抗原 ) を 用 いて 皮 内 反応 を 行 つ た . 検査 
法 は , 被 検 者 の 左前 有 屈 側 部 の 皮 内 に 約 4 mm 径 の 膨 疹 
が 出来 る よ ょ うに 注射 し , 直後 と 15 分 後 の 膨 疹 の 長短 入 
を 測り , それ ぞ れ の 平均 径 (mm 以下 4 捨 5 入 ) を 出し , 
直後 の 平均 15 分 後 の 平均 ら 減 じ し , これ が 4 mm 
以上 の 者 に つい て は 対 し て 抗原 注射 部 より 5 cm 以 
上 離れ た 下方 皮 内 に 減 菌 生理 食塩 水 を 同様 に 注射 し て 源 
た . か く て 抗原 の か ら 対 の 腫 肛 減じ た 差 , 
即ち 腫 服 差 が 5 mm 以上 を 陽性 , 4mm を 疑 陽性 , 3 
mm 以下 を 陰性 と し た . 

3. 検便 ・ 検 

皮 内 反応 陽性 だ お ょ び 話 陽性 者 に つい て 連日 5 日 間 MG 
L 法 に ょ る 検便 と , 直接 次 抹 法 に ょ る 検 導 を 行 つ た . 

4. モク ズ ガ = の 肺 吸虫 メタ セル カリ プア 検 査 

過去 に 最も 多く の 患 者 が 発生 し , し か も 中 学生 の 上 友 褒 
反応 陽性 率 の 高 か つ た 鹿島 町 を 流れ る 真野 川 の を クタ ズ ガ 
= を 上 真野 付近 で 住民 に 捕 て も らい, その 肝臓 


本 研究 の 実施 に 当 つ て は 文部 省 科学 研究 費 肺 吸虫 研究 班 (代表 者 宮崎 一 郎 教 授 ) の 補助 の か の あつ た と と を 人 附 記 し , 


謝意 を 表す る . 
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第 1 表 福島 県 相馬 郡 に 発生 し た 肺 吸虫 症 患 者 の 一 覧 表 昭 34.6 調査 


ガ = ガザ = を 


初診 時 初診 。 
例 居 住地 年 年 月 合併 治 転 帰 の 食 習 捕え た 川 診療 機関 
1 相 良 原町 市 南東 原 43 昭 32.6 石原 医 
2 高橋 る 下 渋 佐 31 31.10 #0R 
6 酒井 9 夜 ? + 
7 松 上 高平 ? 7? ? 
9 大 和田 8 鹿島 町 町 60 野川 金子 医院 
12 佐 藤 8 25 十 肺結核 転 医 
13 森 山 大 田 23 治 鹿 
20 西 内 北海 老 50 血 二 2 
24 伏 鹿島 町 上 真野 18 n29.1 回 15 本 川相 
25 阿 部 相馬 市 字 多 川 19 26.9 回 75 本 軽 ( 
26 梅 田 鹿島 町 上 真野 56 29.3 + 71 回 15 本 川 市 
2 に 横手 61 nn31.8 喘 72 回 30 本 死 亡 
28 小 関 g 2 28 nn33.7 回 16 本 時 々 再発 2 
29 西 村 ? 相馬 市 小泉 31 "25.6 十 肪 膜 メ チ ン 注 治 新 田 川 原町 鉄道 診療 所 
30 渡 辺 大 館 村 飯野 27 2.6 (鳥飼 内 科 
31 野 8 鹿島 町 上 真野 32 大 13.2 | 
32 上 松 原町 市 高平 31 12.8 東 | 中 村内 科 
34 鈴 木 8 原町 市 高平 48 7n14.11 ァ + 大 | 
35 中 川 8 佐 33 昭 5.10 | 
36 但 野 ? 石神 26 (黒川 内 科 
37 村 注 福 医大 第 一 内 科 
38 千 田 ? 相馬 市 中 村 37 33.10 阿武 隈 川 新潟 大 桂 内 科 


な ど を ルー ペペ で 観察 し , 更に 疑わ し いも の は 2 枚 の ガラ 
ス 板 に は さ み 顕 微 鏡 で 精査 し た . 
調査 成績 

1. 予備 調査 の 成績 (第 1 表 ) 

全 県 的 に 調査 を 行 つ た わけ で は な い が , 上 記 の 予備 調 
査 で 集まっ つた 症例 の 全部 が 相馬 郡 出 身 者 で ある こと が 先 
ず 興 味 を ひく . 中 で も 鹿島 町 が 最も 多く , 次 いで 原町 市 
相 民 市 , 同 郡部 の 順 と な る . 患者 発生 地点 を 図示 する と 
第 1 図 の 通り で ある . 

は 大 正 年 間 か ら 発 見 され て お り , 何れ も や 
血 を 見 て か ら 診 療 機関 を 訪ね , 一 般 に 自覚 症状 が 軽く , 


血 疾 で も 見 な いと 気付 か ず に 記し て し まう 場合 が 多い と 
思わ れる . また 半数 以上 に 川 ガ = の 食 習 慣 が 認め られ 
る . 

2. 皮 内 反応 お 検 便 ・ 検 績 (第 2 表 ) 

予備 調査 の 成績 と ほ ゞ 一 致し て 鹿島 町 立 鹿島 中 学校 が 
最も 高く 196 名 の 中 で 上 友 内 反応 陽性 者 6 名 (3.1 必 ), 疑 
陽性 者 4 名 , 計 10 名 (5.1%) を 示し , この 中 3 名 に 肺 吸 
虫 卵 が 認め られ た . 次 いで 鹿島 町 の 北方 10 km の 地点 
に ある 相馬 市 立 中 村 第 一 中 学校 は 221 名 中 陽性 2 名 (0.9 
%), 疑 陽性 3 名 , 計 5 名 (2.3 必 ), 真野 川 の 鹿島 町 か 
ら 5km 上 流 に ある 鹿島 町 立 上 真 野中 学校 は 91 名 中 陽 
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性 1 名 (1.1 ), 性 1 名 , 計 2 名 (2.2), 鹿島 町 
の 南方 10 km の 原町 市 立 第 一 中 学校 は 195 名 中 陽性 4 
名 (2.1 %), 疑 陽性 0 で あぁ つた . 

な お 鹿島 中 学校 以外 で は 虫 卵 が 検出 され な な か つた . 

双葉 郡 浪 江 町 立浪 江 中 学校 は 144 名 中 陽性 ・ 疑 陽性 と 
も に な く , 更に 南下 し て 平 市 立 平 第 二 中 学校 は 185 名 中 
陽性 2 名 (1.1 ), 疑 陽性 3 名, 計 5 名 (2.7 ) で 虫 
は 検出 され な か つた . 

3. モク ズ ガ = の 調査 成績 (第 3 表 ) 

真野 川 の 河口 か ら 約 7 km 上 流 の 鹿島 町 上 真野 で 皇 栓 
され た 甲 幅 31 mm~90 mm の 49 , 雄 24 匹 , 73 
匹 を 調べ , ら の み ウェス テル マン 吸 の メタ セル 
カリ ア が 検出 され , その 寄生 率 は 雌 4 匹 , 雄 1 匹 , 計 5 
(6.8 で あつ た. 

考 

福島 県 下 の 肺 吸虫 症 患 者 を , 多く の 診療 機関 の 診療 ヵ 
ル テ や プロトコール か ら 出 来る だ け 集 め , 相馬 郡 に 本 症 
の 存在 し て いる こと を 先 づ 確 め た . ひき つ ゞ き 同 郡 下 2 
市 1 町 内 の 4 中 学校 , 双葉 郡 渡 江 町 と 平 市 の 各 1 中 学校 
計 6 中 学校 2 年 生 6,032 名 を 対象 と し て V.B.S 友 内 反 
応 に ょ る スク リー ニン グ ・ テ スト を 行い , 友 内 反応 陽 ( 疑 


。 発生 陽 ) 性 者 に つい て 検便 ・ 検 実施 し た . また 鹿島 町 を 
5 Km 貫流 する 真野 川 の キク ガ = の 吸虫 え タ セル カリ プア 
宋 所 筑 1 図 福島 県 相馬 郡 の 肺 吸虫 症 患 者 分 布 図 生 状 況 を 調査 し た (第 1,2,3 表 ). その 結果 , 現在 福島 県 
内 衝 昭 . 34.2~6 調査 相馬 郡 一 円 た 肺 吸 虫 症 が か な り 流 行 し て いる こと が 判 量 
第 2 表 福島 県 下 6 中 学校 2 年 生 の 吸虫 調 査 成 34.6 調査 
V.B.S. 皮 内 反応 成績 
人 貞 卵 成績 

郡 上 野中 91 1 2.2 0 
原町 一 中 195 4 0 4 0 
られ 双葉 郡 浪 江 中 144 0 0 0 0 0 0 

平 市 平 185 2 3 0 

第 3 表 福島 県 真 野川 の を クタ ズ ガー= の 肺 吸虫 し , 大 正 年 間 以降 今日 な お 次 々 と 新 感 染 者 が 出 て いる こ 

校 が メタ セル カリ ア 和 寄生 状況 と が わか つた . な お 葉 木 ・ 田 宮 (1951) も 鹿島 町 上 真野 に 
。 疾 昭 34. 6 調査 本 症 発 生 の 事実 を 報告 し た が 遺 な が ら 詳 細 は 不明 で あ 
. 肺 甲 mm 検査 数 寄生 = 数 
地点 31~50 16 1 6.3 その 流行 の 範囲 は , 鹿島 町 を 中 心 と し て , 同町 ょ り 南 
0.9 方 お よび 北方 それぞれ 約 10 km, 北 は 相馬 市 か ら 
町 か 南 は 原町 市 に 及び , 東西 の 幅 約 10 km の 太平 洋 凡 に 沿 
中 地域 で ある (第 1 図 参照 ). 
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流行 の 程度 は 大 鶴 ら (1958) の 調査 し た 新潟 県 直江 津 地 
区 と ほ き ヾ 等 し く , 鈴木 (1958) の 南 伊豆 地方 の 調査 成績 よ 
りや 規模 が 小さ く , また 岡部 ら (1957), 坂本 (1957), 
販 口 ら (1958) の 九州 ・ 四 国 の 成績 と 比較 する と か な り 小 
:. で あぁ る と 思わ れる . 

相馬 郡 の 字 多 川 ・ 真 野川 ・ 新 田川 ・ 太 田川 に は モタ ズ 
ガニ = が 非常 に と 多く 棲息 し て お り , これ ら 河 川 流域 の 住民 
間 に は 古く か ら 川 ガ ダ = の 食 習 慣 が 認め られ る . 料理 法 は 
二 に ゆで て 食べ る 方 法 が と られ , 時 に は モク ズ ガ = を 生 
ま の ま ょ 洗っ つて スリ 鉢 の 中 で よ ょ くつ ぶし , ザル で 濾し た 
汁 を 煮 て 吸い 物 に する 「 ヵ = 巻き 汗 」 と 土地 の 人 々 が 呼 
ぶ 手 の こん だ 方 法 も とら れる. 新潟 県 直江 津 地 方 で み ら 
: れ る 焼い て 食べ る 方 法 は 余り 行わ れ な い が , 小さ な モク 
ズ ガ = は サワ ガー= と 同様 に 天ぷら に し て 食べ る と いう . 
と これら 河川 の ぅ ち 今 回 は 真野 川 の モタ ズ ガ = だ け を 調べ 
た が , 6.8 に 肺 吸虫 え タ 々 セル カリ ア の 寄生 が 証明 され 

双葉 郡 浪 江 町 で は 中 学生 の 友 内 反応 陽性 者 が 認め られ 
ず , また この 地区 か ら 患 者 が 発生 し た 記録 も る な い の で , 
現在 の と ころ 本 症 の 流行 は 机 定 出来 る と 考え る . 

平 市 で は , 平 第 二 中 学校 で 皮 内 反応 陽性 率 2.7 必 で あ 
つた が , 虫 卵 が 検出 され な か つた の で , その 流行 の 有無 
た つい て は 更に 精査 し た 上 で 結論 し た い . 

昭 和 34 年 3 月 ~ 6 月 の 間 , 福島 県 相馬 郡 を 中 心 と し 
た 太平洋 岸 一帯 と つい て 肺 吸虫 症 調 査 を 実施 し て 大 要 次 
の 成績 を 得 た . 

1. 同 方 面 の 診療 機関 に つい て 過去 の 診療 記録 を 調べ 
た と ころ , 本 症 の 発生 は すべ て 相馬 郡 下 に 限ら れ て い 

2. 相馬 郡 下 4, 双葉 郡 浪 江 町 1, 平 市 1, 計 6 中 学 
校 2 年 生 男女 1,032 名 の 肺 吸虫 皮 内 反応 , 同 陽性 ・ 疑 陽 
性 者 の 虫 卵 検査 で は , 相馬 郡 鹿 島 中 学校 が 最も 高く , 皮 
内 反応 陽 ・ 陽性 率 5.1 卵 陽性 3 名 が 検出 され 

3. 相馬 郡 の ほ ぶ ゞ 中 央 を 流れ る 真野 川 の モク タク ズ ガ =73 
匹 を 検査 し て 5 匹 (6.8 ) に 肺 吸虫 え タ 々 セル カリ ア を 証 
た . 


4. 淡水 ゎ = の 食 習 慣 は , 相馬 郡 一 円 と か な り 古 く か 
ら 認 め ら れる . 
5. 以上 の 事実 か ら 相 馬 郡 鹿島 町 を 中 心 と し た 太平 洋 
岸 に 現在 本 症 が か な り 流 行 し て いる こと が 判明 し た . 
最後 に , 本 調査 に 当り 御 協 力 を 頂い た 福島 医大 若林 ・ 
楠 内 科 ・ 病 理学 教室 (北村 教授 ) , 東北 大 学 黒 川 ・ 島 飼 ・ 
中 村内 科 , 福島 県 術 生 研究 所 ( 色 野 所 長 ), 原町 保健 所 
(渡部 所 長 ), 平 保健 所 (山内 所 長 ), 浪江 保健 所 (河村 所 
長 ), 相馬 郡 下 各 病 院 , 各 中 学校 長 , 上 真野 農協 (遠藤 理 
事 ) の 各位 に 深謝 する . 
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AN ENDEMIC AREA OF PARAGONIMIASIS IN FUKUSHIMA PREFECTURE 


TSUYOSHI SEKI & MASAMITSU OTSURU 
(Department of Medical Zoology, School of Medicine, Niigata University) 


Epidemiologic and mass observation has been carried out in the coastal region of Fukushima 
Prefecture, 1959, for the purpose of examining the endemic status of Paragonimiasis. The total 
number of 1032 pupils of 6 junior high schools were examined by the intradermal test. And 10 
{5.1%) out of 196 persons were positive in Kashima school, Soma-gun district, this was the highest 


percentage of all. Successive examination of stool and sputum revealed that 3 pupils of this school 


who were positive in the intradermal test carried Paragontimus eggs. 

On the other hand it was found that Eriocheir japonicus from Mano River running across 
Soma-gun district harboured metacercariae of Paragonimus westermani in 5 (6.8%) of 73 individuals 
examined. 

According to these results the authors have recognized that Paragonimiasis is endemic in 


the basin of the River Mano of Fukushima Prefecture. 


文部 省 ょ り 学 会 移 次 の 通知 が あり ま し た の で 掲載 いた し ます 。 


文部 省 大 学 学術 局長 小 林 行雄 
昭和 35 年 度 研究 成果 刊行 費 補助 金 の 審査 結果 に つい て 


文部 省 で は , さき に 提出 され た 昭和 35 年 度 研 究 成 果 刊 行 費 補 助 金 刊行 計画 調書 に た ょ っ つて, 科学 研究 
費 等 分 科 審 議会 に 議 問 し , その 符 申 た 基き 文部 省 と し て 慎重 に 検討 し た 結果 , まこ と に 遺 憎 な が ら 
本 年 度 文部 省 研究 成果 刊行 費 補 助人 金 の 交付 対象 と な り 得 ませ ん の で , お 知ら せ し ま す 。 
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生 虫 学 雑誌 第 9 第 3 号 314-321 1960] 


宮入 寄生 する 繊毛 虫 Conchophthirus 
katayamae Ozaki の 研究 


尾崎 弘行 
広島 原爆 傷害 調査 委員 会 寄生 研究 (A.B.C.C.) 


(昭和 35 年 3 月 30 日 受領 ) 
特 別掲 


言 

本 繊毛 虫 は 日 本 住 血 吸 虫 Schzstosoma japonicum KA 
TSURADA を 研究 の 為 め 父 が , その cercaria の 寄生 し て 
いる 宮入 中 Katayama nosobhora ROBSON を 何 回 と な 
くく 潰し て 居 た 間 に 発 見 され た も の で ある . 最初 に 発見 さ 
れ た の は 昭和 27 年 4 月 (1952) で , 広島 県 深 次 郡 御 幸村 
々 役場 の 西南 約 300 m 程 の 所 に ある , 森脇 人 幡 神 社 の 側 
の 濡 で 採集 くさ れ た 中 か ら で あ る . その 頃 は 未だ 片山 地方 
で 宮入 中 の 分 布 も 比較 的 に 広く , その 棲息 の 個 致 も 多い 
方 で あぁ っ つた が , 本 繊毛 貝 の 寄生 は , 神社 附近 産 の も の ょ 
み に 限 られ て , 宮入 内 が 多数 棲息 し て 居 た 御幸 小学 校 北 
側 , 片山 々 苑 , 神辺 附近 の 鉄道 沿線 等 の 溝 に 居 た も の か 
ら は 見 出さ れ な か つた . 

昭和 28 年 4 月 に 福岡 で 第 22 回 寄生 虫 学 大 会 が 開催 さ 
れ た 時 , 学会 の 催し で 岡部 海洋 教授 の 御 案 内 で , 筑後 川 
治 宮入 中 へ の エキ スカ ーション が 行 な われ 
た 。 こ れ に 参加 し た 父 は , 穫 後 川 河床 か ら 十 数 人 昼 の 宮入 
具 を 採集 し て 持 帰 り , 余 に 手渡 され た . これ を 検 べ た 
所 , 殆 ん どす べ て の 上 貝 に , 本 繊毛 虫 の 寄生 し て 居る の を 
見 た . 

本 虫 の 記載 は , 第 24 回 の 日 本 動物 学 大 会 記事 (1954) 
とこ 極め て 簡単 に 発表 され て ある の み で ある . それ は 其 後 
片山 地方 に て は 宮入 内 の 採集 が 困難 と な つた 為 め に, 研 
究 が 放任 され た た めで ある . 筑後 川 産 の 宮入 中 に 寄生 が 
確認 され , 材料 が 得 ら れる こと に な つた の で , 小生 は こ 
れ の 研究 を 志 し , 先 づ 形態 学 的 事項 を 究め る こと に し 
た . 用 いた 宮入 貝 は , 久留 米 大学 医 学部 寄生 虫 学 教室 教 
授 洋 の 御 意 に ょ っ つて 得 た も の で ある . 
その 他 テ タニ = ニッ ク 等 に つい て は , Conchophthirus acu- 
mmatus (CLAP & LACHM) を 記載 され た 広島 大 学 理学 
部 動物 学 教室 教授 柳生 亮 三 博士 に と , 叉 当時 A.B.C.C. に 


あぁ つて, 虫 研究 を 主宰 し て 居 ら れ た Protozoolo- 
gist の Prof. Dr. F. Connell, University of Texas U. 
S. A. の 御 指 導 を 受け た の で , 此 等 の 諸 博 士 に 感謝 の 意 
を 表し ます .。 
研究 方 法 

Conchophthirus を 由 か ら 検出 する に は , 内 の 外側 を 
ガー ゼ で よく と り , 上 中 に 附 し て いる 種々 の 原 
類 や 又 棒 候 地 の 水中 に 居る 種々 の 原虫 類 が 混入 する の を 
防ぐ 必要 が ある . 内 を 2 枚 の スラ イド の 間 に 挿 み , 微 ラ 圧 
を 加え て 上 貝 帝 を 破り , 具 の 破片 を ピン セッ ト に て 除き , 
溜 水 を 1 滴 加 え , 低 倍率 の 顕微 鏡 で 検 し て 虫 を 探す . 下 
が 寄生 し て 居 て も 直ちに 発見 され な い 事 が ある . 長い 章 
状態 た 放置 され た あつ て は , の 出 に し ば ら 
く の 時 間 を 要する . 宮入 中 は 水 を 離れ て 齋 燥 され る と , 
中 の 膜 を 張っ て 休眠 状態 た 入る こと は ょ よく 知ら れ 
て いる 所 で ある . 膜 を 張る 為 に , 外 に 
され た 水 は 上 ら な いで 潤 ら し て 居る の で , は 呼 
吸 を 続け 命 を 保つ て 居る の で ある 。 鈴 た 寄生 し て 居る 
Conchophthirus は が ある 間 が 生存 期間 で , ロ 
こ 膜 が 張ら れ , 外 論 腕 内 の 水 が 外 の 流水 と 連絡 が 絶た 
れ , 水 が 減 つて くる と , 虫 の 活動 は 鈍り , 繊毛 運動 も 停 
止 の 止む な き に 至る の で は な いか と 思わ れる . か ょ る 状 
態 た に 陥 つ た も の は , 新 水 が 注 加 され て も 直ちに 洲 ぎ 出す 
訳 に は いか ず , 海 出 に は し ば し の 時 間 を 要する も の と 此 
られ る . 故に 長い 間 乾 燥 状態 に 放置 され た も の で は , 棄 
に 水分 の 不足 で 死ん だ も の も ある の で , 生存 個数 も 減っ 
て 居る が , 海 出 に も 時 間 を 要する も の で ある . 洲 出 する 
数 が 少な く て も , 外 深 所 た に ある 探る と , その 
表面 に 多数 の 個体 が 附 着 し て いる の を し ば し ば 見 出す . 

日 本 住 血 吸虫 の Cercaria が 寄生 し て 居る 貝 に も , 本 
虫 の 寄生 が 見 られ , 日 本 住 血 吸 虫 cercaria の 感染 と の 
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間 に は 特別 の 関係 は 認め られ な か つた . 
寄生 率 は 77 必 で , 1 個 の 貝 に 寄生 する 個数 は 3~15 
を 普通 と する が , 時 に は 30 個 以 上 た に 達する も の も ある . 
一 般 的 構造 を 見 る に は hot Schaudinn 液 に て 固定 し , 
Heidenhain iron haematoxylin で 染め た . cytoplasmic 
の 構造 , 食 胞 , 線 毛 等 を め 分 ける に は Merton (1932) 
の 方 法 及 び Petrunkewitsch 氏 固 定 液 で 固定 し , Alum 
carmine 及び Anilin blue に て の 染 色 が 好 結 果 を 与え 
た . 小 核 が 大 核 た 密着 し て いる の で , これ を 和 染 分 ける の 


苦心 し た . DOBELL の Phosphowolframsaure を 媒 
に 用 いる haematoxylin 染色 法 は , 大 核 の 構造 を 精細 に 


Photo. 1 Conchophthirus katayamae の 銀 線 系 . 
Klein の 銀 漫 染 法 . 腹面 . X825 


Photo. 3 Conchophthirus katayamae の 銀 線 系 . 
Klein の 銀 温 染 法 . Periitome 附近 . 
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染 分 け , 小 核 を 確認 する に 役立つ た . 小 核 の 探究 に は 人 告 
お Kirby の 方 法 に よる Feulgen nuclear reaction の 原 
生 動 物 へ の 応用 渉 を 試み た . 

銀 線 系 を 検出 する に は Klein(1927) の Lufttroken に 
る , れ の wet modification で ある Turner 
(1933) の 方 法 を 用 いた が , いづ れる も 好 結 果 を 与え た . 
Chaton & Lwoff (1930) の Da Fano 液 を 用 いる 鍼 銀 潜 
は 前 方 法 よ り 結 果 が 悪 か つ た . 

外形 
体 の 構造 や 運動 を 説明 する に 当 つ て , 先 づ 体 の Orien- 


Photo. 2 Conchophthirus katayamae の 銀 線 系 . 
Klein の 銀 法 . 背面 . X825 


Photo. 4 Conchophthirus katayamae の 銀 線 系 . 
Klein の 銀 漫 染 法 . 腹面 前 端 部 . 
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tation を 定め る 必要 が ある . Conchophthirus 属 の 繊毛 
虫 は , 大 略 円 毅 に 近い 形 を し て いて , その 1 側 を 以 て 他 
物 に 吸着 する 習性 を 持つ て いる も の で ある が , 体 の Ori- 
entation の と り 方 が 研究 者 に よ つ て -- 致 し て いな い . 

De Morgan (1925), Uyemura (1935) は 物体 た 接触 す 
る concave surface を 腹面 と 見 て , 日 が 本 属 の 虫 で は 
側 方 に ある と 見 た . Reichenow (1929), Raabe (1934, 
36), Yagiu (1939) は に 対し て oral surface を 腹面 と 
見 て , 此 の 属 の 虫 は laterally に 強く 扇 平 に な つた も 
の と 解 し て , 左側 面 で は つて 居る と 解 し た . 人 お De 
Morgan は 日 の ある 方 に 近い 端 を anterior と 解 し た . 


Fig. 1 Conchophthirus katayamae の 銀 線 系 
腹面 図 . Xx1500. Klein's impregnation 
method. Camera lucida drawing. 


彼 の 見 解 に 従う と , 本 虫 で は 後方 に 向 つ て 即ち あぁ あと し ざ 
り に 運動 する と 云う 事 に な る . 

Kidder (1934) は 記載 を 明瞭 に た する 為 め た 物体 に 接触 
する 側 を 腹面 と し , 運動 する と き 前 に する 極 を anterior 
end と 解釈 し た い と 提案 し て いる . 余 は Kidder の 解 
が 判り 易い と 思う の で , Kidder と 同様 に , 人 銅 う と き 
物体 た に 接着 せしめ る 側 を 腹面 , 前 進 す る と き 向 ける 極 を 
前 端 と し て 記載 する こと に する . 

本 繊毛 虫 の 体 は 著 る しく 平 た い 円 盤 状 で , 前 後 径 は 堪 
右 より 長 い . 72(60~84)g, 横 径 60 (49.5~ 


Fig. 2 Conchophthirus katayamae の 銀 線 系 
背面 図 . x1500. Klein's impregnation 
method. Camera lucida drawing. 


Fig. 3 Conchophthirus katapamae 腹面 図 X 
1500. Schaudimn 固定 . Heidenhain's 
haematoxylin 染色 . Camera lucida 描写 
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67.5)x. 腹面 は 平たい が , 背面 は 中 央 部 が 隆起 し て いて 
大 核 の ある 所 が 最も 世 い . 後 端 か ら 少 し く 前 方 で , 右側 
縁 に 接し て 腹面 が 陥 入 し て peristome を 形成 する . pe- 
ristome の に ある cytostome か ら 体 正中 線 に 45° 
位 の 角度 を し て , 中 央 に 向 か つ て 咽頭 が 走る . 咽頭 cy- 
topharynx は 短く て , C. anodontae, C. curtus, C. elo- 
ヵ rgatus に 見 る 様 な 長い 食道 Gullet は 発達 し て いな い . 
囲 部 の 幅 は 10.9 (9.5~12.6)g, 体側 か ら 頭 の 
端 の 長 さ 12.6 (11~15.8}. 
Conchophthirus 属 は 種 に よ つ て は , 例え ば C. ano- 
dontae, C. curtus, C. acuminatus 等 に て は , 体 の 前 方 
部 に 染色 剤 に て 濃 染 され る endoplasmic granules か ら 
な る area が 認め られ る も の が ある が , 本 種 に 於 て は か 
\ る area は 認め られ な い . 体 の 前 方 部 も 後方 部 も 一 様 
た 染まっ つて , 特に 濃 染 され る 部 分 は 認め られ な い . 

体 表 は 繊毛 で 和 枚 わ れ て いる . 此 等 の 繊毛 は , 体 を 前 後 
こ 並 行 に た 走っ つて いる 繊維 に 関係 し て , その 上 に 在 る Ba- 
sal bodies 基 粒 か ら 生 じ て い る . 此 等 の 繊毛 は 略 * 同 長 
で 約 2.5~3g. 囲 に ある も の は ふ そ れ より 長い . 

本 繊毛 虫 を ピペット で 吸い 取っ つ て, 少量 の 水 と 共に ス 
ライ ド 上 に 注 下 し て 顕微 鏡 下 に と のぞく と , 躍 は 腹面 を ス 
ライ ド の に 接し て を 描き つく 前 方 へ . が スラ 
イィ イド に 吸着 し た 時 は , ピペット で 強く 水 を 吹き か け な い 
と 離れ な い . 硝子 上 に 多量 の 水 が あ り , 水 層 が 相当 の 深 
さ を 持 つ 時 は , 平面 的 な 爵 旋 前 進 運 動 だ け で 無く この 
運動 に 背 復 を 体 の 長 還 (前 後 還 ) を 軸 に し て 回 転 せ し め る 
運動 を 加味 する . 外 に ある と き は 表面 に 
吸着 し て 居る も の が 多く , 上 由 を 破砕 し て 見 た 時 に は , 吉 
出し た 腸管 等 の 表面 に 附 落 し て , その 表面 を 迄 る が 如く 
移動 する . 附 着 物 か ら れ て る と き は , 転 運動 
を 伴 つ た 旋 行う . 

寄生 々 活 

本 繊毛 が 外 内 た 住 す る は , 単なる 居所 生 co- 
mmensalism な りや , 栄養 を 寄生 宿主 に 依存 する 寄生 生 
活 な りや と うに , 宮入 の 地 の 水 中 に 見 られ る 
毛虫 は 多数 ある が , 外 論 腔 内 に は それ 等 の も の は 一 つと 
し て 見 られ な い . 
Conchophthirus の 食物 は , その 食 胞 の 内 容 物 に と ょ つっ 
て 見 られ る 様 に , 宿主 の 血球 , 組織 片 等 で あぁ つて, 自在 
生活 を し て 居る も の に 見 る 様 な 細菌 を 主 と す る も の で は 
な い . 
Conchophthirus が 他 の 新しい 宮入 内 に 入る 為 め に は , 
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一 時 貝 を 出 て , 新人 同体 を 探し 求め な けれ ば な ら な い . 内 
の 外 で の 生活 は , 既に 摂取 し て 居る 栄養 が 保存 され て い 
る 期間 に 限ら れ て いる と 思わ れる . Conchophthirus は 
具 の 外 で は いつ 造 も 生活 する こと は 出来 な い . それ は 
Paramecium 其他 普通 の 自在 生活 を する 繊毛 貝 の 培養 液 
即ち lettuce, oat, straw, yeast 等 を 用 いた も の で は 堪 
養 出来 な いか ら で あ る . 宿主 か ら 離 し て ホー ルス ライ ド 
に 飼 つ て 置く と 1 ~ 2 日 は 生き て 居る が , まだ Concho- 
thirus を し 得 た と は な い . 寄生 性 原生 
動物 の 試み た が , いづ れ の 培養 で も まだ 1 
間 を 出 な い 結 果 で ある . Kidder(1933) は C. mytilt に 
就 て conjugation を 観察 し て 居る が , それ も 培養 た に た ょ っ 
た 材料 で は 無く , 自然 の 寄生 々 活 を し て 居 た も の か ら 得 
た 観察 で 人 工 培養 は まだ 成功 し て いな い . 


銀 線 系 

銀 線 系 silberliniensystem の 検出 は 最初 Klein (1927) 
が 考案 し た も の で , . 彼 は 英 後 多数 の 繊毛 虫 た 就 て 断 え ざ 
る 検討 の 結果 , 繊毛 虫 の 銀 線 系 は 属 種 に と ょ よ つ て それ ぞ れ 
特有 の System を 持つ て 居る 事 を 明 に し て , 種 判別 の 確 
か な 形態 学 的 拠り 所 の 1 つと し た . 亜 米 利 加 の 多く の 学 
者 は この 構造 に neuromotor system の 名 称 を 与え , 刺 | 
埋 伝 達 の 作用 を する も の と 解 し た . 

本 種 の 銀 線 系 を 検 す る に 当っ つて, 先 づ 腹面 に つい て 凌 
うと , 体 の 前 旨 か ら 少 し く 後 方 に 当 つ て , 前 絡 * 並 
行 し て 横 走 す る 透明 な 細い 帯状 部 が 認め られ る . 帯状 部 
は 並行 し て 横 走 する 2 本 の 線 , anterior ventral transve- 
rse suture line と posterior ventral transverse suture line 
と に よ つ て 囲ま れ た 部 分 で , 前 者 か ら は 前 方 に 出 て , そ 
れ か ら 背 側 に 転じ て , 背面 を 後方 に 走る 背 走 繊 毛 列 Do- 
rsal ciliary lines が 起り , 後者 か ら は 腹面 を 後方 に 並行 
こ 走 る 腹 走 繊毛 列 ventral ciliary lines が 出 て 居る . 背 
走 繊毛 列 は 約 60 本 で , 腹 走 繊毛 列 は 約 50 本 で ある . 

帯状 部 を 囲む 前 後 の 横 走 腹 縫 合 線 の 間隔 は 極め て 狭く 
その 間 に 両 者 を 連 ら ね る 数 本 の cross lines が 見 られ る . 
suture line 及び cross line の 上 に は 基 粒 basal bodies 
は 無い , 従 つ て 此 等 の 線上 に は 繊毛 を 持つ て いな い . 

腹 走 繊毛 列 は , 後 走 し て , 囲 日 部 peristome の 前 方 に 
て 左右 の も の が 詞 に 順次 連合 し て ventral preoral con- 
necting line を 形成 する . 此 の line の 走向 及び 長 さ は 
cytopharynx の 走向 及び 長 さ と 路 * 一 致す る . 

背 走 繊 毛 列 は 後 走 し て , 体 の 後方 に て, 左右 の も の は 
順次 現に dorsal posterior connecting line 上 に て 相 連 ら 


-ManN 
| 
4 


318 


な る 。 この connecting line は 体 の 正中 線上 に あつ て , 
後 端 か ら 体長 の り ; の 所 に 達する . 

Peristome の 背 壁 に は 秘 に 並行 に 走る 細い 線 が 認め ら 
れる . これ 囲 口 部 の 内 面 を 包む 秋 状 を な す 繊 維 fibers 
of peristomal basket で ある . 此 の 繊維 は , 体 表 に ある 
繊毛 列 の 繊維 が 内 面 に 進入 し て 来 て 形成 し た も 
の で ある . 

大 核 及び 小 核 

大 核 は 半月 形 乃 至 選 平 な 三角 状 を な し , 体 の 前 端 か ら 
約 "/: の 距離 の 所 に , その 長 還 を 左右 に し て 横たわる . 大 
核 の 周囲 は 色素 に 染まり 難い cytoplasm の 薄い 層 で 包 
まれ て いる . 大 核 の 長 20.5~28.4m, 短 和 12.6~15.8 
々 。 小 核 は 大 核 た 審 着 し て , 多く の 場合 大 核 た に 多少 埋 れ 
て 1 個 あ る . 

食 胞 

食 胞 は 少数 し か 持つ て いな いも の も ある が , 大 抵 の も 
の は 大 小 種 々 の 大 き さ の も の を 多数 持つ て いて , 体 は 周 
辺 部 を 除い て 食 胞 で 恋 た と され て 居る . 食 胞 の 内 容 は 多く 
は 宿主 の 血球 で ある が , その 他 上 上 友 組 織 細 胞 等 も 喰 つ て 
いて , 此 等 の 細胞 の 核 は 染色 標本 に て は , よく 染 ま つ て 
識別 され る も の が 多い . 食 胞 の 大 な る も の は 直径 19 々 
こと 達 す . 

伸縮 

体 の 路 ぇ 中央 に 特に 大 き な 胞 が , 大 抵 の も の に 於 て 見 
られ る . これ は 伸縮 胞 で , 大 きく な つた 時 は 直径 20.5 
に 達する . 収縮 し た 時 は 小 と な り 認 め 難 く な る . 

論 議 

Conchophthirus は 最初 Ehrenberg (1538) に よ つ て 
淡水 産 の 二 枚 内 の 種類 で ある Azodonta 及び Unio か 
ら 発 見 され Leucophrys anodontae と 称せ られ , Le- 
ucophrys 属 に 入れ られ て 居 た が Stein(1861) は 此 の 種 
の 繊毛 虫 を 受け 容れ る 為 め に Conchophthirus 属 を 創設 
し た . それ 以後 多く の 種類 が 発見 され て 次 の 14 種 を 数 
る に た . 

C. anodontae (EHRENBERG 1835) STEIN 1861 

C. acuminatus(CAP & LACHM 1858) RAABE 1932 

C. steenstrupi (STEIN 1961) 1934 

Myxophyllum steenstrupi(STEIN) RAABE 1934 

C. curtus ENGL 1962 
c antedonis ANDRE 1910 

C. discophorus MERMOD 1914 

C. elongatus GHOSH 1918 

C. lamellidens GHOSH 1919 


C. mytili DE MORGAN 1925 

Kidderia mytili (DE MORGAN) RAABE 1934 
. unionis RAABE 1933 
. caryoclada KIDDER 1933 
. magna KIDDER 1934 
. cucumis UYEMURA 1935 
. katayamae OZAKI 1954 

Raabe (1934) は Nacktes peristomales feld の 存否 , 
Membranelle undulans の 存否 , 唱 の 位置 , 核 の 数 の 相 
違 等 か らし て C. steenstrupi STEIN は Conchophthirus 
属 に 入れ られ る べき も の で な いと し て , 此 の 種 の 為 め た 
Myxobhyllum 属 を 新設 し て Conchophthirus 属 か ら 分 
離し た 。 

C. steenstrupi STEIN は 体形 が 正 円 た 近い 円 盤 状 を し 
て 居る こと , 日 が 後 端 に 近く ある こと は 本 種 と よく 似 て 
いる が , 大 核 が 多数 (Raabe に よる と 通常 7 個 , Stein 
に よる と 9~20 個 ) に 分 れ て いる こと と, 日 が 後 端 に 近い 
所 で 義 い て いる が , 背 側 に 義 い て いる 点 が 本 種 と 羅 な 
る . 

C. steenstrupi は 有 肺 類 の 内 の 内 た に 住 す る も 
の で ある . 此 の 種 を Conchophthirus 属 か ら 分 離し て 新 
属 と する こと は 適当 の 処置 と 思う . 

Conchophthirus 属 に 属す る 種 を 通 覧 する に , 忠 が 他 
物 に 接着 させ る 側 を 腹面 と し , 進む 時 先 き と する 端 を 頭 
部 と する な ら ば , 唱 は 腹面 に と あつ て , 左側 縁 に 然 も 体 の 
中 央 部 位 乃 伴 そ れ より 前 方 に ある も の を 通則 と する . 
(D caryoclada は 例外 で , 日 は 背面 の 正中 線上 で , 体 
の 後部 に ある ). この 中 に あつ て , が 腹面 の 右側 縁 に 
ある も の は C. mytill DE MORGON と & C. ketayamae 
OzaAKi の 2 種 で ある 。 

Kidderia Raabe に 就 て 

Raabe (1934) は peristome が 体 の 右側 夕 に ある 点 , 
日 に は 少数 の 繊毛 帯 を お 持つ て いる が Membranella undu- 
lans を 持つ て いな い 点 (Raabe は Conchophthirus は 
Membranella undulans を 持つ て いる と 誤解 し て いる ), 
体 表 を 航 う 繊毛 列 は 4rczstridae 科 の も の に 見 る 様 に 
adorale reihe と な つて peristome の 後方 を 取 囲 だ ば 
で peristome の 中 へ 侵入 し な い 点 , peristome の 前 方 を 
界 す る 忌 が 無い 点 , peristome か ら 体 の 内 方 へ 走る 明 ら 
か な Neurofibrille が ある 点 , 伸縮 胞 が 体 の 後部 に ある 
点 等 の 理由 で C. mytilz DE MORGAN を Conchophthi- 
us 属 か ら 離 し て 新 属 Kidderia を 創設 し て , その 中 選 
移し た . 
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C. katayamae (は Conchophthirus 属 の 中 で は C. 
に 最も 近い . 此 の 両者 の 位置 が , 一 致し て 体 
の 右側 綾 に ある こと は , 此 の 両 種 を 他 の Conckophthirus 
局 の も の か ら 離 し て Raabe の 新 属 Kigderia へ 移す 事 
は 季 え て 不可 で は な い が , Raabe が 挙げ た Kidderia 
を Conchophthirus か ら 区 別 す る 構造 的 根拠 は 薄弱 で あ 
る と 思わ れる . その 理由 は 

, (1) の 位置 は Conchophthirus 属 で は 変化 と 富ん で 
腹面 に ある を 通例 と する が , 背面 に ある も の (C. cary- 
oclada, C. steenstrupi) が あり , その 開 日 部 位 は , 体 の 
中 央 level の も の (C. lamellidens, C. cucumis), それ 
より 生前 方 level の も の (C. anodontae, C. curtus, 
C. elongatus), 又 後 方 level の も の (C. caryoclada, 
C. katayamae) が ある . 従っ つっ て の 位置 は あま り 軍 要 
視 す る こと は 出来 な い . 

(2) 日 の 構造 た に 於 て Raabe は Conchophthirus 属 は 
波動 膜 Membranella undulans を 持ち , Kidderia は 持 
た ず , 繊毛 列 も peaistome 内 に 貴 入 り 込 ん で 居 な いと 
し て 居る が , Kidder 其他 多く の 人 の 精細 な 研究 と ょ る 
と , 叉 C. katayamae で 小生 が 見 た 所 で も , cytostome 
の 周囲 と ある 繊毛 は , 波動 膜 の 様 に も 見 える が 度 の 高い 
顕微 鏡 で 見 る と , 互 に 合 し て 居 な い 繊 毛 列 で 膜 で は な 
い . Kidder が C. myta7z で 見 た 所 , 双 C. katayamae 
で 小生 が 見 た 所 で は , 体 表 の 繊毛 列 は peristome の 中 に 
その 連続 が 入り 込ん で 居る . 

(3) 伸縮 胞 も C. mlz で は 体 の 後 端 に ある が , 本 種 
で は 体 の 中 心 部 に あり , 他 の 種 で は 叉 色々 で , Cornckho- 
hthirus と Kidderia を 伸縮 脆 の 位置 で 特徴 付け る こと 
は 出来 な い . 

(4 peristome の 前 方 の が 厚く な つて 形成 
する か 交 や は 重要 視 す る 価値 は な い . 

(5) Raabe は Kidderia に は peristome か ら 体 の 内 
方 へ 延び る Neurofibrille が あり , Conchophthirus に は 
無い と 云っ て, 構造 的 区 別 の 1 つた に 数 えて 居る が , これ 
は 発達 の 程度 の 差 で あり , 叉 Conchophthirus の 他 の 種 
で は この 点 が 研究 され て いな いと 有蓋 う 5 だけ の こと で , そ を 
れ で 無い と は 蓋 え な い . 

以上 の 諸点 か らし て 余 は C. mytili を Conchophthi- 
ws か ら 独 立 さ すす に は 根 手 が 薄弱 で ある と 思う . 故に 
C. mytili は Conchopthirus 属 に 久 め て 置く 可 き で あり 
本 種 も Kidderia 属 に 移す 必要 は な いと 思う 5. 

C. mytilz と の 比較 

本 種 が Chonchophthirus mytili DE MORGAN と 区 別 


され る 点 は 

(1) 外形. C. の 体 は 前 後に 長い 円 で ある 
が , 本 種 は , も つと 短い 枯 円 で , 多く は 正 円 盤 状 に 近い 
形 を し て いる . 

(2) peristome の 部 位 . 共に 右側 , 腹面 に 
いて いる が , C. my で は 中 央 部 位 に 開き , C. katay- 
amae で は 後 端 に 近く 義 く . 

(3) peristome の 大 さ . C. mytzlz の peristome は 広大 
で ある が , C. katayamae の peristome は 極め て 狭小 で 
ある . 

(4) peristome の 構造 . C. my»Zz7z の peristome の 内 に 
は anterior suture line に 連 ら な る dorsal 並び に ven- 
tral の peristomal ciliary line が あり , これ か ら は 特に 
長い Cilia が 生じ て いる . この 外 に 人 告 お 食物 を 日 に 運ぶ 
用 を な す 長 い 線 毛 の 束 が 数 個 ある . C. katayamae の 
peristome の 内 に は 体 表 ciliary line の 連続 侵入 と 見 ら 
れる ciliary line が ある だ け で , 特に 長い 線 毛 の 東 は な 
い 

(5) 大 核 . C. の 大 核 は で ある が , 本 種 
の 大 核 は 半月 形 で ある . 

(6) 伸縮 胞 の 位置 . C. mt77 の 伸縮 胞 は , 体 の 後 端 
に ある が , 本 種 で は 体 の 中 央 に ある .: 

(7) 銀 線 系 . 腹面 の 前 級 に 近く 横 走 する 2 条 の ante- 
rior suture line か ら , 背面 並び に 腹面 を t 走 する ciliary 
line が 出る こと は Conchophthirus 属 の 銀 線 系 の 基本 的 
構造 で , 本 種 に 於 て も それ と 一 致し た 構造 を 示す . 背 腹 
に ある 縦 走 繊毛 列 が 後方 に て , 如何 に 連合 する や は , 
peristome の 位置 及び 大 さ た に よ つ て , それ ぞ れ 特有 な 連 
合 形 式 を 示す も の で ある . 本 種 は peristome の 前 方 に 
て , 終 の suture line を 背面 及び 腹面 に 於 て 形成 す 
る . 本 種 に 最も 近い C. ytaZ7 の 銀 線 系 は , 体 前 部 に 於 
ける 像 は 本 種 と よく 一 致す る . 後方 た 於 ける 像 は peri- 
stome の 位置 及び 大 さ が 夫 れ 夫 れ 早 る の で 像 も 異な る こ 
と ょ ゝ 思わ れる が , C. yz7z に て の 観察 が 無い . 

(8) 宿主 . C. の 宿主 は の 二 枚 Mytilus 
edulus LINNE で ある の に 対し , 本 種 の 宿主 は 淡水 産 の 
巻 員 Katayama nosobhora ROBSON で ある . 


要 約 
l. Conchophthirus katayamae OzAKI 1954 の 内 部 
構造 弦 び に 銀 線 系 を 記載 し た . 


2. C. katayamae は C. Mytili DE MORGAN 1925 
に 最も 近い が , 同種 と は 外形 , peristome の 位置 大 さ 構 
造 , 大 核 の 形 , 伸縮 胞 の 位置 等 の 諸点 に た ょ っ つて 区 別 され 
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Raabe(1934) は C. mytilz DE MORGAN を Ki- 


dder (1933) の 記載 を 基本 に し て Conchophthirus 属 か 
ら 分 離し て 新 属 Kzdderia を 創設 し た が , それ は Cor- 
chophthirus 属 が Membranella undulans を 持つ て 居 な 
いと 云 う Raabe の 思い 違い に 端 を 発し た も の で ある . 
Conchophthirus は 諸家 の 研究 に 記載 され て いる 様 に 波 
動 膜 は 持つ て 居 な い . 本 種 に 於 て も 波動 膜 は 無い . 


4. 


故に C. mytzli DE MORGAN 1925 は も と の まく ょ 


が よく , 又 こ れ に よく 似 た C. katayamae OzZAKI 1954 
も Kidderia に 移す 要 は な い . 
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STUDIES ON CONCHOPHTHIRUS KATAYAMAE OZAKI, A PARASITIC 


i CILIATE OF KATAYAMA NOSOPHORA ROBSON 
HIROYUKI OZAKI 
: (Parasitological Laboratory, Atomic Bomb Causality Commission, Hiroshima) 
d 
Pt Conchophthirus katayamae OZAKI 1954 
Body flattened Dorso-ventrally, discoidal or slightly elongate 72 (60-84) x 60 (49.5-67.5)g. 
Macronucleus half-moon shape, 20.5-28.4 12.6-15.8g. Contractile vacuole, large, central. Peri- 
“MM stome small, triangular, on right margin near posterior end of body. Food vacuoles, numerous, 


various in size attaining 19p in diameter. Granural cytoplasmatic area in anterior part of body 
‘wn- absent. 


カ 学 Ciliary rows meridional, arising from anterior transderse suture lines, ventral rows about 50, 


dorsal ones about 60 in number. Right and left ciliary rows unite posteriorly on the median line 
anterior to peristome. 

Habitat. Gill of Katayama nosopbhora ROBSON. 

Locality. Katayama district, Hiroshima prefecture ; Chikugo district, Saga prefecture. 
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人 尿 中 に 見 出さ れ た 尾久 桂 線 虫 の 研究 
養 条件 の 検 対 


魚谷 


和 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄 証 虫 研究 部 (主任 佐々 学 教授 ) 
東京 会 医科 大 学 林内 科 (主任 直 授 ) 


(昭和 35 年 4 月 14 日 受領 ) 
特 


は し が き 

1957 年 の 3 月 か ら 5 月 に た かけ て , 東京 都 の 尾久 地帯 で 
発生 し た 尿 線 虫 症 に つい て は , 林 ら (1958) た に た ょ っ つて その 
発生 状況 や , 患者 の 臨床 所 見 が 報告 され , 同時 に 患者 原 
か ら 分 離さ れ た 線 虫 (Rkabditzs sp.) 一 一 本 編 で は 「 尾 久 
董 線 虫 」 と 称 を る こと ょ する 一 に つい て その 形態 と 
若干 の 生物 学 的 性 状 が 記載 され た . 本 虫 の 寄生 例 は , 本 
邦 内 地 に お ける 自由 生活 線 虫 類 と ょ る 尿 線 虫 症 と し て 初 
め て 報告 され た も の で ある が , いづ れる ゃ 発熱, 修 癌 感 , 
悪心 , 頭 潤 , 腰痛 等 の 訴え そえ が あり , 他 覚 的 に は 尿 の 混濁 
赤 白 血球 , 上 皮 , 円 杜 等 が 証明 され , 中 に は 甚だ 重症 の 
血尿 を 見 た 例 も あつ て , 臨床 上 た に も また 寄生 虫 学 の 面 か 
ら も 注 月 すべ きも の で あつ た . 

し か る に , 本 虫 に 関し て は 形態 を 除い て , その 生物 学 
的 性 状 に つい て は 極 く 簡略 な 記載 が な され て いる に 過ぎ 
な い . その 感染 経路 に つい て も 不明 の まく まひ に 残さ れ て い 
る の で , 著者 は , 幸い 伝 研 寄生 虫 研究 部 に 黒 代 飼 育 さ れ 
て いる 本 虫 に つき , その 培養 波及 び 培養 の 至 適 条件 を 検 
討 し , 好適 な 条件 下 で の 一 世代 の 寿命 , 脱皮 回 数 , 発育 
速度 等 の 生物 学 的 性 四 を 明らか に し , 更に 種々 な る 環境 
に 対す る 抵抗 性 , 就 中 , 人 体 へ の 侵入 経路 の 解明 に 関連 
し て , 食品 の 調味 料 や 胃液 , 腸 液 , 尿 等 の 影響 を し ら べ 
実験 動物 へ の 感染 実験 を も 試み て , 本 虫 の 感染 経路 を 検 
討 す る 為 の 基礎 的 な 知見 を 得 た . また 尿 線 虫 症 の 治療 剤 
を 見 出す こと ょ , 一 般 に 殺 線 虫 剤 や 訴 虫 剤 の スタ リー ニ = 
ング テ スト に 本 虫 を 利用 する 意図 の 下 に , 試験 法 の 検討 
を 生 い , 種々 の 廊 虫 剤 , 殺 線 虫 剤 , 殺虫 剤 , 除草 剤 , お 
よび 抗生 物質 の 作用 を 調べ , 特に 鍋 虫 原 除 剤 の スク タク リー 
= ング に は 簡便 で 有用 で ある こと を 見 出し た の で , これ 
等 の 実験 成績 た つい て 以下 4 編 に わた り 報 告 す る . 


材料 及び 方 法 

1957 年 東京 都 川 区 尾久 地帯 に 発生 し た 尿 線 虫 症 の 
悪者 尿 か ら 分 離さ れ , ホー ル グ ラ ス 又は シャ ー レ に て 水 
と 薬用 酵母 で 約 100 代 に わた り 継 代 培 さ れ た 尾久 
虫 (Rhabditis sp.) を 使用 し た . 本 種 は 処女 生殖 を な し , 
初代 ょ り 現 在 た 至る まで 貝 体 は すべ て 雌 虫 の み で ある . 

実験 方 法 の 詳細 は , 各 実 験 成績 の 項 に お いて 述べ る . 

法 に 対す る 

A. 及び 飼 に つい て 

尾久 線 が 生存 増殖 し て 行く の に 如何 な る 飼料 
地 が 最も 適当 で ある か , 以下 数 種 の 培養 方 法 , 飼料 に つ 
いて の 検討 を 行 つ た . 

a. 液体 

リン ゲル 氏 液 , ッ ク 氏 液 , タイ ロイ ド 氏 液 の 三 液 体 
培地 を 調整 し , 各 堪 地 を 1.0cc 宛 , 内 径 1.0 cm の 小 試 
験 管 6 本 づつ に 入れ , 桁 線 虫 令 宛 試 験 管 に 投入 し , ゴ 
ふ 栓 に て 封じ 25.0°C 解 卵 器 に 入れ 日 を 追 つ て その 生存 
増殖 状態 を 観察 し た . 

リン ゲル , 及び rr ロック で は 6 本 中 5 本 は 4 日 乃至 8 日 
和 は 生存 し 得る も 全く 増殖 は 見 られ ず 16 日 以後 は 殆ど 
死滅 した. リン ゲル の 1 本 は 3 日 目 た に 。 ロッ ク の 1 本 は 
8 日 目 に 死滅 し た . 

タイ イド で は 6 本 中 4 本 が 3 日 目 に 死滅 し , あと の 
2 本 の 中 1 本 は 16 日 目 に 死滅 し , 1 本 は 長期 間 生存 し , 
40 日 目 頃 た は 非常 に 増殖 し て いた . 

対 照 と し て 水道 水 に て 上 記 と 同様 の 方 法 に ょ り 培 養 し 
た が 6 本 の 中 2 本 で 4 日 乃 8 日 目 頃 に 僅か に 増殖 を 見 
た が 16 日 乃至 23 日 上 月 に は 殆ど 死滅 し た . 

上 記 3 種 の 液体 培地 は , 対照 の 水 と 比較 し て 特に 良好 
と 認め られ る も の は 多く , 本 虫 に より 培地 と し て 利用 さ 
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れ て いる と は 思わ れ な か つた . 

b. 固形 (寒天 , 動物 臓器 ) 

シャ ー レ に 1 洲 の 矢 天 を 数 mm の 厚 さ に 流し 込ん で 
固め た も の に 本 虫 を 接種 し , 措 天 表面 に 微量 の 薬用 酵母 
を 撤 布 し て 著 を し , 25.0°C. に 保っ と , 線 虫 は ょ く 増 殖 
する . 午 天 平板 に 数 ヵ所 の 凹 み を つく り , 水 を 入れ て お 
く と 長期 間 , 燥 を 防ぐ こと が 出来 る . 

シャ ー レ に マウ ッ ウス の 肺 , 堅 等 と 細 切 し て いれ , 少量 の 
水 と と も に 本 躍 を 接種 し て ゃ 増殖 が 認め られ る . 但し , 
肝 , 腸 , 尿 を 用 いた 場合 は , 数 日 で 細菌 の 過度 の 僅 殖 の 
為 本 虫 が 死滅 する こと が 多い . 上 記 和 寒天 平板 の 上 に 各種 
臓器 の 細 切 し た も の を の せ た 場 合 は , この よう な 雑菌 の 
代 殖 と こ ょ る 影響 が あら われ ず , 良好 な 増殖 を つ ヾ ける こ 
と が 分 っ な た 。 

c. 試験 管 紙 養 

類 の 試験 管 養 法 と 全く 同様 に と し て 本 を 
養 す る こと 出来 る .. こ に は の 上 部 に 3 レ 
イシ ョ その 上 に 薬用 酵母 (エビ オス ) 約 100 
mg を 布 し た も の と , , , 培養 検査 に て 
貝 卵 陰性 の 便 2.0g を 論 り , 薬用 酵母 100mg を 撤 布 し 
た も の , 及び 便 の み で 薬用 酵母 を 撤 布 し な いも の ・ ょ 3 種 
類 の を 作り , それ ら に 本 (成虫 , 幼虫 ) 約 20 
接種 し 試験 管内 に 入れ , 管 2.0cc の 水 を 入れ て 
ポリ エチ レン 紙 に て 封じ , 25.0°C 解 卵 器 に 入れ 日 を 
追 つ て その 増殖 状態 を 観察 し た 成績 た つい て の べ ベ る . 
対 し て を 入れ な 試験 管 に 薬用 酵母 を 含む 水 
2.0cc を 入れ それ に 本 約 20 令 投入 し 25.0°C 
器 に 入れ て 観察 し た . 観 鶴 に と は アン キ r ス コー プ を 使用 
実験 成績 は 第 1 表 の 如く で ある . 

バレ イシ ョ 滅 粉 に だ いて は , 1 日 後 で は 管 旗 に 見 え 
ず , 2 日 乃至 3 日 目 に ほ き 接種 数 と 同 数 の 虫 体 を 認め 4 
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日 目 以後 は 増殖 着る し く , 便 に お いて は , 3 日 目 千 は 管 
底 に 認め られ ず 4 日 目 乃 至 5 日 目 に 管 護 に 虫 体 を 認め 5 
日 目 頃 より 増殖 する . 薬用 酵母 を 撤 布 し た も の と しない 
も の と の 差 は 認め られ な か つた . 対照 は 2 日 目 頃 より 増 
殖 し 始め , 上 記 3 法 に 比 し 最も 早く 増殖 を 示 し た . 

以上 の 実験 に より , 便 に 依る 試験 管 堪 て も 
充分 発育 増殖 する が , 対照 と し て 用 いた 薬用 酵母 と 水 の 
み に て も 簡単 に 増殖 , 培養 し 得る こと を 認め た . 

d. 土壌 培養 

殖 細か い 土 を , あら か じ め 滅菌 器 に て 
100°C 約 6 時 間 し , 雑菌 と 存在 し て いる か も 
知れ ぬ 自 由 生活 種 の 線 虫 を 殺し て お き , 別に 減 苗 し た 腰 
高 シ ャ ー レ の に 消 た スラ イド グラ ス を 
腰 高 シャ ー レ の 旗 面 を 二 つ の 部 分 に 分 け て お き (3 : 2 位 
の 比 ) 大 きい 部 分 に 滅菌 土壌 を スラ イド グラ ス の 高 さ 位 
篤 入れ る . 即ち スラ イド ゲ グラス に て 土壌 の 部 分 と シャ ー 
レ 面 の し た 部 分 と た 分 けら れる . 面 の し た 
部 分 か ら 水 を 注ぎ 充分 土壌 が し め あつ て な お 土壌 の な い 部 
分 に 数 mm の 深 さ に 水 が た まる 迄 入れ る . 薬用 酵母 少量 
を 土壌 表面 に 撤 き 本 虫 を 接種 する . シャ ー レ に 著 を し て 
宝 温 (15.0°C~20.0°C) に 放置 , 又は 25.0°C の 解 卵 器 
に お く 。. 

数 日 し て 本 虫 は 土壌 部 に て 発育 増殖 し て 生き た 虫 体 の 
み が 水 の 部 分 に 集まる . 之 の 方 法 は 諸 種 実験 に 際 し , 所 
つた 各 齢 期 の 虫 体 を 集 あ る の に 便宜 で ある . 

e. 水 堪 法 に つい て , 並び 同 に お ける の 検 

前 記 の 如く を 用 いた 固形 培地 や 試験 管 培養 , 
土壌 培地 等 に ょ つて も 充分 発育 増殖 出来 る し, それ ぞ れ 
に 特色 を 有する が , も つと も 簡便 な 方 法 と し て は , 水 に 
適当 な を 加 る こと に より 容易 に 増殖 を しめ 得る . 

試験 管 に た 水 の み 入れ た 場合 に は 増殖 し 得 な いこ と は 液 


第 1 表 試験 管 濾紙 培養 法 に ょ る 培養 試験 (25.0°C) 


, 3 バレ イシ ョ 便 
2 
4 
(一 0. 10~20,. 21~50, 51~100, 101~150, 151~) 
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体 培地 の 項 で 判明 し た の で , 今度 は 水 に 薬用 酵母 小雪 
粉 バレ イ ショ , ラ を , ホー ル グ ラ ス に 
て 培養 し て 見 た . 

各 飼 料 10 mg を 水 10 cc に 混 じ , ょ よく 所 振 し て 均一 な 
らし めそ の 0.5cc を ホー ル グ ラ ス に と り 1 恋 虫 1 隻 
づ っ 投入 し , その ホー ル グ ラ ス を 大 型 シ ャ ー レ に 入れ 和 割 
和敬 に て 支 村 を 二 本 ホ ー ル グラ ス の 下 に お き , シャ ー レ に 
水 を 支 相 和 り し て 25.0°C 卵 器 入れ 
8 日 月 に 取出 し 一 斉 た 固定 し て 各 ホ ー ル グラ ス 内 の 貝 数 
と 成虫 幼 虫 の 体長 を 測定 し て , 飼料 の 優劣 を 発育 と 増殖 
の 両面 か ら 比 較 検討 し た . 実験 は 各 飼 料 に つい て 夫々 5 
枚 の ホー ル グ ラ ス で 行 つ た . 

第 2 表 水 培養 法 に け る 検討 親 
(P) の 体長 (w) の 比較 


ペレ イシ 


ョ 


小 粉 


1 1116.60 867.20 死亡 
2 1081:17 853.03 768.01 
4 1139.27 882.79 705.67 
5 1005:42 94:89 で で 
平均 値 1053.40 900.64 
分 14197.76 2706.11 
119.15 52.02 


1) 第 2 表 は 最初 た 接種 し た 幼虫 が 親 虫 に な つた を も の 
に つい て の 体長 の 比較 で , 薬用 酵母 (エビ オス ) で は 平 
均 1053.40。 レラ が 平均 900.64m, バレ イシ ョ 
粉 , 小 妻 粉 は 5 隻 の 内 各 1 令 づ つっ し か 発育 せ ず , 前 者 が 
768.014。 後者 が 705.67 x で 薬用 酵母 が 最も 好い 発育 
た. 

2) 成虫 は 薬用 は 計 26 ホー ル グ ダグラス 1 
コ の 平均 は 5.2 , ク レ ラ は 計 20 令 ホー ル グ グラス 
1 = の 平均 は 4.0 令 , バレ イ ショ , 小 粉 は Fi 成 
虫 を 認め な か つた . 

3) Fi( 成 虫 , 幼虫 共 ) の 貝 体 数 , 体長 を 比較 する と , 
薬用 酵母 で は 数 , 84 96 , 92 , 70 , 91 


平均 体長 は , 437.21。 不 選 (zr) =302030.57, 
549.29, クロ レラ で は 体 数 , 117 , 95 35 , 
35 , 92 , 135 , 計 474 で ホー ル グ グラス 1 = の 平 
均 虫 体 数 は 94.8 平均 体長 は 368.56 不 選 散 (〆) 
=26324.92, Y=142.92 で ある . 

バレ イシ ョ 江 粉 は 1 枚 の み F: が 発育 し , 虫 数 は 7 隻 で 
平均 体長 203.85 不 散 =286.78, g=17.08, 
ホー ル グ ラ ヲ ラス 1 = の 平均 貝 体 数 1.4 隻 , 小麦 粉 も る 1 枚 の 
み F: が 発育 し , 数 は 5 平均 体長 204.62g。 不 
人 (?) =56.18, g=6.45, ホー ル グ ラス 1 = の 平均 
体 数 は 1 あつ た . 

4 F: の な か で 成虫 に た 達し た も の ・ ょ 比率 は , 薬用 酵母 
で は F」 成 虫 26 虫 数 433 , 成虫 の 比率 は 6.00 
レ ラ は 成虫 20 総 貝 数 474 成虫 の 
比率 は 4.22 , バレ イシ ョ , は F: 成 虫 は 0 
で あつ た . 

5) F: 成 虫 の 平均 体長 は , 薬用 酵母 で は , 840.10 
ラ で は 746.41x で あつ た . 

以上 四 種 類 の 飼料 に つい て 各 骨 期 の 体長 を 計測 し て 比 
討 し た が , 上 述 の 如く , 薬用 酵母 た ょ る 培養 が 最 
も 発育 が よく 次 代 (F』) 産生 能力 も 最大 で あつ た . パレ イ 
ショ , 小 は 粒子 が 大 きく 期 で は 食べ られ な 
い 様 で , その た め に 死滅 し た も の が 多い と 思わ れる . 

B. 条件 に つい て 

前 項 A に て 培地 , 及び 飼料 に つい て 検討 し , 水 と 薬用 
酵母 に よる 培養 方 法 が 最も 発育 た 適当 で ある 事 が 分 つ 
た . 今度 は その 発育 増殖 に 至 適 な 条件 に つい て 検討 し 
な だ 。 

a. 温度 

内 和 容 1.0 cm の 小 試験 管 に 薬用 酵母 を 含む 水 1.0cc づ 
つっ 入れ , それ に 本 10~30 令 入 し 最高 45.0°C か ら 
最低 一 10.0°C 和 の 各 温 度 の 解 卵 器 , 又は 氷室 た お き 日 
を 追 つ て その 生存 状態 を 観察 した. 

第 3 表 は 各 温 度 に お ける 生存 試験 の 成績 で , 一 10.0°C 
及び 45.0°C で は 1 て , 0°C, 37.0°C で は 


計 433 隻 で ホー ル グ ダグ ラス 1 っ の 平均 貝 体 数 は 88.6 隻 , 3 日 生存 し , 10.0°C, 25.0C で は ょ よく 生 存 し , 4 日 以 
第 3 表 各 温 ける 生存 試験 ( ) 生存 率 

温度 0°C 10°C 25°C 37°C 45°C 

0/14(0) 5/15(33.3) 10/14(71.4) 25/28(89.3) 25/25(100) 7/20(35.0) 0/28(0) 
2 0/14(0) 3/15(20.0) 6/14(42.9) 20/28(71.4) 25/25(100) 4/20(20.0) 0/280) 
3 0/14(0) 1/15 (6.7) 5/14(35.7) 20/28(71.4) 25/25(100) 1/20 (5.0) 0/28(0) 
4 0/14(0) 0/15 (0) 3/14(21.4) 19/31(61.3) 38/38(100) 0/20 (0) 0/280) 
8 0/14(0) 0/15 (0) 0/14 (0) 26/38(68.4) 十 0/20 (0) 0/28(0) 
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後 は 増殖 し て 行く こと が 承 され た . 

各 温 度 に お ける 増殖 試験 に つい て 

上 記 と 同様 に し た 小 試験 管 に 1 1 ~ 2 令 
入 し , 上 記 と 同じ 温度 段階 に お き , 1 週 及び 2 週 後に と 
り 出 し て 増殖 状態 を 観察 し た . 

ー10.°C, 0°C, 37.0°C, 45.0C で は 1 週 , 及び 2 週 
後 と も 全く 増殖 せ ず 死滅 し , 4.0°C~5.0°C で は 1 週 後 
まで は 生存 し 得る が 運動 性 芝 し く , 2 週 後 で は 死滅 し 
た . 10.0°C, 25.0°C で は 1 週 後に は 成虫 , 幼虫 と も 多 
数 見 られ , 2 週 後 で は 増殖 が 閉 る し い . 叉 25.0°C の 方 
が 10.0°C より 増殖 が 閉 る し か つた . 

即ち 本 種 桁 線 虫 の 生存 発育 及び 繁殖 に は 25.0°C が 最 
も 適当 し た 温度 で ある 事 を 認め た . 

b. 酸素 の 要求 

本 枠 線 虫 を 水中 た に て 培養 する に あ た つ て , 酸素 の 要求 
度 を 知る 為 , 空気 中 の 酸素 を 遮断 し て 桁 線 虫 が どれ 程 生 
存 し 得る か を 検討 し た . 

内 径 1.0 cm に 揃え た 小 試験 管 を 集め , 薬用 酵母 を 含 
む 水 1.0 cc づつ 入れ 約 30 隻 の 桁 線 虫 を 投入 し , 流動 パ 
ラフ マ を , 2:0 ecm; 0:5en, 0;:5cm, 0,125 
cm の 厚 に , 25.0°C 卵 お き 日 を 追っ て 
その 生存 状態 を 観察 し た . 

2.0 cm の 流動 パラ フ 4 ン で は 2 日 目 93.9 , 4 日 目 
21.2 の 生存 率 を 示し , 8 日 目 に は 死滅 し た . 1.0 cm 
で は 2 日 目 75.0, 4 日 で 16:7%。 
0.5cm で は 2 日 目 88.5 必 , 4 日 目 81.1, 8 日 目 69.1 
, 0.25cm で は 2 日 目 79.2, 4 日 目 65.8, 8 日 
目 65.8 0.125 cm で は 2 日 92.6 4 日 
, 8 日 目 83.3 必 の 生存 率 を 示し 0.5cm 以下 の 量 で は 
その 生存 に 大 し た 影響 を 見 られ ず 4 日 目 以 後 は 僅か に 増 
殖 が 認め られ た . 対照 と し て 薬用 酵母 水 の み で は 全く 生 
存 し 8 日 目 に は 増殖 が 閉 る し か つた . 

以上 の 所 見 か ら 本 虫 が 好 気 的 で ある こと が 知ら れ た . 

c. 水素 イオ の 影響 

本 桁 線 虫 に対する 水素 イオ ン 濃 度 に ょ る 影響 に つい て 
3 種 の 緩衝 液 を 調製 し 実験 した. 

1) マッ キル ペン 氏 液 (M/5 炎 ウー ダ に M/10 
ェ ン 酸 に て 調製 . pH 2.2~pH 8.0) 

2) _N/100 HCI, N/100 NaOH に て 調製 し た 緩衝 , 
(pH 1.8~pH 10.0) 

3) 液 (pH 5.4~pH 7.0) 

緩 箇 液 は 実験 使用 時 夫々 10 倍 に 稀釈 し て 用 いた . 

内 径 1.0 cm の 小 試験 管 に 夫々 調整 し た 緩 箇 液 を 1.0 
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cc づつ 入れ , 桁 線 虫 を 投入 し ご ざ ム 栓 に て 封じ , 25.0°C 
卵 器 に 入れ , 24 時 間 後 取出 し 双 妥 微 と て の 生 
存 状 態 を 調べ た . 24 時 間 後 の 各 繧 衝 液 の pH の 移動 は 殆 
ど 認 め ら れ な か つた . 
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第 1 図 水素 イ ォ ン 測 度 の 影響 (25.0°C 24 時 間 ) 


実験 成績 は 第 1 図 に 示す 如く で ある . 

マッ キル ペン 緩 で は , pH 2.2 で は 32 令 生存 
虫 体 2 隻 で 6.25 必 の 生存 率 で , pH 3.0 で は 36 隻 中 13 
隻 生 存 (33.33 ), pH 3.8 で は 34 令 中 25 令 生 存 (73.53 
%), pH 5.0 で は 34 隻 中 31 隻 生存 (91.18 %), pH5.8 
で は 34 隻 中 34 (100 pH 7.0 で は 37 中 33 
隻 生存 (89.19 ), pH 8.0 で は 35 隻 中 32 令 生 存 (91.43 
2) に て 大 擬 そ pH 4.0~pH 8.0 造 生存 可能 と 認め られ 

N/100 HCI, N/100 NaOH か ら 調 し た に おい 
て も 同様 の 傾向 を 示し, pH 1.8 で は 19 隻 中 生存 0, pH 
4.0 で は 83 隻 中 64 隻 生 存 (77.11 ), pH 6.0 で は 38 
隻 中 31 (81.58 , pH 7.2 で は 32 令 28 令 
存 (87.50 ), pH 8.0 で は 23 隻 中 16 令 生 存 (69.60) 
pH 9.0 で は 30 隻 中 13 隻 生存 (43.33 ), pH 10.0 で 
は 28 隻 中 6 (21.43 %) と pH 9.0 以上 で は 
に 生存 率 が 落ち る . 

液 は pH 6.0 附近 で の 狭い 箇 を 使用 し 
た . pH 5.4 で は 34 隻 中 32 令 生 存 (97.06 ), pH 5.8 
で は 28 隻 中 28 隻 生存 (100 ), pH 6.4 で は 32 隻 中 32 
隻 生 存 (100 ), pH 6.8 で は 31 隻 中 30 隻 生 存 (96.77 
%), pH 7.0 で は 32 令 中 31 令 生 存 (96.87 必 ) と 殆ど 全 
域 に わた り 生 存 し 3 波 中 最も 高い 生存 率 を 示 し た . 

以上 の 実験 に より 本 枠 線 虫 は 24 時 間 で は pH 4.0~ 
pH 9.0 和 か な り 広 い 域 た わた り 生 存 し 得る が 最も 至 適 
な pH は , pH 5.8~pH 7.0 の 間 で ある 事 を 認め た . 

d. 
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第 4 表 に ょ る 生存 試験 ( ) 生存 率 


ep 時 韻 5 な 15 分 30 分 1 時間 2 時 間 4 時 間 
100 (H:0) 23/33 (69.70) 9/29 (31.04) 0/45(0) 0/28(0) 0/29(0) 0/32(0) 
87(KCIl) 19/34 (55.88) 0/33 (0) 0/26(0 ) 0/17(0) 0/20(0) 
76 (NaCl) 9/23 (39.13) 0/26 (0) 0/32(0) 0/12(0) 0/18(0) 

02( 12/33(30.91) 0/34 (0) 0/25(0)- . 0/24(0) 0/35(0) 


本 桁 線 虫 が 燥 状態 に だ お いて どれ 程 生 存 し 得る か に つ 
いて 実験 を 行 つ た . 

ホー ル グ ダグ ラス に 本 桁 線 虫 (成虫 , 幼虫 , 卵 共 ) を 数 十 隻 
と り 刀 紙 に て 虫 体 周囲 の 水分 を 出来 る 限り 取り 去り , 別 
た 作成 し た 各 温 度 毎 の デシ ケー タ に 入れ , 5 分 , 15 分 , 
30 分 , 1 時間, 2 時 間 , 4 時間, 24 時 間 後 に と り 出 し , 
直ちに 水 約 0.5cc を ホー ル グ グラス に 入れ , 双 鏡 
に て その 生 死 を 判定 し , 観察 後 そ の ホー ル グ ラ ス に 楽 用 
酵母 少量 投じ て 25.0°C 解 卵 器 に お さめ 日 を 追 つ て 増殖 
状態 を 観察 し た . 

デシ ケー ター 内 の 湿度 は , 水 及 び 各 種 塩 類 の 飽和 溶液 
と 平衡 せしめる こと に ょ より 調整 し , 飽和 溶液 と 平衡 する 
湿度 は 水 の 場 合 を 100 と し , KCI 溶液 で は 87 
NaCl 溶液 で は 76 必 で あつ た . 他 に 室内 た に も 放置 し た 
が , この と き の 室 内 の 温度 は 61~62 必 で あつ た . 

実験 成績 は 第 4 表 の 如く で ある . 5 分 齋 燥 後 で は 成虫 
及び 幼虫 は HzO の 場合 69.70 必 の 生存 率 で 最も 高く , 
次 に KCI 溶液 の 55.88 必 , NaCl 溶液 の 39.13 , 室内 の 
30.91 必 で の 高 さ と 生存 率 は 比例 し た . 15 分 後 
で は , HzO の 場合 の み 31.04 必 生 存 し , 他 の 3 波 は い 
づれ も すべ て 死滅 し た . 30 分 齋 燥 後 で は , Hz:0 の 場合 
も すべ て 死滅 し て いた . 1 時 間 以 上 の 有 束 燥 で は 4 法 と も 
死滅 し た . 
以上 の 実験 に より , 本 桁 線 虫 は 加 燥 に は 非常 に 抵抗 性 


第 5 表 各 濃 慶 食塩 水 た に # け る 各 温 度 で の 生存 試験 ( ) 生存 率 巡 


が 弱い こと が 認め られ た . 

表 中 の 5 分 , 15 分 後に て 生存 し た 貝 体 は 4 日 目 以 後 閉 
上 明 に 増殖 し た が 生存 率 0 炊 の も の は 25.0°C 解 卵 器 に お 
いて 日 を 追っ つて 観察 し た が 1 週間 後に て も 全く 幼 虫 の 解 
化 を 見 な か つた . 即ち 本 種 の 虫 卵 の 燥 に 対す る 抵抗 性 
も 左 竹 大 きい も の で は な いこ と が 分 る 。 

e. 透 圧 

各 (3.4 ~0.054 ) の 食塩 水 を 作り , 本 線 
を 作用 させ て 生存 試験 を 行 つ た . 

3.4%, 1.7%, 0:85%, 0.:425%: 0.213%,; 0.107 
, 0.054 の 薬用 酵母 を 含む 食塩 水 を 作り 小 試験 管 に 
1.0 cc づつ と り 本 虫 を 投入 し て ざ ム 栓 に て 封じ 10.0°C 
25.0°C, 37.0°C の 温 庶 に て 生存 状態 を 観察 し た . 

実験 成績 は 第 5 表 の 如く で ある . 

3.4 で は 各 温 度 と も 1 日 で すべ て 死滅 し , 1.7 で 
は , 25.0°C で は 2 日 目 和 半 は 約 50 必 生 存 , 0.85 光 で は 
10.0°C, 25.0C で か な り 長 期間 生存 する . 37.0°C で は 
4 日 以後 に は 死滅 する . 

0.425 必 以 下 の 濃度 で は 10.0°C, 25.0°C と る 4 日 以 
上 は 100 必 た に 近く 生存 し , 1 週間 で は 増殖 し て 来る . 
37.0°C で は 0.425 必 以 下 の 濃 度 で も 4 日 以後 は すべ て 
死滅 する . 

対 照 と し て 薬用 酵母 を 含む 水 1.0cc づつ 投入 10.0°C 
25.0°C と も 生存 し 得る. 37.0°C で は 4 日 目 以 後 は 死 


0.425% 


0.213% 0.107% 0.054% 対 


0/18(0) 2/12(16.7) 13/13 (100) 
0/18(0) 2/12(16.7) 13/13)100) 
0/18(0) 0/12(0) 13/13 (100) 
0/18(0) 0/12(0) 


10.0°C 


18/18 (100) 
18/18 (100) 
19/19(100) 
16/17 (94.1) 22/22(100) 


17/17 (100) 23/23 (100) 21/21 (100) 13/13 (100) 
17/17 (100) 23/23 (100) 21/21 (100) 13/13 (100) 
19/19(100) 23/23(100) 21/21 (100) 15/15(100) 
19/21 (90.5) 25/25(100) 21/21 (100) 15/15(100) 


0/14(0) 7/13(53.9) 24/24(100) 22/22(100) 26/26(100) 32/32(100) 24/24(100) 15/15(100) 
0/14(0) 6/13(46.2) 23/24(95.8) 21/22(95.5) 26/26 (100) 31/32(96.9) 24/24(100) 15/15(100) 
0/14(0) 5/13(38.6) 20/24(83.3) 21/22(95.5) 26/26(100) 31/32(96.9) 29/29(100) 15/15(100) 
0/14(0) 1/13 (7.7) 18/26(75.0) 32/32(100) 


38/38 (100) _ 34/35 (97.1) 30/30(100) 16/17 (94.1) 


0/13(0) 0/16(0) 
0/13)0) 0/16(0) 
0/13(0) 0/16 (0) 


0/17 (0) 
0/17 (0) 


0/13(0) 6/16(37.5) 14/17(82.4) 14/15(93.3) 15/18(83.3) 17/20(85.0) 17/18(94.4) 13/13 (100) 
(52.9) 10/18(55.6) 15/20(75.0) 14/18(77.8) 9/13 (69.2) 
0/15(0 
0/15(0) 


0/13 (0) 


0/18(0) 
0/13 (0) 


0/18 (0) 
0/18 (0) 


0/18(0) 


0/20 (0) 
0/20 0) 
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し た . 
こと これ に ょ より 本 種 桁 線 虫 は 適温 の 下 で も , か な り 低 湖 透 
圧 の 環境 を 要求 する こと が 分 つた . 
以上 た に て 本 躍 の 培養 た は , 中 性 乃至 弱 酸 性 の 水中 で , 
薬用 酵母 を 飼 料 と し , 25.0°C 前 後 の 温度 が 行う の が 最 
も 適当 で 簡便 で ある こと を 知 つ た . 

1. 東京 都 尾久 地帯 で 発生 し た 尿 線 虫 症 患 者 尿 よ り 分 
離さ れ た 尾久 虫 (Rhabdztis sp.) に つい て , 計 の 液 
体 , 固形 , 試験 管 培養 , 土壌 培養 , 水 
培養 法 等 を 検討 し , ホー ル グ ラ ヲ ラス , シャ ー レ , 試験 管 等 
に 水 と 少量 の 薬用 酵母 を 加え る 水 培養 波 が , 良好 な 発育 
増殖 を 示し て 最も 簡便 な 方 法 で ある こ と を 確 め た . 

2. な お 培養 人 条件 と し て は , 水 ま た は な る べく 基 透 圧 
の 低い 液 で , 酸素 の 不足 し な いよ うぅ 液 層 を 薄く し , し か 


も 乾燥 し な いよ う 注意 する こと . また 至 適 pH は 5.8~ 
7.0 の 範囲 で , 至 適温 度 は 25.0°C 前 後 で ある . 
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(1) Comparative studies on culture methods 


KAZUHIKO UOTANI 


(Department of Parasitology, Instiute for Infectious Diseases, University of Tokyo) 
(Department of Internal Medicine, Tokyo Jikeikai School of Medicine) 


The present study comprises a part of the investigations pertainig to a species of Rhabditis 
(Ogu-rhabditis) isolated from human urine by Hayashi et al (1958). 
The nematode has been maintained in the laboratory for more than one hundred generations. 


in culture media containing yeast. 


The results of the experiments will be reported in a series of four. parts. The present article 


(Part 1.) pertains to the results of the study on optimum conditions for culturing. 


In Ringer’s, 


Lock’s and Tyrode solutions the nematode could survive only for several days but did not develop. 
On the agar plate, soil plate, and also by the test-tube filter paper culturing method the worm developed 
in large numbers when appropriate food (yeast, feces of human or other animals, teased animaf 
organs, etc.) was added. However the simplest method culuring in water with a small amount of 
dried yeast gave the most satisfactory result both for the growth and for the propagation of the 


worm. Wheat flower and Chlorela powder were less effective when used in place of yeast. 


Potato. 


starch could not yield any developing. The optimum temperature for culturing was around 25°C: 


and the optimum pH ranged from 5.8 to 7.0. 
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(寄生 虫 学 雑誌 第 9 巻 第 3 号 328-335 頁 1960] 


人 尿 中 に 見 出さ れ た 尾久 桁 線 虫 の 研究 
(2) 生物 学 前 性 状 に つい て 


魚谷 


和 


東京 大 学 伝染 研究 所 寄生 虫 研究 部 (主任 佐々 学 ) 


は し が き 

本 編 に お いて は 尾久 桁 線 虫 の 発育 過程 や , 感染 経路 の 
解明 に 関連 し た 生物 学 的 性 状 に つい て , 種々 検討 し た の 
で その 結果 に つき 以下 に 述べ る . 

材料 は 第 1 編 と 同様 娘 置 に て 得 た も の で , 実験 方 法 の 
詳細 は 各 実 験 成績 の 項 に お いて 述べ る . 

実験 方 法 及 び 実 験 成績 

A. 生存 日 数 (一 世代 の 寿命 ) 及び 増 殖 能 力 

尾久 虫 が し , 1 虫 と な つて か ら 死 亡 す る 
和 , 即ち 一 世代 の 寿命 に つい て 実験 検討 し た . 

化 し た ば か り の 1 を 1 づ つっ 5 枚 の ホー ル グ 
ラス に と り 薬 用 酵母 を 含む 1.0cc 水 を 入れ て 25.0°C 解 
卵 器 に お さめ 成長 し て 行く 過程 を 毎日 観察 し , 幼虫 が 親 
虫 に な つた ら 次 の ホー ル グ ラ ス に 移し , 以後 毎日 , 死亡 
する 迄 移し て 行く . 親 虫 の な い ホ ー ル グラ ス は 卵 の み が 
残る 事 と なり , この 卵 が 全部 解 化 し た 日 に 熱 固 定 し て 幼 
虫 の 数 を 調べ る . 以下 順次 に ホー ル グ ラ ス を 熱 固 定 し て 
数 を 数 えて 行け ば 1 の 虫 の 産卵 数 , 即ち 産生 
し た F: の 総 虫 体 数 が 分 る . これ に ょ り 一 世代 の 生存 期 
間 と 増殖 能力 が 分 る . 

実験 成績 : 5 隻 の 幼虫 に つい て 検討 し た 結果 , 親 貝 に 
な る 包 の 日 数 は 5 隻 共 4 日 で , 生存 日 数 は 12 日 , 10 日 , 
11 日 , 18 日 , 22 日 で 平均 14.6 日 , 総 産卵 数 は 58 っ, 
91 =, 88 =, 126 =, 112 = で 平均 94.8 =, 卵 の 角 化 
率 は 1 例 の 98.3 を 除き 100 で 平均 99.7 で あぁ つ 
た . 親 虫 死 亡 後 体内 よ り 化し た 幼虫 が 4 見 ら 
れ ,*^F: の 合計 は 479 隻 , 平均 95.8 隻 で あつ た . 

B. 脱皮 回 数 に つい て 

尾久 桂 線 虫 が 解 化 し て 親 虫 と な る 迄 に 何 回 脱皮 が 行わ 
れる か を 検討 する た め , 観察 に 便利 な ょ うに 最適 の 温度 
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より 低め の 20.0°C 及び 宣 温 (平均 13.0°C) に て 成長 を 
少し 遅らせ て 実験 し た . 

先 づ 前 処置 と し て , 薬用 酵母 を 含む 水 1.0cc 中 に 尾 
久 桁 線 虫 の 成虫 を 10 隻 投入 し た ホー ル グ ダグ ラス を 2 枚 作 
り , 25.0°C 解 卵 器 に お さめ 24 時 間 後 と り 出 し , 2 枚 と 
も 成虫 を 除く , する と ホー ル グ ラ ス に は 一 定 の 時 間 内 に 
産生 され た 卵 が 残 つ て いる . 成虫 は 又 薬 用 酵母 を 含む 水 
1.0cc を 入れ た ホー ル グ ゲ グラス に うつ し 25.0°C 盟 卵 器 に 
お さめ , 成虫 を 除去 し た ホー ル グ ダグ ラス 2 枚 は ,20.0°C の 
卵 器 及 び 室温 に お いた . 

以上 の 操作 を 毎日 繰返し , 各 温 度 毎 に 最初 の ホー ル グ 
ラス 内 の 貝 卵 か ら 解 化し た 桁 線 虫 が 成虫 に と な つた と き 全 
部 の ホー ル グ ラ ス を 一 斉 に 熱 固定 し , 貝 体 の 体長 を 計 
測 , また 脱皮 中 の 躍 体 の 有無 を 調べ た . この よう に する 
と と に よ ょ つて 幾つ っ か の ホー ル グ ゲ グラス を 通じ て , 懇 化 直後 
の 幼虫 か ら 成 虫 迄 の 全 段 階 の 虫 体 が 得 ら れる . 成虫 に な 
る で は 5 で は 9 日 を 要 し た . 

実験 成績 : 第 1 図 に 示す 如く で ある . 

( ) は 熱 定 の 日 数 , 横 の 細 縦 線 は 脱皮 中 の 
体 の 実数 を 表わす . 

20.0°C(1) で は 200 z~250 gg に 貝 体 数 が 最も 多く 見 ら 
れ 脱 上 度 中 の 虫 体 は 250g 附近 に 見 られ る . 解 化 し な い 卵 
は 1 個 で あつ た . 

20.0°C(2) で は 400 gz~450 に 貝 体 数 が 多く 見 られ 脱 
皮 中 の 躍 体 は 400g 附近 に 見 られ る . 

20.0°C(3) で は 450 gz~500m に 多く 見 られ 脱 中 の 
体 は 500g 附近 た に 多い 。 

20.0°C(4) で は 600 に 多く 見 られ 中 の 
体 を 14 令 認 め た . 
20.0°C(5) で は 700z~750 に 最も 多く 見 られ , 脱皮 
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第 1 図 発育 日 数 別 体長 分 布 (数 字 ) は 経過 日 数 , 横 軸 上 の 細 終 線 は 脱皮 中 の 虫 体 を 示す 


中 の 体 は 16 , 附近 ,600 附近 , 800 附 比 し 遅れ , 成虫 達し た 時 (9) の 体長 の ピー 600 
近 の 3 個所 に 見 られ た . 650gm と 小さ か つた . 
室温 (平均 13.0°C) に お いて は 成長 の 過程 は 20.0°C に 脱 度 中 の 政体 は 20.0°C と 同様 に 体長 分 布 の 4 個所 に 
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第 2 図 脱皮 中 の 虫 体 の 休 長 別 分 布 


見 られ た . 昧 化し な い 卵 は 20.0°C に 比 し 多 か つ た . 
第 2 図 は 脱皮 中 の 虫 体 の 体長 別 分 布 で て, 20.0°C で は 
200u~290 450 gr~500 650 gg~700 gp, 750 rg~800 
に , 寒 温 で は 250 gz~400 g,550 gz~600 g, 700 gz~750 gp, 
800xm~850 の 4 個所 に 最も 多く 現われ 発育 途上 で それ 
ぞ れ の 段階 の 体長 に 達し て 脱皮 が 行わ れる こと が 分 る 
が , 少く と も 4 回 の 脱皮 を 行う こと が 判明 し た . な お 点 
線 は 成虫 の 実数 を 表わし て いる が , これ に より 最終 脱皮 
を 終っ た 後 も 幾 分 発育 を つ ヾ ける 事 が 推定 され る . 

C. 発育 速度 

尾久 桂 線 虫 の 発育 速度 に つい て , 30.0°C, 25.0°C, 
20.0°C, 室温 (平均 13.0°C) の 各 温 度 で 比較 検討 し た . 
尾久 虫 の 成虫 5 令 っ 用 い , , 熱 固 前 項 
B. に お ける と 同様 に 処置 し て 各 温 度 毎 に 平均 体長 を 算出 
し て 検討 し た . 

30.0C に お いて は , 成虫 に た 達する 和 半 3 日 か くり 3 日 
目 の ホ ー ル グラ ス 内 の 貝 体 体 長 の 平均 は 828.80xm で あ 
た 

25.0°C で は , 成虫 に た 達する 迄 4 日 か x り , 4 日 目 の 
ホー ル グ ダグ ラス 内 の 貝 体 体 長 の 平均 は 838.95m で あつ 

20.0°C で は , 成虫 に 達する 和 5 日 か > り , 5 日 目 の 
ホー ル グ ダグラス 内 の 貝 体 体 長 の 平均 は 886.23xm で あつ 
室温 で は , 成虫 に 達する 造 9 日 か へ り 9 日 目 の ホ ー ル 
グラ ス 内 の 貝 体 体長 の 平均 は 616.29 x で あつ た . 
550g(3 に 相当 ) に 達する 日 数 の 逆数 を も つて 
発育 速度 と する と , 30.0°C~25.0°C の 発育 速度 温度 恒 
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数 Q=1.201, 25.0°C~20.0°C の 発育 速度 温度 恒 数 
Qi=1.687, 20.0°C~ 守 の 発育 速度 温度 恒 
3.981 で 表わさ れる . 

800g (成虫 期 た 相当 ) に 達する 日 数 の 逆数 を も つて 発 
育 速 度 と する と ( 守 温 は 除外 ) 30.0°C~25.0°C で は 発育 
速度 温度 恒 数 Qu=1.361, 25.0°C~20.0°C の 発育 速 
度 温度 恒 数 Qrr=1.306 で ある . 

第 3 図 は , 各 温 度 に お ける 発育 速度 を グラ フ で 表わし 
た も の で 温度 の 高い 程 成 虫 た 達する 日 数 は 少な い が 体 長 
は 短 か い 事 を 示し て いる . 但し 守 温 で は 成虫 に た 達する 日 
数 が 閉 し く 長 く , 体長 は か を て 短 か か つた . 
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3 図 各 温 け る 発育 速度 の 比較 


D. 環境 に 対す る 抵抗 

尾久 桁 線 虫 の 環境 た に対する 抵抗 に つい て は 前 項 培 養和 休 
件 に て 一 部 触れ た が , 今度 は それ 以外 に つい て , 主 と し 
て 感染 経路 追求 の 面 か ら 検 討 し た . 

a 食塩 

前 項 培養 条件 の (e) て 述べ た 如く , 0.85 以 
下 の 濃 度 の 食塩 水 に て は 生存 可能 で あつ た . 但し 37.0° 
C に お いて は 0.85 必 以 下 の 濃度 に お いて る 4 日 以後 は 
死滅 し た . 之 は 食塩 に よる 影響 で は な く 温 度 に ょ る た 
めで ある と 思わ れる . 3.4 迷 以 上 の 濃度 で は , 37.0°C, 
25.0°C, 10.0°C と る も 24 時 間 後 に すべ て 死滅 し た . 

これ より みる と , 少く も 成虫 , 乃至 幼虫 が 漬物 等 と と 
も に 生存 状態 で 提 取 され る 可能 性 は 少 い の で は な いか と 
思わ れる . 

b. 

調味 料 と し て 日 常 家庭 に て 使わ れる も の が , 尾久 桁 線 
虫 た に 及ぼ す 影 響 を 知る 為 央 干 の 試験 を 行 つ た . 

ま づ 材料 と し て 普通 使用 され て いる 家庭 用 キッ コマ マン 
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を 使用 し た . 

を , 原液 か ら 3 倍 稀 て 729 倍 和 め , 
投入 前 の pH を 度 に つい て 電極 pH メー タ 
ー に て 測定 し た . 原液 (pH 5.45) ~729 倍 液 (pH 6.95) 
で 酸 性 を 示 し 尾久 線 の ほ 適 pH で あつ た . 

原液 及び 各 段 階 稀釈 液 を 1.0 cc づつ っ 小 試 験 管 に と り 
筆 線 虫 ( 成 虫 , 幼虫 共 ) 20 隻 内外 投入 し ざ ム 栓 に て 封じ , 
25.0°C. “37.0°C. 解 卵 器 及 び 10.0°C の 低温 と お いて 時 
間 を 追 つ て その 生存 状態 を 調べ た . 

37.0C に お いて は , 9 倍 液 和 1 時 間 後 に て 早く も ゃ す 
べ て 死滅 し , 27 倍 液 で は 1 時 間 後 で 97.06 必 , 6 時 間 
後 で 67.65 の 生存 率 を 示し , 24 時 間 で は すべ て 死 減 
し た . 81 倍 以 下 729 倍 液 に て も 同様 の 結果 を 示し , 24 
時 間 後 に は すべ て 死滅 し た . 

10.0C に お いて は , 9 倍 液 千 37.0°C と 同じ く 1 時 
間 で 死滅 し , 27 倍 液 で は 1 時 間 後 で 生存 率 84.00 必 , 6 
時 間 後 で 24.00 必 , 24 時 間 後 で 18.00 , 48 時 間 後 で 
8.00 , 96 時 間 後 で すべ て 死滅 した. 81 倍 以 下 で は 96 
時 間 後 に おい て も , 81 倍 液 で 9.09 , 243 倍 液 で 33.33 
, 729 倍 で 73.53 必 の 生存 率 を 示し た . 

25.0C に お いて は 第 1 表 に 示す 如く で , 9 倍 液 迄 前 
二 者 と 同様 1 時 間 後 に 死滅 し , 27 倍 液 で は 48 時 間 後 に 
死滅 , 81 倍 液 以 下 で は 96 時 間 後 に て も 生存 出来 た . 各 
液 の pH の 移動 は 24 時 間 に て や ゝ アル カリ 性 に 傾い た 
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が 大 な る 変化 は 認め られ な か つた 。. 

以上 にょ り 本 桁 線 虫 は ご く 薄 い 交 油 中 に は 生存 し 得る 
が , 前 述 の 如く 高温 に は 非常 に 弱い の で 調味 料 と し て 敗 
油 を 煮物 に 使う 場合 に は 全く 感染 源 と な り 得 な いも の と 
老 え られ る. 

c. 

次 に 食 醒 に つい て 尾久 和 桁 線 虫 の 抵抗 性 を 検討 し た . 家 
用 ミッ カン 食酢 を と 同様 に , 原液 より 3 倍 に 
て 729 液 造作 り , 体 投入 前 の pH を 各 に つい 
て pH メー ター に て 測 穴 し た と ころ , 原液 (pH 3.50) ~ 
729 倍 液 (pH 5.02) で 酸性 を 示し た が , 本 桁 線 虫 の 生存 
可能 域 で あつ た . 

各 液 を 1.0 cc づつ 小 試験 に と り 本 虫 (成虫 
幼虫 共 ) 20 隻 内 外 投 入 し ざさ ム 栓 に て 封じ 25.0°C, 37.09 
C 解 卵 器 及 び 10.0°C の 低温 に お さめ , 時 間 を 追 つ て そ 
の 生存 状態 を 調べ た . 

37.0°C で は , 9 倍 液 迄 1 時 間 後 に すべ て 死滅 , 27 倍 
液 で 4 時 間 後 , 81 倍 液 で 24 時 間 後 , 243 倍 液 以下 で は 
48 時 間 後 に すべ て 死滅 し た . 

10.0°C で は , 3 倍 液 造 1 時 間 後に すべ て 死滅 9 倍 液 
で は 4 時 間 後 に すべ て 死滅 , 27 倍 液 以下 で は 48 時 間 後 
に お いて る 27 倍 液 で 1.11 必 , 81 倍 液 で 66.67 %, 243 
倍 液 で 90.00 必 , 729 倍 液 で 96.88 必 の 生存 率 を 示し 
た 


( ) 生存 率 必 


原 液 に 9 x 81x 243 x 729 x 対 
虫 体 投入 
i 前 pH 5.45 5.50 5.65 5.80 6.38 6.85 6.95 6.98 
0/26(0) 0/30(0) 0/34(0) 33/38(86.85) 34/34(100) 34/34 (100) 30/30(100) 43/43(100) 
0/26(0) 0/30(0) 0/34(0) 27/38(71.05) 34/34(100) 34/34 (100) 30/30(100) 43/43 (100) 
26/38 (68.42) 34/34(100) 34/34 (100) 30/30(100) 43/43 (100) 


1 
2 

4 

6 24/38 (63.16) 
24 10/38 (26.32) 
48 0/38 (0) 

96 0/38 (0) 


32/34(94.12) 34/34 (100) 30/30(100) 43/43(100) 

12/34(35.29) 17/34(50.00) 30/30(100) 43/43(100) 
4/34(11.76) 23/42(54.76) 52/52(100) 43/43 (100) 

2/34 (8.82) せ せ サ せ 


第 2 表 食酢 中 で の 生存 試験 (25.0°C) 


( ) 生存 率 


27x 


9 x 


81x 729 x 対照 


3.85 


4.00 


4.43 4.75 5.02 6.90 


1 
2 

4 0/23(0) 0/21(0) 
6 0/23(0) 0/21(0) 
4 0/23(0) 0/21(0) 
48 0/23(0) 0/21(0) 


0/19(0) 
0/19(0) 


0/23 (0) 1/21(4.76) 2/19(10.53) 12/23(52.17) 
0/23 (0) 1/21(4.76) 2/19(10.53) 11/23(47.83) 20/20(100) 
1/19( 5.26) 6/23(26.09) 19/20(95.00) 19/20(95.00) 25/25(100) 22/22(100) 
1/19( 5.26) 5/23(21.74) 19/20(95.00) 18/20(90.00) 25/25(100) 22/22(100) 
3/23 (13.04) 16/20(80.00) 16/20(80.00) 25/25(100) 22/22(100) 
3/23(13.04) 16/20(80.00) 16/20(80.00) 25/25(100) 22/22(100) 


20/20(100) 20/20(100) 


20/20(100) 


25/25 (100) 22/22(100) 
25/25 (100) 22/22(100) 
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25.0°C で は , 第 2 表 に 示す 如く , 原液 で は 1 時 間 後 
に て すべ て 死滅 する が 3 倍 液 で 1 時 間 後 4.76 必 , 9 倍 
六 以 下 で は 前 二 者 た 比 し か な り の 生存 率 を 示 し た . pH 
の 移動 は 729 倍 液 の 48 時 間 後 (pH 5.02~pH 7.25) を 
給 い て は 大 な る 変化 は 認め られ な か つた . 
以上 た ょ りう り 盗 油 に と 比 し 本 桁 線 虫 の 生存 し 得る 状態 が 容 
易 で 食酢 の 使用 法 上 か ら 考 えて も 経 日 感染 源 と な る 可能 
性 が 全く な いと は 言い 切れ な い . 
な お 48 時 間 後 迄 に お いて は 各 濃 度 と も 増殖 は 認め ら 
れ な か っ た 。, 
d. 塩酸 
0.3 ょ り 0.003 3 倍 稀釈 の 塩酸 作り , 小 
試験 管 に 各 濃 度 液 を 1.0 cc づつ 入れ , 尾久 桁 線 虫 10 隻 
内 外 投 入 , ざ ム 栓 に て 封じ 25.0°C 角 卵 器 及 び 10.0°C 
の 低温 に お き , 日 を 追 つ て その 生存 状態 を 観察 し た . 又 
線 虫 投入 前 各 の pH を 電極 pH メー ター に て 
し た . 
実験 成績 は 第 3 表 に 示す 如く , 25.0°C で は 0.3 巡 。, 
0.1 %, 0.03 濃度 溶 と も 1 日 後に し , 0.01 
% (pH 2.88) で は 4 日 目 に 27.3 の 生存 率 を 示し 8 日 
目 に は 死滅 する . 0.003 pH 3.78) で は 8 日 上 月 に て も 
27.3 必 の 生存 率 を 示し た . 
10.0°C で は 0.01 和 と も 1 日 後に は 


滅 し , 0.003 で 2 日 目 で 66.7 必 の 生存 率 を 示す が 4 日 


第 3 表 各 濃 慶 塩酸 中 で の 生存 試験 ( ) 生存 率 必 


に は 死滅 した. 

以上 た ょ うり 尾 久 桁 線 虫 は 酸 に は 極め て 抵抗 性 が 弱い も 
の と 推定 され た . 

e. 人 工 胃 液 , 人 工 腸 液 中 の 生存 試験 

尾久 線 が 経 的 に 感染 し た 場合 , 胃液 , 腸 に て 
生存 し 得る か , を 検討 し た . 躍 体 , 及び 虫 卵 た つい て 夫 
々 実験 を 行 つ た . 

人 工 胃 液 ( 稀 塩 酸 3.0cc 純 ペ プシ ン 0.3g, 水 100ce, 
の 組成 の も の を 使用 , pH=1.4 で あつ た .) 

人 工 腸 液 (重政 0.2g。 ト リプ シン 0.5g, 生理 的 食塩 
水 50cc の 組成 の も の を 使用 , pH=8.2 で あつ た . ) 

1) 虫 体 に 対す る 影響 

人 工 胃 液 1.0cc を ホー ル グ ラ ス に と り 尾 久 桂 線 虫 の 
成 虫 , 幼虫 ) を 投入 , 直ちに する と 30 
~1 分 後に は 成虫 , 幼虫 共 死 亡 し 始め 10 分 後に は 全く 
死滅 し て いた . 第 4 表 に 示す 如く , 10.0°C, 25.0°C, 
37.0°C に お ける 実験 も 1 日 後に は 全く 死滅 し て いた . 
虫 体 投入 時 の 置 液 の pH は 1.4 で あつ た . 

人 工 腸 液 (pH 8.2) 1.0cc を ホー ル グ ゲ グラス に と り 尾 久 
桁 線 虫 の 数 十 令 ( 成 虫 , 幼虫 共 ) を 投入 し , 10.0°C, 25.0 
°C, 37.0°C た に お き 日 を 追 つ て その 生存 状態 を 観 祭 し 
た . 37.0°C で は 1 日後 すべ て 死滅 し た が , 10.0°C で は 


0.03 


0.01 0.003 


2.02 


3.78 


2.88 


1 0/11(0) 0/8 (0) 0/10(0) 5/11 (45.5) 9/11 (81..8) 10/10(100) 

25.0°C 2 0/11(0) 0/8 (0) 0/10(0) 4/11(36.4) 4/11,(36.4) 10/10(100) 
4 0/11(0) 0/8 (0) 0/10(0) 3/11(27.3) 3/11(27.3) 10/10(100) 
8 0/11(0) 0/8 (0) 0/10(0) 0/11(0) 3/11(27.3) 10/10(100) 

1 0/9 (0) 0/11(0) 0/9 (0) 0/10(0) 7/9 (77.8) 8/8 (100) 
10.0°C 2 0/9 (0) 0/11(0) 0/9 (0) 0/10(0) 6/9 (66.7) 7/8 (87.5) 
4 0/9 (0) 0/11(0) 0/9 (0) 0/10(0) 0/9 (0) 4/8 (50.0) 
8 0/9 (0) 0/11(0) 0/9 (0) 0/10(0) 0/9 (0) 4/8 (50.0) 


第 4 表 人 工 胃液 , 人 工 腸 液 中 で の 生存 試験 ( 虫 体 ) 


( ) 生存 率 必 


人 工 胃 液 (pH 1.4) 


人 工 腸 液 (pH 8.2) 


10.0°C 25.0°C 37.0°C 


25.0°C 37.0°C 


10.0°C 


1 0/10(0) 0/30(0) 0/12(0) 
2 0/10(0) 0/30(0) 0/12(0) 
0/10(0) 0/30(0) 0/12(0) 
8 


16/16 (100) 25/27 (92.59) 0/35(0) 
16/16 (100) 13/27 (48.15) 0/35(0) 
16/16 (100) 11/27 (40.74) 0/35(0) 

0/16(0) 1/38( 2.63) 
0/38 (pH8.4) 
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3 日 後 も 100 巡 の 生存 率 を 示し , 1 週間 後に は 死滅 し 
た . 25.0°C で は 3 日 後に た, 40.74 必 の 生存 率 を 示し , 
1 週間 後に は 成虫 1 食 の み 生 存 し 8 日 目 に は 死 減 した. 
25.0°C で 8 日 目 の 人工 腸 液 の pH は 8:4 で あぁ つた . 

2) 卵 た 対す る 人 工 胃 液 の 影響 

あぁ あらかじめ ホー ル グ ラ ス に 成虫 数 食 を 入れ 薬用 酵母 を 
含む 水 1.0cc を 入れ , 25.0°C 解 卵 吾 に お く . 2 日 後に 
と り 出 し 成虫 の み を 除き ホー ル グ ラ ス の 旗 に 残っ つた 卵 を 
使用 し た . 毛細 管 に て 水分 を 出来 る 限り 吸い 取り , 人 工 
胃液 0.5 cc づつ 入れ た . 卵 の 数 は 30~50 個 で 人 工 胃 液 
の pH は 1.4 で あつ た . 


第 5 表 人 工 四 液 中 で の 生存 試験 ( 卵 ) (25.0°C) 


pH 
7.0 7.0 6.8 6.8 1.4 1.4 1.4 


3 930 1 6 ~ 
4 106 6 == ~ 
7 


No. 1, 2 1 時 間 後 No. 3, 4 4 時 浸 後 
No. 5, 6 24 時 間 漫 漬 後 No. 7, 8, 9 胃液 


卵 の 時 間 を , 1 時間, 4 時間 , 24 時 間 と し , 
各 時 間 経 過 後 直ちに 胃液 を 除き 水 に て ホー ル グ ダグ ラス を 2 
~ 3 回 洗い , 薬用 酵母 を 含む 水 1.0cc を 入れ , 25.0°C 
解 卵 器 に お さめ 日 を 追っ つて 卵 の 解 化 状態 を 観察 し た . 別 
に , 胃液 に 7 日 間 た ょ , 卵 の 状態 を 観察 し 
た . 実験 成績 は 第 5 表 に 示す 如く で ある . No. 1, No. 2 
は 1 時 間 , No.3,No. 4 は 4 時 間 , No.5,No.6 は 24 時 
間 , 人 工 胃 液 に 浸 病 し た も の で ある . な お 薬用 酵母 水 を 
入れ た 時 の 各 ホ ー ル グラ ス の pH は 6.8~pH 7.2 で あ 

No. 1 か ら No. 6 も 1 日 後に は を 始め 4 
へ ~5 日 目 に は 成虫 と な り 1 週 後 と は すべ て 増殖 を 認め 
た 。 胃 液 に 7 日 間 浸 潰し た 卵 は 浸漬 中 3 ~ 4 日 目 に 卵 毅 
内 た に て 幼虫 世 ま で 発育 し て 死亡 し て お り , 浸漬 終了 後 の 
に て は 全く 出現 を 見 な か つた . 

以上 の 実験 に より 成虫 , 幼虫 は 胃液 た に 対し て 極め て 弱 
く , 卵 は 置 を 通過 し て る も 発育 可能 で ある 事 を 認め た . 又 
胃液 に され た 卵 は し て 成虫 に な る , 前 述 の 
養 法 に ょ る より も や ・ へ 発育 が 遅れ る 事 を 認め た . 

f 尿素 に 対す る 抵抗 性 
健康 人 の 1 日 平均 尿 量 は 1.5 立 で この 中 尿素 20~30 g 
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を 含む (0.014~0.02 ) の で , 尿素 の 影響 を みる た め , 
5.0 ら 0.008 和 各 濃 度 の 尿素 稀釈 液 を 作り 尾久 
桂 線 虫 を 投入 し て その 生存 状態 を 観察 し た . 

実験 方 法 : 各 稀 釈 液 1.0 cc づ っ 小 試験 管 に と り 虫 体 
十 数 令 づ っ 投入 し , 25.0°C, 10.0C た に お き 日 を 追っ つて 
その 生存 状態 を 観察 し た . 

実験 成績 : 

1) 25.0°C, 5.0 で は 2 日 目 25.0 必 の 生存 率 を 基 
し た が 4 日 目 に は 死滅 し , 1.0 % で は 2 日 目 83.3 %, 4 
日 目 57.1 , 0.5 は 2 日 目 64.7%, 4 日 64.7 
0.25 で は 2 日 目 63.2, 4 日 目 98.4, 0.125 
は 2 日 目 62.5 必 , 4 日 目 62.5 , 0.063 % で は 2 日 目 
100%, 4H 80.0%, 0.031%, 0.016 %, 0.008 
で は 2 日 目 で 約 100 必 , 4 日 目 で 64.7 ~90.9 の 生 
存 率 を 示 し た . 

2) 10.0°C 5.0 で は 2 日 目 で 死滅 し , 1.0 必 で は 
2 日 目 70.0, 4 日 目 40.0 , 0.5 % で は 2 日 目 58.8 
%, 41 目 58.8 %, 0.25 % で は 2 日 目 81.3 %, 4 日 目 
75.0%, 0.125 は 2 82.4%, 4 日 目 58.8, 
0.063 % で は 2 日 目 86.7%, 4 日 目 86.7%, 0.031 %, 
0.016 必 , 0.008 で は 2 日 目 , 及び 4 日 目 で 61.1 必 ~ 
85.5 必 の 生存 率 を 示 した. 

対照 に 用 いた 水道 水 で は 25.0°C, 10.0°C と る も 4 日 目 
で る も 100 必 の 生存 率 を 示 し た . 

以上 の 実験 に よ ょ り 尾 久 桁 線 虫 は 尿素 に 対 し 強い 抵抗 性 
示 を すこ と を 知 つ た . 

g. 人 の 生存 試験 
前 項 と お いて 健康 人 尿 中 の 尿素 成分 (0.02 導 ) に 対し 
て は ょ よく 生得 る 事 を 確 め た の で , 今度 は 人 尿 を 用 いた 生 
存 試験 を 行 つ た . 
全く 健康 な 人 間 の 新鮮 尿 を 採尿 し , 原 尿 か ら 3 倍 稀 釈 
に て 81 倍 稀釈 尿 を 作り 各 尿 1.0 cc づつ 小 試験 
管 に と うり 尾久 線 虫 令 (成虫 , 幼虫 共 ) 投 入 し ざ 栓 
に て 封じ , 37.0°C, 25.0°C, 10.0fC の 各 温 度 に て 観察 
原 尿 で は 37.0°C, 10.0°C た に て 1 日 後 す べ て 死滅 し, 
25.0°C に て 1 日 後 4 隻 の み 生 存 , 4 日 後に は 死滅 し 
た . 37.0°C に て は 3 倍 尿 以下 81 倍 尿 造 1 日 後 と は す 
べ て 死滅 し , 25.0°C で は 3 倍 尿 , 9 倍 尿 で 2 日 間 生 存 
し , 27 倍 尿 , 81 倍 尿 で は 4 日 後 で も 完全 に は 死滅 し な 
か つた . 10.0°C で も 25.0°C と 同様 の 結果 で あつ た . 
以上 にょ り 健 康 人 の 原 尿 に て は 生存 し 得 な い 事 を 認め 
た の で , 今度 は 尿 路 系 疾患 * 々 者 の 尿 に より 生存 試験 を 試 
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第 6 表 尿 中 で の 生存 試験 (25.0°C) 


経過 日 数 


13 
4 
60 
6 な し 
赤血球 W 白血球 Ep 上 皮 細 Cyl 円 


みた . 

材料 尿 は , 東京 杏 雲 堂 病院 より 分 与 さ れ た ネフ ロー ゼ 
巴 者 3 名 , 慢性 腎炎 1 名 , 及び 伝 研 附 属 病 院 ょ り 分 与 さ 
れ た フイ ラリ ア 症 患 者 1 名 の も の で ある . 

各 患 者 と も 3 日 前 より し て 37.0°C 器 に 保 
存 し , 実験 当日 の 尿 を 新鮮 尿 , 前 日 尿 を 2 日 尿 , 前 々 日 
尿 を 3 日 尿 , 3 日 前 の 尿 を 4 日 尿 と し た . フイ ラリ ア 症 
患者 の 2 日 尿 は 探 尿 出来 な か つた . 

各 尿 を ホー ル グ ラ ス に 1.0ce づつ と り 尾久 桁 線 虫 の 
成虫 1 令 っ 投入 し , 25.0°C 卵 器 お さめ 日 を 追 つ 
て その 生存 増殖 状態 を 観察 し た . 

実験 成績 は 第 6 表 に 示す 如く 各 尿 と も 1 日 後に は 生存 
し 得る が 2 日 目 に は 健康 尿 は 2 名 と も 死亡 し た . No. 1 
の 新鮮 尿 , 2 日 尿 , No.2 の 2, 3, 4 日 尿 , 及び No.5 
の 3 日 尿 が 同じ く 2 日 目 に 死亡 し , No.3 の 2 日 尿 が 6 
日 目 に 死亡 し た が , 残り の 尿 は 生存 し , 4~5 日 目 よ り 
増殖 はじめ 8 日 月 に は 対照 液 と 同 程度 に 増殖 し た . 

No. 2 の 症例 は 他 に 比 し , 蛋 百 含有 量 が 著しく 多く , 
叉 肉眼 的 血尿 も 著 明 で あつ た . 新鮮 尿 と 保存 し た 尿 に つ 
いて は 特別 の 差異 は 認め られ な か つた . 


以上 の 実験 に より, 尿 路 系 疾患 の ある 場合 に は , 何ら 
か の 経路 で 虫 体 が 尿 路 系 に 達 す れ ば , 感染 成立 の 可能 性 
が ある と 思わ れる . 

結 

1. 東京 都 尾久 地帯 で 発生 し た 尿 線 虫 症 患 者 尿 よ り 分 
離さ れ た 尾久 桁 線 虫 (Rkzabdztis sp.) に つい て , 生物 学 的 
性 状 を 検討 し た 結果 , 最も 好適 な 条件 下 で , 本 虫 は 卵 よ 
り 野 化 後 4 日 で 成虫 に 達する が , 成虫 に な る まで の 温 
度 別 の 発育 速度 温度 恒 数 (Qi) は , 30.0°C~25.0°C で 
1.361, 25.0°C~20.0°C で 1.306 を 未 し た . 

2. 好適 な 条件 下 で , 本 虫 の 針 化 直後 か ら 成虫 に 達し 
死亡 する まで の 一 世代 の 平均 寿命 は 14.6 日 で あり , 
の 間 に 4 回 の 脱皮 を 行い , 成虫 1 食あたり の 総 産卵 数 , 
即ち 次 代 (F:) の 産生 能力 は 平均 94.8 個 で あつ た . ( 卵 の 
率 は 100 で あつ た . ) 

3. 本 虫 の 環境 に 対す る 抵抗 性 を , 人 へ の 感染 経路 の 
追求 と 関連 し て 調べ た と ころ , 食塩 の 0.85 必 以 上 , 交 
油 の 10 必 以 上 , 食 柳 の 10 必 以 上 の 濃度 で は 比較 的 短 時 
間 に 死 滅 し , 熱 た に 対し て も 弱い の で , 経 日 的 に は 飲料 
水 また は 生 に 近い 野菜 等 , 特別 な 食品 に 混入 し て 侵入 
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する 場合 こ に の み 感 染 の 機会 が ある も の と 思わ れ た . 

4. 腸 液 で は 長 時 間 生 存 し 得る が , 塩酸 , 胃液 に 対す 
る 抵抗 性 が 低い の で , 経口 的 と と りこ まれ た 場合 は , 胃 
酸 の 酸度 の 低下 し て いる も の に 感染 が 起り 易い こと が 挫 
定 さ れ た . 

5. 尿素 に 対し て は 比 軽 的 高 濃 度 で も 生存 し う る が , 
健康 人 の 尿 中 で は 生存 し 得 な か つた . 

6. ネフ ロー ゼ , 腎炎 , お よび フイ ラリ ア 症 患者 尿 中 
で は 生存 , 増殖 し う る こと を 見 出し た . 

7. 従っ つて 本 虫 に た よ ょ る 尿 線 虫 症 の 発生 は , 特定 の 条件 
下 で 経 日 的 に 摂取 され た 虫 体 が , 覧 に 移行 し , そこ で 既 
相 の 尿 路 系 疾患 が ある 場合 に 感染 が 成立 し た も の で は な 
いか と 推定 され る . 
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STUDIES ON RHABDITIS SP. ISOLATED FROM HUMAN URINE 
(2) Studies on biological characters of the nematode 


KAZUHIKO UOTANI 
(Department of Parasitology, Institute for Infectious Diseases, University of Tokyo) 
(Department of Internal Medicine, Tokyo Jikeikai School of Medicine) 


The life span of the nematode was measured under the most suitable conditions of culturing. 
The period from hatching to death averaged 14.6 days ranging from 10 to 22 days. During the 
perio the nematode continued to develop, passing 4 times of molting, and produced 94.8 ova in 
average. The hatching rate of the eggs ranged from 98.3% to 100% (the mean value was 99.7%). 
The velocity of the growth varied greatly by the temperature. In general it takes about 4 days to 
reach complete maturity at 25.0°C, and the developing index (Q) was observed to be 1.361 at 
the temperature range 30.0°C-25.0°C and 1.306 at the range 25.0°C-20.0°C. 

The resistance of the worm to various conditions was examined on account of its probable 
-infection route. The survival tests under various concentrations of seasonings for daily foods 
resulted as follows. The nematode could not survive for more than 24 hrs in the saline solution 
more concentrated than 3.4% in the soybean sauce diluted to 9 times, and in the vinegar diluted 
‘to 3 times. The results of survival test for HCL solution showed that the nematode has considerably 
low level of resistance to acid. In the artificial gastric juice (pH 1.4) both adults and larvae of 
the worm died after 10 minutes, but the ova could survive for 24 hrs retaing viability. To the 
artificial intestinal juice (pH 8.4) all stages of the nematode showed relatively high tolerance. 

From the results it was considered probable that the nematoe might infeet human when 
introduced per orally with either contaminated drink water or some other foods especially unheated 
and low seasoned. 

It was also observed that the nematode tolerated considerably to the solution of urea, though 
it died in relatively short period in the urine of normal human. However, the worm could develop 
in the urine of patients suffering from nephritis, nephrosis or chyluria. ’ 
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人 尿 中 に 見 出さ れ た 尾久 桁 線 虫 の 研究 
(3) 実験 動物 に 対す る 実験 


魚谷 和音 
東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 貝 研究 部 (主任 佐々 学 教授 ) 
東京 慈恵 会 医科 大 学 林内 科 (主任 林 直 元 教 授 ) 


(昭和 35 年 4 月 14 日 受領 ) 
特 別 


は し ながき 実験 方 法 及び 実験 成績 

著者 は 尾久 桁 線 虫 に つき , 第 1 編 に て 培 養 法 に 対す る A. 経 日 投与 の 場合 
検討 を 行い , 第 2 編 に て 生物 学 的 性 状 に つい て その 一 部 1. マウ ス に 対す る 経 日 投与 
を 報告 し た が , 環境 に 対す る 抵抗 と し て 食塩 , 次 油 , 食 マウ ゥ ウス (体重 15g, 6 週 ?) 8 匹 に 対し て 夫々 尾久 桁 線 
酷 , 塩酸 , 置 液 等 に 対し て か な り 弱 いも の で ある こと を 虫 を 約 5000 隻 , 日 より 細管 を 通じ て 骨 中 に 入れ , 1 時 
知っ た. 間 後 , 3 時 間 後 , 6 時 間 後 , 12 時 間 後 , 24 時 間 後 に 各 

し か し 腸 液 で は か な り 長 期間 生存 し 得る が , 胃液 に お 1 匹 宛 殺し , 各 臓 器 内 容 を 調べ た . 3 日 後に は 3 匹 殺 し 
いて る も 虫 体 その も の は 短 時 間 で 死滅 する が , 虫 卵 は 比較 と の マウ ス に は 約 500 隻 投与 し た . 又 投与 後 殺す 迄 の 毎 
的 長 時 間 の 胃液 浸漬 後 で も 映 化 し 得 , 叉 既存 尿 路 系 疾患 日 の 排 洪 便 に つい て る も 貝 体 の 有無 を 調べ た . 
の ある 者 の 尿 に て は 増殖 可能 で ある の で , 特定 の 条件 の 実験 成績 は 第 1 表 に 示す 如く , 12 時 間 後 迄 胃 内 に 躍 体 
下 で は 人 体感 染 が 可能 で ある と 考え られ る . そこ で , 本 が 認め られ る , 1 時間 後 に て は 245 令 認 め ら れこ の 中 10 
編 に て は マウ ス , 犬 を 用 い 経 日 投与 , 及び 腹 有 条 内 注入 試 隻 (成虫 5, 幼虫 5) が 生存 し て いた . 虫 体 は 主として 消 
験 を 行い , 更に 組織 綱 通 性 に つい て 結果 を 得 た の で 以下 化 器 系 に 認め られ た が , 肝 臓 に も 2 令 認 あめ られ た . 械 便 


に 報告 する . 中 に は 認め られ な か つた . 3 時間 後 , 6 時 間 後 に は 消化 
第 1 表 経 投 
投与 信 5.000 500 

経過 時 間 1 時 間 3 時間 6 時 間 12 時 間 1 日 3 日 3 日 3 日 
気 息 食 道 。 0 0 0 0 0 0 0 0 
肺 0 0 0 0 0 0 0 0 
肝 0 0 0 0 0 0 0 0 
2( 2 0 0 0 0 0 0 
8( 8 0 0 0 0 
9( 9) 5( 5) 0 0 0 0 
0 0 0 


0 0 0 0 4 0 
0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 
その 他 臓 器 0 0 0 0 0 0 0 


i 


器 系 臓器 に の み 認 め ら れ , 6 時 間 後 に 至 つ て , 杖 便 中 に 
虫 体 15 令 を 認め た . 12 時 間 後 に は 胃 内 に は 少な く , 主 
に 盲腸 , 直腸 部 に 下り , 械 便 中 に ゃ 22 令 認 め た . 24 時 
間 後 に は 胃 内 に は 認め られ ず 主 に 直腸 部 に 見 られ 敬 便 中 
に 9 信 認 あめ られ た . 3 日 後に は 腎臓 に 4 焦 見 出さ れ た 1 
克 を 除き あと は すべ て 直腸 部 に 認め あら れ た . 又 状 便 中 に 
も 多数 の 虫 体 を 認め た . 検 鏡 し た あと の 各 臓 器 , 及び 区 
便 を 大 型 シ ャ ー レ に と り , 薬用 酵母 と 水 を 入れ て 25.0° 
C 解 卵 器 に て 培養 し た が , 1 週間 後に て も 生存 虫 体 の 
検出 は 出来 な か つた . 

2. 犬 た に 対す る 経 日 投与 

体重 約 2.0kg の 小犬 (* ) に 尾久 本線 虫 ( 約 500 令 ) を 
人 共に 与え , 1 日 後 , 2 日 後 の を 直接 検 鏡 及び 
試験 管内 濾紙 培養 , ホー ル グ ダグラス 内 培養 (25.0°C) を 行 
つた が 何れ の 方 法 に て も 貝 体 , 虫 卵 の 検出 は 出来 な か つ 

B. 腹 有 注入 の 場合 

経 日 投与 に ょ よ つて 虫 体 は か な り 長 時 間 消化 管内 た 主 と 
し て 見 られ , その 他 の 臓器 ( 堅 , 有 ) た も 少数 の 侵入 を 認 
め た が , 更に 直接 腹 逐 内 に 虫 体 を 注入 し た 場合 に つい て 
実験 を 行 つ た . 

先 づ , 腹 有 条 内 注入 時 に 混入 細菌 の 増殖 を 抑制 する た め 
( ペ ニ = シリ ン 1500 単位 + スト マイ 1.5 mg) /0.3 cc の 割 
合 の 水溶 牙 を 作り 約 1 時 間 位 尾 久 桁 線 虫 を この 溶液 中 に 
。 

タッ ベ ペル クリ ン 注 射 て この 水溶 液 0.3cc と り ( 体 
20~30 令 を 含む ) 生 後 6 週 , 体重 15 g(?) の マウ ス の 左 
下腹 部 ょ り 腹 腔 内 に 注入 し (マウ ッ ス 8 匹 使 用 ), 時 間 を 追 
っ つて 1 又は 2 つ 殺 し 各 器 中 の 体 の 有無 を , 
ベー ルマン 簡便 法 に て 観察 し た . 

実験 成績 は 第 2 表 に 示す 如く で ある . 

1 時 間 後 の 1 で は 腹 の 線 虫 2 生存 し 肝 


第 2 表 腹腔 内 注入 試験 
(9 匹 の マウ ス に 各々 20~30 隻 を 注入 ) 


腹腔 内 2 

腸 
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の 5 隻 は 死亡 , 他 の 1 匹 の マッ ウス で は 腹 腕 内 の 13 隻 中 
11 令 生 存 し , 腸 の 2 令 も 生存 し て いた . 

2 時 間 後 で は 腹腔 内 の 3 隻 は すべ て 生存 し , 3 時 間 後 
の 1 匹 の マウ ス で は 上 虫 体 を 発見 出来 ず , 他 の 1 匹 の マウ 
ス に 見 出し た 5 隻 は 全部 死亡 , 4 時 間 後 , 5 時 間 後 , 6 
時 間 後 の 虫 体 も 全部 死亡 し て いた . 

こと こ ょ で , 腹腔 内 と いう ぅ の は 解 誤 時, 腹膜 を 義 い て 注水 
し 各 臓 器 を 区 つ た 水 を あつ め て この 中 の 虫 体 を 検査 し た 
も の で , 腹水 , 及び まだ 肛 器 に 侵入 し 得 ず 臓器 に 附 着 し 
水 に て 洗い 出さ れ て 虫 体 を 含め る . 

以上 の 実験 に と より 注 入 6 時 間 以 内 で は , 1 時間 後 の 1 
例 で 肝 , 肝 に 達し た も の を 除い て は 殆ど , まだ 腹腔 中 
に 居り , 腸 以 外 の 消化 管 に は 侵入 を みとめ な か つた . な 
お 発見 出来 な か つた 貝 体 は 胴 筋肉 , 皮膚 , その 他 四 肢 の 
筋肉 等 に 侵入 し た も の か も 知れ な い が 確認 出来 な か つ 

C. 組織 費 通 件 に つい て 

尾久 虫 を 経 的 に 投与 し た 場合 , 及び 腹 有 に 直 
接 注入 し た 場合 で も 虫 体 は ご く 少 な い 数 で ある が , 肝臓 
腸 臓 , 腎臓 に 見 出さ れ , また 腹腔 に 注入 し て 腸管 より 見 
出し て いる が , これ は 組織 中 通 性 の ある こと を 示し て い 
る . これ を 確 め る た め に 更に 以下 の 実験 を 行 つ た . 

た また 実験 的 ュ ト ン ラ ッ ト 貝 (Litomosoides 
carinii) を 感染 せしめ フイ ラリ ア 症 の 死亡 し た さ コト ン ラ 
ッ ト (Szgmodon hispidus) を 解剖 し た 際 , 尿 の 充満 し た 
ま ょ の 勝 腕 を と り 出 すこ と が 出来 た の で 輸 尿 管 を 結 栓 し 
て 尿 の 流出 を 防ぎ 尾久 線 虫 の 増殖 し い 上 
に 勝 腕 を 接触 させ た . 2 時 間 後 , 3 時 間 後 , 4 時間 後 , 
12 時 間 後 , 勝 腕 内 を 検 鏡 し た が 貝 体 は 認め られ な か つ 
た . 24 時 間 後 に 検 鏡 し た 所 , 勝 腕 内 に 多数 の 生き て い 
る 貝 体 を 認め た . 勝 腕 を 培地 より 取出 し , 水 に て 周囲 
附 し て いる 体 を 落と し て , 勝 腕 内 と 腕 膜 に 
通し て いる 貝 体 の 数 を 調べ た . 勝 腕 内 に は , 44 隻 (成虫 
2 , 幼虫 42 令 ), 膜 中 に は , 76 (成虫 9 , 幼 
虫 67 隻 ) を 認め た . 

以上 の 実験 に た ょ り 尾 久 桂 線 虫 は 組織 中 通 性 の ある 事 を 
認め た 。 

次 に Fish skin を 用 いて 員 通 性 を 調べ た . 半 透 明 状 
の Fish skin に て 作 つ た 小袋 の 中 に 薬用 酵母 を 含む 水 
約 5cc 入れ , そこ に 尾久 桂 線 貝 約 50 焦 投 入 し , 日 を 結 
松 し て 大 型 シ ャ ー レ に 太 れ 水 を 入れ て 時 間 毎 た に た シャーレ 
内 へ の 虫 体 の 脱出 を 観察 し た が , 6 時 間 後 , 24 時 間 後 , 
4 日 後 , 7 日 後 も 虫 体 は シャ ー レ 内 に 認め られ な か つ 
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た . な お 小袋 内 の 虫 体 は 7 日後 も 生存 , 増殖 し て いる 事 
を 認め た . . 
考 

既 述 の 如く 尾久 桁 線 虫 の 感染 経路 に つい て は , 全く 不 
骨 の ま ょ で 残さ れ て いる の で , 不 充 分 な が ら 前 項 ま で に 
得 ら れ た 実験 成績 か ら , この 点 に 関す る 若干 の 考察 を 試 
みて みた い . 

人 体 へ の 侵入 経路 と し て は , 経 唱 お よび それ 以外 の 経 
泥 尿 器 的 な 場合 な ど が 考え られ る が , 経 日 的 に 摂取 され 
る 場合 に 可能 性 の ある も の と し て は , 飲料 水 , 生野 菜 ま 
た は た 食 等 で 調味 され 食 まで の 時 間 の 短 
い 場 合 等 で あろ うぅ. 濃い 調味 料 に 長 時 間 漬 され た り , 難 
を 加え られ た 場合 は 本 虫 は 容易 に 死 波 す る か ら で あ る . 
な お 摂 食 さ れ て も 感染 が 成立 する た め に , 胃液 の 酸度 が 
低下 し て いる 場合 は 一 層 好 人 条件 と な る で あろ 5. 

動物 実験 の 成績 が 示す ょ うに , 本 虫 は 組織 引 通 性 が あ 
つて , 経 日 的 と と りこ まれ て る も 諸 種 の 臓器 に 到達 し 得る 
こと と が 明らか で ある : し か し 腎臓 に 本 虫 が 侵入 し て も 導 
ず し も ゃ 尿 線 虫 症 が 起 る と は 限ら な いで あろ うぅ う . 人 尿 の 作 
用 に つい て 調べ た 結果 が ら 判 断 す る と , 既に な ん ら か の 
疾患 が 存在 し て いる 場合 に は, で の 感染 が 成 
り た ち 易 い の で は な いか と 思わ れる .。 この よう な 場 合 に 
は , 経口 的 と で な く , 何ら か の 機会 と 尿 路 を 逆行 し て 侵 
入 し て も 感染 が 起り 得る で あろ う . し か し 一 般 に 尿 路 を 
経る 侵入 の 機会 と いう も の は 考え 難い の で , 尾久 地帯 で 
発生 し た 尿 線 虫 症 の 例 は , それ ぞ れ に 好適 な 条件 の か さ 


な りあ つた も の に , 経 昌 的 に 本 虫 が 所 取 され て 感染 し た 
も の で は な いか と 推定 され る . 

マウ ッ ス に 経口 的 に 摂取 せしめ て 消化 管 に 多数 の 虫 体 を 
証明 し , 消 化 管 以外 の 肝 か ら 本 を 証明 し , 
また 腹腔 内 た に 注入 し て 腸管 内 ょ り 本 躍 を 証明 し た . これ 
に より 本 虫 に 組織 貫通 件 が ある こと を 知 つ た . 

犬 に 対し て 経 日 的 た に せしめ て 中 より 体 の 検 
出 を 試み た が 虫 体 の 検出 は 出来 な か つた . 
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STUDIES ON RHABDITIS SP. ISOLATED FROM HUMAN URINE 
(3) Experimental infection to animal 


KAZUHIKO UOTANI 
(Department of Parasitology, Institute for Infectious Diseases, University of Tokyo) 
(Departiment of Internal Medicine, Tokyo Jikeikai School of Medicine) 


Eight mice were fed with about 5000 adults of the nematode by a stomach tube. The 

distribution of the worm in the mice were examined by dissecting animals by various intervals from 

1 hour to 3 days after the introduction. The nematode was found in large numbers in the intestine 

at each examination, and after 6 hrs of the administration the worms were recovered from the feces. 

A few nematodes were also detected from- the spleen of a mouse dissected one hour after the oral 
administration, and from the kidneys of another mouse examined 3 days after the introduction. 

Another group of eight mice were inoculated intraperitoneally with about 30 nematodes. 

e The worms were found again in several organs, such as liver, spleen and even in the intestinal 


canal. 


The results suggest that this species of Rhabditis can penetrate animal tissues and migrate to 


various organs. 


(122 ) 
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特 別 


は し が ぎ 


本 編 に て 著者 は , 尾久 桁 線 虫 に 対す る 叉 虫 , 治療 剤 の 
スク リー ニ = ング を 目的 と し て 各種 薬剤 と よる 殺虫 試験 を 
行い , 同時 に 尾久 桁 線 虫 を 使用 し て , 一 般 に 殺 線 虫 剤 , 
朗 虫 剤 等 の スク リー= ン ゲ グ テス ト が 行え る か どう か を 検 


し た . 
実験 方 法 及 び 実 験 成績 
A. 剤 に つい て 
供 試 薬剤 


a) 多 剤 と し て 
四 塩 化 チ レン (純正 化学 ), ヘ ポ ジ ( ネ マ トー 
球 , 三共 ), チモール (和光 純 薬 工業 ) , 4- ョ ー ド チ モ ー 
ル ( チ モラ ン , 中 外 製 薬 ), 4, クロル -4 オキ シア プペ ベンゾ 
ー ル (中 外 製 薬 ), 1- プ ロム ナフトール (2), (オー ミン 富 
化 学 ベ フ ェ ニ = ウム (アル コパ パール, 田辺 製薬 ), 
チア ザー= ン (中 外 製 薬 ) 
b) 砥 素 剤 と し て 
マフ ァ ル ゾー ル (マフ ァ ー セ ミン 2 号 , 第 一 製薬 ), 


第 1 表 各種 駆虫 剤 に ょ る 試験 


2 0.4 0.08 0.016 0.0032 

四 塩 化 チレン 27/27 27/27 21/21 21/21 21/21 21/21 25/25 25/25 4/23 6/23 6/21 7/21 

へ ノ \ ジ 74/74 74/74 74/74 74/74 68/68 68/68 36/76 64/76 6/71 46/71 4/76 9/76 

0 62/62 62/62 60/60 60/60 34/68 60/68 7/71 32/71 1/74 21/74 0/86 9/68 

4- ョ ー ド チモール 22/22 22/22 26/26 26/26 8/23 17/23 0/22 5/22 0/23 0/23 0/18 8/18 
18/18 18/18 19/19 19/19 7/25 8/25 4/18 7/18 1/16 3/16 ° 3/22 3/22 

1- プ ロム ナフトール (2) 23/23 23/23 21/21 21/21 4/20 5/20 1/16 1/16 0/18 3/18 9/19 1/19 

23/23 23/23 21/25 25/25 23/29 28/29 18/23 22/23 6/31 25/31 5/26 8/26 

マフ アル ダール 23/23 23/23 19/20 20/20 6/28 7/28 3/25 5/25 0/19 0/19 0/21 0/21 

フィラ ル マ ゼン 17/17 17/17 19/21 19/21 5/23 7/23 0/17 7/17 0/19 3/19 0/18 0/18 

て 14/28 17/28 6/25 8/25 1/23 4/23 2/26 3/26 0/18 1/18 0/21 0/21 

ラフ ェ ノ チア ジン 14/34 23/34 12/31 18/31 7/36 14/36 5/33 12/33 1/30 7/30 0/32 0/32 

ヵ イィ = ン 酸 6/26 8/26 1/22 2/22 0/21 0/21 0/15 2/15 1/22 2/22 0/23 0/23 

カル ペル メン 3/16 6/16 2/15 5/15 1/17 1/17 3/15 6/15 5/21 6/21 0/20 2/20 

ント = ン 3/20 20/20 2/19 15/19 0/19 7/19 3/23 0/23 0/23 0/18 0/18 

3 mgl/cc 
え チ ブチ テール 6/32 10/32 4/26 6/26 3/22 5/22 0/20 7/20 0/16 1/16 1/25 2/25 
(0.5 mgl/cc) 

デ チチ テア ザー= ン 17/24 22/22 3/24 8/26 0/30 7/30 1/37 23/37 0/30 1/30 
24/24 26/26 26/26 13/31 19/31 6/30 17/30 0/26 3/26 
i 8 4 2 1 

Tween-20 0/27 0/27 0/22 1/22 0/22 1/22 0/23 0/23 


() 左側 24 時 間 後 右側 48 時 間 後 分 母 投入 虫 体 数 分 子 死滅 虫 体 数 
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340 
ヂ ク ロー ルフ ェ ナ ル シン 塩酸 塩 (フィ ラル ゼン , 衣 田 製 = ン , 武田 薬品 ), サン ト = ン (サン ト ゾ ぴ ゾール, 日 本 新 
に 薬 ), カル バ ミ マ アン (カル バ ミ ジ ン , 三共 ) 薬 ) 
c) 剤 と し て _d) アン チ モ ン 剤 と し て 
7 ピ ペ ラ デ ヂ ン ハイ ドレ ー ト ( ペ キ シ ン , 田辺 製薬 )) デ ェ スチ プ ナ ー ル (万 有 製 薬 ) 
チル カル バ マ ジン (スパ トニ = ニン, 田辺 製薬 )) フェ フチ ア の 17 種類 の 薬剤 を 使用 した. 
ジン (へ ヘル ノ ミッ ク , 大 阪 合 同 ), カイ = ン 酸 (2 履 ジ ゲ 上 記 薬 剤 中 水 に 難 深 性 の も の は 2 弥 Tween 20 水 溶液 
ググ 
40 ググ 
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本 新 に て 充分 均一 な 落 濁 液 と し て か ら 使 用 し た . 又 Tween 
20 の 尾久 桁 線 虫 に 及ぼ すす 影響 に つい て は 第 1 表 に 示す 
如く , 全く 影響 を 及ぼ さ な い 事 を 確 め た . 


実験 方 法 
各種 駆虫 剤 を 水 ) また は 2 Tween 20 液 1.0cc 中 
窟 液 10 mg から 1.0cc 中 0.0032 mg 千 5 倍 稀釈 に て 薄め 各 


1.0cc づつ 小 試験 管 に と り 尾 久 桂 線 虫 数 十 令 を 投入 し ござ 
ム 栓 に て 封じ 25.0°C 解 卵 器 に お き 24 時 間 後 , 48 時 間 
後 の 虫 体 の 死 減 率 を 検 し た . な お スパ トニ = ン は 1.0cc 中 
200mg より 3 倍 稀釈 に て 5 段階 , スチ プチ ナール は 1.0 
cc 中 3mg, 1.0cc 中 2mg 以下 5 倍 稀 釈 , デ チ アザ ニ 
ン は 1.0cc 中 0.5mg, 1.0cc 中 0.4 mg 以下 5 倍 稀 秋 
に て 使用 した. 又 克 素 剤 の 中 フイ ラル ギ ゼン 10 mg の 克 
素 実 量 は 2.5 mg。 ヵ カル バ ミ デ ン 10 mg の 克 素 実 量 は 2.9 
mg で ある . 

実験 成績 

第 1 表 及 び 第 1 図 に 示す 如く 四 塩 化 そ テ チ レン が 最も 死 
率 高く , 0.08 mg/cc 24 時 間 後に て 100 の 率 
で , へ ヘ へ ノ ポジ 油 , チモール , 4, ヨー ド チ モー ル の 順 で あ 

大 体 に だ おい て 虫 剤 が 尾久 虫 対し て 作用 強 
く , 次 に 砥 素 剤 , 回 虫 訴 虫 剤 , アン チ モ ン 剤 の 順 で あつ 

Tween 20 は 24 時 間 後 で は 死滅 率 0 履 で 全く 影響 を 認 
め ら れず , 48 時 間 後 で も 2 の 濃度 で 各 4.55 
の 死滅 率 を 示す の み で , 虫 体 に 対し 殆 ん ど 影 響 が な か つ 

以上 の 成績 か ら み る と , 少く と る も 抗 多 虫 剤 と し て 有効 
な こと が 知ら れ て いる も の は すべ て , 本 虫 に 対し て も 強 
力 な 作用 を 示す の で , 尾久 虫 を 上 記 の 如き 方 法 
で 多 虫 剤 の スタ リー= ン ゲ グ テ ス ト と し て 使用 し 得る も の 


第 2 殺 線 虫 剤 


と 思わ れる . 

B. 殺 線 虫 剤 , 殺虫 剤 , 除草 剤 に つい て 

供 試 薬剤 

1) 希 線 虫 剤 と し て , D-D, Nemal, Nemagon, Allyl- 
alcohol, Vapam, V.C-13 

2) 角 虫 剤 と し て , Disodium methylarsanate 

3) 除草 剤 と し て , Ammate, Sodium chlorate, PCP, 
Viedar 64, SES, MCP, CMU, DCMU (Diuron) , DCEU,, 
Nebron, Ureabor, Polychlorat. 

4) 植物 ホル モン 剤 と し て , Alanap-3 

以上 20 種類 の 薬剤 を 使用 し , これ ら の 薬剤 の 化学 構 
造 式 は 第 2 表 に 示 した. 

実験 方 法 

各 薬 剤 を 水 で 100 倍 の 液 乃 乳 し , これ より 
3 倍 稀 和 楼 で 段階 的 に 薄め , 各 1.0cc を 小 試験 管 に と り 
尾久 桁 線 虫 (成虫 , 幼虫 共 ) 数 十 投入 し 25.0°C 
器 と おさめ, 24 時 間 後 及び 1 週間 後に 虫 体 の 死滅 状態 を 
観察 し て 24 時 間 後 の 体 死 か ら 50 度 (Lc 
50) を 算出 し , 1 週間 後 の 100 小 致死 調べ 
た 。 
実験 成績 
第 3 表 に 示す 如く 25.0°C 24 時 間 後 の 死 滅 率 は , Ne 
mal が 最高 で 100x3? で 100 の を 示し Lc 50 は 
3599000 倍 と 算出 され た . 以下 DCMU, の 100x3*. Le 
50==21770 倍 , PCP, Vapam, D-D…… の 順 で VC-13 が 
最小 値 を 示し た . 

1 週 後 の 最小 致死 濃度 は Vapam の 100Xx3"“ が 最高 で 
Nemal の 100X3*, Nebron の 100Xx37, VC-13 の 100 x 
37 以下 DCMU, PCP……… の 順 で あつ た . 

以上 概して 殺 線 虫 剤 と し て 使用 され て いる も の ょ 効 方 
が 大 きい が , 除草 剤 で ある PCP 等 殺虫 剤 , 殺 上 内 剤 と し 


殺虫 剤 除草 


Nematicides 
ppD CHCI=CH—CH;CI(50%) 
CH:;Cl—CHCI—CH; (25%) 

Nemal CH,Cl—C=C—CH,;CI! 

Nemagon 
Allylalcohol CH; CH; CH; CH:; CH:; OH 

Vapam CHs-NH-CS-SNa 

VC-13 (C2:H;O) 2-PS-O-$-Clz (m,p) 


Insecticide 


Disodium methyl arsanate 
Na:CH;AsO: 


Phytohormone (herbicide) 
Alanap-3 COONa (O) -$-CONH-Naphthalene 


Herbicides 

Ammate 

Sodiumchlorate NaCIlO; 

Viedar 64 (m,p) 2-O-CH,COCN 

SES Cl (m,p) 

MCP CI(P) , CH;(m)-$-OCH:COOH: 

CMU $2-NHCON (CH;) 2 

DCMU (Diuron) 
CL, (m,p)-$-NHCON (CHs) + 

DCEU (o,p)-$-NHCON (Cz;H;) 2 

Nebron 

Cls-$-ONa 

olychlorat 
Ureabor } B 化 合 物 
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第 3 表 線 虫 殺虫 剤 , 除草 に よる 殺虫 試験 (死滅 率 ) 
N=Nematicide I=Insecticide 
H=Herbicide P=Phytohormone 
Nemal OW) 100 100 100 100 100 100 100 100 83.67 67.44 37.19 20.00 0 3599,000 100x3' 
DCMU (H 100 100 100 100 100 44.35 2.13 0 21.77 35 
PCP (H) 100 100 100 100 91.11 24.39 15.91 0 20'600 3 
Vapam(N) 100 100 100 100 83.72 24.73 35.35 23.53 12.34 10.96 3.06 15.150. 3 
Ammate (H) 100 100 47.50 65.22 57.45 26.19 34.11 20.00 10.42 0 8,654 3 
100 100 100 77.0887.50 5.45 0 0 ‘55 3: 
DD (N) 100 100 100 32.91 14.39 4.40 0 3.552 
Allylalcohol (N) 0 1073 3‘ 
CMU(H) 84.44 83.33 40.00 54.10 5.63 0 919.8 3: 
Nemagon(N) 100 0 1:81 0 907.8 9 
Ureabor(H) 100 80.9710:26 6.98 0 2.08 215.8 3? 
Nebron(H) 70.73 25.64 27.08 10.21 0 0 215.8 3? 
DCEU(H) 92.69 34.00 31.91 7.84 5.45 0 31908 た 
SES (HB) 0 0 124.6 3! 
1um me- 
arsenated)} 4.35 4.08 0 89.6 
Sodiumchlol 28.21 31.61 28.95 8.38 2.44 20.45 71.93 
3(P) 27.50.5.80 7.58 3.61 1.33 10 5:26 .0,, 0 17.24 3° 
227 0 6.778 3 
Polychlorat(H) 8.70 4.17 0 0 0 0 2.138 3? 
第 4 表 抗生 物質 剤 に よる 殺虫 試験 
mg/cc 
と 26/26 24/24 24/24 24/32 2/32 0/29 
24/24 26/32 4/32 3/29 
23/23 24/24 15/19 2/22 0/21 0/20 
プリ スト サイ クリ ン | 23/23 24/24 16/19 3/22 0/21 0/20 
| 34/34 28/28 15/32.: 3/38 0/37 -0/35 
34/34 28/28 20/32 3/38 0/37 0/35 
29/29 12/24 9/33 2/25 0/29 0/27 
| 29/29 24/24 23/33 7/25 1/29 
4 21/33 21/26 21/31 7/27 2/27 0/26 0/29 
| 33/33 25/26 27/31 20/27 8/27 7/26 3/29 
17/25 9/25 11/27 6/23 0/26 0/30 0/22 
25/25 21/25 22/27 17/2 8/26 4/30 0/22 
{ 21/21 11/23 9/26 4/21 4/21 0/23 0/25 
万 単位 /cc 10 2 0.4 0.08 0.016 
3/31 1/132 1/31. 1/32 
ーー 4/31 4/32 2/31 3/32 0/35 
上 段 24 時 間 後 , 下段 48 時 間 後 
分 母 投入 虫 体 数 分 子 死滅 虫 体 数 
て も 有効 な も の が , 本 虫 に 対し て も か な り の 効力 を 示し 乃至 6 段階 に 薄め た . 
た 点 は 興味 深い . 使用 薬品 


C. 抗生 物質 に つい て 

前 述 た に お ける A,B の 実験 と 同様 , 抗生 物質 に つい て 
その 殺 用 を 調べ た . 

使用 薬品 は 下記 の 8 種類 て , ペ = シ リン を 除い た 7 種 
は 250 mg/cc, 又は 50 mg/cc より 5 倍 稀 に て 7 段階 


1. オキ シン テト ラサ イク リン (テラ マイ シン 注射 液 ) 
糖 ファ イザ テ ラマ イ 

2. テト ラサ イク リン (プリ スト サイ クリ ン 万 
製薬 【 ブ リサ イ ] 

3. テト ラサ イク リン (アク rr マイ シン 注射 液 ) 武田 
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第 2 図 抗生 物質 剤 に ょ る 殺虫 試験 (24 時 間 後 ) 


薬品 [アク ロマ イシ 

4.。 クロ ラム フェ ニコ ー ル (クロ ロマ イセ チン 注射 液 ) 
三共 【 ク マイ] 

5. 硫酸 ジ ヒ ド r ス トレ ププ トマ イン シン 注射 液 , 武田 薬 
ス トマ イ 

6. 硫酸 カナ マイ シン 注射 液 , 明治 製菓 【 カ ナマ イシ 

7. ナラ マイ シン , , 田辺 製薬 【 ナ ラマ イシ ン ソン) 

8. 結晶 ペニシリン G カ リウ ム , 武田 薬品 【 マ = シリ 
| 

ペー= シ リン は , 10 万 単位 /cc より 5 倍 稀釈 に て 5 段階 
に 薄め た . 

クロ マイ , ナラ マイ シン は 水 に て , 振 
て 均一 な 落 温 液 と し て 使用 し た . 

実験 方 法 

前 項 A と 同様 に 小 試験 管 に 各 江 度 の 液 1.0cc 宛 入 れ , 
それ に 桁 線 虫 を 毛細 管 に て 投入 し ご ざ ム 栓 に て 封じ , 25.0 
^C 解 卵 器 に お さめ 24 時 間 及 び 48 時 間 毎 に 双 眼 顕 微 鏡 
に て その 生死 を 調べ た . 

実験 成績 

第 4 表 及 び 第 2 図 に 示す 如く アク タク r マイ シン で は 2 
mg/cc で 24 時 間 , 48 時 間 後 と も 100 必死 減 し , 抗生 物質 
中 最も 強い 殺虫 作用 を 示し た . プリ サイ , テラ マイ は 10 
mg/cc で 24 時間, 48 時 間 後 100 死滅 し , 0.08 mgl/cc 


以下 で は 全部 生存 し ,, ナラ マイ シン で は 50 mg/cc で 2 
時 間 , 48 時 間 後 で , 100 必 の 死 減 率 を 示し , 抗 結核 剤 の 
スト マイ , カナ マイ シン は 24 時 間 後 で は , 250 mg/cc 

に お いて る も 100 必 の 死滅 率 を 示さ ず , 上 記 薬 品 に 比 し 作 = 
用 弱く , クロ マイ は 250 mg/cc で 24 時 間 , 48 時 間 後 で 
は 100 必 の 死滅 率 を 示す が , 50 mg/cc 以下 で は 48 時 間 : 
後に だ お いて も その 死滅 率 は 50 必 た に 達し な か つた . ペ = 
シリ ン は 最も 作用 弱く 24 時 間 後 で は 殆ど その 影響 を 
認め られ な か つた . 

結 

1. 各種 硫 虫 剤 の 本 虫 に 対す る 作用 を 検討 し , 四 塩 化 . 
エチ レン , へ ヘ へ ノ ポジ 油 , チモール , 4 ヨー ド チ モー ル , 
アプ ペン ゾ ビール, プ ナ フト ー ル , ベ フェニ ウム 等 
多 虫 虫 剤 と し て 有効 な も の が 特に 作用 が 強い こと を 矯 

2. し た が つて 本 上 虫 を 釣 虫 剤 の スク リー= ニ = ング テス ト 
に 利用 する こと は , 簡便 で 有用 な 方 法 と 思わ れる . 

3. 各種 殺 線 虫 剤 , 殺虫 剤 , 除草 剤 等 に つい て , 本 上 虫 
に 対す る 作用 を し ら べ た が , これ ら の 上 農薬 の 中 で は , 一 - 
般 に 殺 線 虫 剤 効力 が 大 きく , スク タク タリー ニ = ング テス ト に 科 
用 する こと が 出来 る と 思わ れる . 

4. 諸 種 抗生 物質 の 効力 を 調べ た と ころ , 概して テト 
ラサ イク リン 系 の 薬剤 が 他 に 比較 し て 作用 が 強 か つ た . 
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本 研究 に あたり 終始 , る 御 指 導 と 御 賜 わ 
つつ な 東京 大 学 伝染 病 研 究 所 佐々 学 教授 , 慈恵 医大 , 林 直 
部 教授 , 及び 尾久 桂 線 虫 を 分 与 さ れ 実 験 に つい て 絶え ず 
指 導い た ゞ いた 伝 研 寄 生 虫 研究 部 林 助教 授 に 
の 講 意 を 表し , ま と 実 験 た 協力 され た 同 研究 部 佐藤 金 作 
兵 他 研 究 部 職員 一 同 に 厚く 感謝 する . 
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STUDIES ON RHABDITIS SP. ISOLATED FROM HUMAN URINE 
(4) The effect of anthelmintics, nematocides 


and antibiotics to Rhabditis sp. 


KAZUHIKO UOTANI 
(Department of Paraiitology, Institute for Infectious Diseases, University of Tokyo) 
(Department of Internal Medicine, Tokyo Jikeikai School of Medicine) 


Experiments were made to test the killing effects of various chemicals on Rhabditis sp. (Ogu). 


Among seventeen chemicals generally or possibly used as anthelmintics, those effective to 


hookworms were found to kill the nematode in relatively low concentrations. Various nematocides, 


herbicides, plant hormones and antibiotics were also tested, of which the nematocides generally 


showed high level of effects, sometimes to extremely low concentrations. 


The results suggest that this species of nematode might most conveniently be applied for 


the screening tests of antihookworm drugs and nematocides. 
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